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翻
刻
『
浪
華
侠
夫
伝
』

二
O
O
士
一
年
度
専
門
演
習

I

(
藤
沢
ゼ
ミ
)
履
修
学
生

(
井
手
上
未
波
、
大
岩
美
香
、
影
山
悦
子
、
加
藤
友
子
、
川
嶋
直
子
、
杉
原
里
香
、

武
住
清
正
、
西
本
島
菜
、
林
宏
美
、
林
友
美
、
若
林
理
息
、
渡
辺
麻
美
)

二
O
O
四
年
度
専
門
演
習
I

藤
沢
ゼ
ミ
)
履
修
学
生

大
江
優
子
、
梶
田
桃
子

田
上
香
南
子
、
丹
波
美
知
子
、
中
石
希
美
、

中
務
加
奈
恵
、
堀
井
咲
希
、
松
木
智
子
、
森
絹
恵
、
森
田
幹
子

尾
道
大
学
芸
術
文
化
学
部
日
本
文
学
科
の
授
業
「
専
門
演
習

I
(
藤

沢
ゼ
ミ
)
」
に
お
い
て
、
読
本
『
浪
華
侠
夫
伝
』
の
翻
刻
を
行
っ
た
。

『
浪
華
侠
夫
伝
』
は
栗
杖
亭
鬼
卵
作
、
松
好
斎
半
兵
衛
画
で
、
文
化

五
年
(
一
八

O
八
)
大
坂
・
塩
田
座
長
兵
衛
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の

作
品
の
分
析
と
評
価
は
、
拙
稿
「
『
浪
華
侠
夫
伝
』
序
論
、
|
後
修

本
か
ら
の
考
察
と
『
水
瀞
伝
』
臭
」
(
『
読
本
研
究
新
集
』
第
四
集

二
O
O
一
二
年
六
月
、
翰
林
書
一
男
)
、
「
『
浪
華
侠
夫
伝
』
と
演
劇
・
実

録
」
(
『
読
本
研
究
新
集
』
第
五
集
、

二

O
O
四
年
十
月
、
翰
林
書

房
)
、
「
『
浪
華
侠
夫
伝
』
一
の
魅
力

l
|
二
つ
の
敵
討
と
侠
客
た
ち

(
『
上
智
大
学
国
文
学
論
集
』
州
、

二
O
O
七
年
一
月
)

現
在
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い

ゆ
え
に
、

て
い
る
。
『
浪
華
侠
夫
伝
』
は
、

読
本
で
あ
る
が
、

そ
の
魅
力
は
十
分
に
あ
る
と
信
じ
る
。

こ
の
た
び
翻
刻
し
た
も
の
を
公
開
す
る
次
第
で
あ
る
。

本
稿
の
公
開
に
は

藤
沢

毅
で
論
究
し

T
た。

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
に
は

二
O
O
六
年
度
尾
道
大
学
特
別
研
究
費
を
受

所
蔵
本
の
翻
刻
を
快
く

ま
た

許
可
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

な
お
、
翻
刻
し
た
文
章
中
に
は
人
権
上
問
題
あ
る
語
や
表
現
が
多

々
存
在
す
る
。
こ
れ
は
作
品
原
典
(
対
象
テ
キ
ス
ト
)
に
あ
る
も
の

白一 、-ー一一 、，
~ -一回一一

1 



で
あ
り
、
当
時
の
文
化
背
景
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
学
問
上
の
措
置

と
し
て
ご
了
承
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

-
凡
例
(
翻
刻
の
方
針
)

-
平
仮
名
は
現
行
の
対
応
す
る
平
仮
名
に
、
漢
字
も
特
に
使
い
分
け

意
識
が
顕
著
な
も
の
を
除
き
、
基
本
的
に
は
通
行
の
字
体
に
統
一
し

た。
近
世
期
に
お
い
て
、
多
く
誤
用
・
混
用
あ
る
い
は
慣
用
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
る
以
下
の
漢
字
に
つ
い
て
は
、

そ
の
意
味
に
合
わ
せ
て

置
き
換
え
た
。

「
宣
」
↓
「
{
呂
」
、
「
蜜
」
↓
「
密
」
、
「
保
」
よ
「
寝
」

「
斗
」
↓
「
計
」
、
「
吊
」
↓
「
弔
」
、
「
脊
」
↓
「
背
」

踊
り
字
は

仮
名
単
数
の
場
合
一
〉
一
一
三
一
一
¥
一
「
て

字
単
数
の
場
合
「
々
」
、
複
数
の
場
合
「
/
¥
」
「
六
¥
」
(
た
だ
し
、

振
仮
名
で
は
「
/
/
¥

%
¥
」
で
代
用
)
に
統
一
し
た
。

-
私
に
句
読
点
や
中
点
、
「
」
、
『
』
を
補
い
、

ま
た
段
落
を
設
定

し
た
。

-
振
仮
名
は
原
本
に
あ
る
も
の
の
中
、
現
在
我
々
が
読
む
際
に
必
要

あ
る
い
は
便
利
と
恩
わ
れ
る
も
の
の
み
を
採
用
し
た
。
す
な
わ
ち
、

か
な
り
の
量
の
振
仮
名
を
省
略
し
た
わ
け
だ
が

原
本
の
状
態
を
な

る
べ
く
残
す
こ
と
に
よ
る
利
点
よ
り
も
、
か
え
っ
て
そ
の
方
が
読
み

や
す
い
と
い
う
利
点
を
重
視
し
て
の
措
置
で
あ
る
。
な
お
、
左
訓
と

訓
点
は
省
略
し
た
。

印
記
(
印
刷
さ
れ
て
い
る
も
の
)
に
つ
い
て
は

}
に
入
れ
て

示
し
た
。

功、一一ーョ

ー~

一同一一

-
明
ら
か
な
誤
一
記
、
誤
刻
も
基
本
的
に
は
そ
の
ま
ま
の
形
に
し
た
が
、

そ
の
た
め
に
意
味
が
不
鮮
明
に
な
る
場
合
の
み
、
該
当
字
の
右
あ
る

い
は
下
の

)
に
正
し
い
字
を
置
い
た
。

ま
た

文
字
等
が
欠
如

し
て
い
る
場
合
は

〕
に
適
切
な
文
字
等
を
補
記
し
た
。
特
に
稿

者
の
入
力
ミ
ス
か
と
誤
解
さ
れ
や
す
い
個
所
に
は

(
7
7
)

を
付
し

た
。
さ
ら
に
、

見
解
が
分
か
れ
る
余
地
が
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
も

つμ

の
に
つ
い
て
は
注
記
し
た
。

漢

後
修
本
と
の
差
異
の
あ
る
箇
所
と
、
特
に
判
読
上
問
題
と
な
っ
た

箇
所
に
つ
い
て
は
注
記
し
た

翻
刻
は
序
文
、
総
目
録

口
画
の
賛
、
政
文
、
本
文
の
み
と
し
、

表
紙
、
見
返
し
、
挿
画
、
刊
記
の
文
字
は
対
象
外
と
し
た
。
た
だ
し

口
函
と
挿
画
と
刊
記
は
図
版
を
掲
載
し
た

-
底
本
略
書
誌

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
本
(
尾

9
l
m



半
紙
本
六
巻
六
冊

文
化
五
年
刊
初
印

(
な
お
、
後
修
本
で
あ
る
架
蔵
本
を
比
較
対
象
と
し
た
)

-
翻
刻

叙

タ

(
古
狂

鬼
卵
子
嘗
曙
丹
青
之
業
、
善
与
人
交
故
、
駅
程
大
都
之
人
、
無
知
主
〈

名
者
也
。
自
客
歳
遊
浪
速
、
寓
屋
之
余
業
一
記
浪
速
侠
客
之
事
、
命
以

『
侠
夫
伝
』
。

就
余
乞
叙
日
、
「
縞
関
、

子
之
先
、

江
戸
侠
者
之
魁

-
深
見
氏
也
。
則
、

不
可
無
叙
於
此
篇
」
。
余
嘗
遊
豆
之
韮
山
、
初

見
鬼
卵
子

心
酔
其
風
流
。
然
後
、
東
帰
西
留
、
或
会
或
離
、
是
葎

遊
之
常
也
。
今
落
下
卯
、
復
相
会
子
浪
速

与
談

同
炊
而
食
、
共

祷
而
臥
。
是

其
旧
如
許
失
。
其
徴
不
可
辞
也

乃
閲
其
書
紀
、
大

円
之
所
作
、
水
精
之
所
化
、
生
数
多
之
破
落
戸
子
弟
、
以
一
不
忠
節
義

勇
於
下
方
霊
生
之
事
。
頗
有
肖
耐
庵
所
紀
一
二
十
六
員
天
皇
星
、
七

十
二
坐
地
熱
星
、

出
世
之
属
。
余
、
亦
嘗
因
祖
先
之
縁
故
、
紀
任
侠

録
、
未
畢
其
業
也
。
今
山
山
海
天
薄
暑
、
体
倦
気
備
品
、
侍
南
窓
読
此
且
一
屑
、

則
、
惰
体
頓
活
、
黒
甜
既
経
、
配
々
然
侠
骨
自
生
、
今
而
視
吉
、
猶

以
聞
其
語
、
意
気
懐
慨
切
歯
拒
腕
之
状
溢
平
。
篇
外
也
、

在
其
時
。

好
事
者
以
為
談
柄
、
有
侠
骨
者
以
為
義
撃
。
則
、
此
篇
、
量
無
神
益

於
人
哉
云
爾
。

文
化
四
年
歳
在
丁
卯

蒲
月
竹
酔
臣
、
室
田
子
浪
速
高
一
麗
一
橋
畔
俄
屋
東

窓
、
擦
梅
飽
窪
雨
点
井
之
処

江
戸

一
蘭
洲
}
一
大
方
社
渓
見
強
)

蘭
洲
外
史
劇

ら
う
く
は
け
う
ふ
で
ん

浪
花
侠
夫
伝
総
目
録

全
本
六
巻

初
巻
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(
口
画
)

俳
借
師
来
山

を
る
こ
と
も

喧
嘩
屋
五
郎
右
衛
門

天
呈
降
下
方

西
湖

奴
ノ
小
万

貞
節
人
所
在

鐘
ノ
太
兵
衛

焚
々
侠
忠

筑
紫
権
六

芥
質
美
麗

船
越
重
右
衛
門

執
義
無
愛
身

根
津
四
郎
右
衛
門

美
之
所
在

傾
城
瀧
川

石
堂
清
十
郎

」
ひ
し
さ
は

た
か
ね
の
は
な
や

化
明
一侠
-'I'干
香

忠
勇
世
所
稀

臨
難
不
惑

託
身
緑
林

止
姦
一
不
自
成

致
寿
如
毛

ま
す
み
の
か
£
み

東
帆

一
遠
節
美

文
海

み
た
ば
か
り

衆
人
所
与
扶

文
海

図
脱
履
心

古
狂か

け
て
の
み

十
万
堂

忠
雄
森
有
詮

か
た
時
さ
ら
ず

杉
谷
軍
兵
衛

怒
髪
衝
巾

朝
比
奈
藤
兵
衛

清
以
慎
言

黒
船
忠
右
衛
門

判
反
物
喜
兵
衛

直
哉
此
人

獄
門
庄
兵
衛

忠
勇
太
如
暴

抜

顔
も
見
へ
け
り

忠
肝
助
人

美
以
衛
身

美
重
於
金

功、一一ーザ

一回ーす二--

知
者
明
白
之

F
D
 

抱
朴
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遜
与
物
不
透

観
道
水
平
比
風
泥
塑

淵
竜
昼
眠
谷
蘭
秋
吐

居
士
説
玄
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児
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田
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星
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m
A
恥
都
世
官
定
衛
門

タ怠
J吉彦、
明A・
i-~ d 

之品、

';， 

浪t~

華，!本
{来i文
夫;)
伝;
巻
之
'l3 

発
端

遠
州
佐
夜
中
山
麓

栗
杖
亭
鬼
卵
述

そ
く
ゐ
ん
の
こ
み
ろ

ν

ん
の
ば

v

な

り

了

フ

一

お

の

こ

〉

ろ

は

ぎ

の

は

し

な

り

側
隠
之
心
仁
之
端
也
。
差
悪
之
心
義
之
端
山
包
o

d

d

ゃ

う

の

こ

、

ふ

ろ

れ

い

の

は

}

な

り

ぜ

ひ

の

こ

与

ろ

ち

の

は

ぜ

な

り

辞
譲
之
心
礼
之
端
山
也
。
是
非
之
心
智
之
端
也
。

よ

く

ば

ん

も

つ

此
四
端
は
人
の
能
し
る
処
な
り
。
万
物
是
よ
り
起
ら
ざ
る
は
あ
ら

き
ゃ
う
げ
ん
き
ぎ
よ

ず
。
狂
言
締
語
も
此
四
端
を
離
れ
ず
。

山、←一一切

一目ニ---

い
つ
の
頃
に
ゃ
あ
り
け
ん

い
ま
み
や

津
の
国
今
宮
の
里
て
ふ
所
に
十
万
堂

-9 

7 酒

来
山
と
て
い
み
じ
き
誹
譜
の
宗
匠
い
ま
そ
が
り
け
る
。

伊
丹
の
里
に
鬼
貫
と
て
名
だ
〉
る
誹
諮
の
達
人
あ
り
け
る
に
む
つ

ゃ

く

ゆ

き

か

よ

み
、
師
弟
の
約
を
な
し
行
通
ひ
ぬ
る
に
、
或
と
き
来
山
伊
丹
へ
ま
か

い

レ

ゆ

く

ほ

ん

ゐ

り
し
に
折
ふ
し
鬼
貫
在
宿
な
ら
ざ
れ
ば
、
本
意
な
く
、
兼
て
同
じ

国
の
久
々
知
山
の
妙
見
大
菩
薩
を
信
仰
し
け
れ
ば
、
『
よ
き
序
で
な

は

や

た

そ

が

れ

れ
ば
』
と
も
ふ
で
け
る
に
、
早
、
黄
昏
の
頃
に
成
ぬ
れ
ば
、
『
今
夜

さ

い

わ

い

づ

だ

は
拝
殿
に
通
夜
し
て
身
の
幸
を
願
奉
ん
』
(
挿
酉
1
)

と
神
前
に
頭
陀

同
じ
き
国

口

う
ち
を
ろ
し
、
北
辰
を
ひ
た
す
ら
に
祈
り
、
う
つ
/
¥
と
眠
り
け
る

う

ず

み

つ

み

と

て

に
、
丑
満
の
こ
ろ
御
戸
帳
さ
っ
と
開
き
て
、
妙
見
菩
薩
あ
ら
は
れ
給

か

た

は

ら

あ

ま

た

ぐ

は

ん

よ

ん

お

の

/

¥

て

い

y

へ
ば
、
傍
に
侍
坐
せ
し
数
多
の
官
人
の
如
き
者
ど
も
各
低
頭

し
け
る
。
来
山
夢
中
に
『
い
と
有
難
き
。
い
か
な
る
事
に
や
宣
ふ
』



つ

め

き

b

ゐ

を

ん

こ

へ

と
、
息
を
詰
て
閉
居
た
お
に
、
北
辰
御
声
高
く
、

「
頃
目
玉
星
、
天
帝
の
命
に
背
く
事
の
あ
な
れ
ば
、

あ
が
な

り
て
罪
を
頗
ふ
べ
し
。
し
か
し
、
人
間
界
に
下
り
て
放
逸
な
る
振

い

よ

/

¥

い

う

り

ニ

れ

こ

よ

っ

て

わ

が

弥

天

帝

の

怒

強

か

る

べ

し

。

依

之

、

我

津

の

国

天
帝
に
申
て
罪
を
申
開
か
ん
。

暫
く
下
界
に
下

舞
あ
ら
ば

山、←一ーザ

.~ 

一目一一

夫主の
、分

引三野
立毛に
よ居
」て

隠
徳

を

施
さ
ば

レ

ゃ

く

)

き

い

つ

ひ

っ

た

が

の

と
あ
り
け
れ
ば
、
赤
色
の
官
人
五
ツ
の
星
を
引
立
て
け
れ
ば
、
彼

い
づ
く

星
す
ご
ノ
¥
と
何
回
と
も
な
く
立
去
り
け
る
。
来
山
奇
異
の
思
ひ
を

な
し

画

北
辰
を
伏
拝
み
し
と
思
へ
ば
、
是
な
ん
南
下
の
一

ゆ

め

さ

め

な

が

ぷ

や

〕

の

〉

め

り
。
十
万
堂
夢
覚
て
あ
た
り
詠
む
れ
ば
、
早
、
東
雲
の
横
雲
、

め

い

ま

う

ぜ

ん

に
ほ
の
見
へ
て
鶏
鳴
し
き
り
な
れ
ば
、
忙
然
と
起
上
り
、
『
さ
る
に

崎
山
ブ

4
8
J
ん

で
も
此
夢
の
さ
ま
、
い
か
な
る
由
縁
な
り
け
ん
』
其
心
を
し
ら
ざ
れ

ば
、
妙
見
菩
薩
に
奏
し
て
今
宮
に
こ
そ
帰
り
け
る
。

10 

夢
な
り
け

拝
殿

挿

り
や
ム
ぞ
う
d

汁

ι
ん

す

ぎ

や

ぐ

ん

ひ

ゃ

う

¥

↓

は

な

}

竜
蔵
寺
家
士
杉
谷
軍
兵
衛
苛
政
の
語

く
に
の
ぼ
ろ
ぴ
ん
と
す
る
や
ら
ん
〕
人
ぜ
ん
ゅ
の
も
の
と
を
あ
た
布

「
国
之
亡
也
、
天
与
乱
入
与
善
訣
者
」
と
か
や
。

だ
い
}
。

愛
に
豊
前
豊
後
両
国
の
太
守
竜
蔵
寺
家
の
家
士
に
杉
谷
軍
兵
衛
と

ザ

や

-

っ

こ

〈

ぶ

と

う

あ

く

主

て

い
ふ
も
の
あ
り
。
此
者
、
生
得
大
欲
無
道
に
し
て
、
力
飽
迄
強
く
、

算

術

に

妙

、

其

利

欲

に

走

る

事

至

て

好

智

有

。

近

頃

太

守

の

を

ん

ま

か

な

ひ

や

ぎ

や

ろ

ふ

れ

ひ

や

く

】

や

ノ

御
賄
奉
行
(
注
1
)

と
な
り
て
一
家
中
に
倹
約
の
事
を
触
、
蒼
生



に
過
役
を
懸
け
る
ゆ
へ
、
太
守
の
勝
手
は
次
第
に
宜
し
く
な
り
ぬ
れ

を

の

れ

い

お

に

ん

い

よ

/

¥

ば

、

な

を

ノ

¥

己

一

人

の

功

な

り

と

慢

じ

、

弥

蒼

生

を

取

立

け

る
ゆ
へ
、
民
の
困
窮
い
ふ
ば
か
り
な
く
、
今
は
股
の
民
に
ひ
と
し
く

ひ
や
く

v

ゃ
う

詮
方
な
け
れ
ば
拾
万
石
の
蒼
生
徒
党
を
な
し
強
訴
し
け
れ
ば
、
太

を
〉
ひ

守
大
に
怒
ら
せ
給
ひ
、
頭
取
両
三
人
入
牢
仰
付
ら
れ
ぬ
る
に
、
な

ひ
や
く

v

ゃ

う

、

れ

ん

ゐ

ん

て

ん

を
ノ
¥
蒼
生
恨
み
怒
り
、
9

数
千
人
連
印
を
な
し
、
手
々
に
竹
鑓
を

民
へ
、
理
不
尽
に
か
の
一
軍
兵
衛
を
殿
よ
り
申
請
て
、
日
頃
の
叫
を

い
っ
そ
ん
/
¥

晴
さ
ん
と
一
村
々
に
て
大
将
を
定
め
け
る
。

比
時
、
豊
後
回
日
田
て
ふ
所
の
庄
官
忠
左
衛
門
と
い
ふ
者
、

至
て

正
直
に
し
て
人
の
敬
ひ
尊
ふ
人
あ
り
け
る
。
此
人
六
十
に
近
く
多
病

日
頃
の
行
跡
正
し
け
れ
ば
、
此
忠
左
衛
門
を
も
っ
て
惣

げ
ち
に
工
九
ひ
は

十
万
石
の
百
姓
異
儀
な
く
下
知
随
ん
と
評
義
二
決

な
れ
ど
も
、

大
将
と
せ
ば
、

し
此主け
忠る
左。

衛
門
が
村

船
越
良
介
と
て

も
と
は
大
内
家
の
浪
人
な

此
日
田
に
年
久
し
く
住
て
、
忠
左
衛
門
が
恩
沢
を
蒙
る

こ
の
た
び

こ
と
深
か
り
け
れ
ば
、
良
介
つ
ら
/
¥
今
度
の
騒
動
を
思
ふ
に
、
『
所

ひ
や
く
d

ゃ
う
の
か
し
ら

詮

上

下

と

隔

た

り

ぬ

れ

ば

、

利

非

は

と

も

あ

れ

始

終

蒼

生

頭

取

ひ

っ

ち

ゃ

う

こ

の

た

び

が

う

そ

の
者
ど
も
は
重
罪
に
行
は
れ
ん
は
必
定
也
。
此
度
、
忠
左
衛
門
強
訴

の
首
領
と
な
る
時
は
、
い
か
で
一
命
の
あ
ら
ん
や
。
我
、

り
け
る
が

年
頃
此
人

の
恩
を
蒙
る
事

海
の
如
く
山
の
如
し

殊
に
忠
左
衛
門
は
多
病
に

わ
れ

入
牢
な
ど
あ
ら
ば
い
か
で
命
の
あ
る
べ
き
。
我
、
多
年
の
恩

か

は

か

の

き

た

報
じ
に
、
此
人
に
代
ら
ん
』
と
、
心
を
定
め
彼
寄
合
の
席
へ
来
り
、

!

d

内
山
ヴ
}
£

ω

-

衆
人
へ
い
へ
ら
く
、

と
う
む
ら

d

ゃ
う
や

「
当
村
の
庄
官
忠
左
衛
門
殿
事
、
強
訴
の
惣
大
将
に
な
さ
ん
と
の
評

そ

ろ

そ

れ

ポ

ザ

ロ

メ

か

り

儀

一

決

致

し

候

よ

し

承

り

、

浪

人

の

某

、

慨

に

は

侯

へ

ど

も

お
の
/
¥
が
た

各
方
へ
申
入
る
な
り
。
忠
左
衛
門
殿
は
老
人
、
殊
に
多
病
な
れ
ば
、

数

万

人

の

下

知

を

な

し

首

領

と

な

る

人

物

に

は

あ

ら

ず

。

某

は

お

》

ち

け

と

り

大
内
家
に
て
先
祖
は
采
配
を
も
取
し
者
に
て
候
へ
ば
、
あ
は
れ
忠
左

P
れ

ら

(

マ

マ

)

衛
門
殿
に
成
替
り
、
此
度
の
惣
大
将
を
我
等
に
仰
付
ら
れ
な
ば
分

骨
砕
身
し
て
、
憎
し
と
思
ふ
杉
谷
を
引
捕
へ
、
其
肉
を
喰
は
ん
事
、

方
寸
の
内
に
候
」

と
、
勢
込
ん
で
述
け
れ
ば
、
忠
左
衛
門
頭
を
振
、

良
介
殿
思
召
大
ひ
に
相
違
せ
り
。

し
て

.-、 一一一ーザ

.-一
一目一一
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「
い
や
ノ
¥

だ
い
/
¥

我
は
代
々
庄
官

の
家
筋
に
て
多
く
の
百
姓
を
預
り
支
配
い
た
す
者
な
れ
ば
、
(
挿
画
2
)

ぞ
れ
が
ぜ

此
度
一
件
に
生
て
帰
る
べ
き
存
心
に
て
徒
党
は
致
さ
ず
。
殊
に
某

¥

た

ゆ

る

は
忠
右
衛
門
と
い
ふ
一
子
、
当
時
他
国
に
居
れ
ど
も
、
家
の
名
跡
絶

に
も
あ
ら
ざ
れ
ば
、
其
元
は
壮
年
の
身
、
立
身
出
世
あ
る
べ
き
な
る

わ
が
み

に
、
い
か
で
か
我
身
に
代
り
給
ふ
べ
き
」

「と
難T 、
+とう
'Flき，t
"二ρ ア"
有ふ
ね
ば

，[;、

魂

i二良
イ前 f¥ 
間人 ノ!

しL 涙
候?を

4 は

しら
かど
し、
u と
土ぃ流

イ牛ik 

御t

命2
を

失



ひ
給
は
ん
は
記
芝
府
る
ベ
-
か
ら
ず
o

何
れ
此
度
の
事
終
り
な
ば
仁
政

に
戻
る
べ
し
。
其
ー
時
御
身
の
如
き
徳
実
の
君
子
な
く
て
は
J

っ
町
制

し

あ

は

せ

や

も

め

K

J

コ
ー
ノ

る
べ
か
ら
ず
。
我
は
薄
命
の
鎮
夫
。
骨
ん
ぞ
死
を
憎
ま
ん
。
『
L
生コ

2 

は
難
し
。
死
は
安
し
』
と
申
せ
ば
、
我
に
任
せ
給
は
れ
」

と
、
出
町
い
さ
め
け
れ
ば
、
近
村
町
艇
の
忠
一
郎
ど
ち
、
刊
を
揃
へ
、

こ

」

ノ

ヘ

も

っ

と

も

わ

れ

「
良
介
殿
の
至
極
尤
な
り
。
我
と
て
も
生
で
あ
る
べ
き
の
所
存
な

の

の

ち

な

を

の

ち

?

〉

ち

:

ら
ね
ば
、
此
後
領
主
政
道
直
り
し
後
の
事
を
し
ら
ず
。
劃
一
冗
生
残
り
、

我
々
が
仲
り
い
れ
起
も
耐
を
縦
給
ら
ば
、
此
上
の
本
望
な
し
o

d
z
、

ん

〉

-F

殊
に
勇
士
の
末

i

孫
な
れ
ば
、
此
度
の
か
け
叫
、

ぜ

ひ

ご

を

ら

め

べ

〈

ミ

じ
。
是
非
忠
左
衛
門
殿
は
御
存
ム
靴
下
さ
れ
よ
」

-一一一叫
一一一P

良
介
殿
は

此
上
の
人
は
あ
る
ま

酉挿

一
統
に
頼
み
け
れ
ば
、
忠
左
衛
門
も
納
得
し
て
、

を

ん

い

わ

ち

も

う

す

「
然
ら
ば
良
介
殿
の
御
命
を
貰
ひ
申
ベ
し
。
思
ひ
残
す
こ
と
あ
ら

か
な
A

つ
ず

ば
必
達
し
参
ら
せ
ん
」

と
、
一
俣
と
と
も
に
言
け
れ
ば
、
良
介
主
一
恥
(
爾
)
と
打
笑
ひ
、

つfu''i 

と
「
我
は
親
も
な
く
、
親
類
と
て
も
あ
ら
ね
ば
、
思
ひ
残
す
事
軒
ん
に
な

ゾ
」

J
L
A
J
砂
ゎ
、

く
候
。
只
々
御
長
命
に
て
仁
政
あ
ら
ま
ほ
し
く
侯
」

と

て

ひ

き

日
迎
、
其
日
は
村
々
へ
引
と
り
け
る
。



強
訴
の
石者
堂ど
j青も

左刑
衛罪
門 lこ
異空行
見Lは
強fる
勇す
!l) 

語2

井

既
に
徒
党
の
者
ど
も
、
隻
笠
に
竹
鑓
を
も
ち
、
数
万
人
城
下
へ
押

寄
せ
け
れ
ば
、
城
下
の
騒
動
大
か
た
な
ら
ず
、
親
は
子
を
捨
、
子
は

ら

ん

せ

い

く

一

」

か

p
z

親
を
失
ひ
、
誠
に
乱
世
の
ご
と
く
な
り
け
れ
ば
、
国
家
老
大
道
寺
玄

だ

い

を

ん

ち

ゃ

う

も

う

ぜ

蕃
、
馬
を
乗
廻
し
、
大
音
戸
上
に
て
申
け
る
。

長
年
が
訴
へ
る
所
、
一
一

4

理

あ

れ

ば

何

事

に

で

も

あ

れ

町

忠

臣

す

ま
づ

ベ
し
。
先
静
ま
れ
」

と
あ
り
け
れ
ば
、
徒
党
の
頭
分
よ
り
願
書
を
玄
蕃
へ
渡
し
け
る
。
玄

ひ
ら

蕃
開
き
見
て
、

き

〉

と

〉

付

お

、

ふ

や

け

そ

む

き

ご
々
関
届
た
り
。
し
か
し
、
公
の
法
に
背
し
者
ど
も
な
れ
ば
、

ひ
き

頭
分
の
者
、
壱
万
石
に
壱
人
ヅ
¥
残
り
、
其
外
は
引
と
る
べ
し
」

と
い
ひ
渡
し
け
れ
ば
、
兼
て
覚
悟
の
者
ど
も
十
人
残
り
、
跡
は
お
の

ひ

き

ご

ぜ

ん

い

で

り

ひ

ま

づ

が
村
々
へ
引
と
り
け
る
。
玄
蕃
御
前
に
出
て
利
非
を
札
し
、
先
、
杉

ゆ
る

谷
軍
兵
衛
は
閉
門
仰
付
ら
れ
、
過
役
の
分
は
免
さ
せ
給
ひ
、
静
一
論
に

夫
よ
り
頭
取
十
人
入
牢
の
上
、

納
り
け
る

上主将
を軍
恐家
れへ

ざ
る
大
罪

注

2
)

伺

ひ
給
へ
ば
、
『
近
年
(
注
3
)

強
訴
の
者
多
く
、

な

れ

ば

襟

の

刑

に

行

ふ

べ

き

』

台

命

(

注
4
)

あ
り
け
れ
ば
、
太

ふ

び

ん

-

お

も

む

き

か

ぜ

ら

お

〉

せ

守

も

不

便

に

は

思

召

け

れ

ど

も

、

右

の

趣

十

人

の

頭

分

に

仰

あ

り
け
れ
ば
、
此
も
の
ど
む
悪
び
れ
た
る
気
色
も
な
く
、

「
我
々
は
い
か
ゃ
う
の
罪
に
行
は
る
〉
と
も
御
仁
政
の
上
は
柳
も

ひ
や
く

v

ゃ

う

を

ん

は

か

ら

恨

み

奉

ら

ず

。

な

を

此

上

、

蒼

生

立

行

候

ゃ

う

の

御

計

ひ

あ

ら

とま
、ほ

詞iケ
士舎
し
く
述三
け
れ
ば

諸
役
人
「
武
士
も
及
ば
ぬ
者
ど
も

か
な
」
と
感
心
し
け
る
。
此
中
に
も
船
越
良
介
は
わ
け
て
潔
く
見
へ

け
り
。

時、一一一叫

.-一日一一

エノ

d

ろ

て

い

づ

刑
罪
の
日
に
も
な
り
け
れ
ば
、
十
人
の
者
ど
も
後
手
に
縛
り
、
何

の

せ

ひ

き

さ

い

ご

ぽ

つ

れ

ゆ

き

れ
も
馬
に
う
ち
乗
、
城
下
を
引
ま
わ
し
最
期
場
へ
運
行
け
る
に
、
い

の
せ

か
正
し
た
り
け
ん
、
良
介
を
い
ま
し
め
、
馬
に
乗
ん
と
し
た
る
に
、

ば

ね

ば

ね

此
罵
い
と
ふ
騨
て
、
縛
り
な
が
ら
良
介
を
騨
お
と
し
け
る
ゆ
へ
、

む

ざ

ん

う

ち

に

こ

ん

無
意
や
、
石
に
て
胸
を
し
た
〉
か
に
打
け
れ
ば
、
二
言
と
も
な
く
即

q
J
 

E
E
A
 

警
固
の
者
ど
も
驚
き
介
抱
し
け
れ
ば
、
も

く

〉

さ

い

ご

ぱ

は
や
死
に
切
り
た
り
。
詮
方
な
く
馬
に
死
が
い
搭
り
つ
け
、
最
期
処

お

の

/

¥

ひ

き

は

つ

つ

け

各

馬

よ

り

引

お

ろ

し

、

榛

ば

し

ら

に

(

注

日

)

縛

死
し
た
り
け
る
(
注
5

に
い
た
り

り
つ
け
、
罪
の
趣
を
読
聞
せ
、
鑓
玉
に
あ
げ
け
る
に
、
九
人
の
者
ど

い

さ

ぎ

あ

い

は

て

も
潔
よ
く
念
仏
た
か
ら
か
に
と
な
へ
て
相
果
け
る
。
良
介
も
同
じ

か
は
は
ぎ

罪
な
れ
ば
、
死
骸
を
柱
へ
(
注
7
)

い
ま
し
め
、
皮
剥
の
(
注
B
)

者

ど
も
「
御
し
う
ぎ
ま
で
な
り
」
と
脇
腹
へ
鑓
(
挿
画
3
)
を
さ
し
こ
み
、
死

た
る
者
な
れ
ば
留
め
を
も
さ
〉
ず
立
帰
り
け
る
。
か
〉
る
無
罪
の
者

せ
い
ば
っ

征
罰
あ
り
け
る
天
の
悪
み
に
や
、
一
天
俄
に
か
き
曇
り
、
雨
し
ゃ



じ
く
し
け
れ
ば

見
物
夫
に
驚
き

土
a
λ

皆
々
こ
け
つ
転
び
つ
逃
帰
り

け
る
。其

夜

か

ち

フ

う

ら

よ

り

さ

5
だ
ん

家
中
の
若
者
ど
も
打
寄
、
雑
談
し
け
る
に
、
壱
人
言
出
し

け
る
は

山、 一一一叫
.-一日一一

ふ

り

♂

り

つ

け

「
今
宵
は
雨
も
降
、
い
と
恐
し
き
夜
な
り
。
げ
に
刑
罪
あ
り
し
襟

あ

が

い

ち

に

ん

き

た

の
柱
へ
上
り
(
注
9
)
、
一
人
ヅ
¥
に
扇
を
く
わ
へ
さ
せ
来
る
も
の
あ

ら
ん
や
」

3 

お
の
/
¥
と
と
ば

と
言
出
し
け
れ
ば
、
各
詞
を
揃
へ
、

い

つ

お

さ

マ

ず

「
武
士
た
る
者
、
左
ほ
ど
の
事
を
せ
ざ
ら
ん
や
。
何
れ
に
で
も
御
指
図

い

ら

に

ん

は

か

ら

は

あ
れ
。
一
人
ま
い
り
で
右
の
ご
と
く
計
ん
」
パ

ゼ

ぎ

¥

も

人

吃

う

に

ち

な

い

よ

予

と
、
息
巻
て
旬
[
り
}
け
る
。
主
(
中
に
石
堂
清
左
衛
門
、
明
日
内
用

一

フ

ゃ

く

た

の

に
て
他
出
す
れ
ば
、
同
役
後
藤
新
八
に
此
事
頼
ま
ん
と
来
り
、
此

さ

う

た

ん

お

の

/

¥

ノ

ち

雑
談
を
閉
居
た
り
け
れ
ど
も
、
黙
し
て
あ
り
け
れ
ば
、
各
袖
を
打

引
て
噺
け
り
笑
ひ
け
る
。
先
に
言
出
せ
し
戸
並
三
平
、

「
し
か
ら
ば
閣
と
り
に
し
て
参
る
べ
し
。
拐
、
石
堂
氏
に
も
此
席
に

居
合
給
ひ
ぬ
れ
ば
最
前
よ
り
一
言
を
出
し
給
は
ず
。
さ
れ
ど
、
同
じ

を
凡
な
ま
へ
か
き
の
せ

席
に
お
は
せ
ば
闘
は
の
が
る
べ
か
ら
ず
。
御
名
前
書
載
申
ベ
し
」

と
い
ひ
け
れ
ば
、
清
左
衛
門
一
言
く
、

ひ

と

つ

む

ぜ

ろ

ま

か

り

い

「
成
ほ
ど
一
席
に
罷
居
れ
ば
兎
も
か
く
も
に
は
候
へ
ど
も
、

を
ん
の
ぞ

く
は
我
等
を
御
除
き
下
さ
る
ま
じ
き
や
」

A斗
τ
1
よ

画挿

同
じ



「と
掠与答
々くへ
け
る

皆
々
今
は
た
ま
り
か
ね

一
同
に
ど
っ
と
笑
ひ
、

こ
の

石
堂
氏
に
は
憶
病
な
る
事
を
仰
ら
る
〉
も
の
か
な
。
此
座

こ

の

き

ゃ

う

と

う

つ

き

あ

ひ

で

き

中
に
あ
り
て
、
比
閣
に
は
づ
れ
で
は
向
後
武
士
の
付
合
は
出
来
申

そ

れ

を

つ

き

あ

ご

り

ゃ

う

け

ん

ま
じ
。
夫
と
も
御
付
会
ひ
な
さ
れ
ま
じ
き
御
了
簡
に
侯
は
ゾ
、
騒
を

も
ろ
す

は
ぶ
き
申
べ
き
や
」

と
、
噺
け
れ
ば
、

「
夫
は
迷
惑
千
万
。
我
等
は
後
藤
氏
に
用
事
あ
っ
て
参
っ
た
れ
ば
、

れ

ん

ぢ

ろ

こ

れ

}

か

き

ゃ

う

こ

う

を

つ

き

あ

び

此
連
中
に
て
は
是
な
し
。
然
れ
ば
、
ム
向
後
御
付
会
下
さ
れ
ず
候
て

は
、
甚
難
渋
な
れ
ば
、
我
名
を
も
御
加
入
下
さ
る
べ
し
」

ひ

き

ゆ

く

と
て
、
六
本
の
閣
を
引
け
る
に
、
「
行
」
と
い
ふ
字
の
圏
、

を
の
/
¥

門
取
け
れ
ば
、
各
心
に
大
ひ
に
悦
び
、

清
左
ヱ

b
ι
Jん
手

」

d

「
石
堂
氏
、
閣
に
あ
た
り
給
へ
ば
是
非
な
し
。
御
越
な
さ
る
べ
レ
」

と
い
ひ
け
れ
ば

ぜる印
の
扇
を
た
ま
は
れ

「
い
か
に
も
此
上
は
違
背
な
る
ま
じ
。

と
、
請
取
、
清
左
ヱ
門
五
人
の
者
に
向
っ
て
言
ひ
け
る
は
、

を

の

/

¥

を

ぽ

}

め

ず

き

か

へ

か

た

「
日
最
前
よ
り
我
を
憶
病
も
の
と
各
思
召
つ
ら
ん
。
壮
年
の
貴
公
方

も
う

ν

を

よ

円

ほ

う

三

ひ

や

ノ

が

な
れ
ば
後
学
の
た
め
に
申
置
ん
。
孔
子
も
『
暴
虎
鴻
河
の
者
は
友

と
せ
じ
』
と
い
ま
し
め
給
ふ
。
此
等
の
事
は
何
の
益
な
き
事
に
て
、

を
h
v

た
い

v

か
な
ら
ず
う

ν
ろ

君
の
御
大
事
の
時
は
か
や
う
{
の
]
人
は
必
後
を
見
す
る
も
の
な

ド
っ
と
つ
を
つ
き
あ
ひ

り
。
先
に
辞
退
い
た
し
た
れ
ば
向
後
御
付
会
あ
る
ま
じ
と
の
事
ゆ
へ
、

ど

う

か

ち

う

な

く

は

な

は

だ

同
家
中
に
居
な
が
ら
付
会
無
て
は
甚
迷
惑
致
ゆ
へ
ま
い
る
な
り
。

き
っ
と
げ
う
三
フ
つ
〉
}
み

若
き
人
々
は
急
度
向
後
慎
給
へ
」

い

ひ

す

で

い

で

ゆ

き

と
言
捨
て
出
行
け
る
。

石
堂
清
左
衛
門
、
船
越
良
介
を
助
る
話

か

く

み

む

う

た

ひ

ょ

斯
て
右
堂
清
左
衛
門
は
、
三
輪
の
謡
「
夜
は
く
れ
ど
も
昼
は
見

あ

ん

や

?

と

も

》

び

へ
ず
」
と
高
ら
か
に
う
た
ひ
、
闇
夜
に
灯
燈
さ
へ
も
と
ぼ
さ
ず
、

〕
よ
/
¥

傘
打
か
た
げ
、
か
の
刑
罪
の
場
に
来
て
見
れ
ば
、
白
骨
所
々
に

る
い
/
¥

累
々
と
し
て
、
陰
火
し
き
り
に
燃
へ
、

は
り
つ
け

み
に
襟
を
(
注
目
)
見
れ
ば
、

砂、一一一叫
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に
-u

司
E
A

事
い
は
ん
か
た
な
し
。

さ
れ
ど

豪三あ
うり

宇しみ狐
山 4色

合悌32
25a 
F~ <守

襟iぃ
日ぶ
柱5せ
へき

雨
の
小
や

さ
ら
/
¥
と
の
ぼ
り
て
(
注
口
)
、
一
扇
を
口
に
く
は
へ
さ
せ
、
「
一
人

-
7
ン
せ
い

/
¥
」
と
高
声
に
か
ぞ
へ
、
九
人
迄
か
く
の
ご
と
く
に
計
ひ
し
に
、

十

人

目

の

襟

主

主

、

申
々
」
と
声
を
か
け
け
れ
ば
、
世
の
常

τぼ
や
く

の
も
の
な
ら
ば
魂
も
失
ひ
逃
去
る
べ
き
に
、
清
左
衛
門
自
若
と
し
て
、

お

一

点

そ

し

〉

い

与

た

め

ず

き

か

さ

だ

め

こ

り

た

ぐ

「
凡
死
た
る
者
の
物
を
言
し
様
を
聞
ず
。
定
て
狐
狸
の
類
ひ
の

入
替
り
、
我
心
を
惑
は
す
に
や
。
正
体
を
あ
ら
は
せ
」

つ

一

は

も

と

つ

め

か

の

は

り

つ

ド

と
、
鍔
元
く
つ
ろ
げ
詰
か
く
れ
ば
、
彼
襟
(
注
日
)
「
し
ば
し
」
と
留

め

も

5
す

「
全
く
左
ゃ
う
の
者
に
あ
ら
ず
。
我
は
日
田
の
良
介
と
申
浪
人
な



ら
聞
伝
へ
感
心
し
た
り
。
陰
徳
の
陽
報
、
さ
も
あ
る
べ
き
事
な
り
。

何
と
ぞ
町
を
さ
し
、
再
び
殺
さ
ん
や
o

J

つ
E
刑
に
行
は
れ
た
れ
ば
、

其
罪
は
あ
る
べ
か
ら
ず
。
必
死
を
留
る
べ
し
」

と
、
縄
を
と
き
ほ
ど
き
、
日
お
ろ
し
、
「
信
州
新
町
家
へ
れ
ね
る
べ
し
」

つ

れ

ひ

そ

か

ひ

I
Y
7
ま

い

れ

と
、
連
か
へ
り
、
密
に
一
間
へ
入
、
衣
服
を
あ
た
へ
、
食
事
な
ど

た

び

ゃ

フ

か

む

さ
せ
、
旅
用
の
黄
金
迄
あ
た
へ
て
一
吉
田
へ
ら
く
、

な

ん

ち

か

み

ね

な

立

ハ

パ

〈

「
汝
此
所
に
あ
り
で
は
上
の
恐
れ
、
再
び
刑
に
行
れ
ん
。
何
風

聞
耕
一
以
匹
、
一
時
節
の
至
る
を
待
つ
ベ
し
。
駅
此
事
を
生
涯
配
一
志
す
ま

じ
け
れ
ば
、
外
へ
漏
れ
ん
や
う
な
し
。
ぷ
つ
ず
〆
K
、
J

っ
眠
も
早
く
当
地

た
ち
の
く

を
立
退
べ
し
」
と

り

あ

り

と
、
手
を
取
て
引
立
け
れ
ば
、
良
介
有
が
た
く
、
一
候
に
く
れ
、

い

の

ち

か

は

る
が
人
の
命
に
代
り
(
挿
画
4
)

て
か
く
の
ご
と
く
の
刑
に
行
は

こ

ん

て

う

け

お

と

ぜ

っ

れ
ぬ
れ
ど
、
今
朝
馬
に
騨
落
さ
れ
絶
死
致
し
候
処
、
刑
に
行
は
る
〉

ゑ

た

や

り

に
も
死
骸
な
れ
ば
皮
剥
(
注
H
)

鑓
を
深
く
も
さ
〉
ず
、
其
上
留
め
を

お

〉

あ

吟

い

れ

こ

、

ろ

っ

き

は

ん

ぺ

も
さ
〉
ざ
り
し
に
や
、
先
刻
の
大
雨
口
に
入
、
ふ
と
心
付
侍
る
。

九
人
の
者
ど
も
申
合
せ
潔
ま
く
刑
に
行
は
れ
し
に
、
和
J

ふ
い
ん
残
り
で

な

よ

が

2

ゅ
う
一

何
か
せ
ん
。
君
、
豪
雄
と
見
奉
れ
ば
、
何
と
ぞ
我
に
と
£
め
を
さ
し
、

く

は

う

せ

ん

さ

ぞ

-tr

早
く
黄
泉
に
遣
し
た
び
給
へ
。
撫
や
九
人
の
人
々
待
つ
ら
ん
」

と
、
一
涙
と
と
も
に
委
細
を
物
が
た
り
け
れ
ば
、
清
左
衛
門
だ
に
お
驚
き

そ

の

も

と

ぜ

や

ノ

や

「
兼
て
、
其
一
冗
日
田
の
庄
官
忠
左
衛
門
に
代
り
し
義
心
、

ι
F
L
W
な
が

挿画 4

ハh
V
1
よ

一炉、 一一一叫

~-一一目一一



く

は

つ

め

い

い

つ

ね

が

は

「
か
〉
る
活
命
の
恩
を
何
の
世
に
報
じ
奉
ら
ん
。
あ
は
れ
願
く
ば
、

を

ん

な

わ

れ

て

う

せ

き

御
名
を
あ
か
し
給
は
れ
。
我
生
涯
朝
夕
御
武
運
を
祈
り
奉
ら
ん
」

な
く
/
¥

と
、
泣
々
言
ひ
け
れ
ば
、
清
左
衛
門
も
一
俣
な
が
ら
、

そ

の

も

と

わ

れ

ゑ

ん

「
其
元
心
底
満
足
せ
り
。
我
は
石
堂
清
左
衛
門
と
い
ふ
も
の
な
り
。
縁

あ

伊

よ

あ

け

あ

v

d

や
/
¥
い
で

も
あ
ら
ば
又
逢
事
も
あ
ら
ん
。
夜
明
な
ば
悪
か
り
な
ん
。
早
々
出
よ
」

お
っ
た
て

と
、
追
立
や
り
け
る
0

9

空
れ
ば
見
物
の
舵
名
古
を
な
し
け
る
に
、
九
人
の
は
艇
什
(
注
日
)

あ
り
て
一
人
柱
(
注
目
)
計
に
て
死
骸
な
し
。
「
是
只
事
に
あ
ら
ず
。

わ
ざ

天
狗
の
業
か
、
い
か
な
ら
ん
」
と
Z

一
一
口
ひ
出
し
け
れ
ば
、

お
ー
ど
こ

の
男
一
吉
田
ひ
け
る
、

「
川
島
と
い
ふ
も
の
あ
り
て
、

も
の
し
り
貌

死
骸
を
と
る
事

間
々
あ
る
事
也
。

全
く
火
車
の
仕
業
な
ら
ん
」

お

の

/

¥

も

っ

と

も

と
い
ひ
け
れ
ば
、
各
「
尤
」

ま
で
を
遣
わ
さ
れ
、
見
分
の
上
は
し
い
て
死
骸
の
御
吟
味
も
あ
ら
ず
。

な

い

/

¥

い

の

ち

内
々
に
て
は
、
『
忠
左
衛
門
が
命
に
代
り
し
良
介
な
れ
ば
、
日
田

ぬ

す

み

と

り

は

ふ

む

り

お

ぽ

u

め
d

の
者
ど
も
死
骸
を
盗
取
、
葬
し
も
の
な
ら
ん
』
と
思
召
け
れ
ば
、

格
別
に
詮
義
も
あ
ら
ず
打
過
け
る
。

と
同
心
せ
り
。

太
守
よ
り
も
検
使

良
介
盗
賊
に
謀
ら
る
〉
話

た
す
け

か
く
て
船
越
良
介
は
不
思
議
に
石
堂
清
左
衛
門
に
助
ら
れ
、

干
」
〉
マ
A
ソ
ギ
A

U

ザ

を
は
か
り
に
国
を
立
退
き
、
上
方
を
士
山
の
ぼ
り
け
る
に
、
周
防

や

ま

み

ち

ゆ

く

む

か

の
国
に
て
山
道
に
踏
迷
ひ
、
か
な
た
こ
な
た
と
た
ど
り
行
、
向
ふ
に

さ

か

や

-

お

b

ひ

一
軒
の
酒
家
あ
り
。
良
介
少
し
酒
を
た
の
し
み
け
れ
ば
大
に
悦
び
¥

あ

る

ぜ

お

ぽ

た

ち

い

で

立
寄
て
酒
を
乞
ふ
。
主
と
思
し
く
至
て
人
品
よ
き
男
立
出
、

「
酒
は
い
か
ほ
ど
差
上
ん

と
い
ふ
に

山、一一一叫

.-一一ー一一

三
一
、
三
合
あ
ら
ば
よ
か
ら
ん
」

あ

も

た

い

げ

h

d

き

値
を
問
ふ
。
甚
下
直
な
り
。

は

な

孔

あ

た

い

「
比
所
は
人
里
離
た
る
所
に
て
、
酒
な
ど
の
値
は
高
か
る
べ
き
に

弓

iI
 

何
と
て
か
く
安
く
は
商
ひ
給
ふ
ぞ
」

た
づ
お

と
尋
け
れ
ば
、

あ

ふ

せ

と

を

り

き

た

「
仰
の
通
、
か
ゃ
う
の
処
へ
迷
ひ
来
り
給
ふ
人
々
の
銭
を
貧
り
て

い

か

ほ

ど

こ

d

何
角
せ
ん
。
只
施
参
ら
せ
ん
も
商
売
の
事
な
れ
ば
是
非
な
く
、
利

を
だ
に
と
ら
ず
参
ら
す
る
な
り
」

と
言
ひ
け
る
。
良
介
大
に
感
心
し
て
、

「
堺
々
亭
主
は
世
に
あ
り
が
た
き
人
也
。
人
は
正
直
な
る
こ
そ
、

世

足

に
め
で
た
き
も
の
は
あ
ら
じ
」

と
、
深
く
称
美
す
れ
ば
、
亭
主
傍
の
男
に
き
っ
と
目
く
ば
せ
し
て

「
是
は
吾
党
の
人
な
り
/
¥
」

す
へ
ん
ち
ん
ぎ
ん

と
、
数
編
沈
吟
す
れ
ば
、

さ
け
う
る
を
ー
ど
こ
か
た
は
ら

庖

に

て

酒

売

男

傍

に

あ

り

け

る

美



酒
を
も
ち
出

は

ん

ベ

わ

が

み

せ

「
此
酒
は
只
人
に
商
ふ
酒
に
は
侍
ら
ず
。
我
庖
第
の
名
酒
に
て

は
ん
ベ侍
れ
ど
、
君
の
主
人
を
称
美
仕
給
ふ
嬉
し
さ
に
、
庖
に
で
商
ふ
酒

あ

た

へ

め

d

の
値
に
て
ま
い
ら
す
な
り
。
よ
く
/
¥
味
は
い
、
き
こ
し
召
候
へ
」

と
、
差
出
し
け
れ
ば
、
良
M

介
一
其
志
を
悦
び
、
(
挿
画
5
)

ひ
た
す
ら

礼
謝
し
て
呑
み
け
る
に
寸
誠
に
希
な
る
美
酒
な
り
け
れ
ば
、
舌
打
し

ニ

ん

の

み

た

ち

ま

ち

ν
び

れ

う

ご

く

こ

と

て
二
、
三
献
呑
け
る
に
、
忽
五
体
凄
て
動
事
あ
た
は
ず
。
『
こ

は
不
思
義
』
と
起
上
ら
ん
と
し
け
る
に
、
足
な
へ
只
呂
の
働
く
の

く
ち
を

み
に
て
、
も
の
い
ふ
事
か
な
は
ず
。
『
こ
は
口
惜
し
き
』
と
思
ふ
う

ち
、
か
の
男
、
戸
板
を
か
き
出
て
良
介
を
か
い
抱
き
、
相
図
と
思
し

ふ

け

り

ゃ

う

に

ん

い

で

こ

の

'

く
笛
を
吹
ば
、
雲
つ
く
や
う
な
る
男
両
人
あ
ら
は
れ
出
、
此
戸
板

を
か
き
荷
ひ
山
深
く
入
け
る
。
良
介
は
巨
の
み
働
く
と
い
へ
ど
も
、

い
か
ん
と
も
す
る
事
あ
た
は
ず
、
か
の
両
人
に
か
き
荷
は
れ
一
里
計

き

せ

き

も

ん

か

き

が

ぐ

来
つ
ら
ん
と
思
ふ
処
に
石
内
あ
り
。
仁
義
の
二
字
を
書
た
る
額
あ
り
。

そ

の

と

三

ろ

し

ゴ

ら

く

ゆ

く

け

っ

か

う

な

る

か

ま

其
処
を
通
っ
て
暫
行
と
恩
へ
ば
誠
に
結
構
成
構
へ
の
家
あ
り
。

玄
関
と
思
し
き
処
に
界
す
へ
、
両
人
は
内
へ
入
け
る
。
暫
く
あ
り
て

儒
医
と
思
↓
く
勿
体
ら
し
き
人
出
来
り
、
何
か
薬
を
良
介
〔
の
}
口

に
入
け
る
。
良
介
は
、
『
又
此
上
に
毒
薬
を
や
あ
た
へ
つ
ら
ん
。
呑

ま
じ
』
と
は
思
へ
ど
も
、
仰
ぬ
き
に
伏
た
れ
ば
、
呼
吸
に
つ
れ
て

の
ん
Y)

レ
り

咽
に
入
け
る
。
『
こ
は
浅
ま
し
』
と
恩
ふ
う
ち
、
心
身
快
よ
く
な

挿画 5
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な
り

り
、
自
然
と
自
由
に
成
け
れ
ば
、
起
上
っ
て
か
の
医
に
尋
て
い
へ
ら

く

こ
の
と
こ
ろ

「
そ
も
此
処
は
い
か
な
る
所
に
て
、
御
身
は
い
か
な
る
人
ぞ
。
最

J

び
れ
く
す
り

前
凄
薬
を
何
の
為
に
我
に
あ
た
へ
、
何
の
ゆ
へ
に
此
処
へ
伴
ひ
来

も

う

/

¥

ゆ

ゑ

ん

ね

が

は

〈

そ

つ

え

り
し
ゃ
。
濠
々
と
し
て
其
由
縁
を
わ
か
た
ず
。
願
ば
、
足
下
是
を

教
へ
給
へ
か
し
。
ま
さ
し
て
足
下
の
あ
た
へ
給
ふ
は
、
毒
、
酒
を
解
す

一

4
p
h
-

い

ゆ

つ

ま

び

ら

刀

是
ま
た
一
其
来
由
を
し
ら
ず
。
何
と
ぞ
詳
に
悟
し

良
薬
な
ら
ん

給

か
の
医
師
完
爾
と
打
笑
ひ
、

「
足
下
の
不
審
し
た
ま
ふ
も
断
な
り
。
此
処
は
周
防
の
山
口
の

人
の
来
る
処
に
あ
ら
ず
。
首
領
は
盗
賊
に
名
だ
〉
る
権

と
尋
れ
ば
、

山
奥
に
て
、

と六
言と
ふい
にふ
、人

良な
介り
大き」

て〉

驚
き

「
左
あ
ら
ば
か
く
も
思
ひ
し
に
、
此
入
口
、
仁
義
と
い
え
る
額
を
か

け
し
は
い
と
不
審
な
り
。
何
ぞ
盗
賊
に
仁
義
の
心
あ
ら
ん
や
」

医
師
答
て
、

「
さ
れ
ば
我
首
領
は
仁
義
を
の
み
行
ひ
、
か
り
に
も
非
道
の
事
を
な

か

る

が

ゆ

へ

わ

か

ど

つ

い

ら

ま

づ

ふ

も

と

さ
ず
。
故
に
我
党
に
入
ん
と
す
る
人
は
、
先
麓
に
て
其
人
物
を

ゐ
ん
と
く

撰
ん
で
、
其
器
に
あ
ら
ざ
れ
ば
屡
ぐ
す
り
を
用
ひ
ず
。
足
下
は
隠
徳

の
君
子
な
ら
ん
と
亭
主
黙
し
て
、

か
の
薬
を
用
ひ
て
此
所
へ
送
り
越

君
も
此
所
に
と
ゾ
ま
り
、
供
に
仁
義
を
な
し
給
へ
」

な

を

か

了

っ

と
い
ひ
け
れ
ば
、
良
介
猶
も
頭
を
ふ
り
、

ふ

乙

ん

-

「
盗
賊
は
世
の
不
仁
此
上
ゃ
あ
る
べ
き
。
盗
賊
を
な
し
て
仁
義
を
行

い

か

ん

ふ
と
は
如
何
」

医
師
答
て
、わ
れ

か

ぜ

ら

「
此
論
、
我
と
足
下
と
す
べ
き
に
あ
ら
ず
。
首
領
に
ま
み
へ
給
ふ
べ

せ
し
な
ら
ん
。

時、一一一叫

.--同一一

しと
入
け
る
。良

介
、
強
盗
の
仲
間
に
入
話

ぼ

う

ぜ

ん

か

良
介
は
忙
然
と
『
首
領
と
は
い
か
な
る
者
や
ら
ん
』
と
待
居
た
る

こ

￥

い

ま

い

で

た

ち

い

づ

ば

か

り

所
に
、
「
首
領
只
今
出
給
ふ
」
と
立
出
る
姿
を
見
れ
ば
、
三
十
計

ば

く

め

ん

ほ

う

が

ん

び

き

や

フ

く

ろ

は

争

た

八

に
て
白
面
鳳
限
、
美
形
い
は
ん
か
た
な
き
男
の
、
黒
羽
二
重
の
小
袖

ち
ゃ
く

v

も

や

っ

き

ん

こ

ν
ら

に
同
じ
き
羽
織
を
着
、
茶
宇
の
袴
に
金
鮮
へ
の
脇
差
を
さ
し
、

た

ち

い

づ

ざ

い

ご

む

か

v
お

と

こ

げ

ん

じ

万
を
小
姓
に
も
た
せ
立
出
る
さ
ま
、
誠
に
在
五
の
昔
男
、
源
の

ザ

ゃ

う

ざ

も

て

な

い

ん

ぎ

ん

光
も
恥
ベ
く
見
へ
け
る
。
首
領
、
良
介
を
上
座
に
饗
応
し
、
感
動
愁

のパ

に
礼
を
述
、

19~. . 

ら
ず
。

わ
ざ

世
に
浅
間
し
き
業
を
な
し
て
世

ぽ

ん

に

ん

は

ん

ベ

足
下
の
姿
を
見
奉
る
に
凡
人
と
も
思
ひ
侍

を
ん
も
の

2
た

包
ま
ず
身
の
上
を
御
物
語
り
あ
り
た
し
」

を「
渡我
るは
も筑
の紫
に権

{寺Jf六
るベとヲ

申i
者

て



t
ベ

ぽ

ん

に

ん

わ

か

み

と
、
低
頭
し
て
述
け
る
。
良
介
も
『
此
者
凡
人
に
あ
ら
ず
。
我
身
の

上
、
隠
し
て
は
あ
し
か
り
な
ん
』
と
、

お

〉

ち

け

「
我
は
も
と
大
内
家
に
仕
へ
し
浪
人
な
る
が
、

に
て
襟
の
刑
に
行
は
れ
し
に
、
か
〉
る
事
に
て
助
か
り
、
上
方
を

志
、
登
ら
ん
と
し
て
道
に
迷
ひ
、
不
忠
義
の
対
面
い
た
す
事
よ
」

一

を

h

ひ

お

ど

ろ

き

と
、
身
の
上
を
語
り
け
一
れ
ば
、
比
由
々
大
に
驚
、

M
V

れ
ち

ipざ
た

〉

「
か
〉
る
高
運
の
人
も
あ
る
も
の
か
は
。
我
等
が
業
は
只
運
の
強
き

た

つ

と

き

や

ぢ

こ

う

こ

の

こ

と

ろ

に

と

す

〉

ま

わ

れ

が

を
尊
び
は
ん
べ
る
。
向
後
此
処
留
り
、
我
力
と
も
な
り
給
は

か
よ
ふ
ノ
¥
の
こ
と

れ
か
し

と
頼
み
け
れ
ば

な

を

い

ぶ

か

L
く

良
介
猶
も
不
審
し
て

す

「
君
の
容
貌
を
見
る
に
、
中
々
盗
賊
な
ど
仕
る
人
に
あ
ら
ず
。
い
か

な
る
事
に
て
、

権
六
答
て
、

そ

も

/

¥

そ

れ

が

ぜ

た

い

ら

よ

「
抑
、
某
が
先
祖
は
新
中
納
言
平
の
知
盛
に
て
候
。
世
々
民

幻

が

か

せ

い

ひ

や

く

d

や
vノ

間
に
下
り
、
数
代
九
州
に
あ
り
し
に
、
我
領
主
苛
政
を
な
し
、
蒼
生

た

ち

を

ぜ

ょ

せ

つ

い

を
く
る
し
め
候
故
、
数
十
人
徒
党
な
し
、
領
主
の
館
へ
押
寄
、
終
に

う
ち
ぼ
ろ
ぼ

打
亡
し
、
闘
を
く
ら
ま
し
筑
紫
を
立
退
、

か
〉
る
恐
し
き
業
を
な
し
給
ふ
ぞ
や
」

今
こ
の
山
口
の
奥
に
盗

わ
れ
と
内
か
す

賊
を
い
た
し
候
へ
共
、
非
道
の
金
を
と
ら
ず
。
我
取
掠
む
る
金
銀
は
、

一

ま

い

な

い

い

ゑ

5
み

あ

る

ひ

を

v
ょ

せ

あ

る

ひ

民
の
賄
賂
を
と
り
で
家
富
し
地
頭
或
は
代
官
へ
押
寄
、
或
は
非
道

を
な
し
て
貯
た
る
金
銭
な
ど
を
奪
ひ
と
り
、
貧
賎
の
者
に
施
し
候
。

そ

れ

ゆ

へ

つ

き

が

つ

よ

く

た

め

ご

件

夫
故
、
手
下
に
付
候
者
一
も
強
欲
の
者
は
様
見
侯
て
手
討
に
い
た
し
、

い

ん

と

く

そ

れ

が

〈

隠
徳
あ
る
も
の
を
の
み
手
下
に
致
し
候
。
夫
ゆ
へ
仁
義
の
額
を
か
け
、

へ
ん

v

わ
す
れ

片
時
も
忘
申
さ
ず
候
」

な

か

い

ち

に

ん

ま

か

り

い

で

と
、
唱
し
の
中
へ
一
人
の
手
下
罷
出
、

を

ふ

せ

つ

け

と

な

り

む

ら

よ

い

ち

ひ

や

フ

へ

に

よ

ぽ

う

に

ん

v

ん
だ
い

「
仰
付
ら
れ
し
隣
村
の
与
市
兵
衛
と
申
者
、
女
房
の
大
病
、
人
参
代

に
娘
を
傾
城
奉
公
に
売
渡
し
、
其
金
を
持
、
夜
道
を
急
、
ぎ
候
故
、
若
、

あ

く

と

つ

つ

け

も

う

今

み

へ

か

く

や

ど

も

と

悪
盗
の
付
ね
ら
ひ
申
べ
き
も
は
か
り
が
た
く
、
見
隠
れ
に
宿
元
ま

又
壱
人
罷
出
、

一炉 、一一- " 
"~一

一日一一

で
送
り
届
け
申
け
る
」
う
ち
、

に
よ
ぽ
v
y

「
私
事
は
厳
島
の
近
村
に
四
郎
右
衛
門
と
申
者
の
女
一
房

よ

ご

と

つ

乙

き

み

い

で

を
養
は
ん
為
、
夜
毎
に
辻
君
に
出
候
よ
し
承
り
、

主
の
娘

金
子
拾
両

客
と

な
り
遣
し
侯
」

う

っ

た

へ

き

〉

お

〉

き

と
訴
け
る
。
是
を
間
て
良
介
大
に
感
じ
、

そ

く

か

も

ろ

こ

v

そ

う

こ

フ

め

い

合

ん

お

と

な

「
足
下
の
仁
心
、
唐
土
の
宗
江
明
に
も
お
さ
/
¥
劣
る
ま
じ
き
御
行

し

ぽ

し

と

￥

ま

い

つ

び

な

り

ひ
。
我
も
暫
此
処
に
留
り
、
君
の
一
射
と
成
て
勧
善
懲
悪
を
な
し

日
りつμ

申
べ
し
」

な

を

さ

ら

け

〕

き

と
悦
び
け
れ
ば
、
権
六
は
猶
更
安
堵
の
気
色
に
て
、

「
足
下
の
高
運
を
も
っ
て
此
わ
ざ
を
な
し
給
は
ん
と
な
ら
ば

の
者
ど
も
喉
か
し
悦
び
候
は
ん
」

ゑ
っ
き

と
、
悦
喜
満
面
に
あ
ら
わ
れ
け
る
所
へ
、

い
わ
く
に
ま
ち

「
『
周
防
の
岩
国
町
に
、

手
下

世

ふ
く
ら
ざ手
ぃ下
請ン の

主煮

2L 
多?す
ので
金



銀
を
取
候
も
の
、
右
の
(
注
げ
)
』
と
て
、
麓
よ
り
し
ら
せ
申
候
へ
ば
、

か

ぜ

ら

を

こ

し

一

P
れ
ら

(
挿
画

6
)
か
や
う
は
し
た
仕
事
は
首
領
の
御
越
に
も
及
ぶ
ま
じ
。
我
等

ど
も
の
う
ち
よ
り
参
り
奪
ひ
と
り
候
わ
ん
」

と
申
け
れ
ば
、

士一色ムつエノ

νL

「
今
宵
は
客
人
と
夜
と
共
に
も
の
が
た
ら
ん
と
思
へ
ば
、
計
ん
が
ノ
ど
も

宜
し
く
計
ら
ふ
べ
し
」
'

と
い
ひ
残
し
、
良
介
を
伴
ひ
奥
深
く
民
に
け
り
。

石
堂
清
左
衛
門
を
討
て
立
退
話

さ

ん

ぬ

ろ

だ

す

f

小

愛
に
石
堂
清
左
衛
門
は
、
去
る
頃
船
越
良
介
を
助
帰
し
、
猶
も

お

こ

た

せ

ん

だ

っ

お

冶

せ

そ

の

の

ち

忠
勤
怠
り
な
く
勤
め
し
所
に
、
先
達
て
閉
門
仰
つ
け
ら
れ
其
後

た
い
や
く

退
役
せ
し
杉
谷
軍
兵
衛
、
又
々
艇
の
即
断
棋
を
害
需
品
し
、
帰
役
せ
ん
と

願
ひ
け
れ
ど
も
、
家
老
大
道
寺
玄
蕃
、
番
頭
石
堂
清
左
衛
門
、
両

J

ゆ

/

¥

か

れ

い

寸

ひ

や

く

J

ゃ
う

人
承
知
せ
ず
、
種
々
諌
言
し
て
「
彼
再
び
出
な
ば
、
又
々
百
姓
の

お
こ

一
乱
起
ら
ん
」
と
申
上
し
事
を
ほ
の
町
て
、
深
く
両
人
を
恨
み
、
折

を
得
て
両
人
を
な
き
も
の
に
せ
ん
と
工
み
け
る
。

此
玄
蕃
に
一
人
の
娘
あ
り
。
夏
子
と
て
誠
に
沈
魚
落
雁
、
差
月
閉

「ふ

4
h

、

ル

会

主

、

土

手

み

~

花
の
粧
ひ
、
当
年
十
六
才
に
ぞ
成
け
る
を
一
度
垣
間
見
し
人
は
心

を
動
か
さ
ず
と
い
ふ
事
な
し
。
又
、
石
堂
清
左
衛
門
に
も
一

名
を
清
十
郎
と
て
廿
一
才
。
家
中
一
の
美
男
に
て
、

杉
谷
軍
兵
衛

ま
だヱ

部二あ
屋↓り
住み 0 
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い
つ
の
頃
に
や
、
清
十
郎
を
見
初
、
『
夫

ほ

か

そ

ふ

め

と
頼
ま
ん
は
石
堂
清
十
郎
な
ら
で
は
外
に
あ
る
ま
じ
』
と
、
思
ひ
初

い

ゑ

て

弓

あ

さ

ひ

な

け
る
。
此
事
、
家
の
長
、
朝
比
奈
藤
右
衛
門
早
く
悟
り
、
主
人
大
道

寺
玄
蕃
に
一
ず
一
口
け
る
は
、

「
当
家
中
山
し
と
い
へ
ど
p
b
、
仁
義
の
道
を
守
り
、
さ
長
い
と
覚
へ
酎
¥

一

ぜ

そ

く

う

庁

つ

ぎ

る
は
石
堂
清
左
衛
門
殿
な
り
。
子
息
清
十
郎
殿
、
父
の
気
性
を
受
継
、

じ

め

も

こ

き

み

辻

づ

正
直
な
り
。
姫
夏
子
君
、
婿
君
に
な
し
給
ふ
と
も
恥
か
し
か
る
ま
じ

な
り
け
る
。

此
夏
子

き
に
候

と
、
機
嫌
を
見
て
言
出
し
け
れ
ば
、
玄
蕃
も
清
十
郎
を
婿
に
せ
ん
と

娘「兼
を法三て

遣2ド子
主た JL.¥ ぷ

:くT2 
な同法
りじ、

ミ

た

い

へ

ん

と

の

芯

勺

手

清
左
衛
門
方
違
変
な
く
ば
、
此
方
よ
り

と
語
り
け
る
に
ぞ
、
藤
右
衛
門
大
ひ
に
悦
び
、
幸
、
清
左
衛
門
若
党

(

い

d

ゆ

こ

ん

だ

ら

と

へ

金
子
太
兵
衛
と
兼
て
入
魂
な
り
け
れ
ば
、
立
越
て
右
の
趣
き
を
哨
し

け
れ
ば
、
太
兵
衛
も
大
ひ
〔
に
J

悦
び
、
「
当
時
第
一
の
御
家
老
よ
り

若
旦
那
を
乞
給
ふ
事
、
家
の
吉
事
此
上
な
し
」
と
、
早
速
清
左
衛
門

に
語
り
け
れ
ば
、
清
左
衛
門
は
猶
更
悦
び
、
「
仁
義
を
表
に
仕
給
ふ

d

あ
は
せ
よ
も
の

玄
蕃
殿
の
婿
に
な
ら
ん
は
、
清
十
郎
は
仕
合
者
な
り
」
と
、
早
速
両

だ

人

た

つ

み

家
熟
談
に
及
び
、
太
守
へ
願
ひ
、
結
納
ま
で
さ
し
遣
し
、
日
限
を

む

す

珍

な

を

さ

ら

あ

十

待
け
る
に
、
娘
夏
子
は
猶
更
悦
び
、
絶
へ
ず
「
け
ふ
よ
。
翌
よ
」

ム
〕
友
ふ
り

と
祝
言
の
日
を
待
け
る

此
事
、
杉
谷
聞
出
し
て
大
ひ
に
い
か
り
、

せ

ん

た

つ

め

と

な

か

た

ち

い

〉

い

れ

「
我
先
達
て
夏
子
を
安
ら
ん
と
媒
を
以
て
言
入
し
に
、

い
ち
ご
ん

ず
、
我
に
一
一
二
一
日
の
挨
拶
に
も
及
ば
ず
、
石
堂
清
十
郎
へ
遣
す
事
、
木

い
よ
/
¥
そ
の
か
ん

届
と
や
言
ん
。
兼
て
意
恨
あ
る
両
人
、
弥
其
分
に
し
が
た
し
」

と
、
さ
ま
介
¥
心
を
尽
せ
ど
も
、
玄
蕃
は
大
禄
に
て
供
人
あ
ま
た

め

三
d

れ

ち

か

よ

る

か

な

召
連
ぬ
れ
ば
、
近
寄
事
叶
は
ず
。
『
せ
め
て
清
左
衛
門
親
子
の
内
を
討

て
恨
み
ぞ
は
ら
さ
ん
』
と
待
け
る
に
、
其
頃
楠
流
の
軍
学
講
釈
あ

す

き

~

ち

ゃ

り
て
、
好
の
道
な
れ
ば
、
親
子
と
も
日
々
通
ひ
聞
け
る
。
軍
兵
衛
「
天

せ

う

ぢ

お

も

ち

ふ

た

ま

一

た

の
あ
た
へ
」
と
家
中
、
小
路
の
樗
の
木
に
二
俣
あ
り
け
る
上
へ
あ

や

り

ひ

つ

ま

ち

き

は

が
り
、
鑓
引
さ
げ
て
両
人
の
帰
へ
る
を
待
け
る
に
、
運
の
究
め
に
ゃ

あ
り
け
ん
、
清
十
郎
は
講
釈
過
て
も
附
し
居
け
れ
ば
、
親
清
左
衛
門

ば

か

り

で

う

ち

ん

お

〉

ち

き

v

た

計
、
灯
燈
と
ぽ
さ
せ
先
へ
立
婦
へ
る
。
か
の
樗
の
木
の
下
を
何
心

ま

ち

さ

げ

上
よ
り
待
ま
ふ
け
た
る
鑓
に
て
提
づ
き
に

返
答
も
せ

ヤ、一一一一4
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肩な
先く
よ通
りり
腹か
f、〉

突2る
と所
をを

し
け
る

「
心
得
た
り

と

つ
か
れ
な
が

ら
鑓
の
柄
を
し
か
と
と
ら
へ
て
引
ず
り
お
ろ
し
け
れ
ば
、
『
の
が
れ

ぬ

い

ぬ

き

あ

は

ぬ
所
』
と
刀
を
抜
て
か
〉
る
。
清
左
衛
門
も
抜
合
せ
、

暫
く
た
〉
か

ふ
と
い
へ
ど
も
、
深
手
の
清
左
衛
門
し
だ
い
/
¥
に
弱
り
果
、
終
に

げ

て

う

ち

ん

も

ち

軍
兵
衛
に
切
た
お
さ
れ
、
む
ね
ん
の
最
期
を
遂
に
け
る
。
灯
燈
持
は

わ
が
ん
や

ν

き

命
か
ら
六
¥
我
屋
鋪
へ
に
、
げ
帰
へ
り
け
れ
ば
、

軍
兵
衛
も
耳
の
恨



ケ

所

路ヶ
用所
金手
をお
く てム
わけ
いれ
中ば
し
て直2

拐さ我E
て家や

中号へ
問f立E
庄か
兵へ
衛り
とて

肩
さ
き

い薬
ふな
者ど
呼ょっ
ひf け
いて
だ
し

「
か
や
う
ノ
¥
の
意
恨
に
よ
っ
て
、
拠
な
く
清
左
衛
門
を
ば
討
て
立

d

の
ば

の
き
、
身
忍
ん
と
の
心
な
り
。
汝
に
た
の
み
た
き
一
条
あ
り
。
何

た
の
み

と
ぞ
か
や
う
/
¥
に
な
し
て
呉
れ
よ
。
よ
っ
て
頼
の
し
る
し
な
り
」

金
子
三
十
両
を
高
し
け
れ
ば
、
是
に
よ
っ
て
た
併
く
体
志
の

と
て

一
義
に
も
お
よ
ば
ず
、

ル己
J
ん
ヨ
」
〉

λ
ソ

「
か
な
ら
ず
御
心
や
す
か
れ
。
し
ゅ
び
よ
く
は
か
ら
ひ
申
す
べ
し
。

ご
め
ん
と
い

し
か
し
御
面
体
に
庇
を
う
け
さ
せ
給
へ
ば
、
夜
明
け
ぬ
内
に
や
か
た

を
立
の
き
給
ふ
べ
し
。
あ
と
の
事
は
万
事
何
事
も
手
ぬ
か
り
な
く
、

庄
兵
衛

よ
ろ
し
く
は
か
ら
ひ
申
べ
し

と
、
し
め
し
あ
ひ
て

い

づ

く

お

ち

ゆ

き

軍
兵
衛
は
何
国
と
も
な
く
落
行
け
る

か
〉
る
こ
と
は
し
ら
ず
、
清
十
郎
は
跡
に
残
り
て
附
し
居
け
る
が

気
ぶ
ん
あ
し
く
心
動
か
な
ら
ず
、

J

よ
り
か
へ

は
ぎ
し
て
け
れ
ば
、
立
帰
り
、

な
に
と
や
ら
ん
し
き
り
に
む
な
さ

ぉ

、

ふ

り

さ

も

を

き

た

か
の
樗
の
木
の
元
迄
来
り
し
に
、

ち

人

お

や

何
や
ら
ん
倒
れ
し
も
の
あ
り
。
灯
燈
さ
し
寄
せ
見
で
あ
れ
ば
、
親
清

ぎ
や
ろ
て
ん

左
衛
門
な
り
。
い
か
で
お
ど
ろ
か
ざ
ら
ん
G

仰
転
し
て
呼
生
れ
ど

も
、
は
や
事
き
れ
て
い
ら
へ
な
し
。
『
何
も
の
〉
仕
業
ぞ
』
と
、
心

を
く
ば
れ
ば
、
傍
に
即
時
一
本
あ
り
。

と
く
と
見
れ
ば

杉
谷
軍
兵

さ

て

か

た

き

衛
が
所
持
の
鑓
な
れ
ば
、
「
掠
は
敵
は
杉
谷
軍
兵
衛
な
り
」
と
、

ま

わ

て

う

わ

か

ど

ろ

狂
気
の
如
く
か
け
廻
る
う
ち
、
灯
ち
ん
持
が
し
ら
せ
に
、
若
党
金
子

は

せ

つ

け

-

も

太
兵
衛
も
馳
付
、
両
人
杉
谷
が
や
し
き
へ
か
け
行
け
れ
ど
も
、
日
震
は

な

ぐ

し

が

い

せ
ん
か
た
な
く
泣
々
清
左
衛
門
が
死
骸

をや
か出
き奔
いせ
だし
きあ
我::と
家ゃな

へれ
帰ば
り、

け
る

浪
花
侠
夫
伝
第
巻
之
壱
尾

炉、一一一一4.--ー一一

浪
華
侠
夫
伝
巻
之
弐
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遠
州
佐
夜
中
山
麓

栗
杖
亭
鬼
卵
述

中
間
庄
兵
衛
、
大
道
寺
玄
蕃
を
毒
殺

井
根
津
四
郎
太
夫
横
死
之
話

し

二

と

ゅ

う

あ

る

と

き

は

け

ん

ゅ

う

レ

た

ぜ

ま

ず

む

¥

必

る

か

な

苛
子
日
「
士
有
妬
友
則
賢
友
不
親
」
と
。
宜
成
哉
。

ね

た

み

わ

エ

ザ

杉
谷
軍
兵
衛
が
妬
に
よ
っ
て
、
石
堂
清
左
衛
門
横
死
せ
る
よ
し
、

家
老
大
道
寺
玄
蕃
是
を
聞
て
大
き
に
な
げ
き
、
早
速
子
息
清
十
郎
が

か
た
き
J

ち

ね

が

ひ

と

つ

つ

ぎ

を

P
刀
と
う

復
讐
の
願
を
取
次
、
首
尾
よ
く
御
い
と
ま
た
び
け
れ
ば
、
若
党
金

た
ひ
や
う
へ

J

も
う

d

d
く
め

子
太
兵
衛
に
委
細
を
申
含
、
首
途
を
見
送
り
け
る
に
、
娘
夏
子

は
婚
礼
を
「
け
ふ
よ
。
あ
す
よ
」
と
ま
ち
し
甲
斐
な
く
、
清
十
郎
い



か

ぎ

り

お

を

む

つ
を
限
と
な
き
旅
に
趣
き
け
れ
ば

思
ひ
に
沈
み
け
る
も
断
り

な
る
。

う

ち

}

ん

つ

な

ら

ず

さ

ん

4

つ

玄
蕃
は
氏
神
八
幡
宮
を
信
仰
し
て
、
必
三
日
に
は
参
詣
し
て

か
人
ぬ

d

み

き

な

を

さ

ら

神
主
根
津
四
郎
太
夫
よ
刀
酒
捧
頂
戴
し
け
る
が
、
比
時
節
、
猶
更
悪

事
災
難
な
か
ら
ん
た
め
一
心
ぞ
富
一
た
〕
ら
ず
参
詣
し
け
る
。
町
立
四
郎
太

夫
に
一
子
あ
り
。
名
を
四
郎
太
郎
と
て
、
当
年
廿
五
才
な
り
け
る
が
、

ゴ

ん

ふ

か

え

っ

こ

与

ろ

ち

よ

く

万
夫
不
当
の
勇
あ
り
て
、
し
か
も
心
直
に
で
あ
り
け
れ
ば
、
常
々

い

っ

た

び

玄
蕃
が
気
に
入
て
、
参
詣
の
度
に
は
親
子
と
も
心
易
く

日
物
語
あ

り
て
帰
ら
れ
け
る
。

ち
フ
げ
ん

愛
に
杉
谷
軍
兵
衛
が
仲
間
庄
兵
衛
は
、
主
人
の
頼
み
に
て
玄
蕃
を

殺
害
を
せ
ん
と
さ
ま
《
¥
心
を
砕
き
し
が
、
兼
て
軍
兵
衛
よ
り
預
り

い

り

み

を

C

う
つ
法

置
し
毒
薬
を
用
ん
と
八
幡
宮
の
拝
殿
に
忍
び
入
、
神
、
酒
の
器
へ
か

を

き

ひ

と

を

と

の
毒
薬
を
入
れ
置
け
る
所
に
人
音
し
け
れ
ば
、
と
し
ゃ
遅
し
と
立
出
、

い

づ

く

何
国
と
も
な
く
逃
矢
け
り
。
か
く
と
と
も
し
ら
ず
、
大
道
寺
玄
蕃
は

ぬ

か

づ

き

か

九

ぬ

}

み

き

い
つ
も
の
如
く
神
前
に
額
突
、
神
主
四
郎
太
夫
、
神
酒
を
取
お
ろ
し
、

玄
蕃
に
す
〉
め
け
れ
ば
、
頂
戴
し
て
神
主
か
た
へ
帰
り
来
る
う
ち
、

は
や
毒
気
の
ま
は
り
、
身
心
脳
乱
し
て
、
苦
痛
絶
が
た
き
ゃ
う
す
な

れ
ば
、
四
郎
太
夫
大
に
お
ど
ろ
き
、
供
廻
も
「
こ
は
何
事
ぞ
」
と

の

つ

か

き

t
d
や

驚
き
、
早
速
乗
も
の
に
界
の
せ
帰
へ
り
け
る
に
、
最
早
途
中
に
て
空

お

さ

し
く
成
に
け
る
。
こ
の
事
お
ひ
ノ
¥
注
進
あ
り
け
れ
ば
、
家
長
朝
比

に
て
途
中
ま
で
馳
っ
き
け
る
に
、

事
き
れ
た
り
。
藤
右
衛
門
は
神
主
か
た
へ
立
越
、
こ
と
の
や
う
す
を

た

づ

ね

み

き

を

ん

か

へ

つ
ま
び
ら
か
に
尋
け
る
に
、
「
神
酒
頂
戴
あ
り
、
拙
宅
ま
で
御
帰

ふ
ぐ
っ
行

り
あ
る
う
ち
腹
痛
し
き
り
な
り
」
と
聞
い
て
、
『
掠
は
神
酒
に
子
細

す

h

も
ふ
り
か

ぞ
あ
ら
ん
』
と
、
神
酒
の
錫
を
持
帰
へ
り
け
る
が
、

奈
藤
右
衛
門
追
と
り

も
は
や

炉、一一一叫

十

一日一一

か
く
と
太
守
へ

右
の
お
も
む
き
う
っ
た
へ
け
れ
ば
太
守
は
な
は
だ
驚
き
た
ま
ひ
、

柱
石
の
臣
た
る
大
道
寺
な
れ
ば
、
以
の
外
に
怒
ら
(
挿
画
7
)

せ
給

ひ、「
定
て
神
主
四
郎
太
夫
が
仕
業
な
る
べ
し
。
根
津
親
子
の
者
、
召

捕
来
る
べ
し
」

と
、
捕
手
数
多
遣
さ
れ
け
る
に
、
折
ふ
し
四
郎
太
郎
は
四
、
五
日

た
ぎ
や

5

ひ

と

り

め

ぜ
γ

ど

り

か

¥

そ

れ

他
行
な
り
と
て
四
郎
太
夫
一
人
召
捕
帰
り
け
る
。
夫
よ
り
役
人
を

以

、

も

と

よ

り

四

郎

太

夫

一

向

存

ぜ

-24-

段
々
御
吟
味
あ
り
け
れ
ど
、

必
ゐ
ん
み
や
う

ざ
る
よ
し
に
て
、
申
わ
け
不
分
明
な
り
け
れ
ば
、
さ
ま
六
¥
拷
問
あ

り
け
る
う
ち
、
大
道
寺
が
長
朝
比
奈
藤
右
衛
門
申
出
け
る
は
、

き

ぞ

ん

ぜ

も

ち

か

九

り

み

き

「
主
人
玄
蕃
横
死
の
節
、
神
酒
不
審
に
存
、
持
帰
候
。
比
神
酒
四

郎
太
夫
、
自
分
、
毒
な
ど
入
置
候
は
豆
、
給
申
間
敷
に
て
候
。
御

吟
味
あ
ら
ま
ほ
し
く
候
」

申
上
け
れ
ば
、
『
尤
の
事
』
と
思
召
、
四
郎
太
夫
召
出
さ
れ
、

み

き

お

小

せ

つ

〉

レ

ん

「
右
の
神
酒
呑
べ
き
や
」
と
仰
あ
り
け
れ
ば
、
四
郎
太
夫
謹
で
、



み

き

わ

た

く

d

ぞ

ん

じ

な

に

三

ぞ

た

べ

も

う

}

た

き

む

ね

「
此
神
酒
私
に
お
ゐ
て
も
不
審
に
存
候
へ
ば
、
何
卒
給
申
度
」
旨

み

き

申
上
け
れ
ば
、
神
酒
を
取
ょ
せ
、
四
郎
太
夫
に
あ
た
へ
給
へ
ば
、
此

ν
ゆ

ち

う

み

ち

-

頃
よ
り
毒
気
酒
中
に
満
々
た
れ
ば
、
な
じ
か
た
ま
る
べ
き
、
即
時
に

レ
っ
て
ん
ぷ
つ
lr
一
J

七
顛
八
倒
し
て
死
け
る
こ
そ
不
思
議
な
れ
。
是
に
て
四
郎
太
夫
毒
殺

A
ん

め

う

た

れ

れ

ざ

せ
ざ
る
事
は
分
明
な
れ
ど
も
、
誰
が
業
と
い
ふ
事
を
し
ら
ず
。

会
C

〉
も
ん

四
郎
太
郎
は
日
を
経
て
父
が
難
儀
と
い
ふ
事
を
聞
出
し
、
か
け
一
戻

き

の

ふ

み

き

の

み

あ

い

は

て

り
し
に
、
「
最
早
昨
日
父
は
右
の
神
酒
を
呑
、
相
果
し
」
と
聞
く
よ

£

〉

き

お

ど

ろ

き

り

、

大

に

驚

、

一向、←一一ー.-一日一一

マ4
り

も

暑

さ

い

れ

『
さ
る
に
で
も
此
神
酒
に
毒
を
入
し
者
の
あ
る
な
ら
ん
。
何
に
で
も

戸

3っ“

7 函

と手
、か

猶'，.
又り
神上や
前fあ
をら
尋と
し

挿

一

三

き

ゑ

ゐ

ん

ら

う

に

ぢ

一

っ

さ

で

か

た

き

蒔
画
印
寵
弐
重
あ
り
。
『
掠
こ
そ
敵

い

づ

く

あ

て

の
手
か
〉
り
を
得
た
り
』
と
、
懐
中
し
て
何
国
を
当
ど
は
な
け
れ
ど

い
刊
、
、

ω旬、暑さ

も
、
足
に
任
せ
て
出
行
け
る
。

ち
ぎ
や
J

玄
蕃
に
男
子
あ
ら
ざ
れ
ば
、
暫
く
太
守
へ
知
行
預
り
給
ひ
、
朝
比

む

オ

吟

お

あ

づ

け

:

う

一

か

奈
藤
右
衛
門
へ
奥
方
、
娘
夏
子
を
御
預
な
さ
れ
、
暫
し
は
町
家
の

す

主

ゐ

住
居
仰
付
ら
れ
け
る
。
夏
子
は
清
十
郎
{
を
」
恩
ひ
暮
す
う
ち
、
ま

た
/
¥
父
の
玄
蕃
横
死
に
心
を
痛
め
、
う
つ
/
¥
と
煩
ふ
け
れ
ば
、

な

舎

も

ろ

奥
が
た
猶
も
心
を
苦
し
め
給
ひ
、
藤
右
衛
門
諸
と
も
、
さ
ま
介
¥
い

あ

が

て

只
物
思
ひ
に
枕
も
上
ら
ね
ば
、
長
人
藤

右た
衛は
門り
、介

枕抱
のし

辺?受
5たど
善2も



い

L

か

ゐ

を

ん

三

〉

ろ

か

な

「
こ
は
言
甲
斐
な
き
御
心
に
候
も
の
哉
。
姫
君
に
て
渡
ら
せ
給
へ

を

ん

こ

あ

り

か

た

づ

ね

ど
も
、
大
道
寺
家
の
御
子
な
り
。
な
ど
て
清
十
郎
殿
の
在
家
を
も
尋

と

も

/

¥

し

フ

と

き

み

カ

た

き

う

ち

た

づ

ね

い

と

供
々
勇
君
の
敵
を
も
討
、
父
君
を
毒
殺
せ
し
も
を
(
の
)
を
も
尋
出

ル

き

う

ち

け

う

や

う

を

ん

こ

与

ろ

し
、
敵
を
も
討
給
ひ
、
供
養
に
備
へ
給
は
ん
御
心
も
な
く
、
只
う

な
げ
き
ふ

ν

つ
/
¥
と
歎
伏
給
ふ
ぞ
や
」

も

ろ

-

一

と
、
母
上
諸
と
も
い
さ
め
給
へ
ば
、
夏
子
む
っ
く
と
起
上
り
、

「
今
は
何
を
か
包
み
候
は
ん
。
我
も
と
く
よ
り
父
上
、
男
の
敵
を

討
奉
ら
ん
と
思
へ
ど
も
、
母
君
の
『
わ
ら
は
は
何
国
へ
も
立
退
侯

も

う

}

な

げ

き

は
ん
』
と
申
な
ば
歎
給
は
ん
。
藤
右
衛
門
も
女
一
人
は
何
地
へ
も

わ
づ
ら
い

や
る
ま
じ
と
思
ひ
煩
し
也
。
母
上
、
藤
右
衛
門
か
〉
る
所
存
な
ら

お

っ

と

た

づ

ね

ま

は

あ

ひ

か

た

き

ば
、
早
速
夫
清
十
郎
殿
の
行
衝
を
尋
廻
り
逢
、
父
上
の
敵
、
男

刀
た
そ
ら
ち
つ
だ
&
り
か
ム

君
の
敵
を
討
て
立
帰
ら
ん
」

お

と

ろ

き

よ

ろ

こ

び

と
、
勢
ひ
込
ん
で
宣
へ
ば
、
藤
右
衛
門
も
母
上
も
且
驚
、
且
悦
、

お

こ

〉

ろ

ひ

と

ま

づ

た

ち

v

「
左
ゃ
う
の
御
心
に
候
は
正
、
一
先
大
坂
表
へ
立
越
給
ふ
べ
し
。
清

風
の
使
に
聞
伝
へ
侍
る
。
我

て

き

ず

お

〉

手
疲
を
負
せ
侯
故
、

奈又f'~率去十
藤者3括れ郎
兵のせ殿

空と惇;語 E 
ユモて 7を 42 
偉家之

町T落
り付
開歴給
当々 p

仕iE上
つ日し
り 高由 、

た
し

只
今
に
て
は
大
坂
に
て
朝
比

を
ち
つ
き

人
に
し
ら
れ
し
者
の
よ
し
、
伝
へ
承
る
。
是
へ
落
付

お

た

づ

ね

を

ん

と

も

給
ひ
、
清
十
郎
ど
の
〉
行
衛
を
御
尋
な
さ
る
べ
し
。
御
供
に
は
、

ら

う

げ

ん

と

も

す

け

ま

で

仲

間

友

介

、

大

坂

迄

送

ら

せ

参

ら

譜
代
同
前
(
然
)
の
者
な
れ
ば

こ

の

あ

づ

か

り

す
べ
し
。
母
君
の
御
事
は
此
老
人
が
預
奉
れ
ば
、
御
気
遣
ひ
あ
る

どとべ
も、か

ぶl 詞i主
寸ゴ三日干 フ
モ至ずさ j)J、 ~ 

Fてっし

く
若い
き v

女ひ
け
れ
ば

い
き
め

母
君
は
病
気
諌
の
た
め
に
は
宣
へ

人
は
る
介
¥
と
や
ら
ん
事
を
い
か
ゾ
と
思

い

さ

め

て

う

と

乏

か

な

し
給
へ
ど
も
、
藤
右
衛
門
が
諌
に
是
非
な
く
旅
の
調
度
と
り
賄
ひ

ち

う

げ

ん

い

ち

に

ん

を

ん

ど

も

を

ん

こ

〉

ろ

て
、
仲
間
友
介
一
人
御
供
に
て
、
大
坂
へ
の
ぼ
し
給
ふ
御
心
の
う

ち
、
お
し
は
か
ら
れ
哀
な
り
し
事
ど
も
な
り
。

一炉、 一一一叫

~~ 

一山一一

く
ろ
加
工
ね
ち
う
ゑ
も
ん

黒

船

忠

右

衛

門

が

伝

夏

子

危

難

の

話

せ

ん

ね

ん

か

は

く

ら

フ

ふ

ね

先
年
舟
越
良
介
が
代
り
て
刑
に
行
は
れ
し
、
九
郎
船
忠
左
衛
門
が

ゆ

い

レ

よ

た

つ

ぬ

そ

ん

由
緒
を
委
し
く
尋
る
に
、
尾
形
の
一
二
郎
、
五
代
の
孫
・
尾
形
の
九

寸
み

郎
と
い
ふ
も
の
あ
り
し
が
、
此
人
、
河
辺
に
住
て
船
の
工
夫
を
こ
ら

よ
け

し
、
風
に
随
ひ
浪
に
逆
ら
は
ぬ
舟
の
工
夫
を
し
て
、
便
利
能
れ
ば
、

く

ろ

ふ

む

な

づ

け

此
船
を
九
郎
船
と
名
号
け
り
。
此
船
里
山
く
塗
た
り
け
れ
ば
、
い
つ
し

な

づ

け

ふ

れ

〆

や

つ

や

か
黒
船
と
号
た
り
。
夫
よ
り
黒
船
を
も
っ
て
名
字
と
す
。
庄
官
忠

こ

の

か

の

せ

が

れ

此
子
孫
な
り
し
が
、
彼
一
乱
の
時
に
は
、
倖
忠
右
衛
門

井

cりつ“

左
衛
門

長
崎
に
あ
り
て
様
子
を
し
ら
ず
。
立
帰
り
て
、
船
越
良
介
父
に
代
り

は

り

つ

け

ど

こ

な

は

て
様
の
刑
(
注
目
印
)
に
行
れ
し
よ
し
な
れ
ば
、
大
に
歎
き
、

わ
れ

ν
す

い

の

ち

な

に

め

ん

ぼ

く

し

よ

二

ん

お

も

て

あ

わ

「
我
死
べ
き
命
を
良
介
に
代
ら
れ
、
何
面
目
に
諸
人
に
面
を
合
さ

ん
。
良
介
が
妻
子
と
て
も
あ
ら
ざ
れ
ば
、
恩
を
報
ぜ
ん
事
も
叶
は
ず
。



れ
ソ

さ

て

お

の

れ

ぬ

ぜ

「
掠
々
己
は
物
に
狂
ふ
や
主
あ
る
主
人
に
不
義
言
ひ

そ
奇
怪
な
れ
。
今
一
言
い
は
ゾ
ゆ
る
さ
じ
」

ぬ

き

っ

か

い

き

を

ひ

あ

さ

わ

ら

と
、
懐
剣
を
抜
か
け
、
寄
ら
ば
突
ん
勢
に
、
友
介
噺
笑
ひ

い

ひ

か

け

ん

さ

だ

め

「
主
人
の
娘
に
不
義
言
懸
は
、
性
根
を
定
ず
は
言
出
さ
ん
や
。
懐

お

そ

ろ

ず

ょ

せ

ん

剣
が
恐
し
と
て
や
み
な
ん
や
。
所
全
(
詮
)
両
腕
く
〉
り
で
な
り
と

も
本
望
を
遂
ん
」

と

つ

を

さ

う

し

ろ

で

あ

ぐ

と
、
飛
か
〉
り
て
取
て
押
へ
、
後
手
に
縛
り
上
れ
ば
、
夏
子
は
叫
ん

-

の

h

d

や

と

や

れ

い

つ

で
「
畜
生
め
」
と
い
ひ
旬
れ
ど
も
、
宿
屋
な
れ
ば
人
々
寝
入
て
外

に
い
ひ
寄
人
と
て
も
あ
ら
ず
。
友
介
は
し
た
り
貌
に
既
に
好
淫
せ

な
か
れ

}

ぴ

だ

い

ま

な

宇

と
、
又
々
夏
子
に
飛
か
〉
れ
ば
、
此
男
大
の
眼
を
見
聞
き

わ

け

い

〉

き

か

む

た

い

つ

れ

ゆ

か

「
お
の
れ
、
段
々
事
を
分
て
言
問
す
に
、
無
体
に
(
挿
画
自
)
娘
御
を
連
行

わ

れ

み

も

ん

ふ

け

ん

ん
と
す
る
人
非
人
。
我
は
未
閣
不
見
の
者
な
れ
ど
も
見
る
に
忍
び

も
は
や
こ
の
は
う

ず
挨
拶
す
る
也
。
最
早
此
方
よ
り
了
簡
な
り
か
た
し

懸
ぬ
る

だ

ん

し

所
詮
、
此
所
に
あ
り
で
は
男
子
の
交
り
は
な
る
ま
じ

と
、
父
に
暇
を
乞
、
大
坂
さ
し
て
急
ぎ
け
り
。

と

れ

さ

て

を

き

そ

く

ν
よ

ざ

う

り

と

り

め

}

つ

れ

お

っ

と

是
は
採
置
、
大
道
寺
の
息
女
夏
子
は
、
草
履
取
友
介
を
召
連
、
夫

あ

は

ち

か

ら

ぐ

さ

清
十
郎
に
逢
ん
事
を
力
草
に
、
は
る
介
¥
の
旅
路
を
や
う
ノ
¥
備

後
の
鞠
と
い
ふ
処
ま
で
来
り
。
船
待
し
て
お
わ
し
け
る
が
、
友
介
初

の
程
は
ま
め
や
か
に
仕
へ
行
る
が
、
夏
子
の
容
色
に
心
う
つ
り
、

)

ぞ

い

ち

ゃ

↑

ね

が

ふ

な

ま

ち

何
卒
し
て
一
夜
の
契
り
を
頼
は
ん
と
、
船
待
に
日
を
送
る
う
ち
、
.
折

つ

お

〉

ひ

は

ぢ

に
ふ
れ
て
は
情
を
通
ふ
ず
れ
ど
も
、
夏
子
は
大
に
恥
し
め
け
る
。

あ

る

よ

か
〉
り
け
る
ほ
ど
に
、
あ
や
に
く
に
恩
ひ
と
ゾ
ま
ら
れ
ず
、
或
夜
、

ひ

そ

か

ね

や

ゆ

き

く

ど

き

い

か

密
に
夏
子
園
に
忍
び
行
、
さ
ま
/
¥
口
説
け
れ
ば
、
夏
子
大
ひ
に
怒

ふ

す

ま

た

ち

い

づ

お

も

て

ん
と
す
る
所
隣
の
襖
さ
と
開
き
て
立
出
る
人
を
見
れ
ば
、
面

↓

ラ

く

は

く

ら

び

る

】

ゆ

す

る

ど

せ

桃
花
の
如
く
、
眉
こ
く
、
唇
朱
の
如
く
、
眼
中
尖
く
、
背
の
高

ゑ

ん

ぴ

の

ぺ

-

け

ん

さ
五
尺
八
寸
、
猿
射
を
延
て
友
介
を
五
、
六
間
投
の
け
、
夏
子
の
縄

あ

り

を

〉

を
と
き
、
ゅ
う
/
¥
と
し
た
る
有
さ
ま
に
、
友
介
大
ひ
に
怒
り
、

す

で

っ

ち

な

に

こ

の

は

う

「
に
く
き
素
丁
稚
め
。
何
や
つ
な
れ
ば
此
方
の
座
敷
へ
理
不
尽
に

ふ

ん

こ

ん

ふ

る

ま

ひ

踏
込
で
狼
蒋
の
振
舞
、
ゆ
る
さ
じ
」

つ

め

と

の

を

と

と

と
詰
か
〉
れ
ば
、
比
男
大
ひ
に
笑
ひ
、

そ

の

は

う

む

す

め

「
狼
藷
と
は
其
方
の
事
な
り
。
主
人
娘
に
不
義
い
ひ
か
け
、
無
体

み

か

ね

の
振
舞
、
見
る
に
忍
び
ず
憐
り
の
座
敷
に
あ
り
つ
る
が
見
兼
て
わ
け

は

ん

凡

そ

の

も

と

あ

ら

た

め

む

す

め

ご

侍
る
な
り
。
其
元
も
心
を
改
て
大
切
に
奉
公
あ
ら
ば
、
娘
御
に

そ
れ

P
ぴ

は
某
が
し
詫
し
て
ま
い
ら
せ
ん
」

い

〉

き

か

お

h

ひ

と
、
事
を
分
て
き
ロ
聞
す
れ
ど
も
、
友
介
は
猶
更
大
に
怒
り
、

な
ん

P
れ

な

げ

つ

け

な

}

こ

と

ば

「
汝
じ
、
何
者
な
れ
ば
我
を
投
付
、
其
上
に
弄
る
詞
、
堪
忍
な
り

む
す
め
ど

か
た
し
。
か
く
手
ご
め
に
せ
し
上
は
、
娘
御
と
て
も
い
か
で
其
ま
〉

に
置
れ
ん
や
。
所
詮
娘
を
何
方
へ
も
連
て
立
退
な
り
。
邪
魔
す
る
事

円

iワ】

一ーー



挿画 B

夏
子
泣
々
礼
謝
し
て

み
づ
和
つ
自
は
豊
後
の
国
、
岡
の
家
老
、
大
道
寺
玄
蕃
が
娘
・
夏
と
申
者

あ

た

ιJ
の

き

む

一

こ

い

な
り
。
か
や
う
/
¥
の
子
細
有
り
て
国
を
立
返
し
に
、
家
来
が
無
体

い
の
ち

L
F
h
T
ふ

は

ん

ペ

を

な

さ

け

の
恋
慕
に
命
も
危
く
侍
り
し
に
、
御
情
に
よ
り
て
再
び
な
が
ら

は

ん

ペ

を

ん

か

え

へ
侍
る
。
君
は
い
か
な
る
御
方
ぞ
や
」

と
尋
け
れ
ば
、
此
者
大
に
驚
き
、

さ

て

そ

れ

が

d

「
掠
は
大
道
寺
の
姫
に
で
あ
り
け
る
に
や
。
某
は
同
園
田
回
に
て

す

み

}

せ

ん

た

つ

を

ん

ち

〉

御
領
分
に
住
、
黒
船
の
忠
右
衛
門
と
申
者
也
。
先
達
て
御
父
大
道

き

み

お

や

寺
君
の
恩
沢
を
蒙
り
し
ょ
し
、
親
忠
左
衛
門
物
語
な
し
け
る
が
、
は

こ

の

た

ー

す

け

さ

私

い

か
ら
ず
此
姫
を
助
参
ら
せ
し
事
の
不
思
議
さ
よ
。
我
も
大
坂
へ
登

を

ん

と

も

も

汽

}

あ

さ

ひ

る
身
な
れ
ば
、
御
供
申
、
其
朝
比
奈
の
藤
兵
衛
を
尋
ね
、
姫
を
引

渡
し
申
ベ
し
。
御
ニ
〉
ろ
安
か
れ
」

と
、
夫
よ
り
便
船
を
待
う
け
、
夏
子
を
と
も
な
ひ
大
坂
さ
し
て
登
り

け
る
。

28一

や「に
そい
もへ
御宇ら

身三く
は
し、

カミ

な
る
御f
方主

て

い

づ

こ

何
回
へ
御
こ
し
あ
り
け
る
ぞ

山、ー叫
.~. 
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さ

げ

せ

ん

ざ

い

つ

れ

ゆ

き

と
大
の
男
を
犬
の
子
を
提
た
る
如
く
座
敷
の
前
栽
へ
連
行
、
塀
の

な
げ
だ

あ
な
た
へ
手
ま
り
を
投
出
す
や
う
に
投
や
り
け
り
。
立
帰
っ
て
夏
子



た

ひ

ゃ

う

へ

こ

き

ゃ

う

金
子
太
兵
衛
、
再
び
古
郷
へ
帰
り
強
盗
に
逢
ふ
話
を
い
と
ま

愛
に
石
堂
清
十
郎
、
金
子
太
兵
衛
は
、
首
尾
よ
く
殿
の
御
暇
給
は

り
、
大
坂
へ
登
り
、
そ
こ
愛
と
敵
・
杉
谷
軍
兵
衛
を
た
づ
ね
け
る
。

そ

れ

っ

て

夫
ぞ
と
い
ふ
手
か
〉
り
も
あ
ら
ね
ば
、
伝
手
を
も
と
め
、
清
十
郎
を

大
松
と
い
へ
る
呉
服
屋
へ
手
代
奉
公
に
さ
し
置
け
る
は
、
こ
れ
は
諸

い
り
こ
み

人
の
入
込
な
れ
ば
、
手
か

t
り
を
も
と
む
る
事
も
あ
り
な
ん
と
の
謀

り
事
也
。
其
身
は
其
頃
舵
都
に
船
出
い
せ
る
即
応
一
三
年
の
商
売
を
な
じ
け

る
ο

杉
谷
軍
兵
衛
は
、
長
門
国
に
隠
れ
し
の
び
住
む
よ
し
を
ほ
の
関

て
、
先
、
清
十
郎
に
し
め
し
合
せ
、
太
兵
衛
一
人
長
州
を
さ
し
て
下

り
け
る
。
げ

い

ご

つ

ひ

と

と

ち

み

い

た

其
頃
、
芸
州
厳
島
明
神
の
祭
礼
な
れ
ば
、
此
人
集
に
、
杉
谷
を
見
出

は

た

ご

や

さ

い

ド

き

ぽ

〉

さ
ん
事
も
あ
り
な
ん
と
心
、
が
け
、
宮
島
の
旅
籍
犀
に
佐
伯
婆
と
て
恐

お
び
た
〉

d

く

し
き
欲
人
あ
り
て
、
悪
事
を
の
み
し
、
金
銀
を
移
敷
貯
へ
、
其
身

あ

ま

た

は
旅
龍
商
売
を
な
し
暮
し
け
る
程
に
、
大
坂
者
、
宮
島
市
に
は
数
多

れ

さ

い

き

ぽ

〉

ひ

さ

の
商
ひ
物
を
仕
入
、
比
佐
伯
婆
が
元
に
旅
宿
し
て
菅
、
ぎ
け
る
ゆ
へ
、

V

ば

ら

く

あ

る

よ

ノ

ヤ

ν

み

つ

よ

ぶ

こ

か

オ

か

太
兵
衛
も
暫
逗
留
な
し
け
る
。
或
夜
丑
満
の
頃
、
呼
子
の
笛
幽

に
間
へ
、
盗
賊
ど
も
入
来
り
。
中
に
も
首
領
声
を
か
け
、
「
旅
客
の

金
銀
荷
物
を
と
る
事
な
か
れ
」
と
、
先
、
亭
主
佐
伯
婆
々
、
を
高
手
小
手

-

カ

ね

v

ょ

に
い
ま
し
め
、
案
内
と
し
て
金
の
あ
り
所
を
せ
め
聞
け
る
。
こ
の
時
、

き
〉
つ
け

f

ど
う
ぞ
く

太
兵
衛
は
さ
と
き
男
な
れ
ば
、
早
く
も
関
付
、
「
盗
賊
御
ざ
ん
な
れ
」

ひ

き

ま

ち

か

〕

ら

と

ん

と
、
脇
指
引
そ
ば
め
待
け
る
に
、
盗
賊
の
首
領
と
覚
し
き
者
は
、
段

す

b

ん

こ

み

く

ろ

ら

}

や

ち

ゃ

く

か

ぶ

と

っ

き

ん

(
鍛
)
子
の
踏
込
に
黒
羅
紗
の
羽
織
を
着
し
、
同
じ
き
兜
頭
巾
を
ま

ぶ
か
に
着
な
し
、
銀
搭
の
大
小
を
差
し
、
悠
々
と
入
来
る
所
を
、
待

ま
ふ
け
た
る
太
兵
衛
羅
出
、

と

の

や

か

ね

さ

る

も

の

あ

は

「
此
家
に
鐘
の
太
兵
衛
と
い
ふ
去
者
泊
り
合
せ
て
あ
り
と
知
ら
ぬ
盗

い

の

ち

あ

き

か

な

こ

の

よ

い

と

一

ま

〈

れ

賊
ど
も
。
命
に
飽
し
や
っ
ぱ
ら
哉
。
い
で
此
世
の
暇
と
ら
し
呉
ん
」

き

つ

あ

ま

た

ぬ

き

じ

れ

と
、
切
で
か
〉
れ
ば
、
数
多
の
手
下
共
、
抜
つ
れ
て
「
我
劣
ら
じ
」

d

ゆ
れ
ん

と
切
結
ぶ
。
太
兵
衛
が
手
煉
(
練
)
の
太
刀
先
に
叶
ふ
べ
く
も
あ
ら

ざ
れ
ば
、
み
な
は
ら
/
¥
と
逃
散
り
た
り
。
彼
の
首
領
、

「
や
さ
し
き
男
の
振
舞
哉
。
あ
ま
り
げ
な
げ
の
働
に
、
某
相
手

炉、 一一- " 

一-
←同一一
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に
成
っ
て
得
さ
せ
ん
」

ぬ

ぎ

す

て

か

と
、
頭
巾
脱
捨
、
彼
の
銀
昨
の
三
尺
二
寸
の
わ
ざ
物
を
抜
か
ざ
し
、

阿
修
羅
王
の
如
く
躍
り
か
〉
れ
ば
、
太
兵
衛
も
完
爾
と
打
笑
ひ
、

「
盗
賊
に
似
合
ぬ
広
言
。
某
が
刃
に
か
〉
っ
て
焔
魔
の
庁
へ
趣

く
べ
し

と
、
両
方
火
ば
な
を
散
ら
し
戦
ひ
け
る
が
、
太
兵
衛
声
を
か
け
、

「
暫
く
ま
で
。
い
ふ
事
あ
り
」

ゃ

、

ば

ひ

き

か

d

ら

}

ば

ら

く

と
、
刃
を
引
け
れ
ば
、
首
領
も
暫
息
を
継
ぎ
に
け
り
。

時
に
(
挿

「酉

其旦
方太
が芹

貌二街

長だ
削わ

よく
川、

イコ
く

ぐ
と
見
る

先

年

襟

の

刑

に
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「
か
く
宣
ふ
は
い
か
な
る
人
ぞ
」

わ
れ
「
我
は
石
堂
清
左
衛
門
が
家
来
、
令
子
太
兵
衛
と
い
ふ
も
の
な
り
」

と
、
間
よ
り
此
者
両
刀
投
出
し
、

J

ば

ら

く

ま

ち

も

ろ

す

「
暫
待
給
へ
。
申
事
あ
り
」
さ

い

き

ぱ

Lふ

と
、
あ
た
り
を
見
で
あ
れ
ば
、
佐
伯
婆
々
一
人
縛
ら
れ
て
あ
り
け
れ

き

ん

/

¥

も

た

ば
、
盗
み
取
し
金
銀
を
手
下
に
持
せ
、

わ

れ

の

こ

ら

ず

之

ち

か

へ

「
我
は
跡
よ
り
帰
る
べ
し
。
不
残
立
帰
る
べ
し
」

と
い
ひ
渡
し
、
立
帰
ら
せ
、
佐
伯
婆
々
が
首
、
水
も
た
ま
ら
ず
打
落

し
、
掠
、
太
兵
衛
に
向
ひ
、

そ

〈

か

わ

れ

「
足
下
の
宣
ふ
如
く
、
我
は
船
越
良
介
、
か
く
ノ
¥
の
次
第
に
て
、

そ

の

も

と

ご

ぜ

う

二

人

だ

す

げ

そ

れ

主
〈
元
の
御
主
人
清
左
衛
門
殿
に
助
ら
れ
、
夫
よ
り
周
防
の
山
口
の

わ
ざ

奥
に
身
を
よ
せ
、
か
ゃ
う
の
業
は
な
せ
ど
も
、
非
道
の
金
銭
を
取
ら

こ

の

や

ぱ

b

ず
。
此
家
の
婆
々
が
如
き
非
義
非
道
を
以
て
貯
へ
し
財
を
奪
ふ
て
、

30 

行
は
れ
し
船
越
良
介
に
-
寸
分
違
な
し
。
我
、
折
ふ
し
牢
へ
至
り

が
ん

v

よ

く

よ

く

よ

〈

芯

か

り

顔
色
能
覚
へ
た
り
。
最
前
は
『
能
似
た
り
』
と
計
思
ひ
し
が
、
戦

ふ
う
ち
に
、
見
れ
ば
見
る
ほ
ど
違
い
な
し
。
正
し
く
刑
に
行
わ
れ
し

わ
れ

者
の
生
な
が
ら
へ
で
あ
る
べ
き
や
う
な
し
。
我
是
に
よ
っ
て
惑
ひ
て

わ

が

ば

れ

戦
ふ
に
忍
び
ず
。
汝
が
身
の
上
つ
〉
ま
ず
あ
か
し
、
我
疑
念
を
晴

し
て
後
、
快
く
勝
負
せ
よ
」

よ

ぽ

ぉ

、

ひ

お

と

ろ

き

と
呼
は
れ
ば
、
此
者
も
大
に
驚
し
さ
ま
に
て
、

ヤ炉、←一一叫

--一
一日一一



へ
ん
し

貧
人
に
施
し
侍
る
が
、
清
左
衛
門
殿
の
御
恩
は
片
時
も
忘
れ
ず
。

な

に

と

ぞ

あ

け

く

れ

何
卒
御
恩
を
報
じ
奉
ら
ん
と
明
暮
思
ひ
く
ら
せ
ど
も
、
日
陰
の
身
な

ぜ

ん

て

い

そ

く

か

れ
ば
、
心
体
に
任
せ
ず
。
足
下
は
国
を
離
れ
て
、
か
〉
る
所
に
漂
白

い

ぶ

か

(
泊
)
し
給
ふ
こ
そ
不
審
し
け
れ
」

と
尋
ぬ
れ
ば
、
太
兵
衛
涙
を
は
ら
/
¥
と
流
し
、

ず
ふ
山
7

，
}
ん

「
主
人
清
左
衛
門
殿
に
は
わ
か
や
う
/
¥
の
意
恨
に
よ
っ
て
、
杉
谷

↑

ご

}

そ

く

P
れ

ら

ま

で

あ

だ

軍
兵
衛
と
い
ふ
者
に
討
れ
給
ひ
、
御
子
息
清
十
郎
殿
、
我
等
迄
、
宜
六
仇

やわ
H

J

4

L

i

h

を
ね
ら
は
ん
と
さ
ま
六
¥
心
を
砕
ど
も
、
今
に
有
所
し
れ
ず
」

と
、
間
よ
り
大
に
仰
天
し
て
、

さ

て

ご

了

つ

o
m
¥

お
ん
と
〉
ろ
ち
う

「
掠
は
さ
や
う
に
で
あ
り
け
る
か
。
御
主
従
の
御
心
中
、
察
し
申

う
み
や
ま

た
り
。
海
山
よ
り
深
き
御
恩
を
報
じ
奉
ら
ず
、
残
念
。
去
な
が
ら
我

そ
の
も
と

清
十
郎
殿
、
其
許
の
力
と
な
り

も
是
よ
り
暫
く
盗
賊
の
業
を
や
め
、

あ

り

か

た

つ

れ

て
、
共
に
杉
谷
が
有
家
を
尋
申
さ
ん
。
夫
に
つ
き
、

に
住
む
真
の
首
領
と
申
は
、
筑
紫
権
六
日
迎
、
無
双
の
英
雄
な
り
。
足

下
を
も
伴
ひ
、
我
暇
を
乞
ひ
て
、
御
両
処
の
御
力
に
な
り
申
さ
ん
」

た

の

も

の

a

と
、
世
に
頼
母
し
く
宣
け
れ
ば
、
太
兵
衛
大
ひ
に
悦
び
、

「
左
あ
る
と
き
は
主
従
が
大
幸
此
う
へ
な
し
。
然
る
が
上
は
我
も
其

だ
の
み
を
か

権
六
に
対
面
し
て
敵
の
手
か
〉
り
も
あ
ら
ば
、
頼
置
ん
」

う
』
つ
れ

と
、
両
人
打
連
、

山
口
の
山
奥

か
の
山
奥
へ
わ
け
入
け
り
。

井

な
ん
に
あ
ふ

清
十
郎
逢
難
話

朝
比
奈
藤
兵
衛
が
伝

お

?

と

こ

だ

て

も

と

浪
花
に
名
た
る
侠
客
あ
り
。
朝
比
奈
藤
兵
衛
と
い
ふ
。
一
元
は
豊

す

弘

は

ち

お

さ

後
の
国
の
も
の
に
て
、
則
、
大
道
寺
が
長
・
朝
比
奈
藤
右
衛
門
怠

也
。
生
得
大
但
広
量
。
生
涯
人
に
誤
る
と
い
ふ
事
を
呈
一
口
ず
。
先
年
、

き

ず

い

で

お

ー

ど

こ

た

て

人
に
庇
付
て
、
父
の
不
興
を
蒙
り
、
浪
花
に
出
て
侠
客
と
な
り
、

人
是
を
恐
る
。
近
来
大
道
寺
家
の
騒
動
を
ほ
の
聞
と
い
へ
ど
も
、
遠

方
な
れ
ば
心
に
任
せ
ず
、
『
如
何
』
と
案
じ
暮
し
け
る
に
、
或
日
案

き

た

二

ん

ひ

ん

内
し
て
来
る
者
あ
り
。
一
婦
人
を
伴
ひ
来
り
し
人
品
、

い

ぜ

む

か

ト

ど

ん

ザ

ゆ

ず
と
出
向
へ
ば
、
彼
も
頓
首
し
て
、

只
者
に
あ
ら

d 、一一一ー

.~ 
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「
我
は
黒
船
忠
右
衛
門
と
い
ふ
者
也
。
か
や
う
/
¥
の
事
に
て
、
此

婦
人
を
伴
ひ
参
り
た
り
。
委
細
は
婦
人
に
関
給
へ
」

お
そ

夏
子
は
幼
少
に
て
別
れ
し
藤
兵
衛
殿
、
面
ざ
し
は

れ
r
Z
4

い
U

、

こ

と

バ

J

し
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
父
藤
右
衛
門
が
文
を
出
し
、
母
上
の
言
伝
て

具
さ
に
語
る
に
も
涙
先
立
け
れ
ば
、
藤
兵
衛
大
に
驚
き
、

と
あ
り
け
れ
ば

「
掠
は
御
幼
少
に
て
別
れ
参
ら
せ
し
姫
に
て
お
わ
す
か
や
。

て
も
黒
船
殿
の
御
厚
士
山
感
じ
入
侍
る
。

尋
、
逢
せ
参
ら
せ
ん
」

と
、
い
と
心
安
く
う
け
合
、

か

も
j青
十

郎

殻去
f丁?ノレ
衛二に

拐

忠
右
衛
門
殿
に
も
此
処
に
住
居
し

こ

の

と

t
/
¥

此
姫
の
身
の
上
共
々

頼
み
ま
い
ら
す
な
り
。
身
ふ
せ
う
な
が
ら
、
藤
兵
衛
、

兄
弟
分
と
な



り
て
御
世
話
申
さ
ん
」

と
、
う
ら
な
く
い
ひ
け
れ
ば
、
忠
右
衛
門
も
大
に
悦
び
、

な

二

は

す

ま

い

こ

b

ろ
ざ
d

お

ぜ

る

ひ

と

と

て

「
我
も
難
波
に
住
居
せ
ん
と
志
、
参
り
た
れ
ど
、
知
音
速
あ
ら

ぜ

ん

せ

つ

を

ニ

と

ぽ

ゑ

な

よ

ふ

九

ず
。
心
う
く
思
ひ
し
に
、
御
深
切
の
御
言
葉
に
力
を
得
候
。
何
分
然

た
の
み
ま
い

る
べ
く
頼
参
ら
す
る
」

9

ぞ

れ

か

た

二

さ

い

わ

ひ

な

か

ザ

か

ご

っ

と
、
夫
よ
り
藤
兵
衛
方
に
か
〉
り
居
け
る
が
、
幸
、
堂
島
仲
仕
頭

お

と

〉

小

ん

}

ゅ

の
株
を
求
め
、
藤
兵
衛
弟
分
と
な
し
、
遣
し
け
れ
ば
、
力
量
発
明
衆

仲
間
一
統
帰
伏
し
、
頭
々
と
も
て
は
や
さ
れ
け

に
勝
れ
た
る
故
、

る

た
づ
ね

か
〉
り
け
れ
ば
、
夏
子
は
日
々
清
十
郎
が
あ
り
家
を
そ
こ
愛
と
尋

な

に

は

あ

ふ

け
れ
ど
も
、
広
き
浪
花
の
事
な
れ
ば
、
廻
り
逢
べ
く
も
あ
ら
ず
。
い

と
£
思
ひ
に
沈
み
け
る
に
、
不
計
大
願
を
起
し
、
自
ら
国
許
の
氏
神

は
八
幡
宮
に
て
わ
た
ら
せ
給
へ
ば
、
三
津
寺
の
八
幡
宮
に
日
参
し
て
、

を

つ

と

ひ

ご

7

夫
の
行
衛
を
祈
ら
ん
と
、
日
毎
に
島
の
内
て
ふ
所
へ
詣
で
け
る
。

か

と

み

い

れ

或
日
ゆ
く
り
な
く
大
松
屋
の
門
を
見
入
し
に
、
清
き
男
の
商
ひ
す
る

目
を
定
て
見
れ
ば
、

さ
ま

清
十
郎
に
よ
く
似
た
り
と

ま
が
ふ

べ
く
も
あ
ら
ぬ
清
十
郎
な
り
け
れ
ば
、
誠
に
盲
亀
の
浮
木
に
あ
へ
る

心
地
し
て
、
『
且
だ
ひ
と
へ
一
に
八
幡
宮
の
御
利
生
な
ら
ん
』
と
、
庖
に
立

よ
り
、
「
清
十
郎
さ
ま
に
て
ま
し
ま
さ
ず
や
」
と
、
声
か
く
れ
ば
、

お

ど

ろ

き

そ

く

ぢ

よ

清
十
郎
も
驚
み
れ
ば
、
大
道
寺
の
息
女
夏
子
な
り
け
れ
ば
、
「
こ

十品

J
h
d

と

I
L
-
-

と
あ
き
れ
け
る
が

とへ「
尋ミはさ
ユ来Zる
け
れりに
給て

ば、ふも
ゃい
」 カミ

な
る
事

て

つ

み

や

ま

三

へ

は
る
六
¥
の
海
山
を
越
て
此
地

夏
子
は
泣
々
あ
ら
ま
し
を
語
り
、

t
tす
も

の

は

ん

べ

今
は
朝
比
奈
藤
兵
衛
と
申
者
の
か
た
に
侍
れ
ば
、
愛
は
庖
先
な

き
た

か
の
か
た
へ
来
り
給
へ
」

一向 、 一一 - " 
"~ 

一日一一

れ
ば

く
は
し
く
は
夕
、
が
た
、

そ
れ

と
、
約
し
て
別
れ
け
る
。
夫
よ
り
清
十
郎
は
朝
比
奈
藤
兵
衛
が
方
へ

来
り
、
か

た

き

た

づ

れ

「
敵
を
尋
ん
た
め
に
金
子
太
兵
衛
は
再
び
国
へ
遺
し
た
れ
ば
、

何
分
藤
兵
衛
を
力
に
頼
む
ぞ
」

と
て
、
夏
子
と
わ
り
な
き
中
と
な
り
に
け
る

つμ
q

、u

愛
に
又
、
清
十
郎
が
身
の
上
に
あ
や
し
き
災
難
ぞ
出
来
り
け
る
。

さ

む

ら

い

わ

か

と

フ

ザ

よ

ゃ

く

あ
る
日
、
大
松
屋
の
庖
へ
立
派
な
る
士
、
若
党
二
人
、
書
役
壱
人
、

や

り

は

さ

み

ば

と

い

り

き

た

そ

れ

/

¥

鑓
、
挟
箱
に
て
入
来
り
、
「
此
た
び
旦
那
の
姫
君
婚
礼
に
付
、
夫
々

へ
の
被
下
物
あ
り
」
と
、
注
文
書
、
清
十
郎
に
渡
し
け
る
に
、
凡
、

百
両
余
の
呉
服
な
り
け
れ
ば
、
清
十
郎
大
ひ
に
悦
、
色
々
馳
走
し

さ

や

ま

き

ど

ん

す

ま

き

そ

の

ほ

か

そ

れ

ぞ

れ

ね

だ

ん

づ

げ

て
紗
綾
十
巻
、
段
(
椴
)
子
廿
巻
、
其
外
夫
々
に
直
(
値
)
段
付
を
し

ば

さ

み

ぽ

こ

か

み

み

づ

び

き

て
、
右
の
巻
物
、
挟
箱
よ
り
紙
水
引
を
出
さ
せ
、
委
し
く
包
み
て
、

v

よ

ゃ

く

)

〆

は

が

き

の

こ

ら

ず

き

ん

f

l

y

-

り
い
だ

書
役
に
上
書
を
さ
せ
、
木
残
挟
箱
へ
納
め
、
金
子
百
両
取
出
し
渡
し

け
れ
ば
、
改
、
請
取
、
則
、
請
取
室
田
相
渡
し
、
門
口
へ
出
け
る



侍七所
¥ 

号室
]c屋

ピ門T
L ロi
婿
君町」
仰でて
ー」

宙望;
去:立てひ

イ寸

国
元
よ
り
早
飛
脚
と
て
、

た
づ
ぬ

「
何
事
に
や
」
と
尋
れ
ば
、

あ
い
や
め

右
の
進
物
相
止
候
ゃ
う
と
の
事
な
り
」
と
、
室
田
状
を
相
渡
し
け
れ
ば
、

さ

む

ら

い

を

〉

い

を

ど

ろ

き

ま

た

/

¥

む

が

か
の
侍
大
に
驚
、
又
々
府
へ
立
帰
り
、
清
十
郎
に
向
ひ
、

「
只
今
聞
る
〉
通
り
の
時
宜
な
れ
ば
、
右
の
巻
物
返
却
い
た
し
候
な

っ

き

へ

ん

て

も

ん

り
。
右
に
付
て
は
金
子
返
必
下
さ
れ
候
や
う
に
」

さ

ん

す

ひ

き

さ

}

だ

一

と
、
金
子
三
百
疋
差
出

L
、

「
是
は
先
刻
よ
り
馳
走
に
成
候
謝
礼
な
り
」

と
、
差
出
し
け
れ
ば
、
清
十
郎
其
外
の
手
代
ど
も
辞
退
し
け
れ
ど
も

聞
入
ず
差
置
、
右
の
上
包
の
水
引
の
優
、
差
戻
し
、
金
子
請
取
、

た

ち

が

へ

の

そ

れ

こ

ζ
/
¥

立
帰
け
る
。
夫
よ
り
清
十
郎
、
右
の
巻
物
悉
く
ほ
ど
き
見
れ
ば
、

不
残
棒
ば
か
り
に
て
呉
服
物
は
一
つ
も
あ
ら
ず
。
「
こ
は
か
た
ら
れ

お
〉
ひ

し
」
と
大
に
お
ど
ろ
き
け
れ
ど
も
、
せ
ん
か
た
す
べ
き
や
う
な
し
。

ひ
き
を
い
と
ュ
ぜ
ん

引
負
同
前
(
然
)
な
り
と
て
請
人
方

右
の

へ j青

預号十
らf，!~
T プ]ミ

H掛
る γ

予の

ぞ事
是な
非れ
なば
き
事
な
り

挿
画

法
、

d

ん
J

せ
ぢ
う
ろ
を
す
く
ふ

夏
子
売
身
救
清
十
郎
話

此
事
、
朝
比
奈
藤
兵
衛
、
夏
子
諸
と
も
閣
と
い
へ
ど
も
、
大
金
な

れ
ば
詮
方
な
く
、
殊
に
鐘
の
太
兵
衛
も
西
国
よ
り
か
へ
ら
ざ
れ
ば
談

ず
べ
き
人
と
と
て
も
あ
ら
ず
、
心
を
痛
め
け
る
。
夏
子
さ
ま
ハ
¥
と

一炉 、一一- " 
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れ
ば
、
藤
兵
衛
、
夏
子
は
な
く
/
¥
別
れ
帰
り
、
此
金
を
以
て
清
十

ひ

き

を

ひ

つ

ぐ

な

つ

れ

か

へ

な

つ

が

こ

〉

ろ

ざ

U

F

郎
が
引
負
を
償
ひ
、
連
帰
り
け
れ
ば
、
清
十
郎
も
夏
志
を
か

ぞ
れ

ん
じ
、
一
課
に
く
れ
け
る
。
夫
よ
り
は
藤
兵
衛
に
か
く
ま
は
れ
け
る
。

た

き

が

は

あ

ら

た

め

〕

ん

ぞ

フ

そ
れ
よ
り
夏
子
は
滝
川
と
名
を
改
、
近
き
う
ち
に
新
造
に
出
さ

d

よ

/

¥

く

る

わ

ち

ふ

っ

き

こ

へ

ん
と
所
々
は
り
紙
を
出
し
け
れ
ば
、
滝
川
が
評
判
廓
中
に
閣
て
、

主
ふ
ふ
り

っ
き
出
し
の
日
を
待
け
る
。

よ

コ

た

つ

つ

と

め

愛
に
か
の
太
守
の
用
達
を
勤
し
鎌
倉
屋
仁
右
衛
門
と
い
ふ
も
の

せ

が

れ

こ

て

あ
り
。
惇
宝
郎
八
日
迎
、
徳
実
の
君
子
あ
り
け
る
が
、
大
道
寺
・
石

を

り

ふ

〕

く

だ

堂
両
家
は
折
節
国
へ
下
り
し
節
、
懇
意
な
り
け
る
が
、
わ
け
で
大
道

こ
の
た
び

寺
に
深
き
恩
あ
り
け
れ
ば
、
此
度
清
十
郎
が
災
難
の
わ
け
、
夏
子
が

す
く
は

勤
奉
公
に
出
し
ゃ
う
す
を
問
、
『
い
か
に
も
し
て
難
儀
を
救
ば
や
』

の
如
く
恐
れ
け
り
。
つ

ど

も

仰

か

の

頃
は
二
月
の
晦
日
の
夜
、
鎌
倉
屋
五
郎
八
は
彼
太
守
よ
り
百
両
の

か

は

せ

て

が

た

う

け

と

り

な

vr-hろ

為
替
手
形
を
請
取
、
何
心
な
く
蔵
や
し
き
よ
り
帰
る
道
に
て
、
茶

の
こ
-
コ
ず

貯
金
紐
の
物
ど
も
け
ん
ぐ
は
に
事
ょ
せ
打
榔
し
て
懐
中
の
も
の
を
不
残

と

つ

お

ひ

は

な

む

ね

ん

取
て
追
放
し
け
る
。
五
郎
八
無
念
に
思
へ
ど
も
せ
ん
か
た
な
く
、
滝

川
が
方
に
来
り
、
右
の
事
ど
も
語
け
る
に
、
滝
川
も
大
恩
の
五
郎

さ

い

わ

い

き

た

八
な
れ
ば
、
色
々
と
心
を
痛
め
、
幸
、
黒
船
の
忠
右
衛
門
来
り
て

も
の
が
た
り

あ
り
け
る
に
、
右
の
事
を
物
語
け
れ
ば
、
忠
右
衛
門
い
と
心
易
く

つ

け

あ

ひ

ほ

と

ま

ち

う

け

請
合
、
五
郎
八
を
伴
ひ
、
新
町
橋
の
辺
り
に
て
庄
兵
衛
を
待
受
、
何

う
ち
hv

せ

の
苦
も
な
く
打
伏
て
、
懐
中
の
紙
入
を
取
戻
し
、
五
郎
八
に
改
め
さ

A-
q
ペリ

思
案
し
て
、
藤
兵
衛
に
い
ひ
け
る
は
、

を

ん

み

ど

フ

ぜ

ん

「
清
十
郎
殿
御
身
は
大
望
あ
る
事
な
れ
ば
、
か
く
捕
ら
は
れ
同
前
(
然
)

か

た

き

た

づ

ね

の
身
の
上
に
て
は
、
い
か
で
か
敵
の
あ
り
か
を
尋
給
ふ
べ
き
。
何

つ

と

め

ほ

う

と

う

つ

ぐ

な

と
ぞ
わ
ら
は
を
い
か
な
る
勤
奉
公
に
も
遣
わ
し
、
右
の
金
を
価

(
償
)
い
、
身
の
ま
〉
な
1
H
給
わ
れ
」

モ

わ

み

一

4

く
ち
を
v

と
、
一
疾
な
が
ら
頼
i

け
れ
ば
、
藤
兵
衛
も
口
惜
と
は
思
ひ
な
が
ら
、

て

た

ご

し

ん

ま

ち

お

き

ゃ

い
か
ん
と
も
す
る
手
術
な
く
、
新
町
の
備
前
屋
と
い
へ
る
置
尾
は
、

兼
て
知
音
な
れ
ば
、
夏
子
を
伴
ひ
立
越
、
右
の
事
共
を
頼
み
け
れ
ば
、

器
量
と
い
ひ
、
育
と
い
ひ
、
気
色
位
に
悦
て
、
盲
両
金
を
渡
し
け

へ

や

グ

み

と
は
思
へ
ど
も
、
部
屋
住
ゅ
の
身
な
れ
ば
心
に
任
せ
ず
く
ら
し
け
る
が

滝
川
が
身
の
上
、
多
く
の
人
に
肌
を
ふ
れ
さ
せ
ん
事
の
い
た
は
し
さ

ほ

か

あ

は

お

も

て

む

き

に
、
っ
き
出
し
の
日
よ
り
客
と
な
り
て
外
の
客
に
逢
せ
ず
。
表
向

な

い

せ

う

よ

び

あ

は

は
滝
川
と
深
き
中
と
見
せ
、
内
証
、
清
十
郎
を
呼
ょ
せ
逢
せ
け
る
心

の
内
、
情
あ
り
け
る
事
な
り
。

〕

よ

/

¥

お

と

と

だ

て

た

て

其
頃
は
所
々
侠
客
党
を
立
、
浪
花
に
幾
組
と
も
な
く
あ
り
け
る

ち

や

せ

ん

く

み

ば

か

り

た

て

か

d

ら

せ

ん

ね

ん

が
、
茶
室
組
と
て
十
人
計
党
を
立
、
其
頭
て
ふ
も
の
は
、
先
年
大

ざ
う
り
と
り

道
寺
を
毒
殺
せ
し
、
杉
谷
が
草
履
取
・
庄
兵
衛
な
り
。
十
人
の
頭

く
み

な
れ
ば
と
て
、
獄
門
の
庄
兵
衛
と
ぞ
名
の
り
け
る
。
此
組
者
ど
も
は

や
〈
じ
ん

喧
嘩
に
事
ょ
せ
人
の
懐
中
な
ど
の
物
を
と
り
け
る
ゆ
へ
其
頃
疫
神

一作 、一一 - . 
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刀
た
き
敵
を
ね
ら
ふ
話

其
頃
、
浪
花
に
喧
嘩
屋
五
郎
右
衛
門
と
い
ふ
も
の
あ
り
。
い
や
つ
れ

〕

ゆ

“

ゃ

う

-

の
出
生
と
い
ふ
事
を
し
ら
、
ず
。
喧
嘩
あ
る
時
は
あ
ら
は
れ
い
で
、

り

ひ

た

ぶ

わ

け

一

と

り

あ

っ

か

其

理

非

を

札

し

、

訳

よ

ろ

し

く

取

扱

ひ

け

る

ゆ

む

つ

か

し

き

しと 「と
い願
とひ
易け
きれ
御fば
事:
な
り

継Z手
合吉に
せ J距F

けア
れ庁
ばる

ま四」

が郎
ひ右

な衛
き門
壱は
つ懐
印中
舘よ
なり
り以
け前
品の

註員
「取t
天出三

喧t
根そ嘩ム
津」震や

四五
郎郎
太右
郎衛
改?、門
名fが
し イ云
て

と「と候

く答iな尋号や
る砂るね」
れけ
しーほ
ば F れ
か、と
ら そば
某2

ず しょ、

ば 所二
拝 持垣
見 のノ J

致印
し鐘
度T に
候て

候

と

五

郎

八

心

を
付
て
、

い

づ

ゐ

ん

ろ

ろ

ρ
れ
(
マ
マ
d

さ

げ

あ

る

き

そ

れ

「
何
れ
、
此
印
鑑
臣
、
我
等
ら
提
て
歩
行
、
答
む
る
人
も
あ
ら
ば
夫
を

か

た

き

た

づ

ね

は

ん

べ

(

マ

マ

)

し
る
べ
に
詮
義
し
て
敵
の
あ
り
家
を
尋
侍
ら
ん
。
我
等
ら
に
給

は
れ

そ
れ

と

て

夫

よ

り

印
龍
乞
詰

さ

げ

わ

5

一
重
一
の
印
籍
を
腰
に
提
て
往
来
し
け
る

「囚豆、

卒そ郎め
爾;右て
の衛見

申門て
事、あ

にかれ
てのば
{長男
をま
ど呼与が
もとふ
めべ

其Zて
印
籍

は
御エ
所;
持ち
の
御
道
具

て

き

ん

す

ふ

ん

v

っ

き

う

ゐ

な

く

せ
て
金
子
は
少
々
紛
失
せ
し
か
ど
も
手
形
は
無
相
違
あ
る
よ
し

G
U
みつ

悦
び
持
か
へ
り
け
る
。
滝
川
も
清
十
郎
も
其
座
に
あ
り
て
忠
右
衛
門

ぐ

わ

い

り

ゃ

く

か

み

い

れ

が
怪
力
を
感
じ
、
五
郎
八
又
々
紙
入
を
改
め
け
る
に
、
日
な
れ
ぬ

印
籍
二
重
あ
り
け
る
。
「
是
は
我
も
の
に
あ
ら
ず
」
と
、
打
か
へ
し
詠

め

は

や

め
け
れ
ば
、
清
十
郎
巨
早
く
見
つ
け
、

「
此
印
鑑
時
は
杉
谷
軍
兵
衛
が
所
持
の
印
寵
に
さ
も
似
た
り
。
さ
れ
ど

同
じ
蛇
船
も
あ
る
も
の
な

4

れ
ば
、
う
か
つ
に
詮
義
も
な
り
が
た
じ
。

こ
と
に
二
重
不
足
せ
し
事
も
不
審
也
」

滝
川
も
打
寄
、
い
ぶ
か
り
け
れ
ば

忠
右
衛
門

も

ち

ゆ

き

た

い

だ

ん

三

、

さ

し

喧
嘩
は
五
郎
右
衛
門
方
へ
持
行
、
戴
断
(
」
裁
断
)
し
て
貰
ひ
け
る
に

い

さ

〉

か

ゑ

こ

と

り

さ

ば

と

く

し

ん

柳
も
依
佑
な
く
取
捌
き
け
る
ゆ
へ
、
双
方
得
心
し
て
帰
り
け
る
。

い

ゑ

な

-

そ
れ
ゆ
へ
に
や
、
家
名
を
喧
嘩
や
と
名
の
り
け
る
。

そ

れ

さ

て

お

き

ね

づ

の

た

ち

の

き

夫
は
掠
置
、
根
津
四
郎
太
郎
は
国
を
立
退
、
浪
花
へ
来
り
て
名
を

あ

ら

た

め

お

と

三

た

て

v

よ

/

¥

か

た

き

四
郎
右
衛
門
と
改
、
侠
客
の
仲
間
へ
入
、
所
々
往
来
し
て
敵
の

た

づ

ね

も

ふ

で

手
が
〉
り
を
尋
け
る
。
或
日
、
「
住
吉
へ
詣
ん
」
と
四
郎
右
衛
門
、

い

で

た

ち

て

ん

が

ぢ

や

ほ

と

り

む

か

立
派
に
出
立
て
、
天
下
茶
や
の
辺
ま
で
来
か
〉
り
し
に
、
向
ふ
よ

さ
げ

り
是
も
立
派
の
男
二
重
の
印
籍
を
腰
に
提
て
来
る
あ
り
。
目
を
と

く
に
あ
ら
ぬ
印
鑑
な
り
け
れ
ば

戸

D
つ
δ

-~-ニ--ー



「の
親あ
のた

敵:ご

覚おと
;ま

あ大
ら脇
ん差
」ヨI~
抜2

ぬ
き
あ
ま

と
、
切
か
く
れ
ば
、
か
の
も
の
も
驚
き
な
が
ら
抜
合
せ

「
親
の
敵
と
は
此
方
に
#
柳
も
覚
な
し
」

と
い
ひ
な
が
ら
、
受
つ
抗

U
つ
戦
ひ
け
る
が
、

「
我
は
堂
島
の
忠
右
衛
門
と
て
、

り
や
う

人
も
し
り
た
る
男
な
り
。

じ
す
る
な
」

と
い
へ
ど
も
、
四
郎
右
衛
門
間
入
ず
、

ひ

き

や

弓

せ

ん

ね

ん

「
比
興
な
り
、
忠
右
衛
門
。
先
年
、
豊
後
の
岡
城
外
の
八
幡
宮
に
て

ね

づ

の

ふ

の

神
酒
に
毒
を
入
、
大
道
寺
玄
蕃
を
殺
し
、
又
、
根
津
四
郎
太
夫
も
其

む
乙
つ

毒
に
て
無
質
の
難
に
相
果
(
挿
画
立
)
し
は
、
汝
が
好
計
よ
り
起
り
し

事
な
ら
ず
や
。
我
は
停
四
郎
太
郎
。
今
の
名
は
根
津
四
郎
右
衛
門
。

尋
常
に
勝
負
せ
よ
」

い

よ

/

¥

き

η

と
、
弥
か
さ
に
か
〉
っ
て
切
か
く
れ
ば
、
忠
右
衛
門
、

ざ

し
、
ど
っ
か
と
坐
し
、

て

む

か

「
全
く
手
向
ひ
せ
ぬ
ぞ
。
い
ふ
事
あ
り
」

を

v

と
、
押
し
ゃ
っ
-
め
、

そ

の

ゆ

ゑ

九

ね

れ

J

ん

カ

え

き

「
我
は
其
大
道
寺
家
由
縁
の
者
な
り
。
我
、
真
の
敵
な
ら
ば
、
詮

た

づ

ね

、

た

わ

さ

I
Y

義
の
手
が
〉
り
を
尋
出
さ
ん
為
に
、
態
か
く
は
ば
か
ら
い
し
也
。

島
C

、3
わ
y
↑

ト

ム

一

-

《

い

リ

さ
て
、
聞
及
び
し
根
津
四
郎
右
衛
門
ど
の
な
る
か
や
。
此
印
寵
の
い

脇
差
投
出

時、一一一ー

.-一日一一
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わ
れ
、

手
か
〉
り
あ
る
事
、
途
中
に
て
語
る
べ
か
ら
ず
。
我
方
へ
来

る
べ
し

会
C
4」

い
つ
の
間
に
来
り
け
ん

こ
っ
ザ
ム
人

喧
嘩
屋
五
郎
右
衛
門
忽
然

「とと
先f立Eい
こ出2ふ
く、所

よへ
り
両
人
の

あ
ら

で

ひ

物
か
げ
よ
り
委
し
く
聞
届
た

り
。
我
は
け
ん
く
は
や
五
郎
右
衛
門
述
、
人
の
し
り
た
る
男
な
り
。

此
か
た
き
、
全
く
忠
右
衛
門
に
て
は
あ
る
べ
か
ら
ず
。
御
両
人
の
骨

、
が
ら
、
{
是
に
大
丈
夫
と
見
受
た
れ
ば
、
我
方
に
伴
ひ
、
兄
弟
分
の

巳
〉
た
一
ま
へ
か
な
-
り
す
れ

f

因
、
且
、
印
鑑
臨
の
訳
も
我
か
た
に
て
閣
玉
。
必
、
明
爾
あ
る
べ

か
ら
ず
」

と
両
人
を
な
だ
め
、
伴
ひ
て
我
住
家
へ
と
帰
り
け
る
。

り
ゃ
う
を

x

c

り

に

か

は

な

両
雄
獄
門
庄
兵
衛
を
取
逃
す
語

か

く

て

喧

嘩

屋

五

郎

右

衛

門

は

、

根

津

四

郎

右

わ

が

や

た

づ

ね

衛
門
両
人
を
伴
ひ
、
我
家
へ
帰
り
、
忠
右
衛
門
に
印
龍
の
由
来
を
尋

黒
船
忠
右
衛
門

け
る
に

「
獄
門
の
庄
兵
衛
と
い
ふ
者
の
手
よ
り
手
に
入
し
処
、
清
十
郎
『
此

印
鑑
臨
は
杉
谷
軍
兵
衛
が
所
持
せ
し
印
臨
時
に
似
た
り
』
と
あ
る
ゆ
へ
、

よ
ち

-f

ふ
だ
ん
さ
げ

『
此
印
鑑
臨
こ
そ
敵
の
能
き
手
か
〉
り
』
と
思
ひ
、
二
重
を
不
断
提

委
細
を
閣
に

し
に

は
か
ら
ず
も
四
郎
右
衛
門
に
見
と
が
め
ら
れ

正
し
く
杉
谷
が
所
持
に
相
違
あ
る
ま
じ
。
此
上
は
両
人
心
を
合
せ
、

と
語
り
け
れ
ば
、

獄
門
の
庄
兵
衛
を
捕
ら
で
せ
ん
、
ぎ
せ
ば
第
一
の
手
、
が
〉
り
な
ら
ん
」

-

こ

と

ば

四
郎
右
衛
門
も
、
忠
右
衛
門
が
詞
、
誠
あ
る
に

〕
か
づ
き

三
人
兄
弟
分
の
盃
を
な
し
、
「
庄
兵
衛
を

悦
び
、

五
郎
右
衛
門
、

尋
出
し
吟
味
せ
ん
」
と
談
、
じ
け
る
。

L
よ

じ

ゅ

た

ん

庄
兵
衛
は
、
忠
右
衛
門
に
紙
入
を
と
ら
れ
し
よ
り
諸
事
由
断
せ
ず
、

あ

る

く

あ

ま

た

め

し

つ

れ

り

う

ら

い

三

を

り

あ

歩
行
に
も
手
下
数
多
召
連
、
往
来
し
け
る
ゆ
へ
、
兎
か
く
折
悪
し
く
、

た
か
き
や
ぱ
d

両
人
空
し
く
一
月
余
り
を
過
し
け
る
が
、
或
夜
高
台
橋
と
い
ふ
所
に

と
黒
船
立
寄
、

て
両
人
庄
兵
衛
に
出
会
け
れ
ば
、
「
天
の
あ
た
へ
」

}
ん
ま
ち
ぱ
〕

「
先
日
、
新
町
橋
の
出
入
よ
り
、
仕
か
へ
し
に
来
る
(
り
)

此
方
よ
り
尋
あ
る
き
た
り
。

と
待
ど
も

立
国
も
せ
ざ
れ
ば

つ
ら
ん

其
節
の
意
恨
あ
る
べ
し
。
仕
か
へ
し
せ
よ
」

つ

め

て

い

と
詰
か
く
れ
ば
、
庄
兵
衛
は
大
に
驚
き
な
が
ら
、
さ
あ
ら
ぬ
体
に
て
、

「
大
坂
に
隠
れ
な
き
黒
船
の
忠
右
衛
門
に
、
獄
門
の
庄
兵
衛
、
出
入

は
格
別
、
仕
か
へ
し
な
ど
す
る
比
興
の
庄
兵
衛
な
ら
ず
。
折
あ
ら
ば
、

中
直
り
の
酒
に
で
も
汲
ん
と
こ
そ
お
も
へ
、
、
わ
れ
/
¥
に
於

「とて
な言ピ意
る捨±恨
ほてな
ど行Zし

此品其Z過下」
方:i 方守る

にがを

空詞i忠
な l守右
き甚2衛
も 三門
市立b 呼主

話予胃i
る〕
ろ

ゆ
し

入
の
中
に
、

其
返 節
さ 取j
ん
返"
ともせ
尋iし
し 井氏

、跡、一一一ー

.~ 
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とに

彼か能I
の折t
Fn か
籍ら
を出
さ会
した
出り
せ」

ば

不
審
し

し、

か手
でに
四f取
重;上
にて
な
り
し
ぞ

是
は
此

此
印
箆
は
二
重
な
り
し
が

方
に
あ
ら
ず
」

な

げ

す

〉

と
投
か
へ
せ
ば
、
根
津
の
戸
四
郎
右
衛
門
勧
み
出
て
、

心

ぢ

う

一

「
其
二
重
は
豊
後
の
国
、
同
の
城
外
、
八
幡
宮
の
神
前
に
毒
薬
を
凡

落
し
つ
ら
ん
。
真
直
に
白
状
せ
よ
」

と
、
詰
か
く
れ
ば
、

と「
、夫

脇れ
差し
ヲ I~' ら
抜ぬし、

きで
は
切」

て
か
〉

れ
ば

手
下
の
も
の
共
、
何
れ
も
抜

ゑ
い
ゆ
ふ

つ
れ
切
で
か
〉
れ
ば
、
こ
と
と
も
せ
ず
、
両
人
の
英
雄
愛
を
せ
ん
ど

ニ
ー
セ
ば
詞
に
も
似
ず
手
下
の
わ
る
も
の
、
跡
を
も
見

〔
三
切
ま
く
れ
ば
、

げず

行?し
をて
、逃

両ち
人り
橋?け
のり
真f
中主庄
に兵
押ぎ衛

詰Zも

取叶
つわ
てじ
押三」

へと
、カミ
し、

振
Jコ
て

逃

中
に
も
四
郎
右

衛
門
声
あ
ら
〉
げ

「
何
者
な
れ
ば
、
汝
、
神
酒
に
毒
を
入
、
玄
蕃
ど
の
を
毒
殺
せ
し
ぞ
。

ま

っ

す

ぐ

ば

か

り

真
直
に
白
北
せ
ば
、
命
計
は
助
ん
」

t
p一
ろ
さ

と
、
両
人
刀
を
胸
先
へ
さ
し
つ
け
れ
ば
、
庄
兵
衛
は
大
に
驚
、

「
ま
づ
待
給
へ
。
白
状
い
た
さ
ん
。
わ
れ
は
も
と
杉
谷
軍
兵
衛
が
仲
間

-
庄
兵
衛
と
(
挿
画
ロ
)
い
ふ
者
な
り
。

主
人
軍
兵
衛
、

清
左
衛
門
を

山、一一一ー
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た

ち

の

く

き

ん

す

な

に

と

ぞ

〔
討
っ
て
〕
立
退
時
分
、
我
に
金
子
を
あ
た
へ
、
『
何
卒
、

い
れ
を
き

神
酒
に
毒
を
入
置
、
大
道
寺
玄
蕃
を
殺
し
呉
れ
よ
』
と
頼
み
に
よ
っ

、

り

い

れ

お

き

て
、
神
前
へ
し
の
び
入
、
毒
薬
を
神
酒
に
入
置
し
が
、
心
せ
く
優
、

印
鑑
二
重
忘
れ
置
し
が
、
天
命
の
が
れ
ず
両
人
の
衆
に
見
あ
ら
は
さ

八
幡
宮
の

此
上
は
命
を
助
け
給
へ
」

こ
と
ば

と
い
ひ
け
れ
ば
、
両
人
詞
9

を
そ
ろ
へ
、

あ
り
か
↑

4

つ

、

ま

た

す

け

〈

れ

「
此
上
に
軍
兵
衛
が
有
家
を
包
ず
白
状
せ
ば
助
呉
ん
」

れ
た
り
。

へ「と
。成3い
申5~ま右、
問主どに
カミ

せ主
ん人
」の

有ぞ
家ム

お
れ
よ
く

我
能
し
り
侍
る
。

暫
く
愛
を
ゆ
る
め
給

と
い
ふ
に

庄
兵
衛
を
引
起
し

心
ゆ
る
み
で
四
郎
右
衛
門

「
い
ざ
白
状
せ
よ

と
い
ひ
け
る
中
橋
の
上
よ
り
川
中
へ
飛
込
ん
だ
り
。
「
掠
は
謀
ら

や

ろ

に

ん

い

か

}

ぱ

か

は

し

を

う

き

あ

ベ

と
両
人
大
に
怒
り
け
れ
ば
、
暫
し
川
下
へ
浮
上
り
、

わ
が
冷
か
り
戸

我

謀

に

落

入

て

め

で

た

し

れ
し「

黒
船
、
根
津
の
大
馬
鹿
も
の
。

ノ
¥
。
夫
に
て
ゆ
る
り
と
涼
む
べ
し
」

い

〉

す

ご

す

い

ち

う

さ

ご

/

¥

と
言
捨
て
、
又
水
中
へ
入
に
け
り
。
「
掠
々
残
念
至
極
な
り
」
と
、

d

ば

ら

な

が

ぜ

せ

ん

う

ち

つ

れ

い
か
£
せ
ん
と
暫
く
一
一
誠
ゐ
け
れ
ど
、
全
(
詮
)
か
た
な
け
れ
ば
、
打
連

て
こ
そ
帰
り
け
る
。

船
越
良
介
、
鐘
の
太
兵
衛
、
大
坂
へ
出

ν

ゆ
っ
せ

井
杉
谷
軍
兵
衛
出
世
の
話

此
時
、
筑
紫
権
六
方
に
居
た
り
し
船
越
良
介
、
鐘
の
太
兵
衛
、
夫

あ

ふ

ふ

う

ぶ

人

坂
の
便
り
を
ほ
の
か
に
き
く
に
、
清
十
郎
災
難
に
逢
た
り
と
風
聴
な

こ

ふ

た

i

ち
い
で

れ
ば
、
太
兵
衛
、
首
領
に
暇
を
乞
て
立
出
ん
と
す
れ
ば
、
良
介
も

一
か
た
な
ら
ず
高
恩
の
清
左
衛
門
子
息
な
れ
ば
「
我
も
暫
く
大
坂
へ

た
ち
と
d

お

よ

ば

そ

へ

立
越
、
及
ず
な
が
ら
力
を
添
ん
」
と
、
権
六
に
願
ひ
け
れ
ば
、
権

六
も
感
心
、

ま

こ

と

二

お

か

さ

っ

そ

く

「
誠
義
心
あ
る
両
人
。
い
か
で
か
此
所
に
と
ゾ
め
置
ん
。
早
速
大

た
ち
こ

v

と

も

ち

か

ら

坂
へ
立
越
、
供
々
力
と
成
給
ふ
べ
し
」

わ

が

や

ま

〈

ち

だ

ち

い

で

と
、
柳
を
結
ね
て
別
れ
け
れ
ば
、
両
人
山
口
の
奥
よ
り
立
出
て
、
足

に
任
せ
て
上
が
た
さ
し
て
の
ぼ
り
け
る
。
程
な
く
上
坂
し
け
れ
ば
、

た

づ

れ

あ

ひ

朝
比
奈
藤
兵
衛
を
尋
、
清
十
郎
に
も
逢
て
、
か
た
り
合
、
お
夏
を

勤
奉
公
に
遣
は
し
〉
事
を
間
て
、
両
人
大
に
驚
き
け
れ
ど
も
、
い

か
ん
と
も
す
る
事
な
く
、
先
、
藤
兵
衛
か
た
に
逗
留
す
る
う
ち
に
、

四
郎
右
衛
門
も
来
り
。
わ
け
で
忠
右
衛
門
、

v
t
h一
つ

其
末
始
(
始
末
)
を
尋
ぬ
る
に
、

のて忠

情i大:主
にに問

門
て仰

助子て

イt
て

炉、一一一ー

一~
一目一一
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良
介
を
見

清
左
衛
門

し
ば
ら
く
周
防
の
山
奥
に
居
た
り
し
事
を
語
り

け
れ
ば
、
黒
船
大
に
悦
び
、

「
其
元
の
事
は
我
等
親
子
の
命
の
親
な
れ
ば
、

今
よ
り
兄
弟
の
ち



た

ち

の

き

み

や

こ

愛
に
又
、
杉
谷
軍
兵
衛
は
、
国
を
立
退
、
京
都
に
し
る
人
あ
れ
ば

其
方
に
か
く
れ
世
の
さ
ま
を
伺
ひ
け
る
に
、
鎌
倉
の
執
権
に
浦
の

前
司
泰
村
と
い
ふ
人
の
子
息
に
、
一
二
浦
の
荒
五
郎
と

け
る
。
在
京
の
つ
れ
ハ
¥
、
島
原
の
太
夫
回
毎
と

な

乙

み

だ

か

い

深
く
馴
染
、
互
に
離
れ
ぬ
中
と
な
り
け
る
よ
し
、

間
出
し
、
「
我
、
世
に
い
づ
る
時
節
至
来
な
る
」

回
毎
太
夫
に
妹
女
郎
に
な
じ
み
か
よ
ひ
金
銀
を
と

悦

び

か

の

遺
ひ
け
れ
ば

軍いい

兵へふ
衛る大
此ミ妓ぎ名

事i婦ふあ
をにり

さ
れ
ど
お
な
つ
が
身
の
代
を
つ
ぐ
な
ひ
、
身
ま
〉
に
せ
ん
事
を

あ

け

〈

才

こ

〉

ろ

か

ね

お

と

こ

ど

明
暮
五
人
心
に
か
く
れ
ど
も
、
余
の
事
は
侠
客
の
力
に
も
及
ば
ず

月
日
を
送
り
け
る
。

るな派
りな其
とる
でにろ
よ
名り浪守
を、花，~

船徒ゎ勤f
越士ち番T
十奉?の
右公2太t
衛に守ぶ
門召~

とか a
改〉口

め
給船
御ひ越
徒かけ良
士九れ介

役~' iまが
を、男

ぞニJ ぶ
勤中"り
めのの
け事立

れ
け
る
o

v

十
ー
だ

「
幸
、
我
に
梅
津
の
中
将
ど
の
に
懇
意
な
れ
ば
、
回
毎
太
夫
を
受
出

を
ん
い
も
と
ぎ
み

し
、
梅
津
の
中
将
ど
の
御
妹
君
と
な
し
、
我
は
姫
君
の
御
付
人
と

な
り
て
御
国
へ
参
ら
ば
、
た
と
へ
い
か
ゃ
う
の
事
あ
り
と
も
、
某

よ

ろ

は

か

ら

ど

や

と

の

を

ん

み

〉

宜
し
う
計
ひ
、
親
殿
の
御
耳
に
は
入
申
ま
じ
」

と
、
手
に
取
や
う
に
言
け
れ
ば
、
荒
五
郎
殿
大
に
悦
び
、

「
し
か
ら
ば
某
在
京
の
う
ち
に
、
其
元
、
梅
津
家
の
使
者
と
な
り
、

親
・
前
司
へ
縁
談
の
事
、
言
入
給
わ
れ
」

さ

っ

そ

く

あ

ま

た

吟

d

つ

れ

と
頼
み
け
れ
ば
、
早
速
承
知
し
、
家
来
数
多
召
連
、
鎌
倉
へ
至
り
、

d

を

さ

ぜ

ん

な

の

り

梅
津
中
将
の
使
者
牛
尾
左
謄
と
名
乗
、
婚
姻
の
取
結
び
あ
り
た
き
使

者
の
趣
を
の
べ
け
れ
ば
、
元
来
一
二
う
ら
殿
は
、
外
に
よ
ろ
し
く
親

族
家
も
あ
ら
ざ
れ
ば
、
「
公
家
の
縁
者
に
な
り
な
ん
事
、
此
上
も
な

き
本
望
な
ら
ん
」
と
、
同
平
速
承
知
の
返
答
あ
り
。
京
都
若
殿
の
家
老

お
ふ

ζ

り
そ
ろ

右

の

趣

仰

せ

遣

は

さ

れ

け

れ

ば

梅

津

家

結

納

取

揃

40一

な
み
を
な
し
給
わ
れ
」

そ
れ

と
、
夫
よ
り
忠
右
衛
門
、
太
兵
衛

さ
か
づ
き

兄
弟
分
の
盃
を
な
し
け
る
。

伊

}

ぎ

め

ん

亡

い

ら

え

愛
に
不
恩
義
は
良
介
が
面
貌
、
忠
右
衛
門
に
寸
分
違
は
ず
。
真
の

兄
弟
と
い
ふ
と
も
是
ほ
ず
に
は
似
る
べ
か
ら
ず
と
人
々
言
あ
い
け

λ
u
。

帰
国
の
沙
汰
あ
り
け
れ
ば
、
回
毎
が
物
思
ひ

郎
殿
も
『
何
と
ぞ
身
受
を
し
て
国
へ
召
連
ん
』
と
思
わ
れ
け
れ
ど
も

国
の
口
を
恩
ひ
、
兼
て
懇
意
の
軍
兵
衛
な
れ
ば
此
事
相
談
せ
ら

干
〆
け
あ
い

軍
兵
衛
い
と
心
よ
く
受
合

，-一一ー一一

四
郎
右
衛
門
、
良
介

藤
兵
衛

よ

き

会

り

い
つ
し
か
回
毎
も
懇
意
に
成
ぬ
れ
ば
態
(
能
)
析
か
ら
な
り
と

ち

か

づ

き

な

い

L
ゃ

う

ま

て

荒
五
郎
殿
に
も
近
付
と
な
り
、
内
証
の
世
話
迄
も
い
た
し
け
れ
ば

お
か
と
の

此
若
殿
、
軍
兵
衛
を
世
に
な
き
も
の
と
思
わ
れ
け
る
。

京
の
任
果
て

し
か
る
に
在

荒
五



御
受
納
あ
り
し
趣
き
、
鎌
倉
へ
申
遣
し
け
れ
ば
、
大
殿
悦
び
大
か
ら

を
ん
こ
ヨ
い
り

な
ら
ず
、
姫
君
の
御
輿
入
を
ぞ
急
が
れ
け
る
。

浪
花
侠
夫
伝
巻
之
弐
尾

浪
花
侠
夫
伝
之
三

-
遠
州
小
夜
中
山
麓

栗
枝
亭
鬼
卵
述

ち
ろ
げ
ん
と
も
す
け
を
ま
か
た

仲
間
友
介
馬
士
と
な
り
黒
船
忠
右
衛
門
を
ね
ら
ふ

船
越
重
右
衛
門
危
難
の
話

む

こ

三

を

り

了

う

ん

さ

ん

ち

う

ざ

ん

こ

愛
に
摂
州
武
庫
都
、
紫
雲
山
中
山
寺
の
観
世
音
、
霊
験
あ
λ

り
た

り

や

く

に
ま
し
/
¥
て
、
別
し
て
産
婦
の
利
益
あ
ら
た
な
る
に
よ
っ
て
、
近

か

つ

が

う

そ

ん

き

や

さ

カ

ん

国
近
郷
大
坂
〔
に
〕
及
び
、
偶
(
渇
)
仰
尊
敬
輩
日
々
栄
(
注
却
)
な

ま

い

/

¥

む

ゑ

ん

き

ゃ

う

?

d

ゆ
ぎ
ゃ
う

り
。
然
る
毎
年
三
月
十
五
日
よ
り
廿
一
日
ま
で
、
無
縁
経
執
行
に

く
人
乙

φ

お
び
た
》
〕
く

別
し
て
群
参
(
集
)
彩
敷
、
さ
な
が
ら
櫛
の
は
引
が
如

よ
っ
て
、

く
な
り
。

愛
に
去
頃
、
大
道
寺
の
息
女
夏
子
を
ば
、
途
中
に
て
恥
し
め
ん

ち

う

げ

ん

-

へ

d
Z
}

な

げ

い

ぜ

一

ぐ

ち

を

と
せ
し
中
間
友
助
、
黒
船
の
忠
右
衛
門
に
塀
越
に
投
出
さ
れ
、
口
惜

l

ち

の

一

一

そ

札

ほ

っ

/

¥

し
な
が
ら
其
場
を
立
退
き
、
夫
よ
り
方
々
流
浪
し
て
、

今
は
神
崎
の

か

d

ま

む

ら

む

ま

か

た

か

近
所
に
加
島
村
と
い
ふ
あ
り
。
此
所
の
馬
士
と
な
り
て
、
加
島
長
兵

か

し

ら

衝
と
名
の
り
、
わ
る
も
の
〉
頭
取
と
も
て
は
や
さ
れ
け
る
。
先
年
、

-

あ

ひ

で

あ

い

黒
船
忠
右
衛
門
に
手
い
た
き
め
に
逢
ぬ
る
を
無
念
に
思
ひ
、
『
出
会

と
の
う
ら
み

な
ば
此
恨
を
は
ら
さ
ん
』
と
さ
ま
介
¥
と
心
を
つ
け
け
る
に
、
忠

お
!
と
手
ど
よ
ご
か

f
n

右
衛
門
も
今
は
堂
し
ま
に
此
ほ
ど
は
あ
り
て
、
侠
夫
の
頭
分
と
な

き

、

ふ

い

た

た

や

す

く

り
で
あ
り
し
ょ
し
間
出
し
、
容
易
に
仕
か
へ
し
も
な
ら
ず
、
時
節
を

時、一一一叫

~~~ 

一日一一

伺
ひ
け
る
。

愛
に
黒
船
忠
右
衛
門
と
船
越
重
右
衛
門
と
は
、

の
男
、
ふ
り
な
り
け
る
が
、
十
右
衛
門
は
高
頬
に
ほ
く
ろ
二
つ
あ
り
け

ムリ〆、

d

内山
7

る
ゆ
へ
に
、
世
の
人
落
首
、

「
忠
右
衛
門
貌
は
似
た
れ
ど
ほ
く
ろ
に
て

に
ご
り
を
打
か
十
右
衛
門
な
り 見

ま
が
ふ
ば
か
り

1
i
 A-

か
く
の
ご
と
く
に
人
の
い
ひ
は
や
し
ぬ
る
程
な
れ
ば
、
折
に
ふ
れ
て

ぢ

5

み

ち

が

で

い

り

か

と

ち

が

は
忠
右
衛
門
と
重
右
衛
門
を
見
違
へ
、
出
入
の
門
違
へ
な
ど
ま
〉
あ

る
事
な
り
。

十
右
衛
門
が
主
人
と
た
の
み
た
る
諸
侯
の
奥
か
た
妊
娠
な
り
け
れ

な
か
や
ま

P
ら

か

ね

を

ば

ら

を

び

ば
、
「
中
山
寺
の
鉦
の
緒
を
腹
帯
に
な
し
ぬ
れ
ば
、
観
世
音
の
霊
験

づ
〉
む

に
て
安
産
う
た
が
ひ
な
し
」
と
勧
る
人
の
あ
り
け
れ
ば
、
殿
の
仰

う
け
給
d

つ

ぽ

ね

は

ν

た

を
蒙
り
て
、
お
局
壱
人
、
下
女
壱
人
召
連
れ
、
船
越
十
右
衛
門

た

い

さ

ん

と

も

は
中
山
寺
へ
代
参
に
ゆ
か
ん
と
、
僕
を
も
連
れ
ず
、
神
崎
の
辺
り
迄



て
う
ひ
や
ろ
へ

来
か
〉
り
け
る
に
渡
場
に
て
加
島
長
兵
衛
、
重
右
衛
門
を
ち
ら
り

(

マ

マ

)

さ

い

ね

と
見
て
、
「
黒
船
忠
右
衛
門
な
り
」
と
と
思
い
、
大
に
悦
び
、
「
幸

う

ら

み

は

ら

ひ
、
手
下
の
者
も
見
へ
ず
壱
人
な
れ
ば
、
先
年
の
恨
を
晴
さ
ん
は

む

ま

か

た

な

か

ま

て

J

ば

ち

ゐ

く

此
時
な
り
」
と
、
馬
士
仲
間
の
長
八
と
い
ふ
も
の
を
ま
ね
き
、
行
さ

ぐ
っ
き
ゃ
う

き
を
間
せ
け
る
に
、
中
山
田
へ
参
る
よ
し
な
れ
ば
、
「
屈
寛
の
時
節

な

な

ま

あ

は

ま

っ

く

』

ち

b

な
り
」
と
、
馬
か
た
仲
闘
い
ひ
合
せ
待
と
も
し
ら
ず
、
久
々
知
の
わ

き

ま

と

よ

三

の

り

か
れ
道
ま
で
十
右
衛
門
来
か
〉
り
け
る
を
、
罵
士
ど
も
横
乗
し
な
が

ら
十
右
衛
門
が
貌
を
し
た
〉
け
蹴
上
け
れ
ば
、
大
に
怒
、

わ

ろ

く

ば

ん

よ

こ

の

り

ご

せ

い

き

ん

こ

と

さ

ら

た

い

と

〆

そ

れ

が

v

「
汝
ら
往
還
の
横
乗
は
御
制
禁
な
る
に
、
殊
更
帯
刀
し
た
る
某

り

や

ろ

く

は

い

ふ

る

ま

い

に
慮
外
の
振
舞
、
ゆ
る
さ
じ
」

L
S
t与
が

」

と
い
ひ
さ
ま
、
馬
士
を
引
お
ろ
し
け
れ
ば
、
仲
間
の
馬
奴
共
は
ら

と
り
ま
き

/
¥
と
取
巻
、

ょ

せ

さ

む

九

い

こ

の

d
E

「
帯
刀
と
は
事
お
か
し
ゃ
。
町
人
の
似
士
と
は
此
方
に
し
っ
た
る

む

い

hv

っ
ち
こ
ろ

ゆ
へ
に
蹴
あ
げ
た
り
。
有
無
を
言
せ
ず
打
殺
せ
」

も
は
や
り
や
う
け
ん

と
、
大
勢
一
同
に
取
廻
し
け
る
ゆ
へ
、
『
最
早
了
衡
な
り
か
た
し
』

つ

か

っ

ぽ

ね

と

シ

/

¥

と
、
刀
の
柄
に
手
を
か
け
け
る
が
、
『
局
を
同
道
、
こ
と
に
大
事

お
さ
め

の
御
代
参
よ
血
を
あ
や
し
て
は
』
と
、
心
に
納
、

に

せ

ぞ

ん

}

り

よ

ぐ

お

い

「
そ
れ
が
し
を
似
さ
む
ら
い
と
存
て
の
慮
外
と
あ
れ
ど
も
、
全
く

そ
れ
が

ι

さ
む
ュ

rひ
〕

一

一

二

〉

ろ

へ

ち

べ

一

ひ

こ

の

d
rノ

某
し
、
似
せ
士
に
あ
ら
ず
。
し
か
し
心
得
違
の
事
な
れ
ば
此
方

的

や

人

け

ん

こ

〉

ろ

へ

も
了
簡
い
た
す
あ
い
だ
、
心
得
ち
が
ひ
な
き
ゃ
う
に
い
た
す
べ
し
」

「
い
づ
れ
並
々
の
や
つ
に
は
あ
ら
ず
。
此
方
六
七
人
の
手
に
は
あ

ふ
ま
じ
。
さ
す
れ
ば
、
中
山
へ
ま
い
り
で
か
へ
る
う
ち
に
、
此
方
の

な

か

ま

よ

び

よ

お

れ

は

か

り

-

仲
間
の
者
ど
も
皆
々
呼
寄
せ
置
ん
事
、
屈
寛
の
謀
事
な
り
」

て

な

み

と
い
ひ
け
れ
ば
、
長
兵
衛
も
手
並
は
し
り
た
れ
ば
、
一
人
も
味
方
の

つ
か
は

多
か
ら
ん
こ
そ
よ
か
ら
ん
と
、
長
八
を
中
山
へ
遣
し
け
る
。
十
右

か

ね

を

と

ひ

う

け

衛
門
大
に
悦
び
、
婦
人
伴
ひ
中
山
へ
参
詣
し
て
、
鉦
の
緒
を
乞
受
て
、

か
や
う
に
も
し
て
の
が
れ
ん
』
と
お
も
ひ
け
れ
ば

「
成
ほ
ど
、
も
は
や
か
や
う
に
な
り
た
れ
ば
詮
方
な
し
。
し
か
し

た

い

さ

ん

ゅ

く

を

ん

な

我
々
は
中
山
へ
代
参
に
行
も
の
に
で
、
則
ち
、
婦
人
を
同
道
し
た
れ

そ

の

は

う

モ

ら

を

ん

な

づ

れ

ば
、
其
方
達
と
て
も
女
連
あ
る
も
の
を
相
手
に
は
お
と
な
げ
な
し
。

そ

の

ば

う

わ

れ

つ

け

其
方
仲
間
の
も
の
一
人
我
に
付
て
中
山
ま
で
来
る
べ
し
。
中
山
に
で

駕
を
か
り
で
両
人
の
婦
人
を
大
坂
ま
で
帰
し
、
我
壱
人
比
所
へ
帰

り
、
其
方
達
の
存
分
に
な
る
べ
し
」

と
、
事
を
分
て
い
ひ
け
れ
ば
、
仲
間
の
者
ど
も
得
心
し
て
嘱
き
け
る

斗
1

。

η
F
-
A
斗
A

ゆ
き
す
ぐ

と
、
行
過
る
を
引
も
で
し

に

せ

い

ま

さ

ら

「
似
さ
む
ら
い
の
正
体
あ
ら
は
さ
れ
、
今
更
了
簡
す
る
と
は
事
お
か

き
り

し
ゃ
。
誠
の
さ
む
ら
い
に
相
違
な
く
は
我
々
を
切
こ
ろ
せ
」

」

い

む

れ

ど

り

っ

ぽ

れ

ひ

と

こ

〉

ち

と
、
蝿
の
群
る
如
く
取
っ
く
に
ぞ
、
局
は
人
心
地
も
あ
ら
ず
、
下

も

ろ

い

さ

つ

v

女
諸
と
も
ふ
る
い
居
け
れ
ば
、
十
右
衛
門
婦
人
の
心
を
察
、
『
い

一作、 一一一ー

一一一



面
目
)
な
ら
ん
」

と
い
ふ
を
も
聞
入
ず
、

た

が

へ

ひ

き

や

う

し

ご

〈

「
人
違
と
は
比
興
至
極
」

ー

す

了

つ

よ

ん

ま

ご

フ

つ

と
、
数
十
人
の
馬
士
ど
も
同
に
打
て
か
〉
れ
ば
、
十
右
衛
門
も

ひ

き

広

き

か

る

ひ

て

お

い

あ

る

ひ

是
非
な
く
刀
を
引
抜
、
命
限
り
に
切
ま
く
れ
ば
、
或
は
手
負
、
或

は
切
倒
さ
れ
、
四
方
へ
ぱ
っ
と
逃
散
に
ぞ
、
長
兵
衛
は
大
に
怒
り
、

を

の

れ

た

〉

き

と

ろ

「
己
、
都
殺
し
て
腹
い
ん
」

と
、
棒
追
取
っ
て
打
か
〉
る
を
、
手
煉
の
十
右
衛
門
、
引
は
づ
し
、

た

を

れ

て

い

肩
先
四
、
五
寸
切
下
れ
ば
、
「
う
ん
」
と
い
ふ
て
倒
け
る
。
此
体

を
み
て
、
仲
間
の
悪
党
、
「
こ
は
か
な
わ
じ
」
と
逃
出
せ
ば
、
そ
の
隙

に
十
右
衛
門
は
神
崎
の
渉
し
へ
欠
け
来
り
、
船
に
乗
ら
ん
と
す
る
を
、

か

い

お

っ

と

つ

う

つ

船
頭
、
械
追
取
で
さ
ん
介
¥
に
打
て
か
〉
れ
ば
、
所
詮
の
が
れ
ぬ
所

と
、
赤
裸
に
な
り
、
万
を
口
に
く
わ
へ
、
川
に
ざ
ん
ぶ
と
飛
込
ん
で
向

ふ
を
さ
し
て
帰
附
け
る
に
、
不
思
議
や
足
に
紐
の
如
き
の
も
の
引
か

両
人
の
婦
人
を
駕
に
の
せ
大
坂
へ
か
し

ま

で

ま

ち

崎
迄
帰
り
け
れ
ば
、
待
ま
ふ
け
た
る
長
兵
衛

ま

ん

な

か

と

り

た
ら
ひ
、
十
右
衛
門
を
真
中
に
取
か
こ
み
、

お
ぽ
ヘ

「
先
年
、
備
後
の
鞠
に
て
の
意
趣
覚
あ
ら
ん
」

お
っ
と
り

と
、
棒
追
取
て
打
て
か
〉
れ
ば
、
十
右
衛
門
、

こ

の

は

う

お

ぽ

へ

「
一
向
覚
へ
な
け
れ
ば
は
や
ま
る
な
。
此
方
に
覚
な
し

人
違
(
挿

数す長

十八
人を
の同
仲道
問に
をて
かネ申
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ゆ
か

一
足
も
行
れ
ず
。

て
引
見
れ
ば
、
甚
重
し
。
『
い
か
な
る
も
の
に
や
』
と
力
に
任
せ

ひ

き

あ

く

さ

い

ふ

一

む

か

ふ

引
上
れ
ば
、
財
布
也
。
「
こ
は
不
思
議
」
と
、
手
に
持
っ
て
向
へ

渡
り
、
開
き
見
れ
ば
、
金
官
五
十
両
入
た
り
、
十
右
衛
門
大
に
驚
き
、

二

ん

に

ち

'

「
今
日
か
〉
る
災
難
に
謹
一
ひ
、

現
に
や
」

〉
り
て

「
こ
は
い
か
に
」

と
主
〈
紐
を
手
に
持
つ

又
か
〉
る
幸
い
に
ム
口
ふ
事

夢
に
や

た

ρ
く

品

川

れ

と

り

て

あ

ま

た

め

ず

つ

れ

と
、
心
ま
ど
へ
る
中
、
当
所
の
県
令
、
此
騒
動
に
捕
手
数
多
召
連

十
右
衛
門
追
取
ま
き
、

「
狼
籍
も
の
動
く
ま
じ
」

十
右
衛
門
わ
ろ
び
れ
た
る
気
色
な
く
、

「
某
は
、
何
某
殿
の
家
来
船
越
十
右
衛
門
と
申
者
也
。
か
や
う

あ
F

つ
め

/
¥
の
訳
に
て
不
計
口
論
を
致
し
候
処
、
馬
士
ど
も
徒
党
を
集
、

ま

ち

う

は

い

り

か

v

ん

?

ら

よ

ん

と

と

ろ

な

く

な

り

帰
る
〔
を
〕
待
受
、
利
不
尽
に
打
か
〉
り
候
故
、
無
拠
相
手
に
成

申
候
段
、
委
細
は
手
を
負
る
者
を
御
吟
味
下
さ
る
べ
し
」

と
、
詳
に
申
開
け
れ
ば
、
県
令
も
十
右
衛
門
が
詞
、
一
々
利

あ
る
に
よ
っ
て
、
駕
に
打
の
せ
大
坂
へ
警
固
数
多
に
で
送
り
け
る
。

そ

れ

て

を

ひ

夫
よ
り
手
負
加
島
長
兵
衛
を
吟
味
あ
り
け
る
に
、
黒
船
の
忠
右
衛
門

と
い
ふ
者
に
意
恨
あ
り
て
人
違
ひ
に
て
喧
嘩
い
た
し
た
る
よ
し
返
答

お
よ
び

に
及
け
れ
ば
、
不
届
な
り
と
て
入
牢
仰
せ
付
ら
れ
、

f
ん
吟
ス
〆
と
り
は
か
-

「
始
終
神
妙
の
取
計
ひ
也
」
と
御
褒
美
こ
れ
あ
り
、

わ
た
さ
れ
け
る
。

と
声
か
く
れ
ば

何?十
某で右
殿ら衛
へ門
引は

夫
よ
り
十
右
衛
門
は
J

か
の
水
中
に
拾
ひ
し
百
五
十
両
に
て
滝
川

は
乙
め

を
新
町
よ
り
引
せ
、
藤
兵
衛
に
渡
し
け
れ
ば
、
清
十
郎
初
、

十
右
衛
門
が
士
山
を
感
じ
け
る
。

大
ひ

に
悦
び

筑
紫
権
六
鎌
倉
へ
赴
く
話

、跡、←一一ー

.~一
一目一一

新
て
筑
紫
権
六
は
、
周
防
の
山
口
に
引
寵
り
、
首
領
と
な
り
て
暮

こ

の

こ

ろ

み

う

ら

の

せ

ん

し
け
る
が
、
此
頃
鎌
倉
三
浦
前
司
泰
村
、
大
名
を
賄
賂
さ
せ
、
苛
政

い
く
ま
ん
の
や
う

を
も
て
民
を
し
ゐ
た
げ
、
金
銀
幾
万
両
と
な
く
た
く
わ
へ
た
る
よ

そ
の

し
、
西
国
ま
で
隠
れ
な
け
れ
ば
、
「
い
ざ
や
、
其
金
銀
を
と
ら
ず
ん

ば
あ
る
べ
か
ら
ず
」
と
、
手
下
の
者
ど
も
十
二
、
三
人
立
派
に
出
立

-
/
ニ
去
り
/
¥
ま
ぐ
う
ち
ま
は

さ
せ
、
高
貴
の
道
中
す
る
如
く
、
泊
々
に
幕
打
廻
し
、

A
斗
A

4
斗
A

鎌
倉
さ
し

て
い
そ
ぎ
け
る
。

せ
き

v

ゆ

く

き

た

ν

ろ

き

や

は

た

ご

や

東
海
道
、
関
の
宿
ま
で
来
り
、
城
木
犀
と
い
ふ
旅
龍
屋
に
と
ま

よ
ぐ
て
う

v

ゆ
だ
ち

り
て
、
翌
朝
六
ツ
時
に
出
立
せ
ん
と
す
る
に
、
床
の
万
か
け
に
掛
置

わ

が

で

う

も

ん

き

ん

だ

い

せ

う

み

}

ぎ

〕

よ

/

¥

し
、
我
定
紋
金
に
て
つ
け
お
き
し
大
小
な
し
。
不
恩
義
な
り
と
所
々

た

づ

ぬ

わ

か

ぽ

か

き

た

尋
れ
ど
も
、
我
家
来
の
外
、
一
人
も
居
間
へ
来
り
し
者
も
あ
ら
ず
。

詮
義
し
て
居
れ
ば
日
数
か
〉
ら
ん
と
手
下
の
者
に
も
い
ひ
閉
さ
ず
、

-

り

だ

た

い

て

い

た

ら

こ

さ
し
替
の
大
小
取
出
し
、
帯
し
て
左
あ
ら
ぬ
体
に
て
鎌
倉
へ
立
越
、

ワ

よ

〕

ゆ

く

た

き

む

ね

旅
宿
を
と
り
、
泰
村
の
家
老
・
牛
尾
左
膳
に
対
面
い
た
し
度
旨
、

ひ
き
つ
れ
き
え

申
入
け
れ
ば
、
早
速
牛
尾
か
の
旅
宿
へ
供
人
あ
ま
た
引
連
来
り
け
る
。



い
で
た
ち

権
六
は
、
さ
も
立
派
に
出
立
、
左
繕
に
対
面
し
て
い
へ
ら
く
、

そ

れ

が

し

こ

と

ぎ

つ

v

ゃ

う

こ

の

こ

ろ

「
某
事
は
梅
津
中
将
の
雑
党
(
掌
)
・
倉
橋
左
門
と
申
者
也
。
頃
日

そ
れ
が

v

ち

う

せ

う

い

も

う

と

ほ
の
か
に
承
れ
ば
、
某
主
人
中
将
の
妹
、
三
浦
家
へ
婚
姻
あ
り

し
よ
り
(
し
)
也
。
此
事
実
説
な
り
や
。
拙
者
に
罷
越
、
実
否
を
札

は

る

/

¥

い

さ

い

せ
よ
、
と
あ
る
ゆ
へ
、
逢
々
下
向
い
た
し
た
り
。
虚
実
の
所
、
委
細

そ
の
eむ
と

宇

こ

え

承
り
、
主
人
へ
達
し
申
さ
九
為
、
内
々
主
〈
許
を
略
義
な
が
ら
旅
宿
迄

↑

4

て

ん

て

う

こ

れ

は

ふ

J

ら

御
招
き
申
た
り
。
御
返
答
に
よ
り
、
天
聴
に
達
し
取
計
ふ
旨
あ
り
」

と
、
さ
も
む
つ
か
し
く
述
た
る
有
様
、
位
あ
っ
て
武
く
、
誠
に
公
家

は

づ

〔

か

}

も

っ

た

い

と

フ

/

¥

の

ま

と
い
ふ
と
も
恥
し
か
ら
ぬ
勿
体
、
弁
舌
の
濃
々
た
る
に
気
を
呑
れ
、

も
と
よ
り
排
へ
し
事
な
れ
ば
、
牛
尾
は
只
五
体
に
冷
汗
を
流
し
、

さ
し
う
つ
む
い
て
い
た
り
け
る
が
、
摺
寄
っ
て
声
を
ひ
そ
め
、

ぎ

を

は

な

d

た

き

な

に

と

ぞ

を

そ

ぽ

「
此
義
に
つ
き
で
内
々
御
噺
申
度
子
細
あ
り
。
何
卒
御
傍
を
遠
~
さ
け

給
へ
」

と
、
人
を
払
ひ
、

み
ぎ
り

「
成
ほ
ど
御
疑
ひ
の
通
り
、
若
殿
荒
五
郎
殿
在
京
の
師
剛
、
馴
染
を

け

い

せ

い

ろ

け

だ

を

ん

な

お

や

!

と

の

あ

さ

か
け
し
契
情
を
受
出
し
、
中
将
家
の
御
名
を
か
た
り
、
親
殿
を
欺
む

が
d

〆

)

れ

は

か

ら

い

な

ι
と

ぞ

そ

っ

か

を

ん

こ

》

ろ

き
、
某
一
人
に
て
取
計
し
事
に
て
候
。
何
卒
足
下
の
御
心
一

あ

い

た

ち

を

ん

は

か

ら

ツ
に
で
、
三
浦
家
相
立
候
や
う
に
御
計
ひ
下
さ
る
ま
じ
き
や
」

と
、
満
面
に
汗
を
流
し
て
語
り
け
れ
ば
、
権
六
『
工
み
の
ほ
ぞ
へ
来

り
し
』
と
面
を
和
ら
ば
、

さ

り

そ

く

か

そ

れ

が

d

あ
は

「
誠
に
此
事
は
一
大
事
也
。
去
な
が
ら
足
下
と
某
、
心
を
合
せ
、

と

り

は

か

ら

か

た

と

く

主
人
中
将
殿
へ
沙
汰
な
く
取
計
ひ
方
も
あ
る
べ
き
な
り
。
得
と
思

お

っ

と

の

は

う

案
い
た
す
べ
し
。
ま
づ
貴
公
に
は
御
帰
り
あ
る
べ
し
。
追
て
此
方
よ

り
御
返
事
い
た
す
べ
し
」

と
い
ひ
け
れ
ば
、
牛
尾
は
、

き

か

を

ん

こ

〉

ろ

「
何
分
に
貴
家
の
御
心
一
ツ
に
て
大
名
二
家
御
救
ひ
下
さ
る
〉
な

ご
か
ん
こ
つ

り
。
御
勘
考
下
さ
れ
よ
」

と

ば

す

く

と
、
詞
を
残
し
て
帰
り
、
直
に
荒
五
郎
殻
へ
参
り
、

「
京
都
梅
津
家
よ
り
札
し
と
し
て
倉
橋
左
門
来
ら
れ
た
り
。
此
事
大

と

の

あ

い

ぜ

お

い

ゑ

ニ

つ

殿
へ
相
知
れ
て
は
御
家
の
一
大
事
な
れ
ば
、
左
門
へ
実
を
あ
か
し
、

た

の

み

お

き

き

ゃ

う

け

む

さ

頼
置
た
り
。
京
家
の
武
士
は
金
銀
を
A

賞
、
ぼ
り
候
へ
ば
、
此
度
の
一

か

へ

き

ん

す

件
、
千
両
二
千
両
に
は
替
、
が
た
し
。
金
子
を
内
々
に
て
遣
し
頼
み
な

ば
、
事
成
就
せ
ん
か
」

と
、
色
を
替
て
述
け
れ
ば
、
荒
五
郎
殿
は
猶
更
、
色
、
士
の
ご
と
く
、

な

よ

ぶ

ん

は

だ

ら

き

き

ん

す

だ

と

へ

「
何
分
其
方
働
に
て
金
子
は
縦
令
一
万
両
、
二
万
両
入
と
て
も
宜

一、跡、一一ーョ

.~一
一目一一

に
d
A
斗
T

と し
官2く
二ま計

五?
れえ
l宅し

牛
尾
、
先

金
子
千
両
を
左
門
方
へ
遣
は
し
、

へ
ん
仁
y
-

つ

「
当
座
の
見
ま
い
」
と
い
ひ
入
け
る
。
左
門
返
答
に
、
「
い
ま
だ
某

ぢ
ぜ
や
う

が
心
、
治
定
い
た
さ
ず
候
ゆ
へ
、
御
見
ま
い
は
預
り
置
」
旨
の
返
答

な
れ
ば
、
若
殿
も
牛
尾
も
大
に
悦
び
、
「
此
ゃ
う
す
な
ら
ば
金
銀
に
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は
な
は
だ

と
い
ふ
に
ぞ
、
牛
尾
甚
悦
び
、

ご
き
ん

v

ゆ

と

さ

ま

ν

ん
d

ゃ

う

も

う

「
御
近
習
、
外
様
と
も
十
二
人
へ
百
両
づ
〉
進
上
い
た
し
申
た
し
」

と
相
談
し
て
け
れ
ば

を
ん
三
〉
る
や
す

「
成
程
、
其
義
な
ら
ば
、
某
よ
く
計
ら
ひ
申
べ
し
。
此
上
は
御
心
安

そ
れ
が

v

お

〉

ご

の

を

ん

ゐ

み

ご

き

戸

ん

エ

ノ

か

ζ

か
れ
。
某
も
大
殿
へ
御
目
見
へ
し
て
、
『
姫
君
御
機
嫌
伺
ひ
の

た
め
、
中
将
殿
よ
り
某
を
訟
で
使
に
遣
は
さ
れ
し
』
と
申
上
な

い
よ

/

¥

-

4

お

d
d
め

ば
、
弥
大
殿
に
も
誠
の
↓
姫
と
思
召
さ
ん
事
、
疑
ひ
あ
る
べ
か
ら
.
ず
0

4
J

つ

お

も

て

む

き

フ

か

〉

且
、
回
毎
太
夫
へ
も
表
向
に
て
御
機
嫌
伺
ひ
、
中
将
殿
御
簾
中
の

口
上
の
返
答
な
ぞ
、
間
違
こ
れ
な
き

とや口
う上

ゑETにを
TZ仰;と
教含4上
へらべ
けれし
れ然。

ばる

牛し
尾」

は
大

』悦

び

其
時

初
て
安
堵
の
思
ひ

を
な
し

き「
O 左

何門
分殿
宜iの
し御
く心
頼ー
奉ツ

至に

b
乙
命
A己
」
七

三
浦
{
家
家
の
納
り
、

此
上
ゃ
あ
る
べ

千
二
百
両
、
家
来
中
へ
と
て
遣
し
、
翌
日
大
殿

ざ
っ

v

ゃ
う

の
御
前
へ
罷
出
、
御
婚
礼
後
、
久
々
御
便
な
け
れ
ば
、
雑
掌
倉
橋

左
門
を
以
て
御
使
と
と
し
て
、
中
将
殿
よ
り
差
越
さ
る
〉
赴
き
、
披

は
な
は
だ

露
し
け
れ
ば
、
大
殿
甚
御
機
嫌
よ
く
、
早
速
御
目
見
仰
付
ら
れ
、

ご

怠

ん

ご

ろ

ぎ

よ

5

は
い
り
ゃ
う
も
の

御
懇
の
御
意
の
上
、
数
々
拝
領
物
下
さ
れ
、
猶
又
姫
君
の
か
た
へ

も
参
り
、
御
目
見
仰
せ
付
ら
れ
、
中
将
殿
御
簾
中
の
御
口
上
申
上
け

と
て
立
婦
、
即
刻
、

こ
つ
が
ら
あ
っ
ば
れ

る
骨
柄
天
晴

ざ

い

ご

ち

ラ

ぜ

コ

た

ま

し

と

ぽ

今
の
在
五
中
将
と
付
々
の
奥
女
中
魂
を
飛
し
ぬ
。

回
毎
太
夫
は
若
殿
と
深
き
中
な
れ
ど
も
、
勤
奉
公
せ
し
も
の
な
れ
つ
と
め
り

ば
、
今
、
大
名
の
か
し
っ
き
に
心
つ
ま
り
、
『
今
に
て
は
む
か
し
の
勤

を

つ

が

ひ

み

だ

も
ま
し
な
ら
ん
』
と
思
ふ
折
ふ
し
、
御
使
の
左
門
が
男
ぶ
り
に
心
乱

れ
、
う
っ
か
り
と
見
と
れ
居
た
り
け
る
が
、
絶
が
た
く
ゃ
あ
り
け
ん
、

ち

、

み

つ

へ

は

》

き

み

の

ち

し

た

、

「
み
づ
か
ら
父
上
母
君
へ
御
文
上
た
し
。
後
ほ
ど
認
め
、
使
ひ
を

も
て
遣
す
べ
し
。
と
三
け
く
れ
よ
」

と
て
、
御
暇
た
び
け
れ
ば
、
左
門
は
旅
宿
へ
帰
り
け
る
。
夜
に
入

つ

ぽ

ね

を

さ

〉

て
、
局
・
小
笹
を
以
て
姫
君
よ
り
左
門
へ
数
々
の
下
さ
れ
も
の
あ

「
『
母
君
へ
の
御
文
、
憧
に
届
く
れ
よ
』
と
の
仰
せ
な
り
」

ゆ、一一一ー
_.~ 
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ウ
i
A
せ

り
て
と
て

局
は
帰
り
け
る

権
六
は
思
ひ
の
億
に
一
二
千
弐
百
両
金
子
を
街
り
と
り
、
数
々
の
巻

あ
す

物
を
も
取
納
め
、
『
よ
き
徳
付
た
り
。
翌
は
出
立
せ
ん
』
と
、
用
意

し
け
る
が

は

》

き

み

ふ

み

『
さ
る
に
で
も
回
毎
太
夫
が
母
君
へ
の
文
と
は

い
か
な
る
事
を
や

と書
Jコ

開Eら
きん
見』

れ
ば

「
け
ふ
ゆ
く
り
な
く
君
の
御
姿
を
見
そ
め
、
し
づ
心
な
く
恋
ひ
こ
が

す

ま

や

か

た

都
は
い
か
な
る
所
に
御
住
ひ
候
ぞ
や
。
比
館
を
忍
び

な
に
を
ぞ
を
ん
あ
り
か

何
卒
御
在
家
を
宿
に

出与れ
侯

ば
君
の
御
跡
を
慕
ひ
参
り
た
く
侯
ま
〉



を
ん
か
き
の
こ

御
書
残
し
給
わ
れ

との「と
、上拐ミの

此ミな 々くふ
文芸り 、 み

をな契tな
火;が↑青tれ
中?らほば
し、ど

一て外?実f聖
翌私、心iなー長
れ:あきひ
ばるもに
協はの事官

詰あは雪
をさあ、
立子ら
出どず
けて。

るご

ゑ

ょ

う

か
〉
る
栄
耀
の
身

権
六

d

ろ

き

や

き

ん

す

け

だ

す

く

城
木
屋
金
助
を
助
る
話

掠
も
筑
紫
権
六
は
思
ひ
の
優
に
三
千
二
百
両
の
金
子
を
街
り
と

せ

い

ご

ノ

や

と

り
、
又
々
勢
州
関
の
宿
、
城
木
屋
金
助
か
た
に
泊
り
け
る
。
此
城
木

屋
の
女
房
は
、
名
を
小
ま
ん
と
い
ひ
て
美
形
な
る
婦
な
り
け
れ
ば
、

もし
Y

一む

此
女
房
ゆ
へ
繁
昌
し
て
、
旅
人
あ
ら
そ
ひ
宿
を
求
る
。
権
六
は
前

ま

お

き

そ

の

そ

ば

ふ

d

よ

は

下

ね

の
ご
と
く
床
の
間
に
刀
を
か
け
置
、
其
傍
に
伏
け
る
に
、
夜
半
の
鐘

ぜ

よ

/

¥

ひ

〉

き

ね

い

と

こ

ろ

と

こ

ま

Z

所
々
に
響
、
草
木
も
寝
入
頃
、
床
の
間
の
板
敷
二
ツ
に
割
、
白
き

手
を
出
し
刀
掛
の
か
け
た
る
脇
差
を
と
り
、
下
屋
へ
入
、
又
々
手

を
出
し
上
の
刀
を
(
挿
画
日
)
と
ら
ん
と
す
る
所
を
、
飛
か
〉
っ
て
手

を
し
っ
か
と
握
り
、
声
を
ひ
そ
め
、

さ

き

だ

っ

む

が

ぢ

ゃ

う

主

ん

わ

す

み

「
汝
、
何
者
な
れ
ば
先
達
て
泊
り
し
せ
っ
、
我
定
紋
付
し
大
小
を
盗

い

ま

ま

た

弘

す

み

と

る

だ

い

た

ん

と
り
、
今
又
大
小
を
盗
一
取
事
大
胆
と
や
い
わ
ん
。
誠
に
か
〉
る
事

わ

ざ

ぬ

オ

ま

や

こ
そ
世
に
危
ふ
き
業
は
あ
ら
じ
。
此
盗
る
〉
人
は
皆
武
士
な
り
。

み

つ

パ

さ

ご

}

ろ

も
し
只
今
の
如
く
見
付
る
と
き
は
、
忽
ち
差
殺
さ
る
〉
ベ
し
。

わ
づ

.】、一一一一
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あか
らの
ず欲
ゃに
。よ

向1っ
後5て
心百
を年
改の

ぎ命l
実iを
のの
世や
渡ま
りた
をん
な事
し

ほ
ん
ゐ

本
意
な
き
事
に

非
業
の
死
を

又
、
盗
み
せ
ず
し
て
叶
は
ざ
る
子
細
も
あ
ら
ば
、

わ

れ

と

も

/

¥

包
ま
ず
申
べ
し
。
我
、
供
々
に
力
に
な
り
得
さ
せ
ん
」

」

?

と

ぽ

つ

く

}

た

ゃ

あ

げ

と
、
詞
を
尽
し
い
さ
め
け
れ
ば
、
下
家
の
男
、
大
声
を
上
て
泣
出

し

、

戸

さ

て

/

¥

あ

り

を

ん

い

ま

}

め

こ

こ

d

「
掠
々
、
有
が
た
き
御
一
戒
。
申
に
も
詞
な
し
。

そ
れ
が
J

身
の
上
を
申
上
べ
し
。
も
と
某
は
豊
後
の
園
、

す
る
事
な
か
れ
。

機
悔
の
為
、
我

岡
の
家
老
・
大
道

寺
玄
蕃
と
い
ふ
人
に
仕
わ
れ
し
金
助
と
申
者
也
。
若
気
の
誤
り
に
て

秘
小
ま
ん
と
申
す
者
と
密
通
い
た
せ
し
に
、
奥
方
の
情
に
て
両

人
密
に
国
を
立
退
、
さ
ま
ハ
¥
と
漂
泊
し
て
、
ゃ
う
ノ
¥
此
所
に

冷

に

ご

や

と

り

っ

き

こ

の

い

へ

旅
龍
屋
商
売
に
取
付
、
か
や
う
に
暮
し
侍
る
此
家
の
亭
主
に
て
候
。

こ

の

こ

ろ

う

品

給

り

あ

い

頃
日
ほ
の
か
に
承
候
得
ば
、
主
人
玄
蕃
は
毒
殺
に
合
て
、
家
も
断

一
人
の
娘
御
も
今
は
大
坂
に
て
勤
め
奉
公
せ
ら
る
〉
よ

や
め

し
な
れ
ば
、
あ
は
れ
其
金
を
償
ひ
、
う
き
川
竹
の
勤
め
を
止
さ
せ
申

た
く
、
女
房
と
も
さ
ま
六
¥
相
談
い
た
せ
ど
も
、
致
か
た
な
く
、

広
す
み

ふ
と
存
、
床
の
下
へ
忍
び
入
、
大
小
を
盗
と
り
、
金
子
に
か
へ
侯

ゑ
ん

が
因
果
の
拐
に
て
、
夜
毎
に
橡
(
縁
)
の
下
へ
忍
び
入
、
盗
取
候
へ

た
い

ν
人

何
れ
も
御
大
身
ゆ
へ
、
大
小
を
盗
れ
し
と
あ
り
で
は
恥
辱
と

一

一

こ

れ

ま

で

い

く

こ

d

詮
義
も
な
く
出
立
給
ふ
を
能
事
と
思
ひ
、
是
迄
幾
腰
と
な
く

絶
い
た
し

ど
も
、

思
召
、

ぬ

す

み

こ

よ

ひ

エ

ん

v

ん

き

も

こ

れ

ま

で

盗
と
り
候
ひ
し
に
、
今
宵
君
の
仁
心
、
肝
に
め
い
じ
候
へ
ば
、
是
迄

の
罪
ほ
ろ
ぼ
し
に
我
を
手
に
か
け
給
る
べ
し
」

と

ば

い

誌

は

な

は

だ

と
、
詞
涼
し
く
言
け
れ
ば
、
権
六
甚
感
じ
、

な

る

ほ

ど

ゆ

へ

わ

れ

〈

わ

v

き
〉

「
成
程
、
大
道
寺
の
事
、
故
あ
り
て
我
委
く
閣
知
り
た
り
。

先
々

是
へ
よ
ら
れ
よ
」

と
、
手
を
取
っ
て
引
上
れ
ば
、
お
も
な
げ
に
ひ
れ
伏
姿
、
色
白
く
、

ぬ

す

み

こ

と

ば

け
高
き
男
、
盗
な
ど
す
べ
き
人
柄
に
あ
ら
ず
。
権
六
猶
も
詞
和
ら

齢、一一ーョ

~~~ 
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刊

7
、

「
何
を
隠
さ
ん
。
某
は
筑
紫
権
六
と
て
、
盗
賊
の
張
本
に
て
世
に

そ

の

ほ

う

こ

ぬ

す

み

つ

い

し
ら
れ
た
る
悪
党
な
り
。
さ
れ
ど
其
方
如
き
小
盗
を
終
に
仕
た
る
事

49一切

な
し
。
か
ゃ
う
の
小
量
に
て
盗
な
ど
出
来
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
必
々
、

き

ゃ

う

こ

う

あ

ら

た

め

ぬ

寸

み

向
後
心
を
改
、
盗
す
る
事
な
か
れ
。
大
道
寺
の
娘
の
事
は
、
我

上
方
へ
登
り
な
ば
、
能
に
計
ひ
得
さ
せ
ん
問
、
心
安
く
恩
ふ
べ
し
。

つ

い

ご

く

も

ん

は

ち

こ

れ

わ

が

我
も
終
に
は
か
ら
め
と
ら
れ
、
長
木
に
恥
を
さ
ら
す
べ
し
。
是
は
我

み

P

れ

あ

と

ゑ

か

う

紀
念
な
れ
ば
汝
に
遣
す
な
り
。
我
な
か
ら
ん
跡
は
ご
越
の
回
向
も

す
べ
し
」
ち

ゃ

く

く

ろ

は

ぶ

た

へ

は

を

門

と
、
着
せ
し
橘
の
紋
付
た
る
黒
羽
二
重
の
羽
折
を
与
へ
け
れ
ば

を
}
い
た
3

金
助
は
一
疾
な
が
ら
押
頂
き
、

「
誠
に
有
が
た
き
御
教
化
。

い
つ
の
世
に
報
じ
奉
ら
ん
」

と
、
「
盗
み
取
し
大
小
返
し
申
た
し
」
と
勝
手
へ
行
を
、
権
六
引
留



ら

ず

と

あ

や

う

ぜ

や

ろ

ぽ

い

「
汝
に
譲
る
問
、
必
返
す
事
な
か
れ
。
兎
か
く
危
き
業
作
を
や

}
ゃ
う
と
う

め
、
正
統
に
く
ら
す
べ
し
」

く
れ
/
¥
い
L

ふ

く

め

ず

の

〉

め

久

ち

つ

れ

と
、
呉
々
言
含
、
東
雲
の
そ
ら
に
打
連
、
上
方
さ
し
て
登
り
け
る
。

金
助
夫
婦
の
者

か
げ
見
ゆ
る
ま
で
見
送
り
て
、

一

わ

れ

ひ

こ

う

「
さ
て
/
¥
、
恐
る
べ
し
ノ
¥
。
我
、
是
迄
非
業
に
心
ょ
せ
し
が
、
若

き
J

¢

い

あ

同

庁

て

仕
損
じ
な
ば
如
何
な
る
急
命
に
の
み
な
ら
ず
、
我
身
刑
罰
に
逢
、

ひ

ご

と

の

で

き

せ

い

む

は

た

日
毎
義
情
無
に
果
さ
ん
よ
り
は
」

一
か
ん
だ
ん

と
、
向
後
非
道
を
止
り
け
る
。
是
偏
、
権
六
教
訓
に
感
談
せ
り
。

ほ
っ
と
い
き
っ
き

あ

朝
比
奈
藤
兵
衛

愛
に
清
十
郎

諸
と
も
〔怪
巳異

敵:言
杉ふ
谷話
軍
兵
衛
力1

有子
家ふ
さト

尋Z
と

い
へ
士
ハ

さ
ま
戸
¥
心
を
砕
き
け
る
に

とく
閣fら
出=が

し
れ
ざ
れ
ば
、

や

ま

〆

り
峠
の
麓
、
大
和
の
方
に
杉
谷
伊
兵
衛
と
い
ふ
浪
人
あ
り
」

か

た

き

ー

さ

み

し
、
名
字
と
い
ひ
名
も
似
た
れ
ば
、
「
敵
な
ら
ん
」
と
勇
け
れ
ば

朝
比
奈
藤
兵
衛
、
暫
思
案
し
て
、

5
七
〕
し
き

此
人
敵
に
は
あ
る
べ
か
ら
ず
。

「
い
や
ノ
入

人
を
討
て
立
退
程

名
字
を
其
鑑
に
、
名
も
似
た
る
名
は
付
べ
か
ら
ず
。
し
か

い

よ

/

¥

き

は

ま

さ

っ

そ

く

し
、
我
立
越
て
と
く
と
札
し
、
弥
軍
兵
衛
に
極
ら
ば
、
早
速
御

の
も
の

し
ら
せ
申
べ
し
」

お

の

/

¥

も

っ

と

も

と
い
ふ
に
、
各
「
尤
-
」

を
し
と
除

す
る
に
、
清
十
郎
抑
留
、

か
た
む

ア
も
は
や
日
も
西
に
傾
け
ば
、
明
日
に
で
も
参
ら
れ
よ
」

シ

一

ず

〉

む

量

、

与

い

れ

と
、
さ
ま
六
¥
止
れ
ど
も
、
聞
入
ず
、

y-

と
同
じ

大
坂
を
七
ツ
頃
に
立
出
ん
と

ム
QPF

、AZ}
の

「
い
や
/
¥
、
か
ゃ
う
の
事
は
思
ひ
立
日
に
行
者
也
」

と
、
更
に
聞
入
ず
。
例
の
大
脇
差
ぼ
つ
込
、
大
和
を
さ
し
て
急
ぎ
け

る
に
、
早
、
く
ら
が
り
峠
へ
さ
し
か
〉
る
。
頃
は
初
更
の
頃
に
ぞ
あ

り
け
る
。
折
ふ
し
雨
し
め
/
¥
と
降
出
し
、
目
先
も
見
へ
わ
か
ね
ど
、

山、←一ーョ
ー~
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大
胆
不
敵
の
藤
兵
衛
、
事
と
も
せ
ず
、
足
に
任
せ
て
登
り
け
る
に
、

は

や

む

か

ゐ

ん

く

は

た

早
、
峠
も
近
き
と
思
ふ
所
に
、
向
ふ
に
陰
火
忽
然
あ
ら
は
れ
、
其
火

か

ね

の
光
り
を
み
れ
ば
三
十
計
の
女
の
鉄
竣
黒
々
と
付
た
る
が
、
自
き

雌
子
を
着
て
、
色
青
ざ
め
た
る
が
、
恐
し
き
首
を
引
提
、
す
っ
く
と
立

た
る
あ
り
さ
ま
、
世
の
常
の
も
の
な
ら
ん
に
は
魂
も
天
外
に
飛

5
J
7
ゅ

う

す

こ

べ
き
に
、
強
勇
の
藤
兵
衛
少
し
も
恐
れ
ず
、
猶
も
進
ん
で
登
け
れ

ば
、
か
の
女
、
提
た
る
首
を
藤
兵
衛
を
目
が
け
投
付
け
る
に
、
不
思
義

ゃ
、
此
首
、
口
よ
り
火
焔
を
吹
か
け
、
藤
兵
衛
に
向
ひ
け
る
を
、
其

首
に
は
眼
も
か
け
ず
、
か
の
幽
霊
に
と
び
か
〉
り
、
む
ん
ず
と
組
ば
、

-50 

「
わ
っ
」
と
叫
ん
で
、
「
ゆ
る
し
給
へ
/
¥
」
と
泣
さ
け
び
け
る
。

藤
兵
衛
取
て
引
伏
、

お

の

れ

い

で

汁

「
己
、
に
く
き
や
っ
か
な
。
往
来
に
出
て
か
ゃ
う
の
怪
異
を
な
し
、



諸
人
を
な
や
ら
す
こ
と
、
定
て
子
細
あ
る
べ
し
。

ま真
す
ぐ
に
白

状
せ
よ
」
む
じ
ふ
す

と
、
捻
伏
れ
ば
、
女
は
一
俣
な
が
ら
、

を

ん

み

み

わ

が

み

と

と

「
さ
て
/
¥
御
身
の
如
き
勇
猛
の
人
を
今
迄
見
侍
ら
ず
。
我
身
事
は
、

ひ
や

f
す

け

に

よ

ぽ

つ

ま

ん

河
内
の
か
た
の
麓
に
住
む
盲
人
兵
助
と
申
者
の
女
房
に
て
侍
る

を

つ

と

一

マ

マ

)

こ

の

ご

ろ

こ

ん

に

ち

が
、
夫
兵
助
は
目
か
い
わ
見
へ
ず
、
其
上
頃
日
大
病
に
て
今
日

一

戸

よ

除

H

た
べ
候
も
の
も
あ
ら
ず
J

主
(
上
人
参
な
ら
で
は
助
命
叶
は
ぬ
よ
し
、

医
師
の
申
さ
れ
し
ゅ
へ
、
道
な
ら
ぬ
事
と
は
存
な
が
ら
、

か
や
う
に

人
を
お
ど
し
、
気
を
と
り
失
ひ
給
ふ
か
た
の
懐
中
の
も
の
を
と
り
、

を

っ

と

ほ

ご

く

ひ

ん

ぬ

す

み

夫
を
育
み
侯
な
り
。
誠
に
貧
の
盗
と
見
、
ゆ
る
し
給
は
れ
」

と
、
さ
め
六
¥
と
泣
け
れ
ば
、
義
気
盛
ん
の
藤
兵
衛
、
大
に
感
じ
て
、

を

っ

と

や

ま

な

ち

心
細
き
女
の
身
に
て
夫
を
思
へ
ば
こ
そ
、
此
山
中

わ
ざ

か
ゃ
う
の
業
を
な
す
も
、
夫
の
命
を
助
ん
と
思
ふ

不
便
の
事
な
り
」

只さ掠
ーで

会〈

と一
筋
懐の

中心
よよ
りり
金主な
子千れ
ば

両
取j憎
出たき

しに
あ
ら
ず

是
を
も
っ
て
人
参
を
調
へ
看
病
い
た
す
べ
し
。

フ

ろ

た

へ

も

の

ひ

と

か

な

た

き

り

と

る

万
一
狼
狽
者
あ
り
て
一
刀
に
切
殺
さ
れ
ば
、

か

な

ら

ず

こ

よ

ひ

と

立

ま

必
-
々
、
今
宵
(
挿
画
同
)
よ
り
此
事
を
止
る
べ
し
。

か
ゃ
う
の
事
を
な

し
て

何
者
が
看
病

せ
ん
。

我
は

大
和
路
へ
心
せ
け
ば
是
よ
り
急
ぐ
品
。
早
く
帰
る
べ
し
」

い

〉

す

で

た

ち

わ

3

-

た
づ
む

と
言
捨
て
、
立
劇
れ
、
大
和
へ
ま
か
り
杉
谷
伊
兵
衛
を
尋
け
る
に

功、一一ーョ

ー~
←】一一
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が

ん

)

ょ

く

に

く

よ

く

顔
色
の
悪
げ
な
る
は
能
似
た
れ
ど
も
、
其
人
に
も
あ
ら
ず
。
猶
も

た

つ

ね

こ

の

ひ

と

と

d

ひ
さ

v

く

近
所
に
て
尋
け
る
に
、
此
人
は
年
久
敷
此
所
に
て
剣
術
の
指
南
い

た
さ
る
〉
よ
し
な
れ
ば
、
『
掠
は
此
人
に
あ
ら
ず
』
'
と
、
引
か
へ
し

ゅ

ふ

ベ

と

を

り

ふ

び

ん

な

り

て
タ
部
の
所
を
通
て
、
『
不
便
の
女
成
』
と
、
河
内
路
へ
お
り
け

ひ

ん

か

七

よ

り

よ

り

た
ば
こ
の
火
を
か
ぢ
ん
と
貧
家
に
立
寄
、

は
盲
人
に
て
、

「
茶
を
一
ツ
」
と

い

ひ

入

け

れ

ば

、

女

房

は

い

と

う

つ

く

し

き

女

を
ん
ニ
〉
ろ
や
寸

な
る
が
、
「
御
心
易
き
事
な
り
」
と
、
火
を
入
、
茶
を
さ
し
出
す
さ

ま
、
藤
兵
衛
不
審
に
思
ひ
、

そ

っ

乙

ず

ゆ

}

ん

お

な

ひ

や

-

す

け

と

の

「
卒
爾
な
が
ら
主
人
の
御
名
は
兵
助
殿
と
は
申
さ
ず
や
」

た
づ
ね

と
尋
け
れ
ば
、

な

る

わ

た

v

き

人

ね

ん

あ

ん

ま

せ

せ

い

「
成
ほ
ど
、
私
が
兵
助
と
申
て
、
近
年
盲
人
に
な
り
、
按
摩
を
渡
世

る
カ2

と iこ
言ぶい
。た

す

「
そ
な
た
は
御
内
義
な
り
や
」

と
尋
れ
ば
、

「
成
ほ
ど
、
兵
助
女
房
に
て
御
座
候
」

と
い
ふ
こ
と
官
、
タ
辺
の
女
に
は
似
も
似
つ
か
ず
。
藤
兵
衛
ま
た
臼

「
兵
助
ど
の
に
は
御
病
気
と
聞
つ
る
が
、
御
心
快
や
」

と
い
ひ
け
れ
ば
、
兵
助
、

「
い
や
/
¥
、
眼
病
後
は
達
者
に
て
、
近
頃
は
風
も
ひ
き
も
う
さ
ず
」

さ

亡

ゆ

ふ

ペ

く

ち

と
い
ふ
に
ぞ
、
『
採
は
夕
、
せ
の
女
に
計
ら
れ
し
』
と
初
て
心
付
て
、
口

を
し
く
思
へ
ど
も
詮
か
た
な
け
れ
ば
、
大
坂
さ
し
て
帰
り
け
る
。

愛
に
又

大
和
の
か
た

大
和
の
杉
谷
、
河
内
の
兵
助
を
謀
る
話

ゆ、 一向一ーョ

~ ~ ~ 

一目

く
ら
が
り
峠
の
麓
に
住
む
浪
人
あ
り
。

か
う
あ
F

、

う

ま

れ

名
を
杉
谷
伊
兵
衛
と
い
ふ
。
元
来
強
悪
の
生
得
に
て
、
剣
術
指
南
を

を

も

て

を

の

い

つ

ぞ

や

面
に
し
て
門
人
と
い
ふ
は
己
が
手
下
の
盗
賊
な
り
。
日
外
大
松
屋

か
た

の
庖
に
て
、
清
十
郎
を
街
り
し
侍
と
い
ふ
は
比
も
の
に
で
あ
り
け
る
。

を

つ

と

ま

さ

が

う

ど

う

い

て

妻
は
夫
に
増
り
し
強
盗
に
て
、
夜
毎
に
く
ら
が
り
峠
へ
出
て
、

に

ん

ぎ

や

う

く

び

ゑ

ん

人

形

首

に

焔

せ

う

を

入

、

其

陰

せよ
lまり
白

焔fき
硝す雌
へ子
火を
う着
って
り、

誠会翌
年，見 fう
焔jD五
をずを
吹主じ付
出だパき

す形?絵
如の火
く首と
見へ見
せ火せ
かを
けう

Jコ

ワム自
民
d

人
を
お
ど
し
、
気
を
う
し
な
ふ
所
を
懐
中
の
物
を
取
け
る
に
、
藤
兵

で

あ

ふ

ほ

か

あ

い

そ

く

ち

衛
に
出
合
て
、
恩
ひ
の
外
な
る
目
に
逢
け
る
が
、
即
智
を
出
し
、
「
河

内

の

兵

助

が

女

房

な

り

」

か

へ

っ

て

令

子

を

貰

ひ

、

と
偽
り

「仕

合
よ
し
」
と
悦
び
あ
へ
り
け
る
。

夫
伊
兵
衛
は
所
々
に
て
見
め
よ
き
娘
を
か
ど
は
か
し
、
新
町
、

或
曾
根
崎
新
地
へ
売
渡
し
て
多
く
の
令
銀
を
取
け
る
。
夫
ゆ
へ
折

ふ
し
大
坂
へ
出
け
る
麓
な
れ
ば
、
兵
助
が
宅
へ
立
寄
、
火
な
ど
貰
ひ
、



大
に
驚
き
、
兵
助
夫
婦
が
い
ま
し
め

か
の
五
十
両
持
参
し
て
「
万
を
受
取
ら

盗
み
と
ら
れ
し
よ
し
断
言
け
れ
ば
、
此

つ
り
ぬ
d

き
た

人
も
大
に
お
ど
ろ
き
早
速
売
主
へ
も
一
言
や
り
、
伴
ひ
来
り
、
色
々

吟
味
し
け
る
に
、
右
の
銀
(
様
)
子
を
近
所
よ
り
も
附
し
け
れ
ど
も

売
主
承
知
せ
ず
、
「
是
は
一
全
く
兵
助
が
椿
事
な
る
べ
し
と

た

ち

よ

り

ぼ

う

ざ

や

か

た

な

心
易
く
し
け
る
が
、
或
日
、
兵
助
が
方
立
寄
け
る
に
、
棒
鞘
の
万

を
持
て
人
に
応
対
す
る
様
子
な
れ
ば
、
杉
谷
は
た
ば
粉
の
火
を
か
り
、

か

た

は

ら

き

訟

も

ち

き

た

い

わ

〈

呑
み
な
が
ら
傍
に
聞
ゐ
た
り
け
る
。
万
持
来
る
人
の
日
、

乙

っ

て

い

ご

わ

う

よ

し

み

つ

「
兵
助
ど
の
に
は
実
体
な
る
人
な
れ
ば
、
此
牛
王
吉
光
の
刀
を
預

め

フ

に

ち

き

ん

す

ち

さ

ん

こ

の

か

た

な

け
侍
る
。
明
日
金
子
五
十
両
持
参
す
る
人
あ
ら
ば
、
此
万
を
渡
し
、

き
ん
す
う
け
と
り
お
き

金
子
請
取
置
給
る
べ
し
」
戸

と
頼
み
置
で
、
其
人
は
帰
り
け
る
。
杉
谷
は
左
あ
ら
ぬ
体
に
て
の
礼

を
三
一
日
て
兵
助
、
が
宅
を
出
け
る
が
、
心
に
一
計
を
生
じ
、
大
坂
へ
は
行

わ

が

や

た

ち

か
で
直
に
引
か
へ
し
、
我
家
へ
立
帰
へ
り
、
手
下
の
者
ど
も
に
謀

を
授
け
、
其
身
は
さ
あ
ら
ぬ
体
に
て
大
坂
へ
出
行
け
る
。

丘
〈
助
は
か
〉
る
事
と
は
し
ら
ず
、
右
の
刀
を
一
ツ
あ
る
半
が
い
へ

ぢ

や

う

に

一

み

ぼ

う

も

ろ

ふ

ぜ

よ

は

入
、
大
切
に
錠
を
お
ろ
し
、
女
房
諸
と
も
伏
け
る
に
、
夜
半
の
頃
、

表
の
戸
踏
ゃ
ぶ
り
、
盗
賊
三
人
入
来
り
、
兵
助
夫
婦
を
引
し
ば
り
、

広

5
ざ

や

う

ぱ

と

り

い

づ

こ

に

げ

ぬ

き

む

ざ

九

か
の
棒
鞘
の
万
を
奪
ひ
取
、
何
固
と
も
な
く
逃
行
け
る
こ
そ
無
意
な

れ
。
明
れ
ば
近
所
よ
り
来
り

い
た
わ
る
所

疑

と
い
ふ
。

さ
れ
ば
先
方
も

五
十
両
に
売
払
ふ
力
な
れ
ば
、
五
十
両
の
金
を

を
と
き

ん
」
と
い
ひ
け
れ
ど
も

を
流
し
、

さ

て

/

¥

ふ

り

ゃ

う

よ

う

る

号

い

の

ち

「
掠
々
不
慮
な
る
事
か
な
盲
人
の
入
牢
何
と
て
命
の
あ
る
べ

)
ゆ
つ
ろ
う

き
や
。
何
と
ぞ
一
日
も
早
く
出
空
あ
る
や
う
に
な
さ
れ
よ
か
し
」

V

つ

ゐ

に

よ

ほ

フ

よ

川

と
、
実
意
の
や
う
に
附
し
け
れ
ば
、
女
房
す
り
寄
、

ご
ぜ
ん
せ
つ

「
そ
も
じ
さ
ま
、
御
深
切
に
仰
せ
ら
る
れ
ば
、
少
し
は
力
を
得
た
り
。

お
っ
と

ιう
ろ
う

い
か
ー
し
て
夫
の
入
牢
を
出
し
申
さ
ん
や
。
女
の
才
覚
に
て
は
な

か
/
¥
い
た
し
方
な
く
候
」

と
ね
ん
じ
け
る
こ
そ
あ
は
れ
な
る
。

か

ね

ば

右

な

に

げ

兼
て
謀
り
し
杉
谷
伊
兵
衛
は
、
何
気
な
き
貌
に
て
大
坂
よ
り
帰
り

コ

ょ

っ

之

よ

ぼ

う

な

げ

又
々
兵
助
が
方
へ
立
寄
け
れ
ば
、
女
房
壱
人
歎
き
悲
し
み
ぬ
る
や
う

す
な
れ
ば
、
「
何
事
に
や
」
と
尋
れ
ば
、
女
房
、

「
先
日
、
其
元
様
御
立
寄
の
せ
っ
刀
を
預
り
し
に
、
其
夜
盗
賊
に
奪

ひ
と
ら
れ
、
夫
は
上
の
う
た
が
ひ
か
〉
り
入
牢
い
た
せ
し
」

と
か
な
し
み
け
れ
ば
杉
谷
は
『
仕
す
ま
し
た
り
』
と
供
に
涙

qu 
F
D
 

------~~ 

だ

い

〈

わ

ん

だ

い

く

わ

ん

ひ

か

〉

り

県

令

訴

け

れ

ば

、

県

令

も

御

疑

ひ

あ

り

て

兵

4
7
b
う

あ

ふ

っ

け

に

よ

ぼ

う

助
を
入
牢
仰
せ
付
ら
れ
け
る
ゆ
へ
、
女
房
が
歎
き
大
か
た
な
ら
ず
、

『
夫
が
盗
ざ
る
事
は
天
道
こ
そ
よ
く
し
ろ
し
め
し
給
ふ
ら
ん
何
と

を

っ

と

た

サ

け

ぞ
夫
の
難
義
を
助
給
は
れ
』



J

ゆ
っ
ろ
ラ

今
日
に
で
も
出
牢
あ
る
べ
し

女2つ
房Tぐ
なな
をひ
も候
涙へ
をば!
流
し

お
れ
/
¥

「
口
ハ
さ
へ
貧
苦
に
く
ら
し
候
我
々
、

い
か
で
五
十
両
の
才
覚
な
り
申

べ
き
や

其
フE

の

器
量一二戸そ

伊
兵
衛
い
へ
ら
く

五

年

勤

奉

公

い

た

さ

れ

な

ば

、

五

十

両
は
出
来
可
申
。
さ
れ
ば
兵
助
殿
出
{
牛
有
べ
し
。
し
か
し
盲
人
の

事
な
れ
ば
嚇
不
自
由
な
ら
ん
。
我
も
大
和
に
て
杉
谷
伊
兵
衛
と
い
ふ
、

「
さ
れ
ば

人
も
し
り
た
る
浪
人
な
れ
ば
、
五
年
の
間
は
男
づ
く
に
て
兵
助
殿
を

二、
s
Z
J
ど
」
〕

預

り

養

ひ

申

べ

し

。

余

り

其

元

の

志

の

い

た

は

し

さ

に

か

く

は

が
い
た

五
年
の
月
日
は
夢
の
聞
な
れ
ば
、
御
心
を
定
め
給
へ
」

申
な
り
。

と
、
誠
し
や
か
に
い
ひ
け
れ
ば
、
女
心
の
あ
さ
ま
し
さ
、
誠
と
思
ひ

「
我
身
勤
奉
公
い
た
し
候
は
厭
ひ
不
申
候
へ
共
、

ぬ
夫
、

目
か
い
の
見
へ

そ
れ
の
み
案
じ
申
な
り
。
そ
も
じ
さ
ま
の
御
し
ん
せ
つ
に

て
養
ひ
給
ら
ば
、
給
候
ほ
ど
は
夫
、
も
按
摩
を
渡
世
に
い
た
せ
ば
あ

る
べ
し
。
其
事
を
さ
へ
受
引
給
ら
ば
、
成
ほ
ど
勤
奉
公
い
た
し
可

出町
I「と

貞~な

女王く

2く
くじ
け
れ
J土、

杉
谷
も
一
課
を
流
し
、い

か
で
虚
言
の
あ
る
べ

き

此
上
は
大
坂

取三我
ても
帰昔
しは
武
士
な
り

早
速

我
し
る
べ
の
か
た
へ
参
り
、

u

ゆ
つ
ろ
う

首
尾
し
て
一
日
も
早
く
兵
助
を
出
牢
さ
せ
可
申
」

と
、
直
に
大
坂
へ
立
一
戻
り
、
北
の
新
地
に
い
つ
も
か
ど
は
か
し
て
遣

す
置
や
へ
来
り
、
右
の
事
ど
も
を
唱
し
、
十
年
の
年
季
に
て
百
両
か

ら
ん
と
い
へ
ば

白一、 一一一一
←日-~r 

か
く
(
見
候
て
)
御
相
談
申
べ
し
」

そ

の

も

と

を

ん

い

て

ね

ん

き

「
し
か
ら
ば
駕
を
も
た
せ
、
其
元
御
出
あ
る
べ
し
。
し
か
し
、
年
季
、

き

ん

す

と

こ

ろ

き

か

あ

J

金
子
の
処
は
本
人
に
聞
せ
で
は
悪
し
。
御
了
簡
あ
る
べ
し
」

い

〉

あ

は

せ

す

ぐ

か

二

お

や

か

た

も

ろ

と
言
合
、
直
に
駕
親
方
諸
と
も
兵
助
か
た
へ
来
り
、
女
房
に
引
合

せ
、
直
に
ば
(
ぞ
)
在
所
に
稀
な
る
器
量
な
れ
ば
、
大
に
悦
び
、
杉

き

ん

ず

つ

〉

み

谷
を
か
た
へ
に
招
き
、
早
速
金
子
五
十
両
づ
〉
二
包
渡
し
け
れ
ば
、

五
十
両
女
房
に
渡
し
、

「
成
ほ
ど

し
ろ
物
を
見

4-
に
d

「五
一十
日両
もは
早己
くが

夫?墜
を J

助Zて
給

と
い
ひ
け
れ
ば

と

う

/

¥

せ

つ

や

杉
谷
同
道
し
て
庄
宮
へ
右
の
令

女
房
は
嬉
し
く

暫「子
く此を
奉御持
公方参
いのし
た段三
し々く
御
兵世
助話
事に
は 7員
止~~り
御f
方主五
へ十

引2両
取I才1
、覚i
j卸い
世た
話し
下
さ
る
よ

我
身
は

し

モ

の

が

た

け

せ

z

ゃ

に

よ

ぽ

7

J

ん
せ
つ

と
、
涙
な
が
ら
物
語
け
れ
ば
、
庄
官
も
女
房
、
杉
谷
が
深
切
を
感
、

き

ん

す

う

け

と

り

だ

い

く

ほ

ん

む

ね

に

一

ム

ぽ

金
子
を
受
取
、
早
速
県
令
へ
出
べ
き
旨
い
ひ
け
れ
ば
、
女
房
も
安

堵
し
て
宿
へ
帰
り
、
猶
も
杉
谷
に
兵
助
が
事
を
頼
み
置
、
駕
に
打
乗
、



せ

う

や

た

い

く

は

ん

大
坂
さ
し
て
急
ぎ
け
る
。
跡
に
て
庄
官
は
県
令
へ
出
て
、

わ

た

あ

い

だ

し

ゆ

っ

ら

う

ね

が

ひ

「
売
主
へ
金
子
渡
し
申
べ
く
馬
、
丘
〈
助
出
牢
の
事
を
願
奉
る
」

だ

い

く

む

ん

め

く

ら

よ

う

ら

z
つ

び

九

を

ぽ

)

め

d

う
り
ぬ
ず

と
訴
へ
け
れ
ば
、
県
令
も
盲
人
の
入
牢
、
不
便
に
思
召
、
売
土
を

J

ゆ
び
よ
〈

d

ゆ
っ
ら
λ

を
ふ
ナ
-

v

れ

召
出
さ
れ
、
金
子
を
渡
さ
れ
、
首
尾
能
兵
助
を
出
卒
被
仰
付
け
れ

せ
会
つ
や

ば
、
庄
官
、

カミ 「

た兵
助
其女
冗房

をの
号12深J
兵取1切ご
助…に
十ぞ匹て

庄せでひ話‘登苦
官Lに主し子十
に驚jてを
頼i、き巴調;
置三女三ひ
手弓 屯〉 、

27 
貞 c九

枇し
μ: 也

比
杉
谷
伊
兵
衛
と
い
ふ

をと

悦三語
主り
、け

我Sれ
家Xば
の
事
共

杉
谷

手
を杉
引三谷
れが
大深ょ
和切ご

の
国
へ
赴
き
け
る

杉
谷
伊
兵
衛
、
盲
人
兵
助
を
殺
す
話
(
挿
画
げ
)

ひ
や
z
す

げ

一

」

よ

ぜ

沿

う

く

わ

い

ち

う

伊
兵
衛
は
兵
助
が
女
房
を
た
ば
か
り
、
五
十
両
懐
中
し
て
、
兵

ひ

き

わ

が

や

助
が
手
を
引
、
我
家
へ
帰
り
け
る
が
、
っ
く
介
¥
と
恩
ふ
に
、

『
か
ゃ
う
の
者
を
連
帰
り
て
何
か
せ
ん
。
途
中
に
て
殺
さ
ん
』

と
思
へ
ど
も
、

セ

う

や

わ

が

L

ち

き

わ

み

『
庄
官
、
我
に
兵
助
を
引
渡
し
ぬ
れ
ば
、
こ
〉
に
て
殺
さ
ば
直
に
我
身

に
せ
ん
ぎ
か
〉
ら
ん
。
一
先
連
帰
り
、
其
上
に
て
謀
事
も
有
、
へ
し
』

と
、
大
和
へ
帰
り
、
先
、
兵
助
を
門
に
待
せ
、
内
へ
入
て
女
ぼ
う
手

一

〉

き

か

を

も

て

む

き

下
の
者
に
し
か
介
¥
の
事
を
言
聞
せ
、
「
随
分
表
向
い
た
わ
る
べ

白一、 一一一一

-一目一一
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画挿



い
ふ

hv
く
吟

A
よ
ぽ
勺

し
」
と
言
合
、
さ
て
兵
助
を
伴
ひ
入
け
れ
ば
、
女
房
は
じ
め
手
下

一
言
合
の
ご
と
く
大
ひ
に
い
た
わ
り
け
れ
ば
、
兵
助
も

さ

て

を

と

こ

ぎ

よ

ろ

三

『
拐
々
、
杉
谷
は
男
気
の
も
の
な
り
』
と
、
悦
び

初;2
て 7コ

ど
安
も

堵
し

け
る

お

の

/

¥

戸

ひ

こ

っ

き

ば

か

三

ろ

す

か
く
て
各
深
切
に
晃
を
、
一
月
計
り
ゃ
し
な
わ
れ
け
れ
共
J

殺

を

つ

一

い

べ
き
折
も
あ
ら
ざ
り
し
に
、
兵
助
言
ひ
け
る
は
、

ね

が

や

せ

う

や

「
我
家
の
事
、
庄
官
に
た
の
み
置
ぬ
れ
ば
、
定
て
諸
道
具
ど
も
う
り

を

ん

さ

払
ひ
た
ま
ふ
ベ
し
。
五
年
の
あ
い
だ
何
角
御
世
話
に
成
、
入
ぬ
も
の

ご

を

ん

ほ

う

候
へ
ば
、
少
し
な
り
と
も
銀
子
に
い
た
し
、
御
恩
報
じ
に
差
上
た
し
」

ト
」
小
島
戸
、

と
い
ひ
け
れ
ば
、
杉
谷
、
能
時
節
ぞ
と
、

「
成
程
、

男
づ
く
に
て
せ
は
い
た
せ
ば
、
此
方
に
は
一
銭
も
い
ら
ね

ザ

ゆ

ど
も
、
其
元
、
小
遣
に
も
不
自
由
な
る
べ
し
。
少
々
に
で
も
払
ひ
し

キ
C
4
」

銀
子
を
と
り
来
ら
れ
よ
」
よ

ろ

こ

や

う

/

¥

と
い
ひ
け
れ
ば
、
丘
〈
助
悦
び
、
河
内
を
さ
し
て
た
ど
り
行
。
漸
々一、

7F
き

ザ

よ

さ

我
村
に
来
り
、
庄
官
方
に
て
諸
或
(
諸
器
)
売
払
、
銀
六
拾
目
受
取
、
拐
、

す

ぎ

や

か

な

い

ア

ベ

せ

っ

く

札

。

い

て

ノ

オ

ぎ

杉
谷
家
内
深
切
に
な
し
呉
る
よ
し
風
穂
し
て
、
日
も
七
ツ
過
の
頃
に

で

う

や

帰
ら
ん
と
い
-
ふ
。
庄
官
は
、

「
今
宵
是
非
と
も
泊
り
て
翌
帰
ら
る
べ
し
一

「と
盲い
人へ
はど
昼Eも
夜よ 、

か
σコ
分予
な
し

直
に
帰
り
申
さ
ん

と
い
ひ
け
れ
ば
、

「
い
や
/
¥
、
頃
日
は
く
ら
が
り
峠
に
盗
賊
出
て
人
を
剥
よ
し
風
間

J
T
V

ゆ
〈

あ
れ
ば
、
ひ
ら
に
止
宿
あ
れ
」

と
、
再
三
留
ぬ
れ
ば
(
ど
)
、

運
の
尽
に
や

と
ゾ
ま
ら
ず

杖
を
力

油、一一一一
.~ 

一山

に
山
道
さ
し
て
出
て
行
。

ゃ
く
か
い

杉
谷
は
、
『
今
宵
こ
そ
養
介
を
払
ら
ふ
時
節
な
り
』
と
、

一一zr
s
h
り

ぶ
く
に
待
う
け
け
る
に
、
兵
助
は
夫
と
も
し
ら
ず
小
歌
な
ど
う
た
ひ

t
h
ふり

て
来
か
〉
る
を
、
杉
谷
は
宵
よ
り
待
受
、

お
N

ど
ろ
き

大

に

驚

、

山
の
半

も
の
を
も
い
わ
ず
取
て
お

さ
ゆ
れ
ば

ふと「
る大何
も声者
の上存な
もてれ
な会Iば
しれ狼
ど蒋
杉もす
谷、る

時現E人ぞ
笑E里」
川、.~)レ

)、 1塁手

き
山
路
な
れ
ば

、
】
い
た
ま
ト
街
よ
り
外
答

56-

ぱ

ょ

せ

ん

ゾ

主

「
我
を
誰
と
か
思
ふ
。
杉
谷
伊
兵
衛
な
り
。
所
詮
殺
し
て
仕
廻
ふ
汝

も

の

が

た

つ

き

か

か

た

な

う

り

な
れ
ば
、
何
事
も
物
語
て
関
さ
ん
。
先
日
刀
を
売
に
来
り
し
を

よ

そ

き

、

い

〉

っ

け

に

よ

ぼ

う

余
所
な
が
ら
聞
、
手
下
の
者
に
言
付
、
盗
ま
せ
、
其
方
が
女
房
を
百

う

り

せ

わ

し

ろ

か

は

な

ん

ち

両
に
売
、
世
話
代
五
十
両
と
り
、
其
代
り
に
汝
を
預
り
た
れ
ど
も

や

ぜ

な

す

ん

一
ヶ
月
計
養
ひ
た
れ
ば
、
算
用
は
済
だ
り
o

b
い

ど

つ

か

は

も
面
倒
な
れ
ば
、
冥
途
へ
遣
す
也
。

此
上
盲
人
を
養
は
ん

念
仏
申
せ

と
語
り
け
れ
ば
、

そ

の

コ

ラ

そ

礼

た

〉

い

ま

ま

で

「
採
は
其
方
が
仕
業
に
で
あ
り
け
る
に
や
。
夫
と
も
し
ら
ず
只
今
迄

兵
助
大
に
驚
き



ぜ

ん

せ

っ

ち

う

/

¥

深
切
な
る
人
と
思
ひ
し
残
念
さ
よ
。
思
へ
ば
/
¥
重
々
の
恨
な
り
。

た

と

へ

と

の

仮
令
ゃ
っ
た
/
¥
に
殺
さ
る
〉
と
も
、
一
念
は
此
ょ
に
止
っ
て
恨
み
を

晴
さ
ん
」

う
ち
わ
ら

と
、
歯
を
か
み
怒
り
け
れ
ば
、
杉
谷
は
打
笑
ひ
、

そ

の

は

フ

な

ん

ひ

や

く

に

ん

う

ら

み

「
其
方
如
き
も
の
何
百
人
恨
る
と
て
、
何
程
の
事
あ
ら
ん
」

私
的

b
~
t
a

ユ
ノ
ム
マ
ツ

h
υ
n
J

と
、
傍
に
あ
り
け
る
石
に
て
兵
助
が
天
窓
を
打
割
け
れ
ば
、
血
を

が
ぜ
て
料
l

ひ
を
な
し
、
普
一
痛
艇
が
た
き
さ
ま
な
れ
ば
、
早
く
船
昨
の

あ
ぐ

ho

暇
取
さ
ん
と
、
又
石
を
ふ
り
上
れ
ば
、
不
思
義
や
盲
人
の
兵
助
、

り

や

う

が

九

、

両
限
を
く
わ
っ
と
見
開
ら
き
、

を

の

れ

う

ら

み

「
己
、
生
々
世
々
、
此
恨
を
な
さ
ん
」

一

本

く

ふ

て

き

ぞ

く

/

¥

と
、
に
ら
み
し
顔
色
恐
し
さ
。
さ
し
も
不
敵
の
杉
谷
も
、
傑
(
懐
)
々

と
し
て
手
足
庫
る
〉
計
な
れ
ど
も
、
心
を
と
り
直
し
、

つ

い

:

ち

こ

ろ

く

わ

い

ら

う

か

ね

上
、
終
に
兵
助
を
打
殺
し
、
懐
中
の
銀
を
取
出
し
、

再
び
石
を
振

か
た
へ
の
池

ゐ
ん
く
は

へ
沈
め
、
立
か
へ
ら
ん
と
す
れ
ば
、
兵
助
が
死
骸
よ
り
一
ツ
の
陰
火

)

び

ゆ

き

す

さ

ま

お

そ

ろ

あ
ら
は
れ
、
大
坂
の
か
た
へ
飛
行
け
る
ぞ
冷
し
き
。
杉
谷
は
恐
し

な
が
ら
立
帰
れ
ば
、
女
房
は
峠
に
で
か
の
姿
に
て
人
を
お
ど
し
金
を

う
ち
つ
れ
む
が
や
と

二
人
打
連
我
宿
へ

あ

す

み

づ

か

ら

翌
日
、
自

と
り
け
る
所
へ
来
か
〉
り

其
人
を
も
切
殺
し

猶
も
兵
助
を
殺
せ
し
事
を
包
ま
ん
と

帰
り
け
る
が
、

河
内
の
庄
官
か
た
へ
来
り

兵
助

昨
日
其
元
へ
金
子
の
請
取
も
の
こ
れ
あ
る
と
て
出
ら
れ

む
か
い

今
以
帰
ら
れ
ね
ば
、
盲
人
の
こ
と
、
気
づ
か
ひ
ゆ
へ
、
わ
ざ
/
¥
迎

に
参
り
た
り
」

-

ふ

u

ん

と
、
誠
し
や
か
に
い
ひ
け
れ
ば
、
庄
官
も
不
審
し
、

』

ご

/

¥

ご

〆

ん

せ

つ

き

く

じ

っ

か

ね

「
相
時
々
、
御
深
切
浅
か
ら
ず
。
昨
日
も
兵
助
、
其
元
銀
、

ご

か

っ

lv

ふ
い
て
う

御
厚
志
、
風
聴
い
た
せ
し
が
、
は
た
し
て
御
迎
に
御
出
下
さ
る
〉
段

V

ん

せ

つ

い

た

り

ゆ

ふ

御
深
切
の
至
也
。
兵
助
は
タ
が
た
立
帰
り
申
た
り
。

御
夫
婦
の

い
か
ゾ
致
し

ゆ、 一一一ー
~~~ 

-，，--'-

候
や
」そ
れ

さ

は

た

ち

と
、
夫
よ
り
騒
ぎ
立
、
村
の
者
ど
も
杉
谷
諸
と
も
そ
こ
愛
と
尋
ね
け

山
の
は
ん
、
ふ
く
池
の
中
に
兵
助
が
死
骸
浮
み
け
れ
ば
、
皆
々

さ
っ
そ
く

早
速
村
方
へ
死
が
い
を
持
帰
へ
り
け
れ
ば
、

-57一、

る
に
、

大
に
驚
き
、

せ
う
や

庄
官
か
た
へ
来
り
、
大
に
う
ら
み
、

な

に

や

ち

う

「
其
元
か
〉
る
盲
人
一
人
を
何
と
て
夜
中
に
帰
し
給
ひ
し
ぞ
。

兵
助
の
内
義
(
儀
)
に
男
づ
く
に
て
五
年
預
り
、

杉
谷我

は

か
〉
る
事
あ
り
と

は
此
人
に
申
訳
な
し
」

の
〉

V

り

せ

う

や

か

し

ら

と
、
大
に
匂
け
れ
ば
、
庄
官
も
頭
を
か
き
、

ご

も

っ

と

も

は

ん

べ

「
成
ほ
ど
、
御
尤
に
侍
る
。
我
も
さ
ま
介
¥
夜
道
を
留
ぬ
れ
ど
、

ち

う

や

そ

の

も

と

ご

ん

盲
人
に
昼
夜
は
な
き
と
て
帰
ら
れ
け
る
が
、
其
元
さ
ま
に
二
百
の
返

で

き

も

う

さ

ず

そ

の

も

と

さ

ま

む

ら

か

た

答
も
出
来
不
申
。
し
か
し
兵
助
殺
さ
れ
し
事
、
其
元
様
へ
、
『
村
方

も

っ

と

う

を

か

注

あ

い

い

っ

さ

っ

さ

し

た

へ
毛
頭
御
懸
日
合
に
致
す
ま
じ
』
と
の
一
札
を
差
出
し
申
べ
し
。
是

ご
り
や
v

J

げ
ん

に
て
御
了
簡
し
給
へ
」



十
い
よ
ぽ
フ
け
い
せ
い
な
れ
J

兵
助
女
房
契
情
と
一
成

ゆ

み

れ

い

'

井

亡

霊

妻

v
h身
の
上
を
語
る
話

二
よ
三

v
J

会

つ

ゴ

う

つ

わ

た

か
く
て
兵
助
が
女
房
は
、
夫
の
為
に
曾
根
崎
新
地
へ
売
渡
さ
れ
、

っ
と
icv
ほ

'

こ

フ

あ

け

つ

ま

一

名
を
か
し
く
と
改
め
、
勤
奉
公
す
る
う
ち
に
も
明
く
れ
盲
人
の
夫

た

よ

り

き

〉

が
事
の
み
を
思
ひ
、
便
に
で
も
間
た
く
、
心
に
忘
る
〉
事
も
な
く

あ

る

よ

ひ

と

り

と

も

L
び

と

J

か
え
ゆ
く
す
〈

く
ら
し
け
る
。
或
夜
、
客
も
な
く
独
灯
火
の
も
と
に
越
方
行
末
を

恩
ひ
っ
ゾ
け
、
寝
も
や
ら
、
ず
う
っ
ノ
¥
と
し
て
ゐ
た
り
け
る
に
、

蛇
丸
山
叫
ん
と
し
て
又
明
ら
か
に
な
り
、
又
配
ん
と
す
る
事
嵐
広
と
い

j

なベ
N

V

A

V

己

う

こ

ふ
事
な
し
。
あ
や
し
み
其
あ
た
り
を
詠
む
れ
ば
、
ふ
し
ぎ
や
夫
の

そ

う

み

(
挿
画
刊
日
)
兵
助
惣
身
は
血
に
ま
み
れ
、
や
せ
お
と
ろ
へ
し
姿
に
て
、

そ

ま

ざ

ゐ

む

か

お

う

/

か
し
く
が
傍
に
坐
し
居
た
り
。
か
し
く
大
ひ
に
驚
き
、
「
我
夫
に

た

ら

よ

れ

と

つ

ぜ

ん

き

へ

ろ

せ

ま
し
ま
す
か
や
」
と
立
寄
ば
、
忽
然
と
消
失
た
り
。
不
恩
義
と
思
へ

そ

ぼ

さ

て

こ

ひ

1
ノ
ミ
ィ

ば
ま
た
傍
に
あ
り
。
『
掠
は
恋
し
と
思
ふ
我
ま
よ
ひ
心
な
ら
ん
』
と
、

な
み
だ

心
を
し
づ
む
れ
ば
、
兵
助
一
仮
を
は
ら
/
¥
と
流
し
、

そ
の

D
H

「
な
つ
か
し
ゃ
、
女
房
J

蛇
は
此
世
に
な
き
も
の
な
り
。
其
訳
を
も

語
り
、
我
恨
を
も
晴
ら
し
貰
ら
わ
ん
為
に
再
び
此
士
に
来
り
た
り
。

わ

れ

を

ち

い

り

我
は
杉
谷
伊
兵
衛
が
好
計
に
落
入
、
手
下
の
者
に
刀
を
盗
み
ど
ら
せ
、

そと
恐
し村t
け方主
れ連f
o 印工
の
書2
f寸2
を
と
り

帰
へ
り
し
杉
谷
が
工
み
の
ほ
ど

挿画 18
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そ

の

は

う

う

り

わ

た

わ

れ

其
方
を
百
両
に
売
渡
し
、
五
十
両
か
す
め
と
り
、
其
上
我
を
石
に
で

た

〉

き

こ

ろ

か

へ

せ

う

や

い

っ

さ

っ

と

り

レ

ん

せ

つ

な

を

さ

ら

榔
殺
し
、
返
っ
て
庄
官
に
一
札
を
取
、
深
切
に
見
せ
し
事
、
猶
更

恨
み
の
深
き
所
也
。
あ
わ
れ
、
力
に
成
る
人
を
か
た
ら
い
、
杉
谷
を
討

う
ら
み

て
恨
を
は
ら
し
給
は
れ
か
し
」

か

た

ち

と

も

}

び

ぱ

か

と
い
ふ
か
と
恩
へ
ば
、
形
は
消
へ
て
只
灯
火
計
り
ほ
そ
六
¥
と
残

り
け
り
。
か
し
く
は
初
て
失
の
死
を
し
り
、
其
上
力
と
思
ひ
し
杉

谷
が
敵
き
な
る
事
を
開
之
~
あ
る
に
も
あ
ら
れ
ず
打
伏
て
嘆
き
け
る

ま

は

を

つ

と

が
、
っ
く
介
¥
と
思
ひ
廻
す
に
、
『
盲
目
の
夫
の
た
め
に
か
〉
る

b
は

た

け

そ

の

を

つ

《

川
竹
に
身
を
沈
め
、
其
う
へ
夫
は
あ
へ
な
く
な
り
給
ひ
、
相
川
た
の

し
み
に
い
き
な
が
ら
へ
ん
。
自
害
し
て
夫
の
供
せ
ん
』
と
覚
悟
せ
し

深
き
恨
み
の
あ
れ
ば
こ
そ
、
姿
を
あ
ら
は
し
我

をが
頼

みー
や与

たく
の
dし、

お
し
は
か
ら
れ
て
い
た
わ
し
。
さ
れ
け
と
是

せ

ん

日

ぎ

T
d
b
~

ん

ぞ
と
い
ふ
証
拠
も
あ
ら
ね
ば
、
な
ま
中
全
(
詮
)
義
立
し
て
仕
損
ぜ

た
し
か
な
る

ん
は
必
定
な
れ
ば
、
い
か
に
も
し
て
実
あ
る
人
を
頼
み
、
髄
成
証

み

だ

か

た

き

う

た

拠
を
見
出
し
、
敵
を
討
ば
や
』
と
心
を
定
め
、
さ
あ
ら
ぬ
て
い
に

つ

と

め

ふ

び

ん

で
勤
け
る
、
か
し
く
が
心
お
し
は
か
ら
れ
て
不
便
な
り
。

く

〉

ち

さ

人

げ

い

愛
に
朝
比
奈
藤
兵
衛
、
根
津
四
郎
右
衛
門
は
久
々
知
へ
月
々
参
詣

だ
ち
よ
り

し
け
る
が
、
帰
り
に
曾
根
崎
新
地
へ
立
寄
、
酒
た
ぶ
べ
け
る
に
、
四

郎
右
衛
門
い
ひ
け
る
は
、

「
品
、
法
上
に
お
艇
を
呼
で
酒
の
相
手
に
な
さ
ば
や
」

μ

b

L
ホ

エ
ν

と
い
へ
ば
、
藤
兵
衛
も
同
じ
心
な
れ
ば
、
両
人
二
人
の
女
郎
を
呼
び

ぎ

hv

か

ぽ

な

が

け
る
に
、
一
人
の
妓
婦
(
挿
画
日
)
藤
兵
衛
が
貌
つ
く
介
¥
と
詠
め
け

い

ぶ

か

ぜ

く

-

る
。
藤
兵
衛
も
不
審
し
て
、

そ
も
じ
は
ど
フ
や

ら
み
かた
のる
妓tや
婦三う
もな
り

と
ふ
し
ん
が
り
け
れ
ば
、

「
い
か
さ
ま
お
ま
へ
さ
ま
に
は
御
近
付
の
や
う
也
」

や
ぷ
〆
/
¥

と
思
案
の
て
い
。
藤
兵
衛
漸
思
ひ
出
し
、

「
其
元
、
く
ら
が
り
峠
の
下
、
石
河
郡
の
人
な
ら
ず
や
」

を

や

ま

と
い
ふ
に
、
妓
婦
大
に
驚
き
、

山、 一一一ー
~ ~ --<----

つ「
なし

勤?か
I 町ら

ぶば

ヱき?三
竺巧Eよ
盲で

人警
の

夫;
あ
る
は
づ
也

59 

成
ほ
ど

い
か
ジ
し
で
か
や

と
尋
け
れ
ば
、
女
郎
は
一
課
を
な
が
し
、

お

た

』

つ

ね

ま

づ

「
御
尋
に
預
り
、
恥
か
し
き
身
の
上
也
。
そ
れ
に
つ
き
お
二
人
と
も

を

け

r
J

さ
め

ま
す
ら
男
と
見
奉
れ
ば
御
頼
み
申
た
き
事
あ
れ
ど
も
、
酒
の
興
も
覚

の丸
b

た

の

み

く

後
ほ
ど
ゆ
る
/
¥
御
頼
申
さ
ん
。
ま
づ
/
¥
酒
汲

な
ん
な
れ
ば

み
給
へ
」

両
人
も
輿
に
入
て
、
四
郎
右
衛
門
が
相
方
か
し
く

お

や

ま

ひ

ム

一

ま

い

り

と
定
り
け
れ
ば
、
藤
兵
衛
も
妓
婦
を
携
さ
へ
て
一
一
間
に
入
に
け
り
。

四
郎
右
衛
門
も
床
に
入
け
れ
ど
、
先
ほ
ど
藤
兵
衛
が
詞
、
何
と
や

と
い
ひ
け
れ
ば
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ふ
す
ま

は
か
し
く
が
貞
心
を
感
じ
け
る
所
に
、
襖
さ
と
開
き
て
藤
兵
衛

た
ち
い
で

立
出
、
わ

れ

た

ち

き

〉

さ

て

/

¥

「
我
も
先
ほ
ど
よ
り
の
や
う
す
疑
は
し
く
立
聞
し
た
る
に
、
拐
々
あ

い
つ
ぞ
や
そ
の

は
れ
な
る
物
語
り
を
聞
物
哉
。
夫
ニ
付
、
あ
や
し
き
事
あ
り
。
日
外
其

え

っ

ぬ

あ

り

や

ち

う

杉
谷
伊
兵
衛
と
い
ふ
者
を
尋
る
事
有
て
、
夜
中
に
く
ら
が
り
峠
を

通
り
し
に
か
く
/
¥
の
怪
異
に
逢
ひ
、
主
ハ
者
を
捕
ら
へ
様
子
を
尋

わ

れ

ひ

や

コ

す

け

汁

ふ

に

上

ぽ

フ

を

つ

と

に

ん

こ

ん

之

い

れ
ば
、
『
我
は
兵
助
と
云
盲
人
の
女
房
也
。
夫
の
人
参
代
に
つ
ま

わ

ぎ

こ

〆

一

ゆ

¥

二

つ

り
、
か
ゃ
う
の
あ
や
し
き
業
を
な
す
』
と
の
事
故
、
実
と
思
ひ
、
金

う

ち

ゃ

ナ

ち

え

つ

ぬ

子
一
両
遣
し
、
帰
り
に
思
は
ず
兵
助
の
内
に
休
ひ
、
子
細
を
尋
れ

ゆ

ふ

〈

よ

よ

ゴ

う

さ

て

は

v

め

二

、

ろ

っ

き

ば
、
タ
部
の
女
一
房
に
あ
ら
ず
。
『
何
時
は
謀
ら
れ
し
』
と
初
て
心
付

せ
ん
か
え

し
が
、
詮
方
な
く
帰
り
し
也
。
杉
谷
伊
兵
衛
、
か
〉
る
悪
党
の
者
な

れ
ば
、
此
幽
霊
も
其
余
類
成
べ
し
。
四
郎
右
衛
門
、
か
し
く
に
一
大

あ

す

か

の

ら

せ

ん

ぎ

事
を
頼
ぬ
る
上
(
注
豆
、
引
れ
も
せ
ま
じ
。
明
日
は
彼
地
へ
詮
義

を

つ

と

か

た

き

う

た

く

れ

し
て
夫
の
敵
を
討
し
呉
ん
」
あ
り
が
た
な
み
だ

と
云
け
れ
ば
、
か
し
く
は
難
有
一
課
に
く
れ
、

に
け
る
。

浪
花
侠
夫
五
巻
三
畢

其
夜
は
枕
を
隔
て
伏

に
は
き
ゃ
う
ふ
で
ん

浪
華
侠
夫
伝
巻
之
四

遠
州
佐
夜
中
山
麓

栗
杖
亭
鬼
卵
述

を
ん
な
γ

ど

う

ぞ

く

と

ら

ゆ

根
津
四
郎
右
衛
門
、
女
盗
賊
を
捕
る
話

ぢ

よ

ら

う

た

の

ま

拐
も
根
津
四
郎
右
衛
門
は
、
女
郎
か
し
く
に
一
大
事
を
頼
れ
、

お

と

こ

だ

て

せ

ん

ぜ

き

さ

ど

で

め

も
と
よ
り
侠
客
な
れ
ば
火
に
入
と
も
詮
義
し
ぬ
ら
ん
と
思
ひ
定

あ

は

三

ろ

て
、
翌
日
藤
兵
衛
と
い
ひ
合
せ
、
七
ツ
頃
よ
り
大
坂
を
立
出
て
、
く

ま

づ

む

ら

か

た

ら
が
り
峠
へ
さ
し
か
〉
り
け
る
が
、
先
兵
助
が
村
方
に
で
兵
助
が
事

き

〉

あ

ば

〕

わ

ざ

を
間
合
す
に
、
さ
い
っ
こ
ろ
盗
賊
の
為
に
殺
さ
れ
し
と
噂
あ
り
け

}

よ

い

た

ち

こ

い

よ

そ

れ
ば
、
『
掠
は
杉
谷
が
所
意
に
相
違
な
し
』
と
、
大
和
へ
立
越
、
『
余
所

せ
ん
山
暑
さ

D
U
さ

ふ

け

ま

ら

な
が
ら
詮
義
せ
ん
』
と
、
態
と
麓
に
て
夜
の
更
る
を
待
、
峠
へ
さ
し

は

る

カ

む

か

い

ん

く

は

か
〉
り
け
る
。
し
か
る
に
逢
向
ふ
に
陰
火
あ
ら
は
れ
、
幽
霊
の
姿
陰

な

ま

く

び

く

は

ゑ

人

ふ

き

の
如
く
に
見
へ
、
男
の
生
首
を
投
出
せ
ば
、
口
よ
り
火
焔
を
吹
け
る

が

う

ゆ

う

ふ

d

日
頃
強
勇
の
四
郎
右
衛
門
、
「
わ
つ
」
と
い
ふ
て
倒
れ
伏
け

}

寸

主

モ

ち

「
仕
済
し
た
り
」
と
し
づ
六
¥
と
立
よ
り
、

白一、 一一ーョ
~~­

一目

-61-，叩

に
ぞ
り

。

か

の

幽

霊

は

四

郎

ふ
と
こ
ろ

右
衛
門
、
が
懐
へ
手
を
さ
し
入
る
処
へ
、
手
を
心
ず
と
と
ら
へ
取
て

お

さ

は

や

っ

}

ろ

で

た

か

て

こ

て

押
へ
、
早
な
わ
手
早
く
後
手
に
高
手
小
手
に
い
ま
し
め
、

「
己
、
何
や
つ
な
れ
ば
比
海
道
に
て
か
〉
る
ふ
る
ま
い
を
な
す
」

と
怒
り
け
れ
ば
、
女
一
疾
を
は
ら
ノ
¥
と
流
、

な

に

み

づ

か

九

「
何
を
か
隠
し
侯
は
ん
。
自
は
河
内
の
盲
人
兵
助
と
い
ふ
も
の
〉



に
よ
ぽ
一
つ

女
房
に
て

に
ん
p

d

ん
だ
い

人
参
代
に
つ
ま
り

如?
の

此i

し、

た
し

夫

の

病

気

候
へ
ば
、
何
と
ぞ
御
ゆ
る
し
下
さ
る
べ
し
」

と
い
ひ
け
れ
ば
、
四
郎
右
衛
門
か
ら
/
¥
と
笑
ひ
、

せ

ん

/

¥

げ

つ

よ

よ

ぼ

う

「
其
兵
助
は
先
々
月
盗
賊
め
為
に
殺
さ
れ
、
其
女
房
は
ハ
曾
根
崎
新
地

つ

と

め

ほ

う

こ

と

島

セ

人

た

っ

て

に
で
勤
奉
公
を
し
、
今
、
名
は
か
し
く
と
い
ふ
也
。
先
達
、
そ
の

き

ん

オ

一

へ

ん

ほ

う

き

た

を

の

れ

手
に
て
だ
ま
さ
れ
金
子
一
両
と
ら
れ
し
其
返
報
に
来
り
た
り
。
己

ま
っ
す
ぐ

は
ま
さ
し
く
杉
谷
伊
兵
衛
が
同
類
の
者
な
る
べ
し
。
真
直
に
白
状
せ

い

の

ち

ば

か

り

〈

れ

ば
命
計
は
ゆ
る
し
て
呉
ん
」

こ
〆
一
ゴ

t
は
や
の
が

と
、
星
を
さ
し
た
る
詞
に
、
女
、
大
に
驚
き
、
『
最
早
逃
れ
ぬ
所
』

と
や
思
ひ
け
ん
、
大
に
叫
ん
で

「
何
事
も
皆
あ
ら
わ
れ
し
ぞ
。
覚
悟
あ
れ
。
/
¥
」

と
い
ふ
て
、
其
後
は
物
を
も
い
わ
ず
、
さ
し
う
つ
む
き
た
り
。

右
衛
門
は
其
心
を
し
ら
ず
、

お

の

れ

か

た

つ

れ

ゆ

き

『
た
と
へ
己
白
状
せ
ず
と
も
、
杉
谷
伊
兵
衛
が
方
へ
連
行
、
面
談

四
郎

せ
ば
し
れ
ぬ
と
い
ふ
事
あ
る
べ
か
ら
ず
』

き

つ

け

と
、
か
た
へ
の
樹
に
く
〉
り
付
お
き
、
我
身
も
石
に
腰
打
か
け
て
夜

あ

ぐ

ま

ち

の
明
る
を
ぞ
-
待
け
る
。

手
下
の
も
の
、
木
陰
に
か
く
れ
、
女
房
に
力
を
添
ん
と
し

た
り
し
が
、
最
早
女
房
は
い
ま
し
め
ら
れ
、
「
何
事
も
あ
ら
わ
れ
し
」

此

時

と
叫
び
し
こ
へ
に
驚
き
、
息
を
は
か
り
に
麓
へ
か
け
戻
り
、
杉
谷
に

右
の
事
を
語
り
け
れ
ば
、
-

「
す
は
一
大
事
也
。
夜
明
な
ば
捕
手
の
者
来
る
べ
し
。

わ
が
み

女
、
ぼ
う
な
れ
ど
も
、
我
身
に
は
か
へ
が
た
し
」

き

ん

す

い

つ

く

ゆ

き

と
、
金
子
ど
も
懐
中
し
て
何
国
と
も
な
く
お
ち
行
け
る
。
手
下
の
者

お

ら

ゆ

き

ざ

凡

〕

ど
も
も
叶
わ
じ
と
や
目
。
ひ
け
ん
、
別
れ
ノ
¥
に
落
行
け
れ
ば
、
暫
時

あ

き

ゃ

な

り

に
明
夜
と
ぞ
成
に
け
り
。

不
便
な
る
は

♂山、 一一一ーョ

~~~ 

-ー一一

か
〉
る
事
と
は
し
ら
ず
、
四
郎
右
衛
門
(
挿
画
初
)
か
の
女
を
引

や

ま

と

き

た

た

づ

ね

か

円

お

ち

つ
れ
大
和
へ
来
り
、
杉
谷
を
尋
け
れ
ば
、
最
早
国
遠
し
て
行
衛
し

近
所
へ
立
寄
、

と 「 オ工

尋ipで
け士
れ「

lキ5
jzF 
暫ぶ
土T
大
ひ

驚
き

つ-
C
り

な
に
ゆ
¥

「
こ
れ
は
杉
谷
伊
兵
衛
と
の
〉
の
内
室
な
り
。
何
故
に
い
ま
し
め
給

ふ」た
づ
ね

と
尋
け
れ
ば
、
『
さ
れ
ば
こ
そ
よ
き
手
か
〉
り
を
得
た
り
』
と
、

ひ

き

た

て

か

へ

り

又
々
引
立
、
大
坂
へ
こ
そ
帰
け
る
。

つ

る

さ

さ

い

わ

い

杉

谷

伊

兵

衛

剣

を

売

て

幸

を

得

る

話
十
」
£
ぽ
コ
こ
ふ

v

掠
も
杉
谷
伊
兵
衛
は
、
く
ら
が
り
峠
に
て
女
房
小
藤
捕
ら
れ
し
と

き

く

と

る

も

乃

と

り

や

ま

と

た

ち

の

き

い

づ

〈

あ

ア

聞
よ
り
取
物
も
取
あ
へ
ず
大
和
を
立
退
、
何
国
を
当
と
は
な
け
れ
ど

き

う

た

ち

の

き

も
、
足
に
任
か
せ
て
東
国
さ
し
て
下
り
け
る
が
、
事
急
に
立
退
け
る



け
る
は

の
ぞ
み

「

某

は

上

方

の

浪

人

者

に

侍

る

が

関

東

に

仕

官

の

望

ゆ

ま

か

り

こ

ぜ

さ

}

つ

が

へ

ま

こ

と

罷
越
候
所
、
路
用
に
差
支
、
{
是
に
宝
は
身
の
さ
し
合
と
や
ら
ん

ふり

Z
J
一

之

い

つ

る
ω

き

こ

の

三

ろ

な
れ
ば
、
重
代
の
剣
を
売
払
申
た
く
と
心
か
け
侯
処
一
、
太
守
頃
日

つ久
ν
きで
剣
を
求
め
給
ふ
よ
し
承
り
候
。
何
卒
高
覧
に
備
へ
、
御
心
に
も
叶

た

く

よ

る

v

く
こ
す
い
き
や
一
っ
こ
の
み

ひ
な
ば
代
な
し
申
度
、
参
上
致
し
た
り
。
宜
、
御
推
挙
頼
奉
る
」

い
ん
M
S
九

川

ひ

い

れ

き

〉

と
、
態
敷
に
言
入
け
る
。
牛
尾
は
兼
て
心
掛
し
事
な
れ
ば
、
名
剣
と
関

て
大
ひ
に
悦
び
早
速
立
出
て
対
面
す
る
に
見
し
り
た
る
男
也
。

挿酒 20

杉
谷
伊
兵
衛
は
や
う
/
¥
鎌
倉
に
来
り
能
事
も
あ
ら
ん
か
と
色

き

〉

あ

は

ち

か

ご

ろ

め

い

け

ん

さ

〉

々
間
合
せ
け
る
に
、
近
頃
三
浦
殿
名
剣
を
求
め
給
ふ
よ
し
ほ
の
聞
て
、

せ

ん

だ

つ

か

た

ぬ

ナ

み

こ

わ

う

よ

〕

か

っ

先
達
て
兵
助
方
に
て
盗
と
り
し
牛
王
吉
光
の
万
を
大
金
に
て
売
ら

っ

て

き

た

ん

い

ん
と
伝
手
を
求
め
、
牛
尾
左
膳
方
へ
来
り
、
玄
関
に
案
内
し
て
一
吉
田
入

q
J
 

P
H
V
 

せ
〆
ぐ
ん
け

是
は
掠
置
、
鎌
倉
に
は
将
軍
家
刀
剣
を
好
み
給
ひ

ぜ

ん

}

〕

ゆ

?

と

う

名
刺
則
を
献
じ
け
る
。
三
浦
の
前
司
泰
村
に
も
、
出
頭
第

を
こ
〉
ろ

ば
、
『
何
卒
名
剣
を
献
上
せ
ば
や
』
と
心
か
け
、
御
心
に
叶
ひ
し
牛

尾
左
謄
に
御
噂
あ
り
け
れ
ば
牛
尾
も
能
剣
を
見
出
し
、
殿
の
御
機

二
b

ろ
ぺ
d
+
}

嫌
に
入
れ
ん
と
心
掛
け
る
。

さ
ま
ハ
¥
の

の
人
な
れ

一ーニ--F 

L
よ

/

¥

か

d

つ

け

主

き

あ

い

だ

と

て

ゆ
へ
所
々
へ
貸
付
置
し
金
な
ど
も
取
立
る
聞
な
く
路
用
連
も

h

u

ゆ

か

へ

か

ま

く

ら

心
に
任
せ
ず
、
『
不
自
由
な
が
ら
命
に
は
替
か
た
し
』
と
先
鎌
倉
を

こ

弘

久

v

b

-

ι

J

山
ザ
会
C

志
ざ
し
落
行
け
る
。



「牛
其三尾
元E詞
はを
竜か
造け
寺
の

家と
中ろ

ぎ
や
ろ
ぶ

伯
父
の
杉
谷
刑
部
の
子
息
な
ら
ず
や

伊
兵
衛
も
大
ひ
に
驚
き

「
貴
君
は
杉
谷
軍
兵
衛
殿
北
あ
ら
ず
や
。
こ
わ
/
¥
い
か
に
」

と
、
あ
き
れ
け
る
。
互

I
，
無
事
を
悦
び
、
牛
車
一
言
け
る
は
、

そ

の

も

と

こ

く

え

人

一

わ

れ

は

か

ら

ず

た

ち

の

き

「
其
元
、
国
遠
あ
り
し
後
、
我
も
不
計
災
難
に
て
国
を
立
退
、

々
己
宇
品

ハ
¥
難
義
せ
し
が
、

当
時
我
に
頭
を
上
る
も
の
な
し
。
貴
公
も
仕
官
の
望
な
ら
ば
、
太

十
い
き
や
フ

守
に
吹
挙
致
す
べ
し
」

ね
ん
ご
ろ

と
、
懇
に
言
け
れ
ば
、
伊
兵
衛
大
に
悦
び
、

そ

っ

か

を

ん

ま

か

あ

い

だ

な

に

ぷ

ん

ち

て

「
此
上
は
足
下
に
御
任
せ
時
間
、
何
分
宜
し
く
頼
み
奉
る
也
。
拐
、

つ

る

ぎ

ご

む

つ

よ

〕

み

つ

あ

た

い

ろ

人

ぜ

ず

な

に

ぷ

ん

比
剣
は
牛
玉
吉
光
の
名
剣
な
れ
ど
も
、
価
を
不
論
、
何
分
太
守
へ

さ

}

あ

げ

よ

ろ

v

く

差
上
ら
れ
、
奉
公
の
義
、
宜
た
の
み
奉
る
」

も

っ

と

も

ご

ぜ

ん

と
い
ひ
け
れ
ば
、
牛
尾
も
尤
と
思
ひ
、
早
速
御
前
に
出
て
、

わ

た

く

ぜ

い

ど

こ

の

ぞ

み

「

私

従

弟

、

杉

谷

伊

兵

衛

と

申

者

、

仕

官

の

望

に

て

東

国

へ

か

り

こ

}

な

に

し

ど

ぞ

あ

い

の

ぞ

み

こ

き

ゃ

う

よ

う

罷
越
、
何
卒
御
当
家
へ
仕
官
相
望
申
候
。
君
、
御
許
容
も
下
さ
ら

つ

る

ぎ

た

き

む

ね

こ

こ

ぱ

ば
、
比
剣
献
上
い
た
し
度
旨
申
候
」
よ
し
、
詞
を
工
み
に
申
上
け

け

ん

と

り

あ

げ

ご

わ

う

る
。
太
守
、
創
を
取
上
、
一
見
給
ふ
に
、
誠
に
無
類
の
出
来
物
の
牛
王

吉
光
な
れ
ば
、
大
に
悦
び
給
ひ
、

ゆ

い

〕

よ

あ

た

い

「
汝
が
従
弟
と
あ
れ
ば
、
由
緒
札
す
に
及
ば
ず
。
殊
に
価
を
論
ぜ

只
今
に
て
は
出
頭
第
一
の
一
二
浦
家
に
仕
官
し
、

神
妙
也
。

の
ぞ
む

奉

公

望

な

ら

ば

抱
へ
と
ら
す
べ

太「牛しず
守関尾。刀

悦口答主芸を
び流へ術差
給のでは出

罵ひ剣Z言イ可三す
廻、 ιさ、事i事

り早;2 2、
勝~<くヲ
手百 ? る
役五位~

仰芝十 7 
せ z 候
付;;'(;:. 

戸召そ
引ー&斗

、 抱こ

ら
れ

、齢、 一一一ーョ

~~­
一目

名
を
原
田
藤
兵

azvλv 

是
よ
り
は
牛
尾
諸
と
も

民
を
く
る
し
め
け
れ
ど
も
、
天
討
時
至
ら

ず
、
不
義
に
し
て
段
々
と
富
み
け
る
は
、
是
非
も
な
き
世
中
な
り
。

衛
と
改
め

さ
ま
六
¥
悪
計
を
な
し

杉
谷
伊
兵
衛
が
妻
、
五
兵
衛
を
計
る
語

夫
に
引
か
へ
、
杉
谷
が
女
一
房
は
根
津
四
郎
右
衛
門
に
引
立
ら
れ
、

き

た

オ

む

く

は

ん

よ

ん

大
坂
へ
来
り
け
る
。
下
に
て
済
べ
き
事
に
あ
ら
ね
ば
、
早
速
官
人

召
人
を
指
出
し
け
れ
ば
、
太
守
、
四
郎
右
衛
門
を
召
さ
れ
、
委
細
に

た

づ

ね

}

つ

ゐ

か

つ

が

人

ゅ

う

尋
給
ひ
、
四
郎
右
衛
門
が
実
意
、

E
、
強
勇
を
称
し
給
ひ
、
女
を

さ
ま
六
¥
拷
問
あ
り
け
れ
ば
、
初
の
程
は
言
ざ
り
け
れ
ど
も
、
次

き
び

u

く

あ

ひ

お

っ

と

第
に
厳
敷
拷
間
に
合
て
、
夫
が
悪
事
、
刀
を
盗
み
、
兵
助
を
殺
せ

つ

み

ん

と

き

ぴ

ず

く

き

う

め

い

し
事
迄
も
白
状
に
及
け
れ
ば
、
大
切
の
罪
人
な
り
と
厳
敷
入
牢
仰
村

ゑ

す

が

た

ご

せ

ん

ぎ

ら
れ
、
杉
谷
伊
兵
衛
画
姿
を
以
て
近
国
迄
御
詮
義
あ
り
け
れ
ど
も
、

行
衛
知
ざ
り
け
る
。

愛
に
牢
(
注
辺
)
守
五
兵
衛
と
い
ふ
者
、

64 

う

ま

っ

き

生
れ
付
て
好
色
な
る
も



バ

よ

ぽ

っ

ぽ

カ

り

の
に
て
、
杉
谷
が
女
房
の
色
白
く
三
十
計
に
油
づ
き
た
る
に
心
う

は

ん

ゆ

き

た

び

こ

と

つ
り
か
の
飯
を
も
ち
行
な
ど
す
る
度
に
、
た
わ
れ
言
い
ひ
け
れ
ば
、

に

よ

ぼ

う

よ

き

ば

か

り

女
房
は
恐
し
き
も
の
な
れ
ば
、
『
能
謀
こ
と
あ
り
』
と
、
五
兵
衛

た

び

が

ん

ち

ノ

ザ

ゃ

う

。

く

み

を
見
る
度
、
眼
中
に
情
を
合
、
心
あ
る
さ
ま
に
な
し
け
れ
ば
、
五

を
つ

兵
衛
は
渡
り
に
船
と
、
人
な
き
折
に
い
ひ
よ
り
け
る
を
、
こ
な
た
は

は

カ

り

こ

〆

一

二

、

ふ

ろ

を

り

元
よ
り
謀
事
な
り
け
れ
ば
、
一
伏
よ
く
返
し
言
ひ
け
れ
ば
、
「
折
も

あ
ら
ば
逢
ベ
し
」
と
別
れ
け
る
。
夫
よ
り
五
兵
衛
さ
ま
介
¥
く
ふ
う

を
こ
ら
し
、
同
じ
牢
に
入
居
た
る
子
殺
し
の
婆
々
(
注
ぎ
を
密
に

よ

さ

と

ふ

J
C

つ
孔

φ

き

頼
み
、
夜
毎
に
彼
女
一
房
を
己
が
部
犀
へ
連
行
(
注
三
、
好
淫
し
け
る

冷

た

つ

き

ょ

こ

と

つ

れ

ゆ

さ

を
、
二
月
余
り
誰
し
る
も
の
も
な
く
、
夜
毎
に
牢
よ
り
部
厘
へ
連
行

あ

吟

が

ぜ

ば

与

を

町

一

い

よ

ま

と

雨
風
烈
し
く
物
す
ざ
ま
し
く
、
折
に
女
房

注
お
)
け
る
。

或
夜

い
ひ
け
る
は
、

}

よ

ひ

あ

め

か

ぜ

よ

ま

ι

「
今
宵
は
雨
風
は
げ
し
け
れ
ば
、
夜
廻
り
に
も
及
ぶ
ま
じ
け
れ
ば

沼
た
ぶ
べ
て
楽
し
み
侍
ら
ん
」

と
い
ひ
け
れ
ば
、
も
と
よ
り
五
兵
衛
酒
を
た
し
な
み
け
れ
ば
、
大
に

五

ろ

こ

び

み

づ

か

ら

さ

げ

さ

日

な

悦
、
白
酒
肴
を
調
へ
、
両
人
恥
る
事
も
な
く
、
汲
か
は
し
け

る
。
女
房
は
兼
て
心
か
け
た
る
事
ゆ
へ
、
五
兵
衛
に
無
理
呈
一
口
て
酒
を

し
ゐ
て
、
五
兵
衛
は
風
雨
に
心
ゆ
る
み
、
数
盃
を
傾
け
、
前
後
も
し

ら
ず
伏
け
れ
ば
、
「
折
よ
し
」
と
あ
た
り
を
見
廻
し
、
五
兵
衛
が
大

方

つ

ば

か

さ

か

ぶ

ひ

や

う

ぜ

ら

を

も

て

も

ん

小
を
さ
し
、
合
羽
笠
を
冠
り
、
杓
子
木
打
(
挿
画
引
)
な
ら
し
、
表
門

白一、 一一ーョ
~~~ 
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い

で

く

は

ん

ぬ

き

た

ち

い

で

は

げ

へ
出
、
門
の
問
を
は
づ
し
、
立
出
け
れ
ど
も
、
風
雨
烈
し
け
れ
ば

?
』
よ
ぼ
一
つ

物
音
も
間
へ
ず
、
女
房
は
「
し
す
ま
し
た
り
」
と
跡
を
く
ら
ま
し
、

い

づ

こ

お

ち

ゆ

き

何
固
と
も
な
く
落
行
け
る
。

狐
を
化
子

二

た

す

け

か

え

き

っ

太
兵
衛
Y

狐
を
助
て
敵
の
通
手
を
知
る
話

此
ほ
ど
石
堂
清
十
郎
は
、
お
夏
と
諸
と
も
朝
比
奈
藤
兵
衛
方
に
か

日
毎
に
編
笠
か
ぶ
り
、
敵
の
有
家
を

な

べ

ま

ち

が

つ

J
う

長
町
を
合
邦
が

せ

ら

う

ろ

清
十
郎

井

く
ま
は
れ
て
あ
り
け
る
が
、

七
づ
ね尋
け
る
。
け
ふ
は
住
吉
よ
り
天
王
寺
を
心
か
け
、

つ
d

l

y

一

を

い

う

ひ

き

J

J

辻
通
り
け
れ
ば
、
池
の
ほ
と
り
に
狐
一
疋
快
く
臥
、
前
後
も
し
ら
ぬ

体
な
り
け
れ
ば
、

清
十
郎
お
か
し
く
思
ひ
、

ね

い

"

カ

た

『
白
昼
に
か
〉
る
所
に
寝
入
た
る
は
大
胆
の
狐
哉
。
い
で

と
立
寄
、

こ
μ

む
す
吟
こ

「
是
、
娘
御
/
¥
」

ん
~ 

狐
大
に
驚
き
、

/
)
び
を

飛
起
き
け
る
が
、

と
、
ゆ
り
起
し
け
れ
ば
、

『
採
は
此
者
、
我
を
娘
と
見
た
る
や
。
早
、
だ
ま
さ
れ
し
』

七

ち

で

う

づ

(

マ

マ

}

と
、
池
に
立
一
よ
り
、
手
水
っ
か
ふ
藻
を
か
づ
き
け
れ
ば
、
忽
ち
十
六
、

}
よ
て
い

七
の
う
つ
く
し
き
娘
に
な
り
、
所
体
つ
く
る
有
さ
ま
、
清
十
郎
は
猶

主一一
Z

L

d

ろ
き
こ
と

ま
た
面
白
事
に
お
も
ひ
、
近
く
立
よ
り
、

「
娘
御
。

や
ん
ご
と
な
き
身
に
か
〉
る
所
に
伏
た
ま
ふ
こ
と
、

い
ぶ

か
し
さ
よ
」

と
た
づ
ね
け
れ
ば
、
狐
い
と
は
づ
か
し
げ
に
、

う

へ

ま

ち

け

い

ぽ

)

ょ

せ

ん

な

げ

「
我
は
上
町
屋
敷
の
娘
な
る
が
、
継
母
の
き
び
し
き
に
、
所
詮
身
を
投

こ
の
と
こ
ろ
ま
で

v

ゃ
く

ん
と
此
所
迄
来
り
し
に
、
犠
に
て
目
を
廻
し
、
池
の
辺
り
に
倒
れ

ザ

ゃ

う

き

な

り

念

ん

ぺ

い

づ

し
を
、
君
の
御
情
け
に
て
正
気
に
成
侍
る
。
あ
は
れ
何
か
た
へ
も

連
れ
て
立
の
き
給
へ
か
し
」

と
、
涙
な
が
ら
取
す
が
り
け
る
。
清
十
郎
『
仕
す
ま
し
た
り
』
と
、

さ

ぞ

/

¥

を

ん

と

、

ろ

を

も

は

D
れ

「
御
附
し
を
う
け
た
ま
わ
れ
ば
、
蝶
々
御
心
ほ
そ
く
思
す
ら
ん
。
我

も
浪
人
に
て
独
身
な
れ
ば
、
伴
な
ひ
か
へ
り
、
と
も
介
¥
お
世
話
申

ま
づ
/
¥

べ
し
。
先
々
こ
な
た
へ
来
り
た
ま
へ
」

う

か

む

せ

き

た

モ

て

な

J

と
、
名
に
し
あ
ふ
浮
瀬
に
来
り
、
さ
ま
ハ
¥
料
理
を
言
ひ
っ
け
饗
応

ち
ん
か
ノ
び
レ
ゆ

狐
は
か
〉
る
珍
肴
美
酒
を
は
じ
め
で
た
ぶ
へ
ぬ
れ
ば
、

あ
く
ま
で
喰
ひ
、

白一、 一一一一
一日
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け
れ
ば
、

す
は
い
た
た

数
盃
傾
む
け
、

よ
き
を
り

郎
能
折
と
、

「
互
に
隔
て
あ
ら
ず
か
た
ら
ひ
ぬ
る
も
深
き
ゑ
に
し
な
ら
ん
。
い

J

ば

ゆ

く

す

へ

ざ
や
同
じ
ま
く
ら
に
暫
し
伏
し
て
、
行
末
の
こ
と
を
も
も
の
か
た
り

大
に
酪
町
の
し
け
れ
[
ば

清
十

せ
ん
」ま
く

ら

m

と

ん

と
、
枕
、
蒲
団
を
と
り
ょ
せ
け
れ
ば
、
仲
居
さ
し
こ
〉
ろ
へ
、
し

ぼ
け
そ
人

づ
か
な
る
か
た
へ
伴
ひ
け
る
。
狐
は
化
損
じ
ま
じ
と
こ
〉
ろ
ば
か
り

は
思
へ
ど
も

い
た
く
酒
を
呑
み
け
る
ゆ
へ
、
絶
へ
が
た
く
ゃ
あ
り



け

ん

つ
ば
ら
に
物
を
も
い
わ
ず

伏
け
る
が

ν

や
ろ
た
い

前
後
正
体
な
き

さ
ま
な
れ
ば
、
ふ
と
ん
う
ち
き
せ
、
勝
手
へ
出
て
、

き

よ

み

づ

あ

た

ひ

「
わ
れ
は
清
水
へ
も
う
づ
る
な
り
。
け
ふ
の
価
は
あ
の
娘
に
渡
し

と

る

お

っ

つ

け

む

か

い

き

た

わ

上

お
き
ぬ
れ
ば
、
あ
れ
よ
り
取
べ
し
。
押
付
、
迎
の
も
'
の
来
る
べ
し
。
我

そ

の

千

っ

ち

き

た

ね

も
其
内
に
は
帰
り
来
ら
ん
ま
〉
、
婦
人
は
い
つ
迄
な
り
と
も
寝
さ
し

給

は

れ

」

戸

と
い
ひ
置
で
、
足
早
に
ニ
一
十
一
帰
り
け
る
。

FAム
艇
に
は
日
の
暮
ま
で
寝

む

か

ひ

き

た

さ
し
置
ぬ
れ
ば
、
始
の
男
も
か
へ
ら
ず
、
迎
の
者
も
来
ら
ず
、
「
い

あ

た

ひ

こ

る

ざ
や
起
し
て
酒
の
価
を
も
取
べ
し
」
と
、

4
4
Y
一三
J

き

大

に

驚

、

あ
た
り
を
見
れ
ば
先
の
男
も
あ
ら
ず

ゆ
り
起
し

イ中 け
居れ
lこ Jま

尋i狐
れ

Jjh

、さ
き

を

か

へ

あ

た

ひ

を

き

「
先
ほ
ど
御
帰
り
有
。
酒
の
価
は
そ
も
じ
さ
ま
に
御
渡
し
置
あ
り

を
ん
は
ら

し
よ
し
な
れ
ば
、
御
払
ひ
下
さ
れ
よ
」

と
い
ひ
け
れ
ば
、
狐
は
あ
き
れ
果
て
、
『
採
は
人
聞
に
化
さ
れ
け
る
』

一

め

こ

〉

ろ

っ

き

と
、
始
て
心
付
、

わ

孔

き

ん

/

¥

も

つ

「
我
は
女
の
事
な
れ
ば
、
何
と
て
金
銀
を
持
べ
き
。

の
人
に
と
り
給
は
れ

女
」
キ
ざ

い
つ
ま
で
も
先

と
、
打
わ
び
け
れ
ど
も
、

-

さ

き

を

ん

か

え

を

人

法

ら

ひ

「
い
や
ノ
¥
、
先
の
御
方
、
そ
も
じ
さ
ま
御
払
あ
る
と
て
帰
り
給

へ
ば
、
是
非
と
も
御
払
ひ
下
さ
る
べ
し
」

き

、

ふ

い

に

げ

さ

と
、
間
入
ら
ね
ば
、
狐
も
今
は
詮
か
た
な
く
正
体
を
あ
ら
は
し
逃
去

を
と
ろ

ら
ん
と
し
け
る
を
、
宜
苧
主
驚
き
、

あ
り

「
こ
は
狐
に
て
有
(
挿
画
辺
)
(
挿
画
幻
)
け
る
ぞ
や
。

男
ど
も

で
あ
、

出
会

払く
立と」

れ

ば

〈
つ
き
や
ろ

屈
寛
の
若
者
ど
も
、

の
苦
も
な
く
た
〉
き
伏
、
縄
を
も
っ
て
縛
り
上
け
る
。
亭
主
は
大
に

も

ち

き

た

な

ん

て
ん
で
に
棒
を
持
来
り
、
何

白一、 一一一一
~~~ 

一日

怒
り「

先
刻
の
男
と
い
ふ
も
狐
な
る
べ
し
。

き
家
内
な
れ
ば
、
度
々
か
ゃ
う
の
め
に
あ
ふ
て
は
商
売
の
さ
ば
り
に

う

ち

こ

ろ

ご

に

ら

な
り
け
れ
ば
、
釘
殺
し
て
後
日
の
み
せ
し
め
に
せ
よ
」

い

き

ま

い

の

〉

と
息
巻
て
旬
〔
り
〕
け
る
。

に
つ
く
き
畜
生
め
。

野
に
近

円

i
p

り

鐘
の
太
兵
衛
は
、
清
十
郎
が
帰
り
の
遅
き
を
こ
〉
ろ
も
と
な
く
迎

い

く

た

ま

ほ

と

で

あ

ひ

に
き
た
り
け
る
が
、
生
玉
の
辺
り
に
て
出
会
、

む
か
ひ
に
来
り
し
ょ

し
を
い
ひ
け
れ
ば
、
清
十
郎
、

「
け
ふ
は
思
ひ
よ
ら
ず
遅
り
、

什一

し
、
浮
む
瀬
に
て
酒
を
た
べ
た
り
し
が
、
今
ご
ろ
は
き
つ
ね
難
儀
し

な

ん

ち

た

ち

こ

d

k

h

た
ひ

つ
ら
ん
。
汝
、
立
越
、
け
ふ
の
酒
の
価
を
は
ら
ひ
、

か
や
う
ノ
¥
の
事
に
て
狐
を
だ
ま

き
つ
ね
を
た

す
け
て
く
れ
よ
」

と
言
ひ
合
、
藤
兵
衛
が
方
へ
帰
り
け
れ
ば
、
太
兵
衛
も
閣
で
お
か

お

も

ひ

ち

や

り

う

か

む

せ

し
く
思
、
若
旦
那
の
稽
讐
(
滑
稽
)
を
わ
ら
ひ
な
が
ら
浮
瀬
へ
い
た
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き
な
ら
ば
教
よ
。
豊
後
国
の
家
中
、
杉
谷
軍
兵
衛
と

い

づ

く

何
固
に
あ
る
や
。
な
ん
ぢ
是
を
し
る
や
い
な
や
」

狐
暫
く
目
を
を
ふ
さ
ぎ
て
居
た
り
け
る
が
、

「
成
ほ
ど
、
其
杉
谷
軍
兵
衛
と
い
ふ
人
人
を
あ
や
め
立
退
し
が

今
は
東
国
に
あ
り

ざ
っ

L
ゃ

う

こ

己

き

ず

よ

鎌

倉

梅

津

家

の

雑

掌

倉

橋

左

門

御

直

書

ざ

f
d
や一つ

遣
は
さ
れ
し
所
「
此
方
に
は
か
ゃ
う
の
名
前
の
雑
掌
は
こ
れ
な

き
」
と
て
、
封
の
ま
〉
返
さ
れ
け
れ
ば
、
太
守
、
牛
尾
を
め
さ
れ
、
甚

あ

や

ぜ

っ

か

ま

っ

ご

ぜ

ん

怪
し
み
給
ふ
。
牛
尾
も
大
に
怪
み
、
「
何
れ
詮
義
仕
ら
ん
」
と
御
前

を
下
り
原
田
藤
兵
衛
に
相
談
し
け
れ
ば
、
藤
兵
衛
が
い
わ
く
、

ふ
れ
が
}
ひ
/
一
ま
づ

d

つ
ふ

「
某
一
先
上
京
し
て
倉
橋
が
実
否
を
札
す
べ
し

イ可fと
ぞい
恩ひ
をけ
報れ
ずば

るム

君主史
tt ;h申
(、、

て笑Eへ

Jひと
人
さ問
れに
ど化ま
さ

我主る
尋lこ〉
づ

ねほ
し、るじ

ふ事 L
者しすそ

45宗J 

二 原
i甫権回
の六藤2
前τが兵三
司:密衝ミ
泰言十

村を?空
iltT.!ノ、

はが
す手
話下
を
生日
捕7

し

を
ん
み

「
我
、
人
間
に
化
さ
れ
、
命
を
と
ら
る
べ
か
り
し
に
御
身
の
陰
に
で

た

す

く

せ

う

/

¥

せ

〉

こ

の

か

な

い

助
る
こ
と
、
生
々
世
々
し
る
ま
じ
。
此
恩
報
じ
に
身
に
叶
し
事
あ

ら
ば
申
せ
給

り
て
見
れ
ば
案
ん
ゾ

フ
ち
こ
ろ

に
打
殺
さ
ん
と
す
る
所
な
れ
ば

た
づ
ね尋
け
れ
ば
、
亭
主
し
か
介
¥
の
よ
し
を
語
り

う
ち
こ
ろ

め
に
只
今
打
殺
す
な
り
」
と
答
ふ
。
太
兵
衛
い
へ
ゐ
く

む

れ

あ

た

す

ま

「
我
、
其
価
ひ
を
済
す
べ
し
。
狐
を
給
は
ら
ん
や
」

亭
主
答
へ
て
、

「
耐
を
だ
に
給
な
ば
、
倣
ぞ
狐
を
殺
さ
ん
」

太
兵
衛
悦
び
、
金
子
を
出
し
、
亭
主
に
渡
し
、
狐
を

-

り

が

う

ほ

う

っ

v

つ
れ
ゆ
き

請
取
、
合
邦
の
辻
迄
連
行
、
縄
を
と
き
放
し
け
れ
ば

狐縄Z
l土 イ寸Z
j戻な
をが
流ら

と
く

狐
太を
兵か
衛た
はへ
何Eの
し木
「らに
向?ぬい
後f貌言ま
のにし
見てめ
せ様
し子既

太
兵
衛
又
日いづ

カ
た

「
東
国
は
何
方
に
あ
り
や
」

狐
頭
を
か
き
、

こ

の

さ

い

こ

く

「
此
狐
仲
間
に
、
箱
根
迄
を
西
国
領
と
し
箱
根
よ
り
東
を
東
国
の

を
き
亡

領
と
せ
し
提
な
れ
ば
、
東
国
の
事
は
し
れ
が
た
し
。
何
れ
箱
根
よ

寸

ま

い

す

り
東
に
住
居
仕
る
に
相
違
な
し
」

と
い
ひ
け
れ
ば
、

な
る
沼
い
と

成
程

にとな
入Vいば
け〉心
るつを
〉付1左
てあ

放我立る
ちに事
やしも
りらあ
けせら
れよん
ば」

フ
ち
な
き

狐
は
こ
ん
/
¥
と
打
鳴

叢
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こ
の此
思
報
じ
に

軍
兵
衛
西三
国E
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主
的
山
一
三
、
た

と
太
守
へ
申
上
、
家
来
数
多
引
つ
れ
、
上
方
さ
し
て
登
り
け
る
。

愛
に
先
達
て
筑
紫
権
六
が
供
に
な
り
し
日
向
与
兵
衛
と
い
ふ
手
下

そ
れ

v

よ
/
¥

の
者
、
途
中
に
て
足
を
痛
め
、
権
六
に
お
く
れ
け
れ
ば
、
夫
よ
り
所
々

此
度
三
浦
家
の
原
田
藤
兵
衛
、

上
方
へ

に
漂
泊
し
て
あ
り
け
る
が
、

の
ぼ
る
と
閣
て
、
こ
や
っ
ポ
一
金
銀
を
奪
ひ
と
ら
ん
と
、
道
中
あ
と
先

っ

き

そ

ひ

て

ん

山

町

や

r

D

二

一

一

き

た

て

ん

旬

ゃ

う

に
付
添
て
天
竜
川
ま
下
来
り
し
が
、
天
竜
の
船
渡
し
に
て
荷
物
を

い
U
い

か

と

つ

「

人

ゴ

ひ

ゆ

く

「

幸

な

り

」

と

跡

付

を

奪

、

か

け

行

を

、

家

来

と
追
か
け
追
取
ま
き
け
れ
ど
も
、

投
付
、
打
付
、

船
へ
運
ぶ
時
、

ど
も
見
つ
け
、

「
ゃ
れ
盗
賊
よ
」

手
だ
れ
の
与
兵
衛
、
事
と
も
せ
ず
、

九
V

ザ↓
a
り

に
荷
物
を
奪
ひ
取
、
茂
り
し
芦
原
へ
立
隠
れ
け
り
。
家
来
ど
も
大
に

驚
き
、
「
そ
こ
よ
愛
よ
」
と
尋
る
う
ち
、
芦
の
中
よ
り
声
高
く
、

と

つ

を

ん

ご

〉

ろ

41
寸

「
盗
賊
を
召
捕
た
り
。
御
心
易
か
れ
」

と
、
立
出
る
者
を
見
れ
ば
、
女
の
順
礼
な
り
。
小
脇
に
跡
付
を
ひ
っ

三
え
い
け
づ

だ
か
へ
、
か
の
与
兵
衛
を
い
ま
し
め
立
出
れ
ば
、
皆
々
悦
び
、
女
の

ど
ヲ
ゆ
フ

強
勇
を
感
じ
、
主
人
藤
兵
衛
が
前
に
ぞ
引
す
へ
け
る
。
藤
兵
衛
、
駕

ょ
せ
付
ず
、
終

よ
り
立
出
、
比
女
を
見
れ
ば
女
房
小
藤
也
。
大
に
驚
き
け
れ
ど
も
人

目
あ
れ
ば
議
と
し
ら
ぬ
体
な
れ
ば
、
女
一
房
も
夫
伊
兵
衛
を
見
て
大

な

は

っ

き

ひ

っ

た

て

に
仰
天
し
て
、
互
に
し
ら
ぬ
貌
に
て
、
藤
兵
衛
縄
付
を
引
立
、
女

も
ろ
と
も
浜
松
の
宿
へ
来
り
、
天
竜
の
や
う
す
を
尋
け
れ
ば
、
与

兵
衛
い
ひ
け
る
は

あ

と

づ

け

ぬ

す

み

よ

戸

こ

み

「
跡
付
を
盗
、
芦
の
阜
へ
逃
込
し
に

も
ろ
あ

恩
ひ
が
け
な
く
女
に
諸
足

を
な
が
れ
し
ゅ
へ

い
ま
し
め
ら
れ
け
る

よ
し
な
り

又
、
家
来

「ど
夫も
の女
1l'を
衛詮
を義

尋 T

Zほ
の

な
る
が

d

ゃ
ぐ

v

ば

ら

く

♂

}

痛

に

て

暫

芦

の

中

に

伏

た

る
に
、
『
盗
賊
よ
』
と
呼
は
り
給
ふ
声
に
目
を
開
し
と
こ
ろ
へ
此
者

は

せ

ご

み

よ

や

冷

ル

馳
込
候
ゆ
へ
、
召
捕
」
よ
し
申
け
れ
ば
、
「
女
に
似
合
は
た
ら
き
な

A
は
}
消
化
咋

さ
て
与
兵
衛
を
拷
問
し
け
れ
ば
、
初
の
程
は
言

ヤ齢、 一司一-

-~- 二戸

り
」
と
称
美
し
、

家は
へざ

絃72り
げれし
ょーふ刀、
イ'T~ …、

L、

か

り

足
品ン

痛5筑
て紫
後?権
オc -;に
けが
る手
よ下
しに
白て
状
し
け

厳
し
く
問
は
れ
て

浦

筑
紫
権
六
と
い
ふ
盗
賊

な
り
」
と
初
て
是
を
し
り
、
猶
も
厳
し
く
い
ま
し
め
置
、
夜
更
、
人
静

ま
り
で
、
密
に
女
房
小
藤
に
逢
、

れ

ば

「
掠
は
倉
橋
左
門
と
い
ふ
雑
掌
は

ハ
リ円/

「とり「
番尋、く

人け此主ら
のれ帯2が
隙三ば;ごり
を ーは目黒
伺女毛主主に
ひ房v1て

抜?同庁予
出 る子
ぞソ
」れ
し
と
閣T
Jコ
る
が

い
か
正
し
て
助
か

つ

ま

た

づ

ね

夫

の

行

衛

を

尋

し

に

不
思
議
に
廻

り
逢
ひ
け
る
事
の
嬉
し
さ
よ

に
よ
d
う

一

三

〉

ろ

杉
谷
も
女
房
が
志
さ
し
を
悦
び
、

あ

や

ま

づ

「
し
か
ら
ば
上
方
へ
連
行
ん
は
危
ふ
か
る
べ
し
。
一
先
鎌
倉
へ
送
り

む

が

土

ト

つ

遣
は
し
、
我
帰
り
を
待
べ
し
」

と
、
悦
び
涙
に
く
れ
け
る
。



関
金
助
、
筑
紫
権
六
と
名
乗
る
話

夫
よ
り
公
に
は
筑
紫
権
六
が
人
形
画
以
て
国
々
津
々
浦
々
迄

プ

¥

}

ろ

さ

や

さ

フ

力

予

r

厳
敷
詮
義
あ
り
け
り
。
関
宿
城
木
屋
金
助
方
へ
も
右
の
人
相
書
触
あ

り
け
る
。
金
助
大
に
驚
き
、
女
一
房
小
ま
ん
を
召
呼
、
噴
き
け
る
は
、

コ
引
、
の
ち
こ
の
た
び
¥
ん
)
ん

「
筑
紫
権
六
ど
の
に
預
り
し
我
命
、
此
度
返
進
す
る
時
節
来
れ
り
。

転
は
こ
れ
よ
り
筑
紫
権
六
と
名
の
り
て
京
都
へ
出
ν

べ
し
。
蛇
体
仕

お
き置
に
な
り
し
跡
、
汝
は
な
が
ら
へ
大
道
寺
家
の
行
末
を
も
見
と
£
け
、

夏
子
の
御
身
の
上
い
か
£
な
り
た
ま
ふ
ぞ
尋
ま
い
ら
せ
、
と
も
六
¥

わ

が

み

ら

い

御
力
と
な
り
一
我
勘
当
を
も
御
免
を
願
ひ
な
ば
黄
泉
よ
り
悦
ぶ
ベ
し
。

此
金
子
廿
両
は
大
く
の
大
小
を
盗
み
と
り
、

ι川
駅
監
た
る
ん
円
7

わ
な
れ

4a

ニ

ゆ

ば
、
御
手
に
渡
し
、
御
不
自
由
な
き
ゃ
う
に
す
べ
し
。
ほ
の
か
に
開

と
、
翌
日
家
来
差
添
へ
駕
に
て
鎌
倉
へ
(
挿
画
叫
)
送
り
遣
し
拐

め

}

つ

れ

お

〉

や

け

与
兵
衛
を
召
連
、
上
京
し
て
公
へ
引
渡
し
、
筑
紫
権
六
義
、
金
子

三
千
両
何
と
り
し
趣
き
訴
へ
け
れ
ば
、
伝
に
も
驚
給
ひ
、
人
世
主

を
以
て
諸
国
へ
触
給
ふ
。
原
田
藤
兵
衛
は
梅
津
家
雑
掌
へ
立
入
、

き
ん
/
¥

金
銀
を
も
っ
て
偽
り
の
婚
姻
あ
り
し
事
を
頼
み
け
れ
ば
、
中
将
殿
も

当
時
勢
ひ
盛
ん
の
三
浦
家
を
り
。
殊
に
多
く
の
金
銀
を
俸
給
ひ
、
し

す

ま

一

4

こ
れ
ま
つ
七
〈

ら
ぬ
迫
(
貌
)
に
済
し
給
ひ
け
る
。
是
全
、
原
田
が
好
智
よ
か
出

し
事
な
り
け
り

挿画 24
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ば
、
大
坂
朝
比
奈
藤
兵
衛
か
た
に
お
わ
す
よ
し
な
れ
ば
、
ヵ
川
町
々
我

に
代
っ
て
御
奉
公
大
切
に
す
べ
し
」よよ
ほ

う

な

げ

き

女
一
房
小
ま
ん
が
歎
は
大
か
た
な
ら

と

つ
ば
ら
に
教
へ
け
れ
ば

ず

、

、

一

「
成
ほ
ど
一
々
御
尤
の
一
仰
せ
の
こ
と
な
れ
ど
も
、

の
う
へ
、
行
衛
し
れ
じ
と
い
ふ
に
も
あ
ら
ず
。
芙
上
、

}

ぷ

ご

み

あ

は

せ

ま

ち

ふ
に
も
あ
ら
ね
ば
、
今
暫
く
見
合
、
時
節
を
待
給
は
れ
」

と
い
ひ
け
れ
ば
、
金
助
声
あ
ら
〉
げ
、

か

}

ん

せ

ん

ピ

つ

わ

が

て

「
命
の
親
に
て
な
き
と
は
不
審
な
り
。
先
達
て
我
手
を
と
ら
へ
て
段

い

汁

ん

三

こ

と

忍

ね

み

々
の
異
見
、
実
に
骨
身
に
通
っ
て
忘
れ
か
た
し
。
其
時
一
討
に
成

と
て
も
、
我
身
よ
り
出
た
る
事
な
れ
ば
詮
か
た
あ
る
べ
か
ら
ず
。
主
〈

芯
を
り
ま
で

う
へ
小
袖
、
大
小
、
羽
折
迄
給
は
る
事
、
此
上
の
有
べ
か
ら
ず
。
『
義

を
見
て
せ
ざ
る
は
勇
な
し
』
と
孔
子
も
の
た
ま
へ
ば
、
此
度
我
身

き
た

i

刀

な

ら

ず

/

¥

た

「

く

こ

と

も

}

わ

が

こ

〆

一

d

そ
む

の
死
す
べ
き
時
来
れ
り
。
必
々
、
歎
事
な
か
れ
。
若
、
我
詞
に
背

ゑ
ひ
/
¥

く
に
お
ゐ
て
は
未
来
永
々
夫
婦
の
縁
を
切
べ
し
」

と
怒
り
け
れ
ば
、
女
房
小
ま
ん
も
や
う
ノ
¥
得
心
し
て
、

「
し
か
ら
ば
、
我
大
坂
へ
立
越
、
姫
君
の
御
介
抱
申
べ
し
。
何
卒
短

気
を
な
さ
ず
と
も
命
を
一
一
全
ふ
し
て
た
び
た
ま
ま
へ
」

と
、
尽
ぬ
一
夜
を
袖
に
包
み
、
名
残
お
し
げ
に
小
万
は
大
坂
さ
し
て

こ
h

ろ
や
J
1

の
ぼ
り

旅
立
け
れ
ば
、
金
助
『
今
は
心
易
し
』
と
用
意
し
て
京
都
に
登
、

権
六
と
の
御
身

命
の
親
と
い

ゃ
く

ν

よ

い

て

執
権
秋
田
城
之
助
ど
の
与
公
薪
へ
出
け
る
。
其
日
の
装
束
に
は
黒
羽

も

ん

つ

き

は

を

り

つ

け

二
重
の
小
袖
に
橘
の
紋
付
、
同
じ
黒
羽
二
重
の
羽
折
に
同
じ
紋
を
付
、

ち

ゃ

う

の

ぎ

ん

と

y
b
ヘ

下
に
白
小
袖
、
茶
宇
袴
に
銀
捺
の
大
小
、
橘
の
紋
付
し
を
横
た
へ
、

さ

か

や

き

と

り

つ

ぎ

い

〉

い

れ

髪
月
代
ま
で
を
立
派
に
し
て
玄
関
へ
通
り
、
取
次
を
以
て
言
入
け
る

こ

の

ほ

ど

と

孔

あ

る

も

う

T

は
、
「
此
程
御
尋
有
之
筑
紫
権
六
と
申
盗
賊
に
て
御
ざ
候
。
此
問

ゃ

う

/

¥

か

み

あ

づ

か

る

ぎ

お

そ

れ

い

り

っ

き

な

の

り

い

て

も

つ

〕

漸
承
り
、
上
の
御
苦
労
に
預
義
、
恐
入
候
に
付
、
名
乗
出
申

の

さ

む

ら

い

候
」
と
、
さ
も
悠
然
と
宣
べ
け
れ
ば
、
取
次
の
侍
も
大
に
驚
き
な

J

ん

ひ

ん

を

ん

ふ

れ

ち

が

が
ら
其
人
口
聞
を
見
れ
ば
、
御
触
の
趣
き
に
も
違
は
ざ
る
や
う
に
て
、

も

ん

つ

き

は

を

り

殊
に
大
小
紋
付
の
小
袖
羽
折
に
至
る
迄
、

手
ザ
ゃ
う
も
ん

定
紋
な
り
け
れ
ば
、

ぜ
ば
し

「
暫
ひ
か
へ
侯
よ
。

山、 一一一一
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一日

ま
が
ふ
か
た
な
き
権
六
が

72 

申
上
ん
」

「と
神
妙殿
にに
名な伺

乗号ひ
出与け
るれ
もば
び〉、

か
な

ご
で
R

ほ

ろ

と

り

あ

げ

御
定
法
な
れ
ば
大
小
を
取
上
、
縄

を
か
く
べ
し
」

と
あ
り
け
る
ゆ
へ
、
右
の
趣
き
言
問
せ
、
高
手
小
手
に
い
ま
し
め
け

そ

れ

ご

ぜ

ん

ひ

き

い

だ

を

〉

つ

る
。
夫
よ
り
御
前
へ
引
出
し
見
給
ふ
に
、
美
麗
の
男
な
れ
ば
、
大

に
感
じ
、
「
盗
賊
な
ど
す
べ
き
人
柄
な
ら
ず
」

と
噴
き
あ
い
け
る
。

い
よ
/
¥

其
後
、
同
類
ど
も
御
詮
義
あ
り
け
れ
ど
も
、
黙
し
て
答
へ
ず
。
弥

こ
と
ば
っ
さ

厳
し
く
拷
問
し
給
ふ
に
、
東
国
の
者
の
や
う
な
る
詞
付
な
れ
ば
、

西
国
唯
り
東
国
唯
り
の
相
違
よ
り
人
違
の
や

少
し
疑
ひ
か
〉
り
、



う
に
取
沙
汰
あ
り
け
れ
ば
、

ひ

き

だ

「
封
髭
て
召
捕
ら
れ
し
手
下
の
与
兵
衛
を
引
出
し
、
応
対
さ
す
な
ら

ぜ
つ
ふ

ば
実
否
(
挿
画
お
)
は
し
る
べ
し
」

と
評
定
あ
り
、
双
方
よ
り

R
M引
出
し
、
対
決
に
及
び
け
る
時
、
与

兵
衛
、
金
助
が
貌
得
と
見
て
大
に
驚
き
た
る
さ
ま
な
れ
ば
、
金
助
早

く
声
を
か
け
、

-
町
、
一
川
え
ま
な
ど
い
ひ
一
て
一
旦
助
ん
と
思
ふ
な
る
べ
か
ら
ん
が
、

}

ょ

せ

ん

わ

れ

所
詮
天
の
網
の
が
れ
ぬ
我
な
れ
ば
、

必
ず
あ
り
や
う
に
白
状
し
て
い

つ
は
る
事
な
か
れ

と
い
ひ
け
れ
ば
、
与
兵
衛
と
く
と
思
案
す
る
に
、せ
ん
だ
っ

『
関
の
町
、
旅
寵
屋
の
亭
主
な
り
け
れ
ば
、
先
達
て
の
や
う
す
は

し
る
。
拐
は
彪
も
の
、
す
棋
の
恩
を
報
ぜ
ん
と
名
の
り
出
し
も
の
な

ら
ん
』

ら「と
せ成
ん程心
と首b に

友f領2感
長二の令 r
へ仰jレ
ジの『

も通掠
り々

イ可殊品
卒勝?
ーな

日る
い人
っか
わな

zl 
御ー

《プヤユt

命百台三
やって

助 zzy
参

つ
く
ハ
¥
と
思
ひ
廻
ら
せ
ば
、

の
が
る
べ
か
ら
ず
。
一
日
一
い
つ
わ
り
侯
て
も
終
に
は
尋
ね
出
れ
、

/

¥

ぞ

ん

ぜ

ま

っ

す

く

な

る

よ
抗
罪
の
重
く
な
ら
ん
事
を
存
て
真
直
に
申
上
ん
。
成
ほ
ど
筑
紫

権
六
に
畑
違
な
く
候
」

天
の
網

と
白
状
に
及
び
け
れ
ば
、
「
証
人
世
ぬ
る
上
は
相
違
な
し
」
と
評
義

白一、 一一一一
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き
ん
巳
つ

あ
り
て
、
既
に
近
日
死
罪
に
ぞ
極
り
け
る
と
な
ん
評
し
け
る
。

や

か

だ

た

ち

の

き

お

っ

て

と

し

ど

回
毎
館
を
立
退
、
牛
尾
左
謄
為
追
手
上
方
へ
登
る
話

か
く
て
杉
谷
伊
兵
衛
は
梅
津
家
を
首
尾
よ
く
取
賄
ひ
帰
国
仕
け

れ
ば
、
若
殿
の
悦
び
大
か
走
一
な
ら
ず
、
さ
れ
ど
倉
橋
左
門
と
名
乗
来

り
し
は
、
筑
紫
権
六
と
-
い
ふ
盗
賊
な
る
よ
し
聞
給
ひ
て
、
大
に
驚
き

回
毎
太
夫
は
其
事
を
間
て
、

給
ひ
け
る

『
拐
は
左
門
と
い
え
る
は
盗
賊
に
で
あ
り
け
る
か
や
。
其
か
た
を

み

そ

珍

か

た

ど

き

う

ち

す

ぎ

見
初
て
よ
り
片
時
忘
れ
ず
有
し
に
、
盗
賊
と
聞
て
其
俸
に
打
過
な
ば
、

お
れ
A
寸
土
帆
て

「
流
石
は
い
や
し
き
っ
と
め
の
も
の
な
れ
ば
、
文
迄
送
り
執
心
せ
し

に
、
盗
賊
と
聞
て
心
の
替
り
し
は
栄
耀
に
限
の
く
ら
み
し
-
と
、

d
づ

き

い

か

た

と

き

か
の
人
に
さ
げ
ま
れ
ん
も
恥
か
し
。
盗
賊
と
聞
て
は
片
時
も
此
や
か

た
に
ゐ
ら
れ
ず
。
権
六
の
跡
を
慕
ひ
、
兎
も
角
も
な
ら
ば
や
』

ふ

う

う

よ

や

か

だ

い

丹

、

ρ
づ
F

、

と
思
ひ
定
て
、
風
雨
の
は
げ
し
き
夜
、
館
を
ぬ
け
出
、
何
国
と
も

お

ち

ゆ

き

あ

〈

や

か

之

し
ら
ず
落
行
け
る
。
翌
れ
ば
館
の
騒
動
大
か
た
な
ら
ず
、
「
姫
君

見
へ
さ
せ
給
は
ぬ
」
と
の
事
な
れ
ば
、
荒
五
郎
殿
大
に
怒
り
給
ひ
、

ぜ

ゆ

ほ

ん

た

と

へ

「
に
く
き
女
め
。
外
心
の
出
来
て
出
奔
せ
し
に
極
っ
た
り
。
仮
令

雲
の
う
へ
迄
も
尋
出
せ
よ
」

あ

h

o

?

汁

と
、
牛
尾
左
膳
に
仰
せ
付
ら
れ
け
る
。
牛
尾
も
大
に
迷
惑
し
て
、
『
い

わ

か

み

お

ぼ

つ

D

か
さ
ま
此
者
を
尋
ね
出
さ
ず
ん
ば
、
我
身
の
う
へ
も
覚
遣
な
し
』
と
、

そ
れ夫
よ
り
旅
の
用
意
し

秩
人
数
多
召
連

上
が
た
さ
し
て
の
ぼ
り
け

の
世
の
中
な
れ
ば
、
当
時
執
権
職
な
る
三
浦
家
の

家
老
な
れ
ば
、
道
中
筋
、
そ
こ
よ
愛
よ
と
馳
走
あ
り
て
、
思
ふ
よ
り

た

づ

ぬ

フ

ち

わ

十

日
数
重
り
け
れ
ば
、
い
つ
し
か
回
毎
を
尋
る
事
を
も
打
忘
れ
、

v

よ

/

¥

も

て

な

v

所
々
城
下
に
饗
応
あ
り
、

る
に

権
門
第

白一、 -ー一一一
一日 -~ F 

金
銀
を
送
り
け
れ
ば

私
欲
第
一
の
牛
尾

な
れ
ば
、
五
日
六
日
の
逗
留
し
て
、
い
つ
上
京
せ
ん
事
を
は
か
ら
ず
、

徳
付
け
る
よ
と
心
嬉
し
く
、
三
十
日
計
に
な
れ
ど
も
東
海
道
の
半
に

も
い
た
ら
ず

金
銀
を
貧
り
く
ら
し
け
る
。

回
毎
危
難
に
逢
ふ

関
の
小
ま
ん
勇
力
の
話

や

か

た

ぬ

け

い

で

斯
て
回
毎
太
夫
は
足
を
は
か
り
に
館
を
抜
出
、
上
が
た
さ
し
て

あ

る

き

め

だ

ち

か

ご

登
り
け
る
が
、
昼
は
若
き
女
の
独
り
歩
行
な
ん
は
目
立
な
れ
ば
、
駕

う

ち

の

り

よ

あ

い

を
か
り
で
打
乗
、
夜
は
恐
ろ
し
き
は
い
か
計
な
れ
ど
も
、
権
六
に
逢

見
ん
事
を
力
草
に
、
た
ど
り
ノ
¥
て
坂
の
下
て
ふ
所
迄
来
り
け
る
。

に

よ

ぼ

う

を

つ

と

拐
は
金
一
助
が
女
房
小
ま
ん
は
、
夫
の
言
残
せ
し
夏
子
の
事
も
気

〕
ゃ
う
二

又
、
金
助
と
生
死
を
と
も
に
せ
ば
や
と
心
に
定
め
、
少

74一

遣
は
し
く

し
の
路
用
を
懐
中
し
て
出
け
る
が
、
往
還
は
人
に
貌
を
し
ら
れ
じ
と
、

又
、
人
に
し
ら
れ
し
身
な
れ
ば
あ
し
か
り
な
ん
と
伊
賀
越
へ
さ
し
か

よ

あ

か

あ

寸

〉
り
け
る
が
、
道
に
迷
ひ
、
と
あ
る
辻
堂
に
夜
を
明
し
、
『
翌
な
ん

上
方
へ
登
ら
ん
』
と
狐
格
子
押
開
き
、
地
蔵
尊
を
ぬ
か
づ
き
、
風



呂
敷
打
敷
て
、
暫
し
ま
ど
ろ
み
け
る
。
此
時
回
毎
太
夫
は
坂
の
下
よ

っ

ち

ゃ

ま

と

へ

か

ご

り
駕
を
か
り
、
士
一
山
へ
越
ん
と
し
け
る
に
、
此
駕
の
雲
介
ど
い
ふ
を

せ
ん

a
人

レ

ゆ

寸

い

誰
な
ら
ん
と
恩
へ
ば
、
先
年
忠
右
衛
門
、
四
郎
右
衛
門
を
欺
き
、
入
水

い

ま

ゅ

よ

干

つ

ゐ

つ

Z
ノ

せ
し
獄
門
の
庄
兵
衛
、
今
壱
人
は
船
越
十
右
衛
門
と
口
論
し
入
牢
せ

の

ら

せ

き

ほ

ト

ど

り

し
加
島
長
兵
衛
、
追
放
の
後
は
詮
方
な
く
、
関
、
坂
の
下
の
辺
に

を
ち
も
の

て
雲
介
を
な
し
け
る
に
ぞ
あ
り
け
る
。
回
毎
を
か
け
落
者
と
見
て
け

れ
ば
、
能
鳥
の
か
〉
り
ら
と
悦
び
、
二
人
目
ま
ぜ
し
て
士
山
へ
ゆ
か

こ

み

は

や

で
、
伊
賀
海
道
の
か
た
へ
駕
を
界
込
、
一
、
二
里
行
け
れ
ば
、
早
、

初
更
の
頃
也
け
る
。

た
ち
い
で

ば
、
回
毎
立
出
、

回
毎
を
出
し
ぬ
れ

や
ま
な
か

あ
た
り
を
見
れ
ば
人
里
は
な
れ
た
る
山
中
な
り
。

さ

は

こ

の

と

こ

ろ

な

一

い

『
こ
は
謀
ら
れ
し
』
と
胸
打
騒
ぎ
、
「
此
所
は
何
と
い
ふ
所
ぞ
」

之

づ

ぬ

こ

と

ゴ

と
尋
れ
ば
、
両
人
言
葉
を
揃
へ
、

「
-
愛
は
伊
賀
海
道
に
て
、
思
一
も
人
の
通
ふ
所
に
あ
ら
ず
。
其
元
を
麦

わ
れ
ら

へ
伴
ひ
し
は
、
我
等
存
分
に
慰
み
、
其
上
に
で
、
此
近
所
の
飯
も
り

う
り
わ
た

に
売
渡
さ
ん
た
め
な
り
」

と
聞
て
、

か
の
辻
堂
に
駕
を
お
ろ
し

両回
人毎
をは
伏Tあ
拝三き
みれ
では
、て

む

な

/

¥

ひ

と

こ

〉

ち

際
々
と
し
て
人
心
地
も
あ
ら
ざ
り

け
る
が
、

「
我
は
上
か
た
へ
し
る
べ
あ
り
て
登
る
者
な
れ
ば
、
何
卒
此
場
を
見

ゆ
る
し
給
へ
。
わ
ら
は
に
少
し
の
黄
金
あ
れ
ば
、
是
を
二
人
に
参
ら

ほ
ん
が
い
と

せ
ん
な
れ
ば
、
情
に
本
海
道
ま
で
送
り
給
は
れ
」

わ

あ

ざ

わ

ら

と
、
一
疾
と
と
も
に
詫
び
け
れ
ば
、
両
人
噺
笑
ひ
、

ろ

や

ろ

な

ん

ち

わ

れ

ら

「
其
路
行
は
汝
に
貰
は
ず
と
も
我
等
が
も
の
位
。

な
ま
も
の

d

ょ

っ

く

は

ん

ね

れ

ら

ど
渇
へ
し
生
物
を
賞
翫
せ
ん
。
我
等
か
ら
」

と
、
庄
兵
衛
、
回
毎
が
手
を
取
れ
ば
、
長
兵
衛
引
退
、

な

ん

ぢ

お

き

さ

き

た

は

む

わ

れ

「
汝
、
我
を
さ
し
置
、
先
へ
戯
る
こ
そ
片
腹
い
た
し
。
我
此
者
に

+

乙

め

わ

れ

さ

き

相
対
し
て
、
始
駕
を
か
し
た
れ
ば
、
我
こ
そ
先
な
り
」

た

が

ひ

そ

ぽ

き

ふ

ゐ

こ

の

ご

ろ

と
、
互
に
あ
ら
そ
ひ
を
傍
に
あ
り
て
閉
居
た
る
回
毎
が
心
、
『
頃
日

み

う

り

「

迄
一
二
浦
家
の
姫
君
と
多
く
の
ひ
と
に
か
し
づ
か
れ
ぬ
る
に
、
乞
児
人

ま
づ
/
¥
此
ほ

d 、一司一一一
~~~ _..--.-

の
如
き
も
の
に
肌
を
ふ
れ
ん
や
』
と
、
あ
ふ
ひ
に
叫
び
け
れ
ど
も
、

や
ま
ひ
こ

只
山
彦
な
ら
で
答
ふ
る
も
の
も
あ
ら
ず
。
両
人
は
打
笑
ひ
、

よ
あ
け
£
で

「
何
程
叫
び
狂
ふ
と
も
、
人
里
は
な
れ
た
る
辻
堂
な
れ
ば
、
夜
明
迄

わ
れ
ら

は
我
等
が
慰
み
物
な
り
。
騒
ぐ
事
な
か
れ
」

F
3
 

円

i

と「
し拐
かか、

たら庄
へば兵
の閥i衛
木をい
をもひ
折tつけ
ててる
ーは

二
を
定
む
べ
し
」

長
短
の
闘
を
持
へ
、
長
を
先
と
定
め

り

ゃ

う

こ

ん

な

が

け
れ
ば
、
長
兵
衛
も
「
尤
」
と
両
人
引
け
る
に
、
庄
兵
衛
長
き
を
引
勝

け
れ
ば

と「
し、

しざ
なや

だ
れ我
よと
れ枕
ばを
、か

飛与は
しし
さ給
イコ ノ¥

に

懐
貧1)
抜?
も
ち

寄
ら
l土、

突3
ん

と
し
た
る
に

両
人
も
て
あ
ま
し



「
今
は
得
心
づ
く
に
て
は
随
ふ
ま
じ
。
長
兵
衛
は
(
挿
画
お
)
両
手
を
押

J¥  

よ
と
、
懐
剣
も
ぎ
と
り
、
長
兵
衛
も
ろ
手
を
お
さ
へ
、
♂
庄
兵
衛
ゅ
う

ーちょ
n

き

つ

ね

か

エ

ザ

を

マ

ひ

ら

/
¥
と
立
寄
し
所
を
、
狐
格
子
さ
と
押
開
き
、
小
ま
ん
立
出
、
ま

づ
庄
兵
衛
を
二
、
三
間
投
の
け
、
「
是
は
」
と
か
〉
る
長
兵
衛
を
一
真

あ

て

ひ

き

お

こ

の
当
に
で
か
た
へ
に
の
め
ら
せ
、
田
毎
を
引
起
し
け
る
に
ぞ
、
田
毎

そ

の

ま

を

き

な

を

は
夢
の
心
地
し
て
悦
事
隈
り
な
し
。
其
問
に
庄
兵
衛
起
直
り
、

お
の
仁

「
己
、
何
や
つ
な
れ
ば
、
我
々
が
商
売
の
邪
魔
ひ
ろ
ぐ
」

つ

く

す

む

ぢ

や

う

な

げ

を

と

と
、
む
し
ゃ
ぶ
り
付
を
、
ひ
っ
ぱ
づ
し
、
数
十
丈
の
谷
底
へ
投
落
し
、

「掠
若
き田
女毎
のに

人リひ
け
る
は

ま
ず
物
語
給
へ

し、

か
な
る
訳予

て
上
方
f¥ 

登
り
給

供tふ
々えぞ
力や
と o -

な包

我
も
上
か
た
へ
登
る
も
の
な
れ
ば

とり
伴

頼さひ
母Z参
しら
くせ
言ん
ひ」

け
る

ぢ

ご

く

あ

ひ

回
毎
も
獄
士
に
て
地
蔵
尊
に
逢
ぬ
る

心
地
し
て

「
我
は
上
方
の
も
の
な
る
が
、
鎌
倉
へ
請
出
さ
れ
、
や
ご
と
な
き
身

な
り
は
ん
ペ

と
は
成
侍
れ
ど
、
筑
紫
権
六
と
い
ふ
人
を
見
初
、
館
を
忍
び
出
、

だ
づ
ね
斗
叫
ん
く

其
人
の
行
衛
を
尋
侍
る
」

と
物
語
仕
け
れ
ば
、

「
堺
は
左
様
に
候
か
や
。
其
権
六
と
い
ふ
人
は

我t
等つ

夫
婦
が
A恩
人

白一、 一一一一
--~ 
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26 画

cu 

句

d

挿



に
て
、
我
も
其
人
の
事
に
て
上
方
へ
の
ぼ
る
も
の
な
り
。
心
易
か
れ
。

た
ず
ね
あ
は

君
の
力
と
な
り
て
、
其
人
を
尋
逢
せ
参
ら
せ
ん
」

と
、
い
と
頼
母
し
く
う
け
や
ひ
け
れ
ば
、
回
毎
は
嬉
し
さ
限
な
く
、

な

に

ぶ

人

お

な

さ

け

「
何
分
君
の
御
情
を
頼
み
参
ら
す
る
」

と
て
、
打
連
上
方
へ
の
ぼ
り
け
る
。

夫
よ
り
大
坂
へ
来
り
、
兼
て
聞
伝
へ
し
朝
比
奈
の
藤
兵
衛
を
尋
ね
、

ひ

め

あ

ふ

一

藤
兵
衛
井
姫
夏
子
に
逢
て
委
細
を
尋
ね
け
る
に
、
今
は
船
越
十
右
衛

み

つ

け

も

ろ

こ

の

門
情
に
て
身
請
し
、
清
十
郎
諸
と
も
此
家
に
あ
る
よ
し
物
語
給
へ

ば
、
小
ま
ん
も
悦
、
を

ん

み

「
し
か
ら
ば
主
君
の
御
身
に
は
多
く
の
人
々
力
と
な
り
給
へ
ば
心
安

み

づ

か

九

な

の

り

し
。
我
夫
金
助
、
筑
紫
権
六
殿
の
恩
の
為
に
白
権
六
と
名
乗
て

同

や

}

を

き

京
都
へ
出
ら
れ
た
れ
ば
、
最
早
近
々
仕
置
も
あ
る
べ
し
。
わ
ら
ば
も

夫
と
同
じ
道
の
刑
を
行
わ
れ
ん
志
な
れ
共
、
姫
君
の
御
事
、
夫

の
頼
ゆ
へ
、
今
ま
で
は
な
が
ら
へ
侍
る
。
此
上
は
一
日
も
早
く
夫

と
同
罪
に
な
り
た
く
侯
。
又
、
此
女
中
は
筑
紫
権
六
殿
を
恋
慕
ひ
、

さ
ま
六
¥
と
憂
難
儀
を
し
て
此
所
迄
伴
ひ
参
り
た
り
。
何
卒
権
六

殿
の
あ
り
家
を
閣
出
し
、
送
り
届
給
わ
れ
」

と
頼
み
け
れ
ば
、
藤
兵
衛
も
感
心
し
て
、

「
成
ほ
ど
、
権
六
の
事
は
船
越
十
右
衛
門
、
こ
れ
も
恩
に
成
た
れ
ば
、

円

き

や

は

あ

り

か

一

た

づ

ね

と

￥

け

ま

っ

そ

孔

ま

で

此
人
に
引
合
せ
、
有
家
を
尋
、
送
り
届
参
ら
せ
ん
。
先
夫
迄
は

罷t;=uと廿Z
-り A 、-=が
封」寸レ

辰巳懇1預i
l土町; ろり

んぜよ三里
~ /...，..口

m けし
U れ」
て〉
ば

残

す 11、
事主
もん

侍Eは
ら八境
ね〕、

ば

一
日
も
早
く
京
・
へ

と
、
夏
子

ひ

き

で

〉

ぬ

き

回
毎
が
引
と
む
る
袖
ふ
り
は
な
し
出
行
け
る
。

浪
花
侠
夫
伝
巻
之
四
畢

ザ、←一一一

一-
-<----

浪
花
侠
夫
伝
巻
之
五

月

i
η
J
 

遠
州
佐
夜
中
山
麓

栗
校
亭
鬼
卵
述

ニ

ん

せ

い

け

ん

さ

い

け

い

を

こ

な

は

秋

田

城

之

介

仁

政

賢

才

筑

紫

権

六

刑

に

行

る

〉

話

d

ょ

に

い

わ

く

て

い

ご

」

う

つ

ん

で

三

と

を

ず

も

と

め

そ

の

}

ゃ

う

を

つ

と

め

あ

る

を

ゑ

き

く

よ

、

ふ

っ

と

む

古

書

日

「

程

功

積

事

而

不

求

其

賞

務

有

益

於

国

務

あ

る

と

と

す

く

ふ

ひ

ζ

を

有

済

於

人

」

。

あ

き

た

ν
や
ろ
の
す
〆

愛
に
京
都
将
軍
(
注
お
)
の
執
権
秋
田
城
之
介
と
い
ふ
人
あ
り
。

こ
の
き
み

博
学
多
才
に
し
て
仁
政
あ
る
ゆ
へ
、
「
此
君
の
た
め
に
命
を
と
ら
れ

も

ろ

/

¥

つ

み

ん

ど

あ

ひ

あ

る

ひ

ご

み

℃

ん

ん
は
お
し
か
ら
ず
」
と
、
諸
の
罪
人
も
言
ひ
合
け
る
。
或
目
、
御
門

へ
い
と
う
つ
く
し
き
女
の
来
り
て
、

「
我
は
筑
紫
権
六
が
女
房
に
て
侍
る
。
何
卒
夫
権
六
諸
と
も
罪
に



よ
ろ
ぱ
く

行
は
れ
ん
事
を
願
ひ
て
は
る
介
¥
と
参
り
た
り
。
宜
披
露
し
給
は

れと
、
わ
ろ
び
れ
た
る
気
色
な
く
い
ひ
入
け
る
に
ぞ
、

J

珍

ザ

い

だ

ひ

と

と

を

り

た

づ

ね

こ

ん

ど

と

う

/

¥

間
召
、
出
し
て
一
通
尋
給
ふ
に
、
一
言
語
の
満
々
た
る
事
、
男
子

ま

づ

あ

が

や

お

き

ょ

ふ

げ

も
及
ば
ざ
れ
ば
、
深
く
称
じ
給
ひ
、
先
揚
り
屋
へ
入
置
、
拐
、
夜
更
、

}

づ

ま

}

ら

す

ひ

き

い

だ

か

た

へ

人
静
り
て
両
人
を
白
砂
へ
引
出
さ
せ
、
傍
の
人
を
払
ひ
給
ひ
て
宣

城
之
介
ど
の

「ひ
先fけ
達三る
では
其Z
方"
義ぎ

筑
紫
権
六
と
名
乗
、
同
類
の
者
も
相
違
な
し
と

ち

が

ひ

こ

と

こ

ん

て

う

に

よ

ぼ

う

い
ふ
な
れ
ば
、
権
六
に
相
違
も
あ
る
ま
じ
。
殊
に
今
朝
、
女
房
同
罪

な

の

り

い

づ

い

よ

/

¥

に
な
り
た
き
と
て
名
乗
出
る
に
て
、
弥
権
六
に
紛
れ
な
し
」

と
、
高
声
に
宣
ひ
、
拐
、
士
戸
を
ば
ひ
そ
め
、

う

け

い

の

ち

つ

か

は

お

よ

そ

「
其
方
義
、
い
か
な
る
恩
を
受
て
、
か
く
命
を
遣
し
け
る
ぞ
。
凡
、

た

つ

と

い

の

ち

そ

れ

人
の
尊
き
第
一
と
い
ふ
は
命
な
り
。
夫
に
代
ら
ん
と
す
る
両
人
が

ぁ
1

v

心
底
、
包
ま
ず
語
る
ベ
し
。
悪
く
は
計
ひ
申
ま
じ
」

み

ぜ

ん

い

ち

ど

ん

か

ほ

み

あ

は

J

あ
き

と
、
未
前
を
察
し
た
る
一
一
一
一
一
ロ
に
、
両
人
貌
見
合
、
忙
れ
居
た
り
け
る

め

い

ち

あ

d

が
、
『
所
詮
か
〉
る
明
智
の
君
に
隠
し
て
は
悪
か
り
な
ん
』
と
、
権

か

う

せ

き

ぬ

す

み

六
が
行
跡
会
一
語
り
、
又
、
主
人
の
為
に
盗
せ
し
に
、
権
六
に
恩
を
受

い

の

ち

た

す

が

に

よ

ぼ

ろ

を

つ

と

て
命
を
助
り
し
始
末
あ
り
の
ま
〉
に
語
り
け
れ
ば
、
女
房
は
夫

こ
と
ば

rノ
み

と

〉

げ

を

つ

と

め

い

ど

の
詞
に
随
ひ
、
主
の
姫
君
を
見
届
、
夫
と
同
罪
に
な
り
、
迷
途
の

な
の
り
い
で

友
せ
ん
と
自
ら
名
乗
出
し
ゃ
う
す
、

つ
ま
び
ら
か
に
語
り
け
れ
ば

城
之
介
と
の
甚
感
(
草
山
)
じ
た
ま
ひ

「
盗
賊
の
中
に
も
か
〉
る
仁
義
の
者
も
あ
り
け
る
か
や
(
注
さ
。

と

と

さ

ら

そ

の

は

う

ち

フ

い

の

ち

殊
更
其
方
、
忠
の
為
に
盗
賊
な
し
、
権
六
が
義
に
感
じ
て
(
注
ぬ
)
命

に

よ

な

に

と

ぞ

た

寸

打

を
差
出
す
事
、
女
ぼ
う
が
貞
心
、
感
ず
る
に
余
り
あ
り
。
何
卒
助

を

ん

き

旨

き

ゃ

う

)

ゆ

た
き
も
の
な
れ
ど
も
、
将
軍
(
注
虫
の
御
聴
に
達
し
、
筑
紫
権
六
桑
首

だ

い

珍

い

い

よ

/

¥

め

う

に

ち

怠
命
(
注
幻
)
あ
る
う
へ
は
力
な
し
。
弥
明
日
は
獄

ら

ま

た

て

」

は

ぢ

し
か
し
首
を
街
に
さ
ら
し
、
死
恥
を
見
せ
ん
よ

d 、 一一一- " 
_..--，~~ 子一

す
べ
き
旨

門
に
行
ふ
な
り
。

り
、
毒
呑
て
死
、
へ
し
。
し
か
ら
ば

E
Z
牢
死
せ
る
も
の
な
れ
ば
(
注

き

ゃ

う

〕

ゆ

お

よ

ぶ

こ

れ

わ

が

す

ん

〕

に

よ

ほ

う

お
)
、
集
首
に
は
及
ま
じ
。
是
せ
め
て
(
注
主
我
寸
士
山
な
り
。
女
房

め

う

ぽ

ん

す

ご

あ

い

だ

は
明
晩
死
骸
を
鳥
辺
野
へ
捨
ん
問
、
宜
し
く
葬
り
遣
わ
す
べ
し
。

死
を
止
り
、
尼
法
師
と
も
さ
ま
を
替
へ
て
、
夫
の
菩
提
を
弔
ふ

ぜ

か

る

と

き

も

は

や

さ

へ

べ
し
。
然
時
は
最
早
(
注
お
)
権
六
が
名
は
消
う
せ
て
、

78-

汝
、
か
恩
を

報
ず
る
に
足
れ
り
。
心
得
た
る
か

E
E」

お

〉

せ

と

び

と
仰
け
れ
ば
、
金
助
思
わ
ず
飛
し
さ
り
、

あ
り
か
た
き
を
ん
は
か
ら

「
難
有
御
計
ひ
。
名
も
な
き
我
々
如
き
の
者
、
死
後
の
恥
を

お
ぼ
d

吟

レ

く

だ

く

は

う

た

い

を

ん

し

ひ

め

フ

て

う

思
召
下
さ
る
〉
段
、
広
太
の
御
慈
悲
な
り
。
明
朝
は
潔
く
毒
(
注

。

れ

あ

い

は

て

も

う

す

に

よ

ぼ

う

む

か

な

き

が

ら

訂
)
に
触
て
相
果
申
べ
し
。
女
房
は
君
の
仁
心
に
随
ひ
、
我
亡
骸

と
む
ら

を
葬
り
跡
を
弔
ふ
ベ
し
」

と
、
一
棋
な
が
ら
に
述
べ
け
れ
ば

女2
只房T
伏では
b、い

沈』LLE
む圭

計?Z
r ?; 
と

夫?

の
遺
言
に
死
す
る
事
も
叶
は
ね
ば

城
之
介



違
は
あ
る
ま
じ
』
と
心
を
極
め

む
ら
生
茂
た
る
中
よ
り
、

「
女
房
/
¥
。
小
万
ノ
¥
」

う
ち
た
を

と
呼
声
す
。
女
心
な
れ
ば
「
あ
〉
」
と
い
ひ
て
打
倒
る
べ
き
が
勇

気
あ
る
小
ま
ん
な
れ
ば
、
億
せ
し
色
も
な
く
、

さ

の

た

ま

一

を

つ

と

「
左
宣
ふ
は
夫
金
助
ど
の
幽
霊
に
て
ま
し
ま
す
か
や
。
此
世
は
か

り
の
世
な
れ
ば
長
き
未
来
を
楽
し
み
、
成
仏
し
玉
ひ
南
無
阿
弥
陀

お
と
こ
で
て

金

助

、

小

万

侠

客

と

な

る

は
な

v

井
か
し
く
、
小
万
を
頼
む
語

み

こ

ち

こ

〈

止

ん

て

い

夫
よ
り
金
助
、
小
ま
ん
は
大
坂
へ
立
越
し
が
、
令
助
が
面
体
「
其

俸
に
あ
ら
ん
は
城
之
介
殿
へ
恐
れ
な
り
」
と
、
貌
に
う
る
し
を
さ
し
、

天
窓
を
剃
下
げ
、
名
を
は
ん
じ
物
の
喜
兵
衛
と
改
け
れ
ば
、
女
房
は

来
り
し
に
、
牢
死
せ
る
こ
そ
残
念
な
れ
」

お

配

す

み

も

と
つ
ぶ
め
き
て
、
己
が
住
家
に
帰
り
け
る
。

よ

よ

よ

ど

仏

三

を

っ

こ

な

き

が

ら

ほ

っ

む

ら

夜
に
入
、
ぱ
、
女
一
房
は
せ
め
て
夫
の
亡
骸
を
葬
ん
と
心
細
く
も

な
き
が
ら

鳥
辺
野
に
来
り
て
、
そ
な
た
こ
な
た
と
見
廻
せ
ば
、
死
骸
と
て
も
あ

ぜ

よ

や

も

す

ぎ

ょ

っ

な

り

ν

が

い

き

た

ら
ず
、
早
初
夜
過
、
四
ツ
に
成
け
れ
ど
も
、
死
骸
を
も
ち
来
ら
ず
。

ho
ふ
せ

さ
れ
ど
も
『
か
〉
る
仁
義
の
殿
の
仰
こ
と
な
れ
ば
、
よ
も
や
相

よ

d

ま

で

ま

ち

す

〉

き

夜
半
の
頃
迄
待
け
る
に
、
薄
一

と
涙
な
が
ら
に
伏
拝
み
け
れ
ば
、
小
万
は
猶
更

「
死
給
ひ
し
と
思
ふ
夫
の
斯
て
お
わ
す
る
事
も
君
の
御
情
な
り
。

ま

づ

た

ち

こ

へ

き

み

此
上
は
一
先
大
坂
へ
立
越
、
夏
子
君
の
御
力
に
な
り
、
敵
を
も
討
せ

申
さ
ん
」

と
打
つ
れ
浪
花
を
さ
し
て
急
ぎ
け
る
注
必

を
ん
こ
へ

と
の
御
声
高
く

そ

れ

ひ

き

た

て

「
夫
、
引
立
よ
」

と
、
下
部
を
召
て
、
両
方
へ
引
わ
け
、
寝
所
へ
入
ら
せ
給
ひ
け
る
。

あ

く

ご

ぐ

t
ん

を

こ

な

く

メ

J

ゆ

明
れ
ば
権
六
獄
門
に
行
は
る
〉
と
て
三
条
通
、
四
条
通
、
群
集

を
な
し
け
る
に
、
権
六
牢
死
せ
し
と
て
獄
門
台
と
高
札
の
み
粟
田
口

4~ふり

(
注
お
)
に
建
け
れ
ば
、
是
一
一
を
よ
む
も
の
、

「
権
六
は
仁
科
ぃ
一
ι

つ
の
美
界
一
な
り
と
配
つ
る
故

は
る
六
¥
と
見
物
に

に
酪
町
し
き
り
に
て
前
後
を
覚
へ
ず
。
其
内
に
此
所
へ
連
レ
来
リ
し

よ

d

み

ぷ

ゴ

初

ゑ

ひ

さ

ぜ

に
や
覚
へ
な
し
。
今
ほ
ど
夜
あ
ら
し
の
身
に
浸
て
初
て
酔
覚
、
あ

た
り
を
見
れ
ば
、
汝
が
打
歎
き
し
あ
り
さ
ま
な
れ
ば
、
掠
は
是
は
鳥

三

〉

ろ

つ

き

あ

り

部
野
な
ら
ん
と
心
付
ぬ
る
な
り
。
さ
る
に
で
も
君
の
仁
心
有
が
た

よ

さ
。
い
つ
の
代
に
報
じ
奉
ら
ん
」

Q
U
 

【

J' 白一、 一一ーザ
~~~ _..--.-

仏」と
称
へ
け
れ
ば
、
金
助
立
出
、

ずつ

i

わ

れ

い

ま

だ

ゴ

ん

て

う

「
実
に
我
未
死
せ
ず
。
今
朝
毒
薬
を
た
ま
ふ
ゆ
へ
只
今
国
最
期
なのむ

り
と
(
注
お
)
観
念
し
て
呑
け
る
に
、
蜜
の
如
き
美
酒
な
り
。
是
を
呑



あ
ら
た
め

奴
の
小
ま
ん
と
改
、
朝
比
奈
藤
兵
衛
、
黒
船
、
鐘
、
根
津
な
ど
の

な

か

ま

い

り

き

ひ

や

う

へ

を

ど

け

こ

ど

も

た

は

む

札

仲
間
へ
入
、
是
よ
り
喜
兵
衛
は
稽
哲
一
口
(
滑
稽
)
を
旨
と
し
て
小
児
の
戯

あ

ら

た

め

な

か

ま

と

う

け

、

昔
の
さ
ま
を
改
け
る
ゆ
で
仲
間
の
道
外
方
と
ぞ
(
注

を
な
し
、

孔
)
も
て
は
や
さ
れ
け
る
。
、
一

め

う

戸

ん

か

千

ノ

お

と

三

省

た

て

な

か

三

も

ふ

守

こ

の

た

び

其
頃
、
妙
見
講
と
て
侠
-
客
一
の
社
中
月
々
に
詣
て
け
る
が
、
批
度

ね

つ

の

一

ぽ

九

は
根
津
四
郎
右
衛
門
、
奴
の
小
万
が
番
に
当
り
け
れ
ば
、
両
人
は

い

て

た

ち

と

も

そ

う

花
や
か
に
出
立
、
奴
の
小
ま
ん
は
「
参
ら
せ
候
か
し
く
」
の
虚
無
僧

つ

行

ち

ゃ

く

4

ゃ
れ
カ
う
ペ

の
紋
所
を
付
、
着
し
け
れ
ば
、
根
津
四
郎
右
衛
門
は
骸
骨
の
紋

ち

ゃ

く

な

じ

み

付
の
小
袖
を
着
し
、
帰
り
に
は
四
郎
右
衛
門
駅
浸
な
り
け
れ
ば
、

よ

び

く

み

曾
根
崎
新
地
に
で
か
し
く
を
呼
、
沼
汲
か
は
し
遊
び
け
る
が
、
か
し

は
d

め

あ

ひ

さ

か

ん

く
は
奴
の
小
万
に
初
て
逢
け
る
が
、
婦
人
に
似
合
ぬ
義
気
の
盛
な

え

の

も

わ

が

か

七

き

う

ち

る
を
頼
母
し
く
思
ひ
、
『
何
卒
我
心
の
底
を
あ
か
し
、
復
讐
の
事

}

の

ひ

と

ね

ゃ

い

つ

を
頼
ま
ん
は
比
人
な
ら
で
は
な
し
』
と
、
習
に
入
て
四
郎
右
衛
門
に

い
ひ
け
る
は
、

「
君
と
不
計
馴
参
ら
せ
て
よ
り
、
我
心
を
察
し
給
ひ
て
、

の
枕
を
も
か
わ
し
給
は
ず
。
殊
に
深
き
願
を
も
達
し
給
わ
ら
ん
と

を
ん
こ
〉
ろ

の
御
志
、
い
つ
の
世
に
か
わ
す
れ
参
ら
せ
ん
。
去
な
が
ら
君
の
深

ま

づ

わ

が

み

き
仇
あ
れ
ば
、
先
、
其
事
を
先
に
な
し
給
は
ず
は
。
さ
す
れ
ば
我
身

を

ん

た

の

こ

よ

ひ

を

つ

れ

の
事
は
其
後
な
ら
で
は
御
頼
み
申
が
た
し
。
今
夜
御
同
伴
の
小
万
と

つ

れ

わ

が

を

た

の

み

の
女
は
、
女
連
と
や
ら
ん
な
れ
ば
、
我
心
の
内
を
あ
か
し
御
頼
申
さ

つ
ゐ終
に
一
度

ん
は
い
か
£
あ
ら
ん

と
尋
け
れ
ば
、
匹
郎
右
衛
門
も
利
に
伏
し
、

そ

の

は

う

わ

れ

ら

あ

た

「
其
方
申
さ
る
〉
如
く
我
等
父
の
讐
あ
り
。

こ

よ

ひ

も
、
ま
づ
其
事
は
跡
に
な
る
べ
し
。
今
世
肖
小
ま
ん
を
頼
ま
ん
と
の
事

も

っ

と

も

ま

っ

た

の

み

尤
の
次
第
な
り
。
先
、
頼
見
ら
れ
よ
」

か
し
く
心
嬉
し
く
て
、

心
に
如
才
は
あ
ら
ね
ど

ザ、 一一一一一4

.--<-_.-

にと
行宮し、

てム
け
れ

ば

小
ま
ん
が
独
あ
る
座
敷

い
〉
け
る
は
、

を
ん
吟

「
そ
も
じ
さ
ま
御
事
は
兼
て
噂
に
も
承
り
、
何
と
ぞ
御
目
も
じ
い
た

し
な
ば
頼
み
参
ら
せ
度
事
の
あ
り
て
、
此
ほ
ど
よ
り
待
参
ら
せ
し
に
、

と

よ

ひ

は

}

め

あ

ひ

三

い

わ

が

み

い

の

ち

今
夜
初
て
逢
参
ら
す
る
事
の
嬉
し
さ
。
(
挿
画
訂
)
我
身
命
に
か
け

て
御
頼
み
申
事
あ
り
。
潤
届
給
は
ら
ん
や
」

と
尋
け
れ
ば
、
小
ま
ん
完
爾
と
打
笑
ひ
、

「
相
日
々
改
り
し
事
を
宣
ふ
も
の
か
な
。
女
な
れ
ど
も
侠
客
の
仲

間
に
入
侯
へ
ば
、
頼
む
と
あ
る
事
は
命
に
で
も
参
ら
せ
ん
。
是
ま

い

か

や

っ

で
立
通
せ
し
甲
斐
な
し
。
仮
令
如
何
様
の
事
に
で
も
頼
ま
れ
参
ら
せ

80 

ん」

ふ
し
お
か
み

と
、
詞
涼
し
く
言
け
れ
ば
、
か
し
く
伏
拝
、

お

こ

、

ろ

み

こ

み

ま

い

辻

ん

〈

む

れ

「
其
御
心
と
見
込
参
ら
せ
候
ゆ
へ
申
出
し
侍
る
。
我
は
も
と
河
内

こ

を

り

に

よ

ゴ

フ

を

つ

と

石
川
郡
の
盲
人
の
女
房
な
り
し
が
、
か
や
う
/
¥
事
に
て
夫
を
人

k

F

-

p

i

h

み

}

づ

除

に
討
れ
、
我
身
は
か
く
浅
間
し
き
川
竹
に
身
を
沈
ぬ
れ
ば
、
仇
を
討



27 

わ

が

み

う

へ

ん
事
も
叶
わ
ず
。
我
身
の
上
は
藤
兵
衛
様
、
四
郎
右
衛
門
様
、

戸

一

い

せ

つ

の

ぞ

み

あ

る

を

ん

み

に
か
け
給
へ
ど
も
、
皆
大
切
の
望
の
有
御
身
な
れ
ば
、
思
ふ
に
任

せ
ず
。
此
事
君
に
頼
み
参
ら
せ
、
我
は
一
日
も
早
く
夫
兵
助
が
迷

途
の
道
つ
れ
に
な
り
た
き
願
な
れ
ば
、
何
卒
我
に
成
替
り
、
敵
杉

き

フ

/

¥

三

き

谷
伊
兵
衛
を
討
て
た
び
玉
へ
。
此
事
、
又
、
急
々
御
頼
み
申
上
度
子

こ
の
こ
ろ
く

ι
工
三
む
お

細
は
、
頃
日
国
島
村
七
郎
介
と
い
ふ
人
、
我
に
執
心
し
て
通
ひ
給
へ

ど
も
、
終
に
枕
を
か
わ
さ
ず
。
夫
を
憤
り
、
福
有
の
人
な
れ
ば
、
苧

7
か

P

ン
J

t

p

九

つ

と

め

主
に
相
談
し
て
、
百
両
に
身
請
せ
ん
と
あ
り
。
吉
中
、
玉
、
も
我
不
勤
を

い
か
り
、
元
金
の
百
両
に
手
を
う
ち
、
明
晩
は
金
子
を
持
来
ら
る
べ

し
。
左
あ
れ
ば
、
比
人
に
身
を
任
れ
ば
、
貞
心
立
が
た
く
の
み
な

ら
ず
、
仮
令
杉
谷
に
出
会
て
も
、
此
人
の
女
ぼ
う
と
な
り
で
は
、
夫

之

さ

そ

れ

を

ん

セ

の

を

き

あ

キ

よ

兵
助
の
敵
と
は
言
れ
ま
じ
。
夫
ゆ
へ
比
事
を
御
頼
み
申
置
、
翌
の
夜

は
自
害
し
て
操
を
や
ぶ
ら
じ
と
思
ひ
詰
候
也
。
あ
は
れ
、
君
、
我
に

く

さ

ば

か

ギ

お

っ

シ

成
替
り
、
杉
谷
を
一
太
万
恨
ら
み
給
は
ら
ば
、
黄
泉
の
下
に
て
夫

も
我
も
燃
や
悦
び
候
半
」

81-

御
dし、

山、 一一一一一

~~~ 

一回

画4草

と
、
一
俣
を
流
し
て
語
り
け
れ
ば
、

て

い

れ

っ

こ

〉

ろ

さ

り

「
誠
に
貞
列
(
烈
)
の
御
士
山
ざ
し
。
感
じ
て
も
余
り
あ
り
。
去
な
が

む

が

み

み

う

け

ら
自
害
し
給
ふ
に
も
及
ま
じ
。
我
身
、
君
に
代
り
て
其
身
請
を
さ
ま

あ

い

だ

ま

ち

か

モ

き

た
げ
申
べ
く
問
、
心
長
く
時
節
を
待
、
敵
杉
谷
を
討
給
へ
。

小
ま
ん
大
に
驚
き

其
時



と

も

/

¥

ち

か

ら

に
は
供
々
に
御
力
に
な
り
参
ら
せ
ん
」

た
ジ
ふ
d

お

が

さ

ら

と
、
い
と
頼
母
し
く
答
け
れ
ば
、
か
し
く
は
只
伏
拝
む
の
み
に
て
、
更

夫Zい
よら
此りへ
事夜は
いもせ
か明存ざ
£渡Eり
なりけ
二り、けり
じれ
ぞば

後2四
の郎
章右
を衛
見門
る諸2
べ共i
し我E
。 家や

帰
り
け

れ
ば

小
ま
ん

七
郎
助
を
殺
し
て
金
を
奪
ふ

来
山
が
発
句

か
し
く
、
節
に
死
す
話

お

と

こ

だ

で

っ

ち

よ

り

此
時
に
侠
客
の
仲
間
打
寄
言
ひ
け
る
は
、

か
た
き

d

ゆ
じ
ん

「
今
に
も
あ
れ
、
敵
の
行
衛
し
れ
な
ば
、
主
人
清
十
郎
殿
、
お
夏

は

じ

め

た

び

た

ち

ど
の
を
始
、
我
々
と
て
も
い
つ
を
根
り
の
旅
立
せ
ん
も
し
れ
ず
。
左

き

人

す

き

ん

す

あ
ら
ば
、
路
用
の
金
子
、
用
意
の
金
子
も
な
く
て
叶
ふ
べ
か
ら
ず
。

き

ん

す

こ

り

ゃ

う

}

ょ

っ

泊

d
た

は
ん
じ
物
、
志
し
の
金
子
も
、
御
両
所
、
最
早
遣
い
果
し
給
ふ
な
り
。

を

も

て

あ

る

け

き

ん

す

い

か

ぎ

我
々
表
を
飾
り
歩
行
ば
、
金
子
と
で
は
貯
へ
ず
。
如
何
せ
ん
」

と
、
藤
兵
衛
も
一
一
目
出
し
け
れ
ば
、

「
尤
の
事
也
。

是
ま
で
其
dし、

の十
イ寸Z右
ず衛
門

フ
か

く
と
暮
せ
し

そ

四
郎
右
衛
門

不
覚
な
れ
」

も
ろ

と
、
喜
兵
衛
、
忠
右
衛
門
諸
と
も
相
談
す
れ
ど
も
、

か

ね

一

お

の

/

¥

り

ゃ

う

什

ん

が
た
き
は
黄
金
な
り
け
れ
ば
、
各
の
了
簡
に
も
あ
た
は
ず
。

「
思
ひ
出
せ
し
事
あ
り
」
と
、

い
か
ん
と
も
仕

ま
ん
は

き

ん

す

百
両
の
金
子

土
、
〉
ろ
あ
て
は
ん
ベ

心

当

侍

れ

ば

とな「
いし御
ふ置E気
に申遣
さひ

各fん上
/ ~ーみ，
\I~ 

其ま
意ふ
をな
得
ず

用
意

「
我
々
浪
花
に
て
は
恐
る
〉
も
の
も
な
き
者
共
な
り
。
さ
れ
ど
金
銀

の
事
は
い
ふ
に
及
ず
。
婦
人
の
身
に
て
、
い
か
で
才
覚
の
な
る
べ
き
」

〔
と
〕
、
不
審
し
け
れ
ば
、
小
ま
ん
打
笑
ひ
、

「
一
寸
の
虫
に
も
五
部
(
分
)
の
魂
と
い
ふ
事
あ
れ
ば
、
必
々
案
じ

一

一

方

ね

を

の

/

¥

は

れ

る

給
ふ
べ
か
ら
ず
。
百
両
の
金
を
各
に
御
渡
し
申
な
ば
御
疑
ひ
は
晴

d 、 一司一一

一r

べ
し
」

う
ち
わ
ら

は
ん
じ
物
打
笑
ひ

と
、
事
も
な
げ
に
の
ベ
け
れ
ば
、

一
円
ノ
叉
ハ
》

「
其
方
、
傾
城
に
身
を
売
心
な
ら
ん
が
、
今
に
て
は
中
々
拾
両
に
も

か

い

て

買
人
は
あ
る
べ
か
ら
ず
」

を
の
/
¥

と
い
ひ
て
、
各
、

82 

宿
へ
帰
り
け
る
。

こ

み

な

が

b
つ
〉
み

其
夜
、
小
ま
ん
は
身
軽
に
立
出
、
大
脇
差
腰
に
ぼ
つ
込
、
長
柄
堤

に
出
て
七
郎
介
、
が
来
る
を
今
や
遅
し
と
待
か
け
け
る
。
是
は
か
し
く

い

ち

ご

ん

み

う

吋

に
頼
ま
れ
し
一
言
に
、
七
郎
介
を
殺
し
て
見
受
を
と
£
め
ん
と
思
ひ

百
両
の
金
を
持
参
せ
ば
、
是
を
と
り
て
、
我
は
盗
賊
と
な
り

て
人
々
の
代
り
に
な
ら
ん
と
覚
悟
せ
し
こ
そ
哀
れ
成
。
か
く
と
も
し

/
ミ
4

、

1
L
，D
 

ら
ず
七
郎
助
は
、
か
し
く
が
事
恩
ひ
と
ジ
ま
ら
ず
、

い

れ

み

う

け

と

げ

き

ん

す

に
入
ん
と
百
両
に
身
請
し
て
本
望
を
遂
ん
と
、
金
子
百
両
懐
中
し
て

何
と
ぞ
し
て
手



す
ぎ

四
ツ
過
の
頃

な
が
ら
つ
〉
み

長
柄
堤
に
さ
し
か
〉
れ
ば

小
ま
ん
跡
よ
り
声
を
か

牛
ノ
、

そ

っ

v

そ

の

も

?

と

と

れ

な

き

ゃ

「
卒
爾
な
が
ら
其
元
さ
ま
は
七
郎
助
様
と
申
か
た
に
て
は
無
之
哉

た
づ
ね

と
尋
け
れ
ば
、

か
か
る
「
成
ほ
ど
、

な

に

よ

う

よ

び

そ
れ
が
し
は
七
郎
助
な
り
。
何
用
あ
り
て
呼
か
け
給
ふ

一4

ま
ち

「
さ
れ
ば
御
無
心
あ
り
で
最
前
よ
り
待
う
け
侍
る
。
そ
も
じ
さ
ま
、

な

さ

れ

な

よ

と

ぞ

も

ノ

工

、

レ

御
懐
中
に
金
子
百
両
御
所
持
被
成
候
。
何
卒
暫
く
御
無
心
申
度
」

き
く

と
聞
よ
り
七
郎
助
大
に
驚
き
、

『
拐
は
女
盗
賊
な
ら
ん
。
何
程
の
事
か
あ
ら
ん
』

ぞと
、
身
か
ま
へ
、

だ
い
た
ん

「
採
々
大
胆
成
女
か
な
。
い
か
に
も
百
両
は
懐
中
す
れ
ど
も

い

り

や

ろ

な

ん

ぢ

み

も

ん

や

け

ん

か

す

入
用
あ
り
て
汝
如
き
の
未
聞
不
見
の
者
に
貸
べ
き
や
。

定
は

そ
こ
立
去

れ」と
、
白
限
付
れ
ば
、
小
ま
ん
か
ら
/
¥
と
打
笑
ひ
、

む

ぜ

ん

だ

と

へ

カ

ら

材

、

「
か
く
御
無
心
申
掛
て
は
、
仮
令
骸
は
ず
だ
/
¥
に
な
り
侯
て
も

こ
の
と
こ
ろ

借
用
い
た
す
な
り
。
は
や
く
出
し
て
無
事
に
此
所
を
御
通
り
あ
れ
」

と
開
よ
り
七
郎
助
大
に
怒
り
、

「
汝
、
比
脇
差
を
竹
光
と
思
ふ
か
や
。
盗
賊
め
、
ゆ
る
さ
じ
」

ひ

き

ぬ

い

一

ぬ

き

あ

は

う

ち

あ

ひ

と
、
引
抜
て
打
て
か
〉
る
。
小
ま
ん
も
抜
合
せ
、
暫
し
は
打
合
し
が
、

ひ
っ

手
練
の
小
ま
ん
、
引
は
づ
し
て
肩
先
四
、

五
寸
切
下
れ
ば
、
七
郎
助

『
人
々
は
叶
は
じ
』
と

「
ゃ
れ

終25ょ人
に吋ぽ殺
l土と h し
り O

~ノ

めり出
す，オe ~入
パ ー ハー

?同く
そ声」
今リ二
日」ι

五さ
らせ
んじ
とと
す取i
るて
に{犬

袖
を
口
に

と
高

我
袖
を
口

に
あ
て

く
わ

て
離
さ
ね

後;同
を
見
れ
ば
人
あ
り

白一、 一一一一ー
~~~ 

一日

く
は
へ
し
袖

脇
差
を
も
て
引
切

金
子
を

取
出
し
懐
中
し
、

『
拐
は
此
体
を
見
し
人
な
ら
ん
。
此
人
も
生
て
は
お
か
れ
じ
』

-

ち

よ

り

よ

す

て

ひ

と

と
、
立
寄
、
す
か
し
見
れ
ば
、
桑
門
の
さ
ま
也
。
小
ま
ん
声
か
け
、

「
先
刻
よ
り
の
や
う
す
、
定
て
御
覧
な
さ
る
べ
し
。
諺
に
も
、

毒
を
喰
ば
皿
を
嘗
よ
と
い
ふ
事
の
あ
な
れ
ば
、

内
〈

doo 

い
た
は
し
く
は
侯
へ

共
、
御
覚
悟
候
へ
」

ニ
ザ
レ
や
く

と
い
ひ
(
挿
画
空
け
れ
ば
、
此
人
自
若
と
し
て
、

な

る

わ

れ

「
成
ほ
ど
先
刻
よ
り
の
や
う
す
、
委
し
く
見
受
た
り
。
我
は
今
宮
の

い

ふ

き

あ

は

来
山
と
言
俳
譜
師
な
る
が
、
伊
丹
よ
り
か
へ
り
に
は
か
ら
ず
も
来
合

わ

が

つ

き

ほ

か

も

れ

せ
し
は
、
我
運
の
尽
る
所
な
ら
ん
。
か
〉
る
事
の
外
よ
り
漏
た
り
と

わ
れ

も
我
を
疑
ひ
給
ふ
ら
ん
。
先
こ
く
よ
り
つ
く
介
¥
と
思
ふ
に
、
婦
人

の
身
に
で
か
〉
る
事
を
な
し
給
ふ
は
よ
く
ノ
¥
の
事
な
ら
ん
と
落
一
狭

い
た
せ
し
な
り
。
他
言
せ
ま
じ
と
い
ふ
証
拠
に
は
我
坊
主
首
を
参
ら

せ
ん
。

早
く
討
給
へ
」



完
爾
と
し
て
お
わ
せ
し
か
ば
、
小
ま
ん
飛
し
さ
り
、

き
、
お
主

「
掠
は
兼
々
聞
及
び
し
来
山
太
人
に
て
お
わ
す
か
や
。

を
一
ん
わ
た

D
れ

の
御
方
を
い
か
で
か
害
し
参
ら
せ
ん
。
我
は
覚
悟
の
上
な
れ
ば
、

た

?

と

へ

あ

す

仮
令
翌
日
召
捕
ら
る
〉
と
も
恨
み
な
し
。
元
よ
り
風
流
に
暮
し
給
ふ

か
た
の
、
我
身
の
訴
人
な
ど
し
た
ま
ふ
事
の
あ
る
べ
き
や
。
夜
も
更

ば
や

b
へ
内

候
へ
ば
、
早
々
御
帰
あ
れ
」

J

た

つ

に

こ

う

さ

ん

や

っ

き

}

る

こ

ま

や

ま

と
、
来
山
が
袖
を
引
立
る
折
ふ
し
に
、
四
月
廿
三
夜
の
月
代
、
生
駒
山

か
〉
る
大
徳

白一、 ←一一一一4
~~~ 

一日

に
さ
し
か
〉
れ
ば
、
来
山
も
感
心
し

「
婦
人
に
似
合
ぬ
志
ざ
し
。
其
元
の
心
底
お
し
は
か
り
、

他
言
す
ま

28 

じ
き
証
言
詞
也
」

酒

-84-

挿

と
、
短
冊
取
出
し
、
月
影
に
て
、

民

/

、

ふ

り

d

唱

同

斗

d
z、

「
人
の
吐
血
汐
は
喉
な
ほ
と
〉
ぎ
す

あ

ら

九

さ

む

あ

ふ

か
く
認
め
、
「
縁
も
有
ば
重
て
逢
べ
し
」
と
立
別
れ
け
る
。

P
う

や

ん
も
人
音
あ
ら
ざ
れ
ば
、
心
易
し
と
て
我
家
に
こ
そ
帰
り
け
る
。

あ

く

な

か

ら

つ

》

み

あ

リ

お

〉

ひ

お

〉

や

斗

翌
れ
ば
「
長
柄
堤
に
人
殺
し
有
」
と
、
大
に
騒
ぎ
、
早
速
公

に
訴
け
れ
ば
、
検
使
の
役
人
来
り
て
見
分
あ
る
に
、
あ
や
し
き
も

の
を
口
に
く
わ
へ
た
り
。
口
を
割
て
取
出
し
け
れ
ば
、
小
袖
の
紋
所

そ

吟

つ

け

よ

き

の
所
也
。
か
し
く
と
染
付
た
れ
ば
、
「
能
手
か
〉
り
な
り
」
と
、
段

-
R

ヲ
h
j

々
吟
味
あ
り
け
れ
ば
、
此
七
郎
介
、
曾
根
崎
新
地
女
郎
か
し
く
と
い

な

こ

み

み

う

け

ぜ

ん

や

ぢ

さ

九

へ
る
に
馴
染
、
身
誇
せ
ん
と
て
前
夜
金
百
両
持
参
せ
し
こ
と
な
れ
ば
、 ま



の
こ
λ
J

頃
日
又
々
七
郎
介
受
出

さ
ん
と
あ
る
ゆ
へ
、
『
其
方
へ
行
て
は
義
理
立
、
ず
』
と
、
途
中
に
待
受
、

七
郎
介
を
殺
し
、
金
子
を
奪
ひ
取
、
間
夫
に
渡
し
国
遠
さ
せ
侍
る

-

わ

ぷ

た

て

を

ご

}

み

に
、
天
命
の
が
れ
ず
、
我
紋
付
の
小
袖
、
声
立
さ
せ
じ
と
口
へ
押
込

候
ひ
し
が
口
に
残
り
し
上
は
隠
さ
ん
方
な
く
候
」

疑
ふ
べ
く
も
な
き
か
し
く
が
な
し
た
る
な
ら
ん
」
と
早
速
か

お

き

ゃ

と

り

て

つ

か

わ

ざ

の
置
屋
へ
捕
手
を
遣
は
さ
れ
け
れ
ば
、
か
し
く
は
早
く
小
ま
ん
が
業

ふ

み

}

た

、

い

も

と

な
ら
ん
と
す
い
し
、
文
こ
ま
六
¥
と
認
め
、
妹
女
郎
そ
の
と
云
へ

る
女
に
「
渡
し
呉
よ
」
と
い
ひ
残
し
、
と
く
と
覚
悟
し
て
召
捕
ら
れ

げ

}

?

九

九

け
る
。
此
事
小
万
聞
て
大
に
驚
き
、
『
か
し
く
を
解
死
人
に
な
し
て

わ

が

、

一

さ

つ

そ

く

い

と

ま

づ

は
我
頼
ま
れ
し
甲
斐
な
レ
。
早
束
名
の
り
出
ん
』
と
、
先
、
曾
根
崎

い

も

と

ぷ

ふ

ろ

そ

の

な

く

へ
立
越
け
れ
ば
、
妹
女
郎
園
は
泣
々
か
し
く
が
残
せ
し
文
色
小
ま

り
ゃ
う
ふ

ん
に
渡
し
け
る
。
開
き
見
れ
ば
、
「
君
の
御
情
に
よ
り
両
夫
に
ま

ね

が

ひ

こ

を

つ

を

つ

と

め

い

み
へ
ず
、
願
の
通
、
夫
の
跡
を
慕
ひ
迷
途
へ
参
る
な
り
。
金
子

の
事
は
必
々
気
づ
か
ひ
仕
給
ふ
な
。
も
し
名
の
り
出
給
は
、
豆
、

)や

v
/
¥
せ

》

三

戸

を

つ

と

か

た

う

つ

生
々
世
々
恨
み
申
べ
し
。
只
夫
の
敵
き
杉
谷
を
討
て
夫
婦
が
願
ひ

な

の

り

い

づ

い

で

と
の
事
な
れ
ば
、
名
乗
出
る
に
も
出
ら
れ
一
ず
。

「
我
敵
は
杉
谷
伊
兵
衛
な
り
。
や
わ
か
本
望
遂

ぜゆ

v

ゃ
う

心
に
納
め
け
る
こ
そ
殊
勝
也
。

で夫日十
我かあよ
はしるりた
年fくべ心び
頃iはきをた
深，三か定ま
き公や」め

彫1'"へと
染L出
のて
男い
あひ
りけ
ける
るは

兵
衛
と
い

死
罪
一
統
を
ゆ
る
さ
れ
追
放
あ
り
け
れ
ば

地
に
で
浪
花
へ
来
り
、
船
越
十
右
衛
門
は
山
口
に
て
交
り
あ
れ
ば

よ

り

よ

り

ぼ

う

γつ
を

も

む

か

い

と

ま

こ

ひ

き

た

立
寄
、
周
防
へ
赴
ん
と
暇
乞
に
来
り
け
れ
ば
、
船
越
は
『
幸
ひ

あ

づ

け

を

き

つ

け

す

お

ろ

の
事
な
り
』
と
、
小
ま
ん
よ
り
預
置
し
回
毎
を
与
兵
衛
に
付
て
周
防

へ
送
り
け
る
。
与
兵
衛
か
い
六
¥
敷
介
抱
し
て
山
口
に
伴
ひ
、
権
六

に
引
合
せ
け
れ
ば
、
回
毎
は
、

そ

め

げ

「
権
六
を
見
初
て
し
づ
心
な
く
あ
こ
が
れ
し
に
、
実
に
盗
賊
の
張
本

ゑ

す

が

た

た

づ

ね

き

い

せ

ん

た

つ

に
て
画
姿
を
以
て
尋
給
ふ
人
也
と
聞
て
、
先
達
て
は
艶
室
田
を
送
り
、

ま

た

き

い

う

ち

す

ぎ

さ

す

が

今
又
盗
賊
と
聞
て
其
ま
〉
に
打
過
な
ば
、
流
石
は
賎
し
き
傾
城
な
れ

を
ぽ

v

め
d

は
づ
か

、
は
、
身
の
栄
花
に
旦
言
出
せ
し
事
を
忘
れ
し
と
思
召
の
程
も
恥

日
毎
、
権
六
が
義
心
を
関
て
自
害
す
る
話

せ
ん
と
つ
一
一
う
ろ
う

愛
に
先
達
て
入
牢
し
て
金
助
を
筑
紫
権
六
な
り
と
い
ひ
し
日
向
与

る
盗
賊
、
権
六
を
見
あ
ら
は
し
た
る
御
褒
美
と
し
て
、

ユ
ノ
ム
bdqu
魚
の
網
を
の
が
れ
し
心

F~υ 。。

墓
と
て
残
り
け
る
。

小
ま
ん
是
を
聞
て
大
に
歎
き
一
日
も
早
く
敵
を
討
て
兵
助
夫

も

う

ご

つ

は

ら

ほ

か

え

婦
の
亡
愁
を
晴
さ
ん
と
思
ふ
よ
り
外
、
他
事
な
か
り
け
る

.-_..--.-

と
詞
涼
し
く
一
言
ひ
け
れ
ば
つ
ま
び
ら
か
な
る
白
状

そ
め
つ
け

し
く
と
染
付
し
紋
所
あ
れ
ば
、
再
び
詮
義
に
及
ば
ず
、

こ

く

も

ん

に

の

伊

ひ

竜

一

色
調
首
せ
ら
れ
け
る
。
後
に
小
ま
ん
碑
を
立
て
今
も

殊
に
か

日
を
経
て

か
し
え
が
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心jく
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ひ
下
さ
れ
よ
」

も

の

が

た

り

お

ど

ろ

き

と
、
一
涙
な
が
ら
に
物
語
付
れ
ば
、
権
六
大
に
驚
、

あ

リ

せ

ん

M
)

つ

「
拐
は
左
様
に
て
有
け
る
が
や
。
先
達
て
艶
書
を
見
る
と
い
へ
ど
も
、

た

は

む

れ

二

一
旦
の
戯
な
ら
ん
と
心
に
も
か
け
ざ
り
し
が
、
さ
ま
《
¥
の
か
ん

こ
の

ζ

こ

ろ

ま

て

き

え

}

フ

も

や

く

さ

ツ

な
ん
を
な
し
此
所
迄
来
り
給
ふ
事
、
身
に
取
っ
て
祝
着
せ
り
。
去

わ

日

が

ニ

シ

一

年

さ

、

J

4

~

と

な
が
ら
、
我
事
を
よ
く
間
給
へ
。
島
原
の
傾
城
回
毎
の
時
な
り
せ
ば
、

ま

こ

と

こ

〉

ろ

ざ

}

い
か
に
も
妹
背
の
か
た
ら
い
を
な
し
て
君
の
真
の
志
を
受
ん
。

只
今
に
て
は
三
浦
家
の
鯨
肘
な
ら
ず
や
。
駅
い
や
し
き
盗
賊
の
黙
を

な
せ
ど
も
、
桁
に
不
義
を
な
さ
ず
。
三
浦
家
の
断
切
ら
ざ
る
う
い
ち
に

わ
た
ぐ
d

つ

法

ち

さ

私
に
通
ふ
ぜ
ん
事
、
誠
に
人
の
恥
る
所
血
。
左
あ
り
と
て
、
一
旦

や

シ

も

た

ち

く

で

ん

お

も

館
を
逐
竃
(
電
)
あ
り
し
事
な
れ
ば
、
再
び
帰
国
も
あ
ら
ん
事
思
ひ

い

ま

さ

ら

あ

ふ

こ

の

と

工

ろ

主

で

も
寄
ら
ず
。
今
更
見
は
な
し
て
は
、
さ
ま
ハ
¥
の
難
に
逢
て
此
所
迄

き

七

い

ふ

U
2

と

れ

}

ん

だ

、

慕
ひ
来
り
玉
ひ
し
恩
に
そ
む
く
。
我
、
是
に
よ
っ
て
身
一
体
い
か
ん
と

も
す
る
所
な
し
」

も

く

お

さ

さ

}

ひ

き

虫

き

を

v

き
り

と
、
黙
し
て
あ
り
し
が
、
脇
差
を
引
抜
、
も
と
ど
り
を
ふ
っ
と
押
切

回
毎
に
い
へ
ら
く

「
君
と
妹
背
の
か
た
ら
ひ
を
な
さ
〔
三
る
は
義
の
あ
一
也
。
又
、
君

な

さ

け

わ

れ

こ

れ

と

ん

せ

い

が
情
を
報
ぜ
ん
に
は
、
我
、
是
よ
り
遁
世
し
、
(
挿
画
却
)
再
び
婦
人
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とに奉にも心
てる、のに

名待Eな妾与をて
残奉り引ろ玉三ま
りるヰ

お F-T主ま
し f~ 止
未己 ば
逗のい
命示つ
をの

も世
つに
て報
じ
奉
ら
ん

:1 

権一 の
約
か

な
し

やせ
ニあめ
市 fて

有2も
にの君
御fの
は報;ー
やを日
くほの
彼2う情
国三じけ

さ
ま
介
¥
介
抱
し
け
れ
ば
回
毎
は
く
る
し
き
息
の
下
よ
り

あ
』
♂
せ

勿
体
な
き
君
の
仰
や
。
も
と
い
や
し
き
傾
城
の
心
よ
り
か
り
そ

み

そ

¢

き

い

め
に
君
を
見
初
ぬ
る
に
、
御
尋
の
身
と
な
り
給
ふ
と
閣
で
、
一
旦

V

也

た

ほ

う

ご

み

つ

。

あ

く

み

や

っ

言
出
せ
し
事
を
反
古
に
な
さ
じ
と
の
み
思
ひ
、
密
婦
の
悪
名
あ
る

事
を
思
わ
ず
。
今
更
面
目
な
く
侯

る
べ
し
。
是
に
て
思
ひ
切
た
ま
は
れ

い

ち

こ

ん

こ

と

ゴ

と
、
一
俣
な
が
ら
に
い
ひ
け
れ
ば
、
回
毎
は
先
程
よ
り
一
言
の
詞
も

な

き

い

一

く

わ

い

け

ん

の

九

と

G
き
た
て

な
く
ひ
れ
伏
し
て
泣
居
た
り
け
る
〔
豆
、
懐
剣
抜
も
ち
咽
に
突
立

さ

寸

が

け
れ
ば
、
流
石
不
敵
の
権
六
な
れ
ど
も
大
に
驚
き

何
故
の
自
害
な
る
ぞ
や

や

し
き

E君
はは
をだ

t 1| 
プ〕ミ

田72u

召f
金
此鉄
Tこの
ま御

ヤ
》
ゆ
っ
く
わ
い
は
な

杉

谷

軍

兵

衛

、

獄

門

の

庄

兵

衛

に

出

会

話

き

に

い

む

く

せ

う

せ

つ

を

み

る

を

の

ゑ

い

め

い

を

な

十

こ

と

を

あ

た

法

F

せ
う
ち
を
に
く
む
も
仇

『

史

記

』

目

、

「

規

小

節

者

、

不

能

成

栄

名

。

悪

小

恥

者

~
い
か
弓
を
た
つ
る
こ
と
あ
た
む
ず

不

能

立

大

功

」

と

か

や

。

わ

い

ろ

牛
尾
左
膳
は
賄
賂
の
金
銀
に
限
く
ら
み
、
大
切
の
回
毎
が
行
衛

た

づ

ぬ

う

ち

わ

寸

あ

る

ひ

か

は

さ

ら

へ

を
尋
る
事
を
も
打
忘
れ
、
或
は
川
波
、
御
用
か
〉
り
を
(
注
必
)

ゆ
る
さ
れ
ん
為
、
或
は
両
三
年
も
在
鎌
倉
(
注
門
ど
に
あ
り
た
き
な

ど
さ
ま
六
¥
の
事
を
受
引
、
三
十
六
日
目
に
や
う
/
¥
鈴
鹿
山
を
越

ん

て

い

カ

ら

だ

き

ギ

る

。

跡

よ

り

非

人

体

の

も

の

骸

は

疫

の

み

に

し

て

杖

を

力

に

ラ
ち
な
ぷ

ハ
が
貌
を
打
詠
め

い
き
た
へ

眠
る
が
如
く
息
絶
け

と
ち

か

づ

く

こ

れ

す

な

は

ち

こ

〉

ろ

ざ

L

に

近

付

べ

か

ら

ず

。

是

則

君

が

ま

こ

と

の

士

山

を

報

ず

る

な

わ

が

な

な

の

ち

と

〉

ろ

ざ

d

り

。

殊

に

我

名

を

名

乗

て

刑

に

行

は

れ

し

金

助

が

忘

も

と

も

に

わ
ざ

合
せ
て
入
道
と
な
り
、
今
よ
り
此
業
を
や
め
、
諸
国
修
行
の
念
仏
の

さ
や
う

ν

ゃ

な

さ

け

れ

い

d

や

か

な

ら

ず

行

者

と

な

ら

ん

。

君

が

情

の

礼

謝

に

は

、

未

来

は

必

夫

婦

と

な

義
の
癖
あ
り
。
よ
っ
て
か
〉
る
目
を
見
る
こ
と
よ
。

義
も
義
の
癖
と
な
り
で
は
真
の
義
に
あ
ら
ず
。
誤
た
り
、
ノ
¥
。

う

ら

十

て

ま

な

こ

か

い

だ

い

今

よ

り

智

も

勇

も

義

も

打

捨

て

禅

学

に

眼

を

さ

ら

し

、

海

内

の

智
職
(
識
)
と
な
ら
ん
。
宜
疋
に
善
悪
不
二
は
こ
れ
な
り
」

と
、
夫
よ
り
し
て
金
銀
財
宝
を
手
下
の
者
に
分
ち
あ
た
へ
、
己
が
さ

権
六
法
師
は
頭
陀
一
ツ
を
携
へ
、
何
固
と

年
を
経
て
富
士
の
根
か
た
に
天
下
一
人
の

此
権
六
が
事
な
り
と

も僧もま
いあなノ
ひりく¥
伝て立Eに
へ今=出2出
侍け行
り休号るけ
O と。れ

其も後2ば
真Zて
偽ぎは

をや
しさ
られ
ずぬ
。る

は

87 
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てり
我主や
生与ま権

得;て実

歎i
死
が
い
を
か
き
い
だ
き

な

み

だ

お

ち

一
涙
雨
の
如
く
に
落



よ
ろ
ぼ
ひ
、

一
人
は
横
腹
を
押
へ
、
さ
も
浅
間
し
き
風
情
の
も
の

人
「
旦
那
。
長
々
煩
ひ
難
義
い
た
せ
ば
御
合
力
願
ひ
奉
る
」

と
、
付
来
。
家
来
ど
も
太
に
怒
り
、

「
当
時
、
飛
鳥
も
落
る
一
ニ
ー
浦
一
家
の
御
家
老
に
非
人
の
付
ん
事
、
甚

だ
見
苦
し
。
立
さ
ら
ず
ば
打
殺
さ
ん
」

と
匂
れ
ば
、
駕
の
う
ち
よ
り
、

「
さ
あ
ら
け
な
く
い
ふ
事
な
か
れ
。
少
々
鳥
目
遣
す
べ
し
」

と
、
貌
を
さ
し
出
け
る
を
、
一
人
の
非
人
見
て
大
に
驚
し
さ
ま
に
て
、

「
旦
那
に
て
は
ま
し
ま
さ
ず
や
」

よ
〈
/
¥

軍
兵
衛
能
々
見
る
に
、
豊
後
に
て
大
事
を
言
桁
置

と
声
か
く
れ
ば
、

し
仲
間
庄
兵
衛
な
り
。
大
に
驚
け
る
が
、
若
党
を
召
呼
、

zs
ず

に

仏

w

v

つ
れ

「
此
者
に
用
事
あ
れ
ば
晩
ほ
ど
泊
り
迄
介
抱
し
、
召
連
べ
し
」

、l

〉

つ

け

っ

ち

ゃ

ま

っ

き

ひ

そ

か

一

品

び

だ

と
ユ
一
日
付
、
士
山
の
泊
り
へ
着
け
れ
ば
、
密
に
庄
兵
衛
を
呼
出
し
、
絶

た

い

吟

ん

よ

ろ

こ

び

し
対
面
を
悦
、

ふ
一
の

Z
F
J

ぎ

}

一

一

作

き

仲

一

つ

が

い

「
其
方
義
、
神
、
届
に
毒
を
入
、
大
道
寺
を
殺
害
せ
し
噂
は
ほ
の
開
し

そ
C
の

ち

い

も

v
F
L
Aり

が
、
其
後
却
何
な
り
つ
ら
ん
と
折
ふ
し
思
ひ
い
た
せ
し
が
、
只
今
の

あ
り
さ
ま
、
い
か
な
る
訳
に
で
か
く
非
人
の
体
に
は
な
り
け
る
ぞ
」

と
尋
け
る
に
、
庄
兵
衛
は
、

「
岡
の
神
前
に
て
毒
薬
を
大
道
寺
に
あ
た
へ
、
夫
よ
り
は
大
坂
に
て

d 、 ーャ←ー】
~-，-=--，"~ 

30 画

-88 

挿



を
と
こ
だ
て

侠
客
と
な
り
て

十
人
計
の
頭
と
な
り
け
る
に
、
黒
船
の
忠
右
衛

あ

く

乙

み

あ

ら

門
、
根
津
四
郎
右
衛
門
と
い
ふ
者
に
我
悪
事
を
見
顕
は
さ
れ
、
既
に

)

び

い

り

そ

れ

ひ

ょ

フ

は

く

殺
さ
る
べ
か
り
し
に
、
水
中
に
飛
入
、
夫
よ
り
所
々
漂
泊
(
挿
画
初
)

く

も

す

け

な

り

し
て
雲
介
と
成
け
る
が
、
或
夜
、
う
つ
く
し
き
女
を
駕
に
の
せ
、
脇

か
ん
い
ん

道
へ
か
き
こ
み
、
好
淫
を
せ
ん
と
せ
し
に
、

す

で

や

う

な

げ

こ

み

ら
は
れ
、
我
を
数
十
丈
。
谷
へ
投
込
、

フ

ち

を

り

一

二
枚
打
折
、
か
の
女
を
伴
ひ
、

辻
堂
よ
り

人
の
女
あ

一
人
の
相
棒
は
あ
ば
ら
骨

』

げ

う

せ

せ

っ

こ

の

き

ず

何
回
と
も
な
く
逃
矢
候
節
の
此
疲
に

ち

う

げ

ん

ね

れ

ら

ぽ

く

ち

な

か

↑

人
の
者
は
、
大
道
寺
の
仲
間
に
て
我
等
と
博
実
仲
間
成
。

主
人
の
娘
に
恋
慕
し
、
黒
船
の
忠
右
衛
門
に
打
榔
せ
ら
れ
、
其
遺
恨

を
晴
さ
ん
と
神
崎
に
て
喧
嘩
を
仕
か
け
候
所
に
、
人
違
に
て
入
牢

っ
ち
ゃ
ま
さ
か

d

ゃ
う
d
い

い
た
し
、
追
放
に
て
、
夫
よ
り
此
土
山
坂
の
下
に
同
商
売
い
た
し

あ

て

を

つ

候
ひ
し
が
、
其
女
に
当
ら
れ
、
あ
ば
ら
骨
を
折
、
両
人
ど
も
働
き
成

が
た
け
れ
ば
、
袖
乞
い
た
し
候
処
、
ふ
し
ぎ
に
旦
那
の
御
目
に
か
〉

っ

き

ぞ

ん

デ

り
候
事
も
運
の
尽
ざ
る
事
と
存
る
。

て
候
。
今

あ
わ
れ
両
人
の
者
を
助
け
給

は
れ
」

ね
が
ひ

と
、
一
涙
な
が
ら
願
け
れ
ば
、
軍
兵
衛
打
う
な
づ
き
、

「
其
方
は
某
に
大
功
あ
る
も
の
な
れ
ば
い
か
や
う
に
も
養
ふ
べ
し
。

大
道
寺
が
家
来
は
い
か
な
る
廻
し
も
の
と
も
計
ら
れ
ず
。
油
断
い
た

す
べ
か
ら
ず
」

と
い
ひ
け
れ
ば

い
つ
は
う

「
中
々
左
ゃ
う
の
者
に
あ
ら
ず
。
ま
さ
か
の
時
に
は
悪
事
一
方
の
大

な

る

ご

ゑ

ん

り

ゃ

う

め

v

っ
か
ひ

将
と
も
成
べ
き
も
の
に
候
へ
ば
、
御
遠
慮
な
く
召
仕
下
さ
る
べ
し
。

わ
た
く

v

つ
け
あ
い

其
段
は
私
請
合
申
べ
し
」

と
い
ひ
け
る
に
ぞ

軍
兵
衛
も
心
解
て

か

み

か

た

め

d

つ
れ

共
々
上
方
へ
召
連
の
ぼ
り

け
る
。

カ
み
か
た

杉
谷
伊
兵
衛
夫
婦
、
上
方
へ
赴
き
、
軍
兵
衛
に
出
会

井

喧

嘩

屋

五

郎

右

衛

門

怪

力

の

話

斯
て
日
を
経
て
も
牛
尾
が
便
り
あ
ら
ざ
れ
ば
、
若
殿
大
に
怒
ら
せ

白一 、-←  - . 
..--<----
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ゆ

く

ゑ

い

っ

け

い

ま

も

つ

な

ん

「
『
回
毎
が
行
衛
尋
よ
』
と
牛
尾
左
膳
に
言
ひ
付
し
に
、
今
以
て
何

さ
う
/
¥

の
沙
汰
な
し
。
原
田
藤
兵
衛
事
は
才
覚
も
の
な
れ
ば
、
早
々
上
方
へ

た

ち

き

だ

さ

い

め

d

つ

立
こ
し
、
回
毎
を
尋
出
し
来
る
べ
し
。
其
方
、
妻
を
も
召
連
れ
、
田

で

あ

い

い

つ

ご
と
に
出
会
な
ば
、
女
は
女
の
偽
は
り
を
誠
と
と
思
ふ
べ
け
れ
ば
、

そ
れ
が
し
某
執
心
し
て
あ
れ
ば
気
遣
は
な
く
、
か
へ
っ
て
、
す
か
し
召
連
れ
、

う

し

さ

き

く

れ

帰
り
な
ば
不
義
の
見
せ
し
め
、
牛
裂
に
し
て
呉
ん
」

こ

ふ

乙

を

も

む

き

ど

う

/

¥

と
、
怒
ら
せ
け
る
。
原
回
は
妻
小
藤
に
も
右
の
赴
を
申
聞
せ
、
同
道

お
ひ
/
¥
き
h

あ
A
M

ゃ
う
/
¥

に
て
上
方
さ
し
て
登
り
け
る
に
、
道
中
追
々
間
合
せ
、
漸
石
山
に

お
b

せ

の

べ

て
追
付
、
若
殿
の
仰
こ
と
を
述
け
れ
ば
、
牛
尾
間
て
、

わ

れ

主

も

「
さ
れ
ば
我
も
其
事
思
わ
ざ
る
に
は
あ
ら
ね
ど
も
、

た
づ
ね
い
ザ

回

毎

を

尋

出



す
時
は
、
若
殿
怒
り
に
絶
へ
ず
、
重
き
刑
に
行
は
れ
ん
。
さ
す
れ
ば

ふ

う

ぶ

ん

わ

が

こ

v

ら

へ

も

は

や

世
間
へ
北
事
風
間
あ
る
時
は
、
我
待
た
る
事
あ
ら
は
れ
、
最
早
鎌

そ

の

も

と

と

で

そ

れ

が

d

す
い
き
ょ

倉
の
仕
官
な
り
が
た
し
。
其
元
通
も
某
が
吹
挙
の
事
な
れ
ば
同
じ

お

ら

ひ

っ

で

う

わ

さ

罪
に
落
て
浪
人
と
な
ら
ん
は
必
定
な
る
ゆ
へ
、
態
と
回
毎
が
詮
義
は

け

ん

も

ん

か

セ

と

り

た

く

は

へ

せ
ず
、
権
門
方
よ
り
金
銀
手
}
一
貧
り
取
、
浪
人
せ
し
時
の
貯
な
り
。

ん

v

ゆ
「
4

か
ご

中
間
庄
兵
衛
が
関
の
宿
に
て
駕
に
乗
せ
し
女
は
全
く
回
毎
と
思
へ

ど
も
、
其
分
に
し
て
さ
し
置
也
」

た
〈

と
、
工
み
の
段
々
を
語
り
け
れ
ば
、

こ
と
は
り
あ
る

原
因
も
其
断
有
に
感
じ
て
、

せ

ん

レ

と

の

お

ち

「
拐
は
左
様
に
で
あ
り
け
る
か
や
。
此
上
は
前
司
殿
威
勢
の
落
ざ
る

あ

い

だ

は

か

り

こ

と

た

く

は

聞
に
、
両
人
計
事
を
以
て
金
銀
を
貯
へ
ん
」

こ

〉

る

あ

は

せ

や

ぽ

せ

き

た

と
、
両
人
心
を
合
、
ざ
ん
ざ
め
か
し
て
矢
橋
の
渡
し
迄
来
り
け
る
。

い

せ

ま

い

り

つ

れ

や

ば

せ

此
時
、
喧
嘩
や
の
五
郎
右
衛
門
は
伊
勢
参
宮
し
て
一
二
人
連
に
て
矢
橋

の

り

あ

い

ぷ

む

の

り

ゐ

き

に
来
り
、
乗
合
船
に
乗
居
た
り
け
る
に
、
杉
谷
来
か
〉
り
、

そ

の

ふ

ね

あ

げ

の

り

あ

い

「
其
船
早
く
明
よ
。
乗
合
は
壱
人
も
な
ら
ざ
る
ぞ
」

せ
ん
と
う

と
、
い
か
め
し
く
の
べ
け
る
。
船
頭
手
を
摺
り
て
、

い

づ

れ

お

か

「
只
三
人
に
て
候
へ
ば
、
何
の
隅
に
も
さ
し
置
れ
下
さ
れ
よ
」

が
て
ん

と
い
へ
ど
ゐ
、
中
々
合
点
せ
ず
、

「
当
時
鎌
倉
に
て
前
司
泰
村
公
の
家
来
と
は
し
ら
ざ
る
か
。

人
も

と乗
、 t、
口

息、=は
巻;叶
てふ

匂?き
りこ

け
れ

ば

此
一
二
人
の
内
よ
り
立
派
な
る
男
一
人

た
ち
い
で

立
出
、も
っ

と

も

お

ふ

せ

む

れ

ら

さ

き

た

つ

あ

た

ひ

せ

ん

「
御
尤
の
仰
に
て
候
へ
共
、
我
は
先
達
て
船
の
価
を
遣
し
、
先

の

り

そ

の

お

ん

か

た

あ

と

き

た

り

お

ひ

の

け

に
乗
侍
る
。
其
御
方
に
は
、
跡
よ
り
来
る
給
ふ
。
先
へ
乗
る
者
を
追
退

玉
ふ
は
理
に
あ
た
ら
ず
。
殊
に
古
き
歌
に
も
、

も
〉
の
h

m

(

マ

マ

)

や

ゴ

せ

『

武

士

の

矢

橋

の

渡

し

近

く

と

も

白一、 一切一一 一J

_.a..--------~ 

と
申
事
の
あ
れ
ば

武い
家そ
方が
は{ま

此ふ廻
方守れ
へ瀬
来i回
り dコ

何三給長
れふ橋
のは』
隅わ
{2":私T
てな
もり
乗2
給御

了
簡
あ
り
て

わ
づ
か
三
人
の
事
な
れ
ば

は
れ

ν

そ

い

か

と
、
事
を
わ
け
で
丑
固
け
れ
ば
、
牛
尾
大
に
怒
り
、

す
と
つ

ι
ん

や

ぽ

せ

の

る

い

づ

ふ

れ

「
に
く
き
素
町
人
め
。
矢
橋
を
乗
ま
じ
き
所
な
ど
は
何
れ
よ
り
触
は

ひ
っ
た
亡

あ
り
け
る
ぞ
。
あ
れ
引
立
よ
」

90 

と
、
声
の
下
よ
り
畏
て
立
出
る
は
庄
兵
衛
な
り
。

る
よ
り
、
大
坂
に
て
毎
度
手
ひ
ど
き
目
に
逢
ぬ
る
も
の
な
れ
ば

よ
き
い

d

ゆ

た

ち

よ

り

『
能
意
赴
(
趣
)
か
え
し
也
』
と
立
一
寄
、

て
う

ι
ん

め

れ

つ

よ

ぐ

わ

日

「
町
人
目
。
慮
外
も
の
、
そ
こ
去
れ
」

と
い
ふ
貌
を
見
れ
ば
獄
門
の
庄
兵
衛
也
。

『
不
恩
義
や
、

五
郎
右
衛
門
を
見

き
や
つ
は
忠
右
衛
門

四
郎
右
衛
門
が
為
に
出
奔
し

て
行
衛
し
れ
ざ
り
し
に
、
掠
は
三
浦
家
へ
奉
公
せ
し
な
ら
ん
』

と
、
猶
も
態
敷
に



な

に

と

ぞ

お

き

む

か

ふ

「
貴
公
は
し
ら
ぬ
人
に
で
も
な
し
。
何
卒
片
隅
に
置
て
向
へ
渡
さ

よ

ふ

し

み

で

な

に

ぷ

ん

せ
給
へ
。
余
ほ
ど
ひ
ま
と
り
、
伏
見
迄
出
が
た
し
。
何
分
頼
み
参
ら

す
る

と
い
ふ
を
も
更
に
聞
入
ず
、

な

ん

ぢ

ね

れ

「
日
夜
、
し
つ
こ
く
頼
む
事
な
か
れ
。
我
も
昔
の
庄
兵
衛
な
ら
ず
。
我
、

め

v

つ

カ

ふ

ν

ぎ

あ

ひ

し

ん

ざ

ん

幼
年
よ
り
召
仕
わ
れ
し
主
丈
に
不
思
義
に
廻
り
逢
、
帰
り
新
参
の

て
は

v
吟

よ

F

h

d

や

一

手
始
、
用
捨
な
ど
し
て
怯
旦
那
へ
不
忠
な
り
。
そ
こ
立
去
ら
ず
ば
巨

に
も
の
見
せ
ん

と

い
き
を
い

つ
か
み
か
〉
る
勢
に

五
郎
右
衛
門
も
今
は
た
ま
り
か
ね
し

カミ

こ
の
と
こ
ろ

『
い
や
/
¥
、
此
所
に
て
喧
嘩
を
仕
出
さ
ば
、

同
伴
の
人
々
難
義

な
り
』

は
ま
ぺ
へ

す
ご
/
¥
三
人
浜
辺
上
り
け
れ
ば
、
庄
兵

を

の

/

¥

の

り

「
さ
も
そ
ら
ず
(
注
品
こ
と
、
各
か
の
船
へ
乗
う
つ

の

り

あ

ひ

あ

ま

た

つ

と

き

た

は

こ

め

う

ち

な

り
け
る
う
ち
、
乗
合
数
多
集
ひ
来
り
、
初
の
船
と
打
並
ら
ん
で
績

を
と
き
、
順
風
に
ま
か
せ
て
、
い
と
早
く
小
鰍
と
い
ふ
所
へ
着
け
り
。

五
郎
右
衛
門
が
乗
し
船
は
牛
尾
が
船
よ
り
暫
く
先
へ
着
ぬ
れ
ば
、
同

律?と
あ、

噸ざ
E物
ひを
も
し、

は
ず

合E「伴
せ我主の
給は人
へ少々
」しに
用ー、

事
あ
れ
ば
跡
よ
り
参
る

し

を

び

わ

計

ま

ち

大
津
の
追
分
に
て
符

つ

れ

き

き

ま

っ

と
い
ひ
て
、
連
を
先
へ
や
り
、
待
と
も
し
ら
ず
暫
く
し
て
牛
尾
が
船
、

小
鮒
の
浜
へ
着
と
こ
ろ
右
、
五
郎
右
衛
門
浜
辺
に
あ
ら
わ
れ
出
、

へ
さ
き

金
剛
力
(
挿
画
況
)
(
挿
画
匁
)
を
出
し
、
経
を
両
手
に
つ
か
み
、
「
ゑ

う
ち
た
を

い
、
う
ん
」
と
打
倒
せ
ば
、
い
ま
だ
上
り
も
や
ら
ず
う
ご
め
く
者
ど

も
を
扉
風
を
倒
す
ご
と
く
水
中
へ
投
入
、
ど
っ
と
打
笑
ひ
て
、
大
坂

け

う

さ

ま

に

ん

げ

ん

わ

ざ

さ
し
て
帰
り
け
る
。
見
る
人
興
を
覚
し
、
「
誠
に
人
間
業
に
は
あ
ら

ぬ
れ
ね
ず
み

じ
」
と
ど
よ
め
き
け
れ
ば
、
船
中
の
も
の
ど
も
は
皆
濡
鼠
の
如
く
、

荷
物
迄
も
水
に
ひ
た
し
、
面
目
な
く
人
を
雇
ひ
て
水
中
の
物
を
引
上
、

か

な

の

、

J

い

づ

〈

ゆ

き

「
掠
々
に
く
き
ゃ
っ
哉
」
と
匂
れ
ど
も
、
何
国
へ
行
け
ん
、
し
ら

せ
ん
か
た
な
く
京
都
へ
皆
々
着
に
け
り
。

ν 、一一一切
~~­-'--_.-

91一

ざ
れ
ば
、

お

と

こ

だ

て

も

ん

侠
客
、
来
山
の
門
に
入

こ
の
γ

ど

き

お

シ

ご

」

だ

て

比
時
五
人
の
侠
客
は
浪
花
に
肩
を
並
ぶ
る
も
の
も
な
く
、

ゃ
っ
こ

無
人
に
往
来
せ
し
が
、
奴
の
小
ま
ん
が
所
持
せ
し
短
冊
を
見
て

船
越
重
右
衛
門
甚
感
じ
、

井

が

ろ

ば

い

は

な

剛
億
を
論
ず
る
語

傍
若

「
我
々
浪
花
に
俳
御
し
て
男
を
磨
く
と
い
へ
ど
も

風
流
の
露
ほ
ど

程
近
き
今
宮
に
か
〉
る

も
あ
ら
ず
。
口
惜
き
事
に
あ
ら
ず
や
。
今
、

さ

う

レ

や

フ

い

と

ま

あ

る

と

き

風
流
の
宗
匠
お
わ
せ
ば
、
暇
有
時
は
五
七
五
の
数
を
も
覚
へ
、

誹
諮
の
真
似
を
も
な
さ
ば
や
と
、
我
は
思
ふ
な
り
。
和
歌
は
我
国
の

も

て

あ

そ

へ

い

に

ん

弄
び
物
な
れ
ど
も
、
平
人
の
及
ぶ
べ
き
に
あ
ら
ね
ば
、

け
ふ
よ
り



挿画 31

挿画 32
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お
う

し
、
来
山
翁
の
門
に
入
て
誹
譜
せ
ん
と
思
ふ
也
。

人
々
は
如
何
思
ひ

給
ふ
ぞ
」

と
い
ひ
け
れ
ば
、
忠
右
衛
門
、
藤
兵
衛
、
四
郎
右
衛
門
、
太
兵
衛
も
、

ぷ

ふ

う

り

つ

か

ね

%

¥

「
面
白
き
事
を
宣
ふ
も
の
か
な
。
我
々
も
不
風
流
な
る
を
兼
々
思
ひ

侍
れ
ば
、
い
ざ
や
打
連
、
今
宮
へ
ま
か
り
で
門
に
入
ら
ん
」

も

ろ

?

と

ほ

そ

と
、
小
ま
ん
諸
と
も
来
山
の
一
扉
を
叩
き
け
れ
ば
、
折
ふ
し
来
山
庵

い

で

あ

ひ

一

お

ど

ろ

き

り
に
あ
り
て
出
会
、
小
妄
ん
を
見
て
大
に
驚
し
さ
ま
な
れ
ば
、
小

ま
ん
も
面
ふ
せ
な
が
ら
そ
れ
と
は
な
し
に
挨
拶
終
り
、
拐
、
人
々
、

d
い

ど

き

な

歩

一

ザ

へ

「
誹
の
道
に
け
ふ
よ
り
入
て
、
品
羽
の
教
を
受
ん
」
と
言
ひ
け
れ
ば
、

来
山
甚
興
じ
て
、

ル
込
也

ν

v

zリ
《
い

υ
守

}

「
こ
は
面
白
事
な
し
(
り
)

O

と
あ
り
け
れ
ば

人
々
顔
をい

赤土ざ h 
めやて

J翌七
ぃア荒F
か (YJ く々
で、 、、敷石
lま
さ三人

?白土
' 一弘 り

の玉i誹
事り譜

をたせ
言:しん
出2」と

は
感
ず
る
に
余
り
あ
り

と給「ん
あへ誹や
り"皆」

春捻2け叶はと
のわれは俗?い
野けばぬ談fな
やて 、事平ごみ

草 力しも話Lけ
の手例2か侍?なれ
中主にさら pへれど
な立ミんば.~、ば 、

は
る物藤
男3はのの時
作主鬼花億判、

自Uて蔚 を 1

巴ぞ
やへ参
山ら
と
せ

て
ん

十
足そ万

下;堂
達2ゅ
のる
心さ
のず
欲三 、

す
事
を
し、

て〉

出

し

奴
小
ま
ん

鐘
太
兵
衛

昼
貌
や

朝
比
奈
藤
兵
衛

幽
霊
は
出
ず
淋
し
や
け
ふ
の
月

ね

と

こ

ろ

き

の

こ

か

り

狼

の

寝

所

見

ば

や

茸

狩

}

す

ゆ

き

ほ

と

け

死
る
と
も
か
く
は
な
る
ま
じ
雪
仏

勺

ハ

え

↑

ん

か

ん

か
く
い
ひ
出
し
け
れ
ば
、
来
山
甚
感
じ
、

「
面
白
ノ
¥
。
侠
客
の
稽
誓
(
滑
稽
)
か
く
こ
そ
あ
る
べ
か
ら
ん
。
是

根
津
四
郎
右
衛
門

黒
船
忠
右
衛
門

船
越
十
右
衛
門

「とよ
我いり
々ひ心
是よけ易
迄号れく
兄ば来
弟、臨

~ h λあ
る百〈る

z詞L土
をを
な揃
しへ
候

ど
も

白一 、一一
..~ 

品目

恒三誰

むを
ぞ頭;
も八市
7Jん

此と
う定

とちん
のや

各頭かう

低ご分Lな
頭iとし
しな
てるあ
願べわ

ひきれ
け人宗
れを匠
ば差?の
、図昼御
来ごし目
山fてき
翁?た〉
完三べに

爾~て
と
打
笑
て〉

っ
ο
Q
U
 

「
誹
諮
の
事
は
い
か
に
も
優
劣
を
も
わ
く
べ
し
。

い
か
で
か
〉
る
事

を
定
ん
。

ゆ
る
し
給
へ
」

と
あ
り
け
れ
ば
、
む

れ

/

¥

の

ぞ

み

d
ぢ

「
い
や
ノ
¥
、
我
々
不
案
内
の
発
句
を
も
望
給
ひ
し
ゅ
へ
、
恥
を

あ
ら
は
し
五
七
五
と
つ
ゾ
り
、
御
目
に
か
け
候
上
は
、

ま
け
て
御
差

図
あ
ら
ま
ほ
し
く
侯
」

と
、
し
ひ
て
願
け
れ
ば
、
短
冊
取
出
し
て

「

幾

ツ

目

を

若

水

に

せ

ん

水

車

来

山dゆ
く
ら
ん

認
で
さ
し
出
し
け
れ
ば
、
皆
々
打
寄
、
熟
覧
し
て
、



ま
こ
と

二
是
に
当
意
即
妙
と
や
申
さ
ん
。
我
々
難
渋
を
申
か
け
侍
り
し
に
、

は
や
く
も
御
心
を
付
ら
れ
、
御
発
句
に
て
御
断
あ
る
こ
そ
有
か
た
け

i-う
こ

う

わ

れ

ら

う

ち

す

で

け

う

れ
。
向
後
我
等
を
打
捨
ず
教
一
不
な
し
た
び
給
へ
」

そ

れ

か

よ

と
、
夫
よ
り
は
折
々
通
ひ
て
風
雅
の
道
を
学
び
け
る
と
也
。

'

ぞ

う

も

ち

は

ん

ぺ

此
侠
客
の
短
冊
、
，
今
に
浪
花
に
蔵
し
て
持
侍
る
人
の
あ
り

と
ぞ

侠
夫
伝
五
巻
終

浪
花
侠
夫
伝
巻
之
六

遠
州
佐
用
中
山
麓

つ戸、

同
に
吉
を
止
口
る
話

き

d

の
わ
だ

或
目
、
奴
の
小
ま
ん
、
泉
州
の
岸
和
田
と
い
ふ
所
へ
ま
か
り
で
、

た

そ

が

れ

帰
り
に
早
黄
昏
の
頃
に
な
り
ぬ
れ
ど
、
名
に
し
お
ふ
小
ま
ん
な
れ
ば
、

は
や
よ
yu

す
ぎ

引
か
へ
し
て
帰
り
け
る
に
、
堺
の
町
を
離
る
〉
時
は
早
夜
の
四
ツ
過

に
な
り
に
け
る
。
男
子
す
ら
其
頃
は
一
人
帰
る
べ
く
も
あ
ら
ぬ
に
、

ユ

)

ゃ

く

ふ

き

と

び

た

小
ま
ん
は
自
若
と
し
て
尺
八
吹
な
ら
し
、
安
部
野
よ
り
飛
回
の

は

り

つ

け

ば

き

た

む

か

ひ

刑
罪
場
(
注
目
ご
へ
来
り
け
る
に
、
向
ふ
の
か
た
に
あ
や
し
き
火
二

も

へ

い

で

ょ

っ

ツ
燃
出
た
り
。
『
い
か
な
る
火
に
て
や
あ
ら
ん
』
と
近
々
と
寄
て
見

栗
杖
亭
鬼
卵
述

人

れ
ば
、
火
の
中
に
人
あ
旬
。

小人
まは;

ん色=
近青
々ざ
とめ
立2た
よる
れ男
ば

此

ツ
の

一
人
は
見

火し
もり
傍5あ
にる
来Zや
りう
O な

る
女

な
り

女
の
い
ふ
ゃ
う
は
、

「
珍
ら
し
ゃ
、
小
ま
ん
と
の
。
我
は
先
達
て
鳥
首
せ
ら
れ
し
か
し
く

を
つ
と
ひ
ゃ
う
す
叶

也
。
是
な
る
は
夫
兵
助
な
り
。
君
、
我
に
頼
ま
れ
七
郎
介
を
殺
し
、

を
ん
こ
〉
ろ
ぎ

v

罪
を
一
人
に
負
ひ
給
わ
ん
と
の
御
志
を
、
早
く
も
悟
り
、
御
命

主

こ

と

わ

が

と

よ

び

こ

の

と

こ

ろ

に
代
り
し
は
実
に
我
本
望
也
。
今
世
円
、
此
所
を
通
り
給
ふ
を
早
く

つ
げ
ま
い

も
し
り
侍
れ
ば
、
と
く
よ
り
夫
婦
符
受
し
は
、
君
に
告
参
ら
す
る

事
あ
り
で
な
り
。
此
度
、
敵
杉
谷
伊
兵
衛
夫
婦
、
鎌
倉
よ
り
上
り
、

こ

の

せ

つ

り

や

r

J

J

ゆ
く

此
節
京
都
に
旅
宿
し
て
あ
り
。
清
十
郎
殿
、
お
夏
殿
の
敵
杉
谷

軍
兵
衛
と
い
ふ
も
の
も
一
諸
(
緒
)
に
あ
り
て
、
さ
ま
ハ
¥
の
悪
事

は

ん

く

る

か

れ

ら

つ

き

を
工
み
侍
。
し
か
し
最
早
、
彼
等
が
運
尽
た
れ
ば
、
近
日
に
は
本

2
7

か

な

ら

ず

/

¥

う

つ

意
を
遂
給
ふ
べ
し
。
必
々
杉
谷
夫
婦
を
討
て
我
々
が
修
羅
の
亡
愁

は

あ

や

ふ

ほ

ん

べ

ち

カ

ら

そ

へ

を
晴
ら
し
た
び
給
へ
。
危
き
事
も
侍
ら
ば
、
夫
婦
力
を
添
る
べ

つ
げ
d

き
た

し
。
此
事
、
清
十
郎
殿
に
も
告
知
ら
せ
、
用
意
あ
る
べ
し
。
来
る
十

か

れ

ら

つ

く

七
日
こ
そ
彼
等
が
運
の
尽
る
日
な
れ
ば
、
手
つ
が
い
ぬ
か
り
給
ふ
な
」

と
い
ふ
か
と
思
へ
ば
、
人
も
火
も
消
失
て
、
只
秋
風
の
身
に
し
み
、

か

す

か

炉

し

お

が

み

虫
の
声
幽
な
れ
ば
、
小
ま
ん
は
跡
を
伏
拝
、

か

な

ら

ず

を

み

た

ち

あ

た

フ

つ

わ

が

い

の

か

J

「
必
気
遣
ひ
給
ふ
な
。
御
身
達
の
仇
を
討
て
、
我
活
命
の
恩
を
報

白』一、一←一
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さ

き

だ

っ

を

L

わ
が
や

と
、
先
立
一
俊
を
押
ぬ
ぐ
ひ
、
我
家
へ
帰
り
け
る
。

鐘
の
太
兵
衛
は
、
其
日
神
崎
へ
用
事
あ
り
て
帰
り
は
後
更
の
頃
に

な
り
け
る
。
さ
れ
ど
大
胆
の
太
兵
衛
、
十
三
堤
を
来
か
〉
り
し
に

後
よ
り
、
「
申
々
」
と
呼
も
の
あ
り
。
『
何
者
や
ら
ん
』
と
ふ
り
返

れ
ば

七
な
る
、
い
と
う
つ
く
し
き
娘
也
。

り

た

戸

、

び

む

れ

ば

か

「
掠
は
き
ゃ
っ
、
狐
狸
の
類
、
我
を
化
さ
ん
と
は
事
お
か
し
ゃ
。
汝
、

鐘
の
太
兵
衛
を
駐
車
し
が
ド
似
の
耐
を
あ
ら
わ
せ
」

あ

ざ

け

り

む

ら

か

の

と
噺
笑
へ
ば
、
彼
娘
、

わ

れ

せ

ん

だ

っ

七

す

r

「
成
ほ
ど
我
は
人
間
に
あ
ら
ず
。
先
達
て
御
身
に
助
ら
れ
し
狐
な

り
。
先
日
は
杉
谷
軍
兵
衛
鎌
倉
に
あ
り
て
所
を
し
ら
ざ
り
し
に
、
此

ち
ゃ
く

一
両
日
い
ぜ
ん
京
都
へ
着
い
た
し
、
三
条
通
り
に
あ
り
。
来
ル
十

ふ

こ

か

を

も

み

ぢ

も

ろ

七
日
に
は
高
雄
の
紅
葉
見
ん
と
杉
谷
伊
兵
衛
夫
婦
諸
と
も
高
雄
一
へ
参

か

れ

ら

つ

き

あ

い

だ

カ

な

ら

ず

る
な
り
。
彼
等
が
運
命
十
七
日
に
は
尽
ん
問
、
必
々
本
望
を
遂

ま
ち
冶
ん
ベ

給
ふ
べ
し
。
此
事
を
告
知
ら
せ
申
さ
ん
と
先
刻
よ
り
待
侍
る
」

形
は
き
え
て
見
へ
ず
(
挿
画
お
)
な
り
に
け

十
ノ、

と
い
ふ
か
と
思
へ
ば

り，:. カミ
出?へ太
会じら兵
、ず衛
、大

先三に
朝悦

比び
大
ノょ、

藤宙
兵を
衛飛

かん

た七ム
一~

来?帰士
5れ
けば
る

小
ま
ん
も
宿
へ
は

円
に
て
太
兵
衛

「
い
か
な
る
事
に
て
か
〉
る
深
夜
に

人
来
り
給
ふ
ぞ

山、一ー一一.-
一回
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候
ぞ

五
郎
右
衛
門
答
て
、

を

わ

/

¥

か

た

つ

げ

「
各
方
へ
告
知
ら
す
吉
事
あ
り
て

り
た
り
」

と
、
一
向
に
藤
兵
衛
が
内
に
入
け
れ
ば
、
藤
兵
衛
も
驚
き
、
清
十
郎

お
夏
も
起
出
れ
ば
、
先
、
五
郎
右
衛
門
い
へ
ら
く
、

そ

れ

が

】

い

せ

さ

ん

ぐ

っ

か

へ

り

や

ぽ

せ

「
某
、
伊
勢
参
宮
の
帰
に
矢
橋
の
渡
し
船
に
か
や
う
ノ
¥
の
口

論
を
い
た
し
た
る
に
、
其
中
に
獄
門
の
圧
兵
へ
あ
り
て
我
を
悪
口
す

V

ゆ

て

あ

ひ

た

い

か

っ

か

へ

る
に
、
古
主
に
出
会
て
、
今
は
大
家
に
仕
る
よ
し
語
り
ぬ
。
彼
が

た
づ
ぬ

古
主
と
い
ふ
は
兼
て
尋
る
杉
谷
軍
兵
衛
と
や
ら
ん
と
い
ふ
も
の
な

ね

れ

ゐ

v

ゆ

ら
ん
。
我
、
其
意
趣
が
へ
し
に
船
を
く
つ
か
へ
し
日
帰
り
し
が
此
事

つ
げ

v

や
ど

告
知
ら
せ

9
さ
ん
が
た
め
宿
へ
も
帰
ら
ず
立
越
し

と
い
ひ
け
れ
ば
、
小
ま
ん
は

ザ

よ

あ

い

「
飛
田
の
墓
所
に
て
兵
助
夫
婦
の
亡
霊
に
逢
て
来
ル
十
七
日
に
は

2

つ

つ

げ

や

ど

敵
を
討
べ
し
と
告
け
る
ゆ
へ
宿
へ
も
帰
ら
ず
参
り
た
り
」

と
ひ

と

太

兵

へ

小

ま

ん

に

聞

け

れ

ば

む

れ

つ

げ

d

き

ち

〕

や

と

き

た

「
我
、
告
知
ら
す
吉
事
あ
り
て
宿
へ
も
帰
ら
ず
来
り
た
り
」

た
び
で
た
ち

と
い
ふ
所
へ
、
喧
嘩
や
五
郎
右
衛
門
旅
出
立
の
倍
、
a

同
じ
く
戸
口
に

で

あ

い

こ

ど

ぱ

て
出
会
け
れ
ば
、
太
兵
へ
一
小
ま
ん
、
詞
を
そ
ろ
へ
、

お

や

ち

か

ん

白

「
親
仁
分
に
は
、
い
か
な
丸
事
に
や
、
か
〉
る
夜
中
に
旅
の
ま
〉
御
越

寸
ぐ

船
よ
り
直
に
宿士

き
た

帰
ら
ず
来

し

ら

せ

侯

ゆ

へ

ず

帰

り

侯

」

を
の
/
¥
き

と
、
息
絶
(
継
)
あ
へ
ず
い
ひ
け
れ
ば
、
各
奇
異
の
思
ひ
を
な
し

か

川

つ

ニ

ん

ひ

き

あ

は

せ

「
か
く
一
度
に
敵
の
あ
り
家
し
る
〉
事
、
誠
に
仏
神
の
御
引
合
、

有
か
た
さ
よ
。
何
卒
十
七
日
迄
に
用
意
し
て
上
京
せ
ん
。
去
な
が
ら

に
う
ゐ
き
ん

兼
て
の
用
意
金
な
く
、
な
く
て
は
此
者
ど
も
見
苦
敷
形
り
に
て
敵
を

〆

つ

ぐ

ち

を

討
た
り
と
い
は
れ
ん
も
口
惜
し
」

と
い
ひ
け
れ
ば
、
小
ま
ん
完
爾
と
打
笑
ひ
、

さ

き

た

つ

む

が

み

う

付

あ

ひ

は

ん

へ

め

つ

「
其
事
は
先
達
て
我
身
請
合
侍
れ
ば
、
明
日
百
両
持
参
せ
ん
。
七

さ

き

た

つ

お

の

/

¥

が

た

郎
介
を
先
達
て
殺
せ
し
事
は
各
方
に
唱
し
候
へ
ど
も
、
金
を
奪
ひ

な

か

ま

か

ほ

ぞ

ん

コ

と
り
し
と
い
は
れ
ん
は
仲
間
の
貌
よ
ご
し
と
存
、
喜
兵
衛
に
も
し

わ

ざ

お

き

ま

こ

と

わ

が

み

ぬ

ず

み

を

ひ

ら
さ
ず
、
金
は
か
し
く
が
業
と
な
し
置
し
が
、
実
は
我
身
盗
置
た

り
。
首
尾
能
本
望
遂
し
後
に
は
、
我
盗
賊
と
名
乗
て
、
か
し
く
が
迷
途

あ

く

み

や

う

は

ら

の
悪
名
を
晴
し
候
は
ん
と
心
ツ
に
納
め
侯

お

〉

き

を

と

ろ

と
告
け
れ
ば
、
太
兵
衛
も
大
に
驚
〔
き
〕
、

さ

き

だ

っ

た

す

け

「
我
も
只
今
十
三
の
渡
し
場
に
て
、
先
達
て
助
か
へ
せ
し
狐
の
し

ら
せ
に
よ
っ
て
来
る
十
七
日
に
は
杉
谷
が
運
の
尽
る
時
節
な
り
と

取
物
も
と
り
あ

と
い
ひ
け
れ
ば
人
々
感
心
し
て

き

ん

す

い

っ

せ

は

れ

「
其
金
子
を
以
て
、
一
世
の
瞭
な
れ
ば
心
の
ほ
ど
美
麗
を

べ
し
」

と
い
ひ
メえあ
仁3は:

せ

よ
あ
け

夜
明
て
お
の
/
¥

各
宿
へ
帰
り
け
る

尽
し
打
立
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を
よ
び
お
左
こ
だ
て
と
も
が
ら

清

十

郎

、

夏

子

、

及

侠

客

の

輩

、

か
た
き
う
ち

復
讐
の
用
意
を
な
す
話

あ

〈

き

た

お

の

/

¥

う

ち

よ

り

明
れ
ば
小
ま
ん
百
両
を
携
へ
来
り
け
れ
ば
、
各
打
寄
、

の
瞬
な
れ
ば
思
ふ
ほ
ど
花
や
か
に
出
立
、
目
覚
す
程
の
働
き
せ
ん
」

d

ろ

あ

ゃ

あ

は

せ

と
て
先
衣
裳
を
ぞ
好
み
け
右
J

清
十
郎
、
夏
子
は
白
綾
の
袷
に
、

せ

ん

ね

人

お

き

一

ム

も

ち

き

た

ゑ

先
年
軍
兵
衛
が
忘
れ
置
レ
鑓
の
穂
先
を
持
来
り
し
が
、
柄
を
入
さ
せ
、

清
十
郎
こ
れ
を
も
っ
。
夏
子
は
大
道
寺
代
々
伝
は
り
し
信
国
の
刀
を

た

い

さ

だ

め

お

と

三

た

て

う

ち

よ

り

帯
し
て
勝
負
せ
ん
と
定
け
る
。
侠
客
ど
も
打
寄
て
い
ひ
け
る
は
、

き

あ

だ

ろ

ち

こ

れ

「
我
々
白
き
小
袖
を
着
ん
も
仇
討
に
古
め
か
し
け
れ
ば
、
い
ざ
や
是

「
一
世

ま
で
な
き
衣
装
に
せ
ん
」

と

む

ら

さ

き

ら

}

や

ご

が

く

っ

け

ふ

ん

ど

ν

ひ

ν
ゆ
す

「
五
人
は
紫
羅
紗
に
五
巌
の
紋
を
付
、
揮
は
緋
濡
子
に
銘
々
の

カ

レ

ら

じ

き

ん

ぜ

ぬ

ip

〕

め

む

ら

さ

き

ら

v

や

頭
{
子
を
金
糸
に
で
縫
せ
、
是
を
〆
ん
。
小
ま
ん
は
紫
羅
紗
に
『
ま

も

そ

う

き

ん

}

ぬ

ね

い
ら
せ
候
か
し
く
』
の
虚
無
僧
の
紋
を
金
糸
に
て
縫
せ
着
し
、
緋

ら

の

め

ん

た

す

き

む

ら

さ

き

ら

し

や

「

ち

は

縮
緬
の
櫨
障
を
か
け
ん
。
わ
け
て
は
ん
じ
物
は
紫
羅
紗
に
団
一
扇
の

ち

ゃ

く

か

へ

う

ち

紋
を
付
て
着
し
、
万
一
返
り
討
に
な
ら
ん
時
、

見
苦
し
か
ら
ざ
る

や
う
に
金
弐
-
両
ヅ
¥
懐
中
す
べ
し
。
妖
怪
の
し
ら
せ
に
敵
は
紅
葉

狩
に
高
雄
へ
来
る
と
聞
つ
れ
ば
、
此
方
も
同
じ
場
所
に
幕
打
廻
し
、

け

ん

ぶ

っ

て

い

一

一

ば

か

り

見
物
の
体
に
見
せ
て
、
其
内
に
て
用
意
せ
ん
。
敵
は
家
来
廿
人
計

も
あ
る
よ
し
な
れ
ば
、

ひ
っ
ぢ
ゃ
う

助
太
刀
せ
ん
は
必
定
な
れ
ば
、

是
を
防
ぐ

ま
づ
、
清
十
郎
様
、
夏
子
さ
ま
は
杉
谷
(
挿
画
制
)
(
挿

画
お
)
(
挿
画
主
軍
兵
衛
に
か
〉
り
給
へ
。
四
郎
右
衛
門
、
ま
づ
庄
兵

予
つ
つ
の
七
h
d

衛
を
討
て
後
、
御
両
所
の
助
太
刀
せ
よ
。
藤
兵
衛
は
勘
当
の
身
な
れ

ば
、
敵
の
助
太
万
を
ふ
せ
ぐ
べ
し
。
小
ま
ん
は
杉
谷
伊
兵
衛
夫
婦

の
者
を
討
べ
し
。
喜
兵
へ
、
是
を
助
べ
し
。
忠
右
衛
門
、
十
右
衛
門

な

つ

い

づ

あ

や

ふ

は

せ

め

ぐ

す

は
遊
軍
と
成
て
、
何
れ
に
で
も
危
き
か
た
へ
馳
向
っ
て
助
よ
」

す

で

さ

だ

ま

と
、
用
意
既
に
定
り
し
所
へ
喧
嘩
屋
王
郎
右
衛
門
来
り
て
、

わ

れ

さ

き

だ

っ

お

め

/

¥

か

た

た

ち

け

九

ぽ

「
我
も
先
達
て
各
方
に
兄
弟
の
ち
な
み
あ
れ
ば
、
立
こ
へ
で
犬
馬

の
用
意
せ
ん
。

の
労
を
な
さ
ん
」

い

さ

み

お

の

/

¥

か

d

ら

と

勇

け

れ

ど

も

、

各

頭

を

ふ

り

、

そ

っ

か

あ

て

こ

の

も

の

ど

も

あ

だ

ろ

っ

「
足
下
は
仇
な
し
。
此
者
共
は
仇
あ
る
人
を
討
な
れ
ば

な
に

hoλ
と
ジ
ま

何

分

止

り
給
へ

と
、
さ
ま
六
¥
い
さ
め
け
れ
〔
ど
]
も

「
い
や
/
¥

み

お

き

か

う

が

く

か
や
う
事
は
見
置
て
後
学
の

「 是ぜ手
し悲ひは
かとお
らもろ
ば御fさ
兎と供tず
も申と
角?さも
もん

のとた
夜主笥きめ
入ぶな
船ねれ
にばば
打;
dコ
り

京
都
を
さ
し
て
の
ぼ

り
け
る

十
五
日

と
用
意
を
な
し

か
だ
き
う
ち

u

っ
か
は

高
雄
の
紅
葉
狩
に
復
讐
の
使
を
遣
す
話

山、-←ー叫
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ν

ゃ
う
し
よ

ι
い
わ
〈

『
尚
書
』
日

て
ん
の
に
く
む
!
と
こ
ろ

「

天

所

悪

て
ん
か
な
ら
ず
ち
う
す

天
必
諒
之
」
と

!とみ

ま
こ
と
な
る
哉
。
杉
谷
軍
兵
衛
、
杉
谷
伊
兵
衛
は
不
義
に
し
て
富
、

好

計

を

も

て

金

銀

を

貯

へ

、

天

下

に

敵

な

き

心

お
ご
り
を
極
め

36 

地
し
て
京
都
の
木
犀
町
に
貸
座
敷
を
構
へ
、
在
京
の
諸
大
名
、
泰
村

が
権
威
に
恐
れ
、
さ
ま
介
¥
の
賄
賂
を
な
す
を
能
事
に
し
て
、
け
ふ

あ

す

い

r
す

ち

ろ

や

お

や

ま

は
丸
山
、
翌
は
生
洲
な
ど
昼
夜
妓
を
携
へ
、
姪
酒
に
ふ
け
り
、
祇

園
町
、
島
原
杯
日
を
送
り
け
る
が
、
来
ル
十
七
日
に
は
高
雄
の
紅

み

た

だ

い

こ

J

げ

い

三

た

ぐ

ひ

P
れ

葉
見
ん
と
い
ひ
出
し
け
れ
ば
、
牽
頭
、
法
師
、
芸
妓
の
類
、
我
も

う
け
あ
い

酒
の
元
気
に
受
合
、
十

99-
白一 、-←一一

~ ~­
-，--'-

ふく
をりと
立i雇
とをれ 、

伊
兵
衛
か

た
の
み
け
れ
ば

酒

十
七
日
の
早
朝
よ
り
打
立
て
高
雄
へ
こ
そ
は
の
ぼ

こ
の
ひ

兼
て
此
日
と
期
し
た
れ
ば
、
清
十
郎
一
家
同
じ
く
高
雄
に

+首

来Zり
りけ
る

杉
谷
「が

用幸三紋
ta  f付
Zのの
挟は場幕
Z所を
箱if な山

をりの
か」中

きと央
荷Z同
はじ少
せくしあ
、 其Z平示な
酒F隣三らた
肴5のりかこ
かゆふ成2な
携長:所ぞ
で宗打比
今戸廻廻
ゃ長しす
遅くけ l三
し打れ
と廻は
待2し巴
け
る

杉
谷
軍
兵
衛
、
杉
谷
伊
兵
衛
夫
婦
、
獄

守

C
λ
と
か
が
こ
ゑ
フ
Z

」一一つ

門
の
庄
兵
衛
、
加
島
長
兵
衛
、
伊
兵
衛
が
手
下
に
猿
若
郷
蔵
な
ど
皆

〈

っ

き

ゃ

う

あ

ら

た

め

ぜ

か

〉

へ

ち

ろ

げ

ん

そ

の

ほ

か

屈
寛
の
も
の
ど
も
十
人
、
新
に
召
抱
し
若
党
仲
間
十
人
計
、
其
外

げ

い

こ

え

い

こ

も

ち

あ

る

ひ

ば

法
師
、
芸
子
、
牽
頭
持
、
己
上
十
五
人
、
二
一
十
五
、
六
人
、
或
は
謡
、

或
は
新
て
幕
の
内
へ
つ
ど
ひ
転
、
不
偏
(
ね
町
一
転
)
の
あ
り
さ
ま
い
ふ

か
〉
る
事
と
は
し
ら
ず
、



昼
の
か
れ
飯
し
た
〉
め
、

み
ぢ
を
見
ん
」
と
、
い
と
興
じ
で
あ
り
け
る
所
へ
、
隣
の
幕
の
内
よ

り
立
派
の
大
男
立
出
て
、
ま
く
の
外
面
に
案
内
し
〉

「
申
入
度
子
細
あ
り
て
、
平
一
と
な
り
の
幕
よ
り
使
に
参
り
た
り
。
宜
、

り
つ
ぎ
た
の
み
い
る

E

取

次

頼

入

」

¥

一

と
い
ひ
入
け
る
。
加
島
長
兵
衛
『
何
事
ゃ
ら
ん
』
と
立
出
て
貌
を
見

お

"

と

ろ

き

な

ん

れ
ば
黒
船
の
忠
右
衛
門
也
。
大
に
驚
し
が
、
胸
を
す
へ
て
、
「
何

と
手
を
突
ば
、
忠
右
衛
門
も
一
ゅ
う
し
、

べ
く
も
あ
ら
ず
。

「
い
ざ
是
よ
り
奥
の
も

の
御
用
に
や
」

「
杉
谷
軍
兵
衛
殿
、
杉
谷
伊
兵
衛
殿
へ
石
堂
清
十
郎
申
入
る
。
子
細

せ

ん

三

つ

お

や

ラ

っ

た

ち

の

か

の

ち

つ

く

は
先
達
て
親
清
左
衛
門
を
討
て
立
退
れ
し
後
、
さ
ま
ハ
¥
心
を
尽
し

あ

り

か

え

づ

ね

け

ふ

と

の

と

こ

ろ

を

ん

も

や

う

有
家
を
尋
し
に
、
今
日
此
所
へ
紅
葉
狩
の
御
催
し
に
て
来
り
給

あ

い

ま

ち

ま

れ

り

あ

り

ね

ん

ら

い

あ

た

お

た

ち

あ

ひ

ふ
よ
し
承
り
、
先
刻
よ
り
相
待
罷
在
。
年
来
の
仇
、
尋
常
に
御
立
会

み

う

「

あ

ま

た

吃

}

つ

れ

下
さ
る
べ
し
。
又
、
見
受
候
へ
ば
、
遊
女
、
法
師
な
ど
数
多
召
連
給

三
ん
ゐ

彼
等
に
あ
や
ま
ち
さ
せ
申
さ
ん
も
本
意
な
ら
ず
。
と
く

使
を
以
て
申
上
る

ふ
様
子
。

/
¥
御
帰
し
あ
る
べ
し
。

比
事
を
申
さ
ん
為
、

也
。
潔
く
御
覚
悟
あ
る
べ
し
」

と
言
ひ
入
け
れ
ば
、
長
兵
衛
は
仰
天
し
な
が
ら
右
の
赴
き
、
軍
兵
衛
、

た
い
さ
ん
が
一
ぜ
ら
お
ち

何
か
は
驚
か
ざ
ら
ん
や
。
大
山
頭
に
落

伊
兵
衛
に
言
入
け
れ
ば
、

か
〉
る
心
地
し
て
肝
を
失
ひ
け
る
が
、
流
石
の
軍
兵
衛
、
心
を
静
め
、

「
清
十
郎
殿
、
御
口
上
の
赴
、
逐
一
承
知
い
た
し
た
り
。
年
来
の

欝
憤
喉
々
、
御
心
底
察
」
)
入
。
答
な
き
者
共
、
怪
我
致
さ
せ
ん
事
、

び

ん

お

ぽ

v

め

v

つ

一

か

び

を

も

む

き

は

な

は

だ

こ

の

も

の

不
便
に
思
召
て
の
御
使
の
赴
、
甚
感
じ
入
候
。
此
者
ど
も
.
を

石
川
ら
く
ご
ょ
っ

v

や

帰
し
、
潔
く
勝
負
い
た
し
申
べ
き
問
、
(
挿
画
訂
)
暫
時
御
用
捨
下
さ

る
べ
し
。
用
意
致
し
た
し

き

〉

ゐ

た

い

こ

も

ら

と
、
忠
右
衛
門
を
帰
し
け
る
。
是
を
開
居
た
る
牽
頭
持
、
法
師
、
芸
妓
、

女
郎
の
輩
、
い
か
で
驚
か
ざ
ら
ん
。
す
り
鉢
を
冠
、
逃
る
も
あ

お

や

ま

ざ

1

と

う

ひ

か

た

い

こ

も

ち

も

せ

ん

り
、
女
郎
は
座
頭
に
手
を
引
れ
、
牽
頭
持
は
毛
監
を
か
む
り
、
逃
出

れ

〕

ば

ゐ

し
け
る
が
、
是
は
戯
場
に
て
死
人
を
隠
す
も
の
な
れ
ば
、
さ
い
さ
き

わ
ろ
し
と
谷
へ
打
や
り
逃
る
も
あ
り
、
芸
妓
は
首
よ
り
大
切
な
る

さ

み

±

げ

ゆ

ド

び

き

三
味
せ
ん
な
り
と
で
か
き
い
だ
き
て
逃
行
、
は
、
料
理
人
は
鯛
を
引
ず

に

げ

ゆ

け

か

な

、

む

き

り
な
が
ら
麓
を
さ
し
て
逃
行
ば
、
誠
に
鼎
の
涌
い
づ
る
が
ご
と
く
、

目
も
あ
て
ら
れ
ぬ
次
第
な
り
。
其
内
に
軍
兵
衛
、
伊
兵
衛
、
其
外
の

ち

ゃ

く

い

づ

悪
党
ど
も
、
兼
て
用
意
の
く
さ
り
維
子
を
着
し
、
何
れ
も
身
軽
に

い

で

た

ち

な

ご

り

さ

さ

づ

き

出
立
、
「
い
ざ
や
名
残
の
盃
せ
ん
」
と
い
ふ
う
ち
に
も
未
練
第
一

の
軍
兵
衛
、
『
す
き
あ
ら
ば
逃
ん
』
と
、
人
を
出
し
て
見
す
れ
ば
、

亡

く

ば

り

ひ

と

す

}

み

ち

兼
て
手
配
な
れ
ば
、
麓
の
一
筋
道
に
喧
嘩
屋
五
郎
右
衛
門
は
仁
王
立

こ

げ

ゆ

く

に

ん

ユ

ゆ

あ

ら

た

松

三

の

あ

い

だ

こ

の

も

の

に
立
て
逃
行
人
数
を
改
け
れ
ば
、
『
此
問
、
此
者
の
怪
力
は
し

ほ
二
め

運
を
天
に
任
せ
ん
』
と
、
初

白一 、-←  
~~~ 
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100 

り
ぬ
。
逃
出
べ
き
道
も
あ
ら
ね
ば
、

さ

だ

め

と

、

ろ

)

づ

か

て
心
を
定
、
心
静
に
用
意
を
な
し
、
獄
門
の
庄
兵
衛
を
も
て
憐

せ

九

を

ん

っ

か

ひ

む

ね

t
h
v
よ

ー

の

こ

ら

ず

「
先
こ
く
は
御
使
の
旨
承
知
せ
し
め
候
。
此
方
の
足
弱
ど
も
不
残
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、

之

き

う

ち

も

み

ら

復
讐
時
あ
り
て
紅
葉
を
な
す
話

い

〉

お

わ

ま

ち

庄
兵
衛
、
口
上
を
言
終
っ
て
帰
り
け
れ
ば
、
「
さ
ら
ば
」
と
待
も

し

や

フ

ね

ん

〕

ろ

あ

ゃ

あ

は

そ

ふ
け
た
る
人
々
に
は
、
石
堂
清
十
郎
生
年
廿
七
才
、
白
綾
の
袷
に

び

っ

さ

げ

あ

っ

ば

れ

ゆ

〉

〕

く

同
じ
き
鉢
巻
を
し
め
、
鑓
引
提
し
さ
ま
、
天
晴
勇
々
敷
見
へ
け
る
。

ぜや

y
ね

ん

こ

れ

し

ろ

あ

や

た

ち

い

づ

妻
の
夏
子
生
年
廿
二
才
、
是
も
白
綾
に
白
き
鉢
巻
し
て
立
出
る
さ

ゃ
っ
こ

ま
、
楊
柳
の
風
に
な
び
く
粧
ひ
、
や
さ
し
く
も
い
さ
ま
し
。
奴
の

む
ら
さ
き
ら
ぜ
や

小
万
は
紫
羅
紗
に
「
ま
い
ら
せ
候
か
し
く
」
の
成
無
僧
の
紋
付
を

ち

ゃ

く

こ

み

ひ

っ

そ

ふ

着
し
、
大
脇
指
を
腰
に
ぽ
つ
込
、
夏
子
の
跡
に
引
添
た
り
。
少
し

ち

ゃ

く

や

ど

離
れ
て
は
ん
じ
物
の
喜
兵
衛
、
紫
に
回
一
扇
の
紋
付
を
着
し
、
闘
の
宿

ぬ

す

み

と

り

お

き

た

い

う

d

ろ

た

ち

に
て
盗
取
置
し
う
ち
の
わ
ざ
物
を
帯
し
て
清
十
郎
が
後
に
立
け

そ

の

あ

と

が

ラ

ゅ

う

い

き

い

お

い

り
。
其
跡
よ
り
五
人
の
豪
雄
、
四
天
王
の
勢
に
て
、
五
回
獄
の
紋
付

む
ら
さ
き
ら

d

や

ひ

v

ゆ

す

の

J

た
お
び
ひ
き
}
比
た
ち
、

P

に
紫
羅
紗
の
半
て
ん
、
緋
'
様
子
下
帯
引
〆
立
出
し
さ
ま
、
誠
に

一
人
当
千
と
ぞ
見
へ
に
け
る
。
隣
の
幕
の
際
に
追
取
巻
、
中
に
も
清

だ
い
お
ん
あ
げ

十
郎
大
音
上
て
、

せ

ん

お

ん

う

っ

た

ち

の

き

「
先
年
汝
が
討
て
立
退
し
石
堂
清
左
衛
門
が
一
子
清
十
郎
。
汝
が

-101 
d 、-←ー叫.-
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の
幕
へ
言
や
り
け
る
は
、

な

ん

ど

き

を

ん

い

で

麓
へ
遣
し
、
用
意
い
た
し
た
れ
ば
、
何
時
に
で
も
御
出
な
さ
る
べ

を

あ

い

て

ま

か

り

な

り

も

う

九

し
。
御
相
手
に
罷
成
申
べ
し
」

と
い
ひ
捨
て
、
庄
兵
衛
は
幕
の
内
へ
入
に
け
る
。



あ

い

は

て

む

す

め

好
計
の
毒
薬
に
て
相
果
し
大
道
寺
玄
蕃
が
娘
夏
。

尋
常
に
勝
負
せ

よ」
よ

ば

ひ

き

と
呼
は
れ
ば
、
幕
さ
っ
と
引
ち
ぎ
り
、
中
央
に
は
杉
谷
軍
兵
衛
、
く

か

た

び

ら

く

ろ

は

d

た

ひ

あ

は

せ

ち

ゃ

〈

ひ

き

ν
め

さ
り
雄
子
の
上
に
黒
羽
二
、
一
重
の
袷
を
着
し
、
鎖
は
ち
ま
き
引
〆
、

む
き
一
も
ち
ャ
ナ

白
俸
き
に
三
尺
二
寸
の
芳
按
持
、
床
机
に
腰
打
懸
、
悠
々
た
る
有

で

た

ら

ひ

っ

さ

げ

様
。
左
り
に
は
杉
谷
伊
兵
衛
、
是
も
同
じ
く
出
立
に
て
鑓
引
提
て
つ

に
よ
ぽ
一
つ

v

ろ

む

く

く

れ

な

い

〉
立
た
り
。
右
の
方
に
は
伊
兵
衛
が
女
房
小
ふ
じ
、
白
無
垢
に
紅

ひ

ら

り

佐

ん

た

す

き

な

ぎ

な

た

こ

み

た

て

の
鉢
巻
し
め
、
緋
縮
緬
の
棒
を
か
け
、
長
万
小
脇
に
か
い
込
つ
〉
立

ゑ

も

の

ひ

ワ

さ

げ

ま

ち

ば
、
庄
兵
衛
、
長
兵
衛
、
其
外
の
者
ど
も
得
物
/
¥
を
引
提
て
待
か

あ
ざ

D
ら

け
し
さ
ま
、
い
さ
ま
し
く
ぞ
見
へ
け
る
。
軍
兵
衛
噸
笑
ひ
、

ひ

ド

フ

な

ん

ち

い

ち

に

ん

「
比
輿
な
る
清
十
郎
。
汝
一
人
に
て
我
を
打
取
ら
ん
事
叶
ふ
ま
じ

と
て
、
大
坂
に
も
て
あ
ま
す
ゆ
か
り
な
き
悪
者
ど
も
を
頼
み
来
る
事
、

き

ず

か

ふ

む

侍

に

似

合

ざ

る

事

也

ο

悪

者

ど

も

も

庇

に

で

も

蒙

ら

ぬ

先

に

さ

5
/
¥
に
げ
さ
る

早
々
逃
去
ベ
し
」

ゆ
か
り
な
き

と
は五
悪;入
者の
二侠7

百客f
か大
なに
O 怒L:
り

と
い
ひ
け
れ
ば

朝
比
奈
藤
右
衛

門
が

伴:

鐘
の
太
兵
衛
は
石
堂
清
左
衛
門
が
家
来
、
根
津
の
四
郎
右
衛
門
は
神

せ

が

れ

せ

ん

ね

人

な

ん

V
つ

は

り

つ

け

、
王
四
郎
太
夫
が
伴
、
船
越
十
右
衛
門
、
先
年
汝
が
為
に
磯
の
(
注

d

ゃ
う
や

は
ご
刑
に
行
わ
れ
し
船
越
良
介
な
り
。
黒
船
忠
右
衛
門
は
日
田
の
庄
官

せ

か

れ

い

づ

れ

も

な

ん

汚

忠
左
衛
門
が
停
な
れ
ば
、
何
茂
汝
に
恨
み
山
の
如
く
の
者
ど
も
な

又
、
は
ん
じ
物
の
喜
兵
衛
、
奴
の
小
ま
ん
と
い
ふ
も
大
道
寺
の

い
v

か
は
こ
を
り
ひ
や
人
す
け
に
よ
ぽ
ち

家
来
に
て
、
石
川
郡
兵
助
が
女
房
と
兄
弟
分
な
れ
ば
、
杉
谷
伊
兵

こ

れ

ま

で

か

た

き

法

や

衛
を
是
迄
敵
と
付
ね
ら
ひ
た
り
。
皆
々
覚
へ
あ
る
事
な
ら
ん
。
早

り々
覚
悟
せ
よ
」

た

ち

む

か

ま

な

こ

い

か

と
立
向
へ
ば
、
軍
兵
衛
大
の
眼
を
怒
-
ら
し
、

か

ろ

げ

ん

判

い

が

て

な

み

「
憎
き
広
言
哉
。
い
で
ノ
¥
我
手
並
を
見
す
べ
し
」

へ

き

れ

き

び

J

や
く

と
躍
り
出
で
勢
ひ
あ
た
か
も
霧
震
の
如
く
見
へ
け
れ
ば
、
微
弱
の
清

十
郎
、
此
勢
ひ
に
心
臆
し
て
紅
葉
の
根
に
つ
ま
づ
き
、
鑓
持
な
が
ら
、

ま

一

ろ

お

ど

ど
う
と
転
び
け
れ
ば
、
「
得
た
り
か
し
こ
し
」
と
軍
兵
衛
躍
り
上
つ

と
み
〕

て
打
太
刀
、
清
十
郎
よ
り
二
尺
計
前
に
落
け
る
が
、
余
り
強
く
切
込

そ

ぽ

う

ら

二

み

て

(

せ

)

っ

く

ほ

ゆ
へ
、
傍
に
あ
り
け
る
石
へ
は
た
と
打
込
、
石
火
の
乱
れ
け
れ

ば
、
刀
は
ぼ
っ
き
と
折
に
け
る
。
?
」
は
口
を
し
き
』
と
脇
差
抜
ん

と
す
る
所
を
、
清
十
郎
は
伏
な
が
ら
鑓
と
り
延
、
太
股
ぐ
さ
と
突
け

れ
ば
、
夏
子
走
り
か
〉
っ
て
一
一
屑
先
を
切
付
け
れ
ど
、
着
込
着
し
た

れ
ば
、
女
力
に
ふ
り
む
く
拍
子
、
鼻
柱
よ
り
口
へ
か
け
て
切
付

た
り
。
其
中
、
清
十
郎
起
直
っ
て
二
突
三
突
っ
£
け
突
に
し
た
り
け

さ

す

が

が

う

き

つ

い

っ

き

ゐ

せ

れ
ば
、
流
石
強
気
の
軍
兵
衛
も
終
に
突
伏
ら
れ
け
る
。

是
を
見
て
杉
谷
伊
兵
衛
大
に
怒
り
、

「
憎
き
小
二
才
め
が
仕
業
か
な
」

-"、-←一一
，~ 
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と
、
十
文
字
の
鑓
に
て
清
十
郎
を
目
が
け
飛
か
〉
る
を
、
喜
兵
衛
、



小
ま
ん
両
方
よ
り
是
を
さ
〉
ゆ
る
。
伊
兵
衛
が
女
房
小
ふ
じ
、
長
万

み

づ

く

る

ま

き

り

ぬ

き

を
水
車
に
廻
し
、
小
ま
ん
を
目
、
が
け
切
か
〉
れ
ば
、
小
ま
ん
も
刀
抜

た

〉

か

ひ

な

に

と

ぞ

そ
ば
め
、
人
ま
ぜ
も
せ
ず
戦
け
り
。
獄
門
の
庄
兵
衛
は
、
『
何
卒

九

げ

い

で

は

せ

ゆ

く

と

び

ど

っ

し
て
逃
出
ん
』
と
麓
の
か
た
へ
馳
行
を
、
四
郎
右
衛
門
飛
か
〉
り
、
取

お

き

は

せ

て
押
へ
、
忠
右
衛
門
も
馳
来
り
、

せ

ん

ね

ん

た

い

げ

ん

、

芯

き

わ

れ

ら

く

れ

「
そ
や
つ
先
年
余
り
大
言
を
吐
し
憎
さ
。
我
等
に
呉
よ
」

と
、
引
ツ
ば
れ
ば
、
四
郎
右
衛
門
、

こ
の
を
の

「
い
や
/
¥
、
此
者
は
親
の
敵
な
れ
ば
渡
さ
じ
」

た

が

ひ

ひ

き

あ

い

さ

き

と
、
互
に
足
を
も
て
引
合
け
る
が
、
二
ツ
に
さ
つ
と
引
裂
け
り
。

て

い

と

も

す

け

っ

ち

に

げ

ゆ

く

此
体
を
み
て
友
助
は
色
士
の
ご
と
く
ふ
る
ひ
な
が
ら
逃
行
を
、

は
や

衛
門
早
く
も
引
す
り
戻
し
、

「
己
、
神
崎
に
て
我
を
悪
口
せ
し
口
を
引
裂
ん
」

と
、
首
に
手
を
か
く
れ
ば
、

そ

の

も

の

み

づ

か

ら

う

ら

み

「
其
者
は
自
深
き
恨
あ
れ
ば
た
ま
は
れ
」

い

〉

き

り

つ

く

く

び

十

}

き

り

こ

と
言
な
が
ら
切
付
れ
ば
、
耳
の
根
よ
り
首
筋
迄
切
込
ん
だ
り
。

う

げ

ん

ぬ

き

其
内
に
伊
兵
衛
が
手
下
、
軍
兵
衛
が
若
党
、
中
間
、
抜
つ
れ
て
切

が

う

ゅ

う

よ

き

な

ぐ

き

り

か
〉
る
を
五
人
の
豪
雄
事
と
も
せ
ず
、
『
能
慰
さ
み
ぞ
』
と
切
ま
く

か

な

は

ぷ

げ

ゆ

け

ι
わ

う

れ
ば
、
「
こ
は
叶
じ
」
と
麓
の
か
た
へ
逃
行
ば
、
五
郎
右
衛
門
仁
王

ー

ち

い

ち

ょ

ん

う

だ

の
如
く
立
ふ
さ
が
り
、
一
人
も
通
ふ
さ
ね
(
挿
画
お
)
ば
、
の
、
が
る
〉
方

あ

る

ひ

二

を

ら

あ

る

ひ

左

の

や

い

ば

き

っ

な
く
、
或
は
谷
へ
ま
ろ
び
落
、
或
は
己
が
刃
に
足
を
切
て
倒
れ

夏
子
走
り
寄
り
、

十
右

一一。
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ニ
ム
一
%
¥

け
る
を
、
五
人
の
者
ど
も
悉
く
切
倒
し
け
る

此
時
も
い
ま
だ
伊
兵
へ
と
は
ん
じ
物
の
喜
兵
へ
、
女
房
小
ふ
じ
と

奴
の
小
ま
ん
は
追
つ
ま
く
っ
た
〉
か
ひ
し
が
、
や
〉
も
す
れ
ば
伊
兵

っ
き
b

せ

へ
が
鑓
先
す
る
ど
く
し
て
、
喜
兵
へ
が
突
伏
ら
れ
ん
と
す
る
に
、
小

ま
ん
こ
〉
ろ
お
く
れ
、

4rr牒
が
長
加
に
す
く
は
れ
刀
を
と
り
酷
し
、

既
に
打
れ
つ
べ
く
と
見
へ
け
る
所
に
、
ふ
し
一
ぎ
や
俄
に
暴
風
の
起

も

み

ち

ら

れ

ツ

み

で

り
、
紅
葉
ら
ん
ま
ん
と
散
乱
れ
、
杉
谷
夫
婦
が
か
た
へ
吹
付
け
れ
ば
、

散
り
か
〉
る
紅
葉
に
目
鼻
も
わ
か
ず
、
眼
を
開
く
事
あ
た
は
ず
、

A

み

こ

人

つ

い

き

り

ふ

せ

た
ぢ
ろ
ぐ
所
を
、
踏
込
で
終
に
伊
兵
衛
を
切
伏
け
る
。
女
房
小
ふ
じ

「
こ
は
情
な
や
」
と
か
け
寄
所
を
、

も

こ

れ

を

見

て

、

小

ま

ん

足

戸

わ

か

た

を

き

り

こ

む

を
踏
直
し
、
切
込
刀
に
小
藤
が
脇
腹
す
く
ひ
切
に
な
し
け
れ
ば
、
「
う

両
人
は
か
け
寄
て
終
に
留
を
さ
し
け

と
い
ふ
声
計

ん

と
梢子し、
品、〆s，
工て

ER 
Vてけ

る

1
1
v
J
d
 

j

l

 

「
あ
ら
嬉
し
ゃ

本
望
や

し
て
風
も
お
さ
ま
り
ぬ
る
と
こ
ろ
へ

五
人
の
勇
士
も
立
か
へ
り
て

手
、
が
ら
を
ぞ
称
じ
け
る
に
ぞ
。
清
十
郎
、

ゐ

ば

い

〈

り

だ

れ

、

父
の
位
牌
を
取
出
し
、
霊
を
祭
り
け
れ
ば
、
喜
兵
衛
夫
婦
も
伊
兵
衛

一

日

よ

ぽ

:

さ

つ

る

注

、

た

U
4
v

井
に
女
房
が
首
を
切
て
兵
助
夫
婦
が
位
牌
に
手
向
け
る
。
寒
に
此

こ

ず

ヘ

モ

み

ち

戦
ひ
に
梢
の
み
か
は
其
あ
た
り
谷
底
迄
紅
葉
し
て
、

，K

貯

こ

-
O
γ

と
き

ゐ
に
染
な
し
け
る
。
此
時
の
人
々
の
心
嬉
し
さ
、

軍
兵
衛
が
首
を

し

か
ら
く
れ
な

い
か
な
ら
ん
と
お

し
は
か
ら
れ
て
、

い
さ
ま
し
く
あ
は
れ
な
り
。
五
郎
右
衛
門
も
大
に

悦
び
、
わ

れ

ら

も

は

や

「
我
は
最
早
用
あ
ら
ざ
れ
ば
大
坂
へ
帰
る
べ
し
」

い
て
ゆ
き

と
、
袖
を
払
っ
て
出
行
け
る
。

そ

れ

あ

コ

た

珍

d

ゆ
け
ん

夫
よ
り
清
十
郎
は
衣
服
を
改
、
京
都
の
執
権
秋
田
城
之
介
に

~

へ

り

ゃ

う

さ

う

d

け

を

ん

と

ぎ

け

あ

訴
け
れ
ば
、
兼
て
竜
蔵
寺
家
よ
り
御
届
在
り
し
敵
討
な
れ
ば
、

と

サ

た

と

い

で

そ

の

ほ

か

ら

い

ゆ

き

〉

た

〉

城
之
介
取
立
出
て
清
十
郎
を
称
し
、
其
外
の
者
ど
も
の
来
由
を
開
札

し
給
て
、
早
速
豊
後
へ
飛
脚
を
差
立
給
へ
ば
、
太
守
も
殊
外
悦
び

七
め
±
令
七
、

給
ひ
、
警
固
の
武
士
数
多
差
登
さ
れ
、
城
之
介
殿
へ
も
使
者
を
も
て

そ
の
況
か
の

其
外
も
の
ど
も
は
、
か

白一 、一←一- -
------_.-

段
々
の
礼
謝
あ
り
け
る
。

の
国
元
よ
り
遣
さ
れ
し
人
々
警
固
し
て
豊
後
へ
こ
そ
は
日
帰
り
け
る

清
十
郎
夫
婦

104一

i青
十
郎
五夫
人婦
の出了

侠主世主

客号
辞
し
て
浪
花

帰
る

言吾2

井

此
事
海
内
に
隠
れ
あ
ら
ざ
れ
ば
、
豊
後
に
は
大
道
寺
の
後
室
、
十

あ

い

い

て

お

ぐ

づ

れ

く

ら

年
が
間
音
信
も
な
く
案
じ
暮
し
て
お
わ
し
け
る
に
、
首
尾
よ
く
敵

を
討
し
と
の
事
関
へ
け
れ
ば
、
「
こ
は
夢
に
や
あ
ら
ん
、
現
に
や
」

ま
い

P

み

乞

こ

ろ

よ

ろ

こ

び

と
、
手
の
廻
、
足
の
踏
所
を
し
ら
ず
、
悦
給
へ
ば
、
藤
右
衛
門

は
次
第
に
老
哀
し
け
れ
ば
、
「
生
涯
に
か
〉
る
目
出
度
事
を
関
ん
と

乞
わ
か
っ

も
思
は
ざ
り
し
に
」
と
躍
り
上
て
悦
び
居
る
う
ち
、
清
十
郎
、
夏

子

立

帰

り

け

れ

ば

、

只

詞

は

な

く

て

と

泣

給

ふ

ぞ

断

な

「レ品、〉」



そ

れ

お

め

み

お

ふ

せ

つ

け

ら

れ

な

る

る
。
夫
よ
り
太
守
に
御
目
見
へ
被
仰
付
、
あ
り
し
次
第
也
を
つ
ま

き

こ

し

め

レ

せ

ん

v

ん

ま

ん

く

び
ら
か
に
聞
食
、
清
十
郎
、
夏
子
が
千
辛
万
苦
せ
し
を
哀
れ
ま
せ

お
と
こ
だ
て

給
ひ
、
五
人
の
侠
客
、
喜
兵
衛
、
小
ま
ん
を
も
召
呼
せ
給
ひ
、
一

々
称
し
給
ひ
て
、
清
十
郎
は
大
道
寺
家
の
録
(
禄
)
千
石
、
石
堂
の

家
録
(
禄
)
五
百
石
、
両
方
合
て
千
五
百
石
を
給
ひ
、
此
度
の
孝
心

お
ぽ
〕
め

d
あ

ら

た

つ

が

五

を
感
じ
思
召
、
新
に
三
百
石
を
給
ひ
、
都
合
千
八
百
石
に
な
し
給

な

人

d
d
a
~や
う

な

の

ら

ヤ

め

い

ふ
。
「
清
十
郎
、
男
子
出
生
せ
ば
大
道
寺
を
名
乗
す
べ
し
」
と
命

五
人
の
者
ど
も
を
も
御
直
参
に
召
抱
へ
給
は
ん
と
の
事
な

あ
り
て

り
け
れ
ど
も
、

「
我
等
ら
は
思
ふ
子
細
の
候
へ
ば

ろ
く

v

た
い

禄
給
は
ん
事
は
堅
く
御
辞
退
申

た
し
。
金
助
夫
婦
は
清
十
郎
殿
を
補
佐
し
て
永
く
仕
ゆ
べ
し
」

と

》

め

三

つ

叫

む

カ

と
、
太
守
よ
り
さ
ま
ハ
¥
止
給
へ
ど
も
受
引
ず
。
藤
右
衛
門
も
老

「 主主

是ぜす
悲ひれ
此品ば

処i

留
り

家
督
相
続
せ
よ
」

と
、
藤
兵
衛
を
さ
と
し
け
れ
ど
も
、

「
一
旦
大
坂
へ
立
越
、
其
上
に
て
兎
も
角
も
せ
ん
」

と
て
、
さ
ら
に
受
引
ず
、
袖
を
払
っ
て
五
人
は
豊
後
を
立
出
け
る
。

日
田
の
忠
左
-
衛
門
も
惇
忠
右
衛
門
大
功
を
立
、
帰
り
し
と
聞
て
、

『
定
て
帰
り
来
ら
ん
』
と
待
け
れ
ど
も
音
も
せ
ず
。

杖
に
す
が
り
て
城
下
へ
来
り
け
れ
ば
、

余
り
な
つ
か

し
さ

「
も
は
や
き
の
ふ
大

坂
へ
帰
り
し
」
と
の
事
な
れ
ば
、
大
ひ
に
怒
り
、

せ
が
れ
か
な

「
不
孝
の
惇
哉
。
此
国
へ
来
り
な
が
ら
親
に
も
対
面
せ
ず

た

ち

か

へ

さ

と

/

¥

大
坂
へ
立
帰
る
だ
ん
、
掠
々
不
届
な
る
や
つ
哉
」

と
、
怒
り
て

E
田
へ
帰
り
け
る
。

又
々

喜
兵
衛
は
再
び
清
十
郎
が
家
来
と
成
、
朝
比
奈
藤
右
衛
門
老
年
に

で
勤
り
か
た
け
れ
ば
、
体
藤
兵
衛
仕
官
を
望
ま
ず
振
切
っ
て
浪
花

山、一一一一
~.~ 

一回

へ
帰
り
け
れ
ば
、
喜
兵
衛
夫
婦
を
養
子
と
な
し

朝
比
奈
金
介
と
名

の
り
、
昔
に
百
倍
し
て
栄
へ
け
る
。

小
ま
ん
は
清
十
郎
に
百
金
を
乞
受
、
再
び
大
坂
へ
の
ぼ
り
、

く

に

}

ま

む

ら

よ

そ

介
が
跡
、
国
島
村
へ
立
越
、
ゃ
う
す
を
余
所
な
が
ら
た
づ
ね
け
れ
ば
、

七
郎
介
不
坪
に
て
身
上
も
段
々
と
衰
へ
、
七
郎
介
弟
七
蔵
、
今
は

か
す
か
幽
の
く
ら
し
を
す
る
よ
し
な
り
け
れ
ば
、
此
百
金
を
弟
七
蔵
に
あ

た
へ
け
れ
ば
、
大
に
驚
き
、

七
郎
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と「
不ふし、

審Jか
しな
ける
れ事
ばに
て
大
金
を

給i
る

け

う

た

い

せ

ん

ね

ん

「
さ
れ
ば
我
ら
は
か
し
く
が
兄
弟
に
て
、
先
年
か
し
く
七
郎
介
殿
を

ぬ

!

?

み

と

り

へ

ん

d

ん

殺
し
盗
取
し
百
両
の
金
子
を
返
進
せ
ん
と
心
懸
し
に
、
只
今
に
で

わ

ぺ

み

さ

、

こ

く

d

あ

ま

せ

そ

の

か

ね

へ

ん

V

九

は
我
身
も
西
国
に
て
仕
合
い
た
し
候
へ
ば
、
其
金
を
返
進
申
た
く
、

は
る
六
¥
と
参
り
た
り
」

と
い
ひ
け
れ
ば

七
蔵
は
大
に
悦
び



あ

り

三

、

ふ

ろ

か

な

わ

れ

こ

?

と

乏

か

年

ず

あ

は

せ

「
有
か
た
き
御
士
山
ざ
し
哉
。
只
今
に
て
は
我
に
も
殊
の
外
の
不
仕
合

な

ん

ぎ

に
て
難
渋
い
た
せ
し
に
、
大
金
を
下
さ
れ
再
び
家
を
起
す
事
も
、
か

お
ぬ
す
み

し
く
さ
ま
の
御
盗
下
さ
れ
し
影
な
り
」

と
悦
び
勇
み
、
夫
よ
り
段
々
繁
昌
し
け
る
。

L

た

♂

、

“

ν一
三
h
ノ
お
じ

Aω

小
ま
ん
は
石
碑
を
か
し
F
、
が
為
に
建
て
洞
堂
金
を
納
め
、
石
川
郡

兵
助
が
村
へ
詰
皆
、
此
骨
み
、
寺
へ
も
靴
土
記
を
納
め
、
石
碑
を
官
、

残
る
所
な
く
取
ま
か
な
ひ
、
国
へ
帰
り
け
る
が
、
つ
ら
/
¥
世
の
中

を

っ

と

そ

2

ほ

め

か

〉

ほ

っ

た

い

の
墓
な
き
事
ど
も
を
思
ひ
と
り
、
夫
に
妾
を
抱
へ
、
我
は
法
体
し

し

ゃ

う

て

い

あ

ら

た

め

て
名
を
正
貞
と
改
、
再
び
大
坂
へ
立
越
、

往
生
を
し
け
る
と
な
ん

年
を
経
て
め
で
た
く

お
れ
ど
こ
だ
て

五
人
の
侠
客
再
び
権
六
に
逢
ふ
話

夫
よ
り
五
人
の
侠
客
は
豊
後
を
立
出
、
周
防
迄
来
り
し
が
、
兼

あ

い

す

ぎ

d

や

て
十
右
衛
門
は
「
筑
紫
権
六
に
逢
て
過
つ
る
の
恩
を
謝
せ
ん
」
と
、

一

っ

ち

つ

れ

ち

コ

き

ょ

と

こ

ろ

出
国
々
打
連
、
暫
く
住
居
せ
し
処
な
れ
ば
、
山
口
さ
し
て
来
り
け
る

さ

か

や

ふ

〕

ぎ

に
、
あ
り
し
酒
家
も
あ
ら
ず
、
「
こ
は
不
思
義
」
と
山
路
を
わ
け
で

せ

き

も

ん

ほ

千

〆

/

¥

さ

ら

入
ぬ
れ
ど
、
一
石
門
の
あ
た
り
も
草
苦
々
と
し
て
更
に
人
あ
り
と
も
見

な

を

わ

け

い

れ

き

れ

い

い

へ

ゐ

た

ち

へ
ず
。
猶
奥
深
く
分
入
ば
、
さ
し
も
寄
麗
に
住
な
せ
し
家
居
も
建
な

く

ち

く

を

い

ぞ

ふ

ん

が
ら
朽
て
、
蜘
の
園
、
鼠
糞
の
み
な
れ
ば
、

は
て果、

五
人
の
人
々
も
あ
き
れ

め
し
と

「
さ
て
は
権
六
も
召
捕
も
れ
し
ゃ
。

を
ど
づ
れ

此
ほ
ど
事
に
ま
ぎ
れ
て
音
信
も

せ
ざ
り
し
に

い
か
ゾ
せ
ん

な

を

い

り

と
い
ひ
て
、
其
あ
た
り
を
見
廻
し
、
猶
奥
深
く
権
六
、
が
居
間
へ
入
て

見
れ
ば
壁
に
一
首
の
古
歌
を
残
せ
り
。

な

か

/

¥

す

み

中
々
に
山
の
奥
こ
そ
住
う
け
れ

草
木
は
人
の
是
非
を
い
は
ね
ば

も

ほ

や

「
掠
は
遁
世
し
て
何
国
へ
か
立
越
へ
ぬ
ら
ん
。
さ
れ
ど
最
早
日
も
く

あ

き

ゃ

あ

す

れ
ぬ
れ
ば
、
こ
の
空
一
房
に
や
ど
り
て
、
翌
な
ん
往
来
へ
出
べ
し
」

カ

た

わ

ろ

(

マ

マ

)

た

づ

ぬ

た

き

〉

と
、
傍
を
を
尋
る
に
、
虫
ば
み
な
が
ら
米
も
あ
り
、
薪
な
ど
も

う

ち

を

り

其
ま
〉
あ
り
け
れ
ば
、
打
よ
り
て
米
打
か
し
き
、
柴
折
く
べ
て
、
か

れ
飯
た
ふ
べ
て
其
夜
は
此
所
に
や
や
ど
り
、
夜
明
ぬ
れ
ば
此
山
を

立
出
て
往
来
へ
出
ん
と
す
る
に
道
な
し
。

山、 一一一日
~ ~­

一目
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「
こ
は
い
か
に

と
谷
へ

い
た
れ
ば
峯
を
よ
ぢ
て
、
行
ど
も
/
¥
往
来
へ
は
出
ず
。
「
何
と
ぞ

あ

い

も

う

/

¥

2

り

か
〉
る
事
に
逢
け
る
ぞ
」
と
、
五
人
も
濠
々
と
松
が
根
に
腰
打
か
け
、

ゆ
き
か

見
で
あ
れ
ば
、
傍
に
細
き
道
あ
り
。
「
拐
は
人
の
行
通
ふ
所
な
ん
」

か
す
か

と
力
を
得
て
、
五
人
打
つ
れ
道
を
求
て
下
り
け
れ
ば
、
幽
な
る
柴

い

を

つ

う

ち

〕

)

ゆ

そ

の

d

い
か
く

の
庵
あ
り
。
内
に
詩
を
請
す
る
声
す
。
其
詩
に
目
、

d

ゃ

う

ね

ん

も

〉

に

み

て

ず

つ

ね

に

せ

ん

ね

ん

の

う

れ

い

生

年

不

満

百

常

懐

千

歳

憂

ひ

る

み

ち

か

く

よ

の

な

が

き

く

る

ず

む

な

ん

ぞ

レ

ょ

く

を

と

っ

て

あ

そ

ば

ず

昼

短

苦

夜

長

何

不

乗

燭

済

(

挿

画

ぬ

)

お

と

こ

だ

で

き

い

五
人
の
侠
客
こ
れ
を
開
て
、



こ

れ

た

ぶ

ぴ

と

た

ち

よ

り

わ

う

ら

い

み

ち

た

ず

ね

「
是
、
凡
人
に
あ
ら
ず
。
立
寄
て
往
来
道
を
も
尋
ば
や
」

と
ぽ
そ

と
、
十
右
衛
門
ま
づ
一
扉
に
立
寄
り
て
、

「
是
は
往
来
の
者
な
る
が
周
防
の
山
口
よ
り
道
に
迷
ひ
、
か
〉
る
処

へ
来
り
た
る
者
な
り
。
何
と
ぞ
あ
わ
れ
み
を
た
れ
て
往
来
の
道
を
さ

と
し
た
び
た
ま
へ
」

ゐ

ん

ぎ

ん

の

ペ

と
、
懇
(
態
)
穀
に
述
け
れ
ば
、

そ

れ

さ

ぞ

う

き

こ

と

二

お

ぽ

ま

づ

い

つ

v

茂
ら
〈

「
夫
は
喉
や
憂
事
思
し
給
ふ
ら
ん
。
先
入
て
暫
休
み
給
へ
。
道

d 、一一

~-ニ--

も
お
し
へ
参
ら
せ
ん
」

39 

ばと
、立

量三い
計まづ
らる
んは

是えさ
寸r ~ 

員Ij主義

筑勝
紫な
権る

六僧f
なな
りり
け
れ
ば
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函

日
を

十定iV 
4ーで

福亭
門三

大;広

t草

に
驚
き
、

「L
E
中
町
慌
に
て
ま
し
ま
す
か
や
。
君
を
可
て
山
口
に
至
り
、
旧

い

ち

ゃ

あ

か

そ

れ

こ

の

し

ど

こ

ろ

き

た

宅
に
一
夜
を
明
し
、
夫
よ
り
道
に
迷
ひ
て
比
所
へ
来
り
、
ゆ
く
り

し
弘
山

な
く
逢
ふ
せ
し
事
の
不
思
議
さ
よ
」

と
手
を
打
ば
、
太
兵
衛
も
か
け
よ
り
、

Z
、
ぇ
ω
ザ

}

ト

ふ

か

w
d

つ
A
2
v

「
こ
は
存
寄
ら
ぬ
。
珍
敷
」

も

ろ

コ

ち

い

っ

と
、
五
人
諸
と
も
内
に
入
て
、

わ

れ

/

¥

に

か

さ

F

「
清
十
郎
、
夏
子
、
我
々
至
る
ま
で
、
高
雄
に
於
て
~
敵
杉
谷
を
誌

と
り
、
清
十
郎
を
国
へ
伴
ひ
け
る
に
、
太
守
さ
ま
ハ
¥
留
給
ふ
と

K
A
れ

ザ

コ

ム

寸

ト

ぐ

い
へ
ど
も
袖
を
払
っ
て
帰
り
た
り
。
御
身
は
い
か
な
る
配
に
て
販
さ



ま
を
替
給
ふ
ぞ
」

た

づ

む

さ

し

ん

と
尋
け
れ
ば
、
権
六
も
其
義
心
を
感
じ
、

ぜ

ん

ち

d

き

「
我
は
回
毎
が
自
害
を
善
智
職
(
識
)
と
し
出
家
と
な
り
、
跡
を
隠

し
此
所
に
庵
を
結
び
坐
禅
に
限
を
さ
ら
し
候
也
。
つ
ら
つ
ら
一
生

か

ん

が

へ

伊

ゆ

っ

い

っ

と

き

B

あ

さ

が

ほ

さ

か

り

ま

た

よ

の

な

か

な

ん

も

〉

と

せ

を
考
る
に
蜂
麟
の
一
時
マ
葬
の
盛
を
待
ぬ
世
中
に
、
何

f
百
年

そ

く

か

た

ち

わ

が

〈

は

ん

の
た
く
わ
へ
を
な
さ
ん
。
足
下
達
も
早
く
我
身
の
う
へ
を
観
じ
て

お

と

こ

だ

て

わ

ざ

侠
客
の
業
を
や
め
給
へ
」

お

な

つ

く

だ

も

の

と
悟
し
終
て
、
菓
を
出
し
て
茶
を
あ
た
へ
、

か

を

む

さ

き

「
早
く
日
の
傾
か
ぬ
先
に
往
来
へ
出
給
へ
。

此
世
は
仮
の
世
な
れ

ば
、
か
り
の
宿
に
心
を
と
£
め
給
ふ
な
」

と
、
心
〔
つ
〕
よ
く
も
五
人
の
人
々
を
手
を
取
て
引
出
し
、
往
来
ヘ

ザ

へ

と

ぽ

そ

ひ

っ

た

て

い

さ

ぎ

こ

と

ゴ

の
道
を
教
、
一
扉
引
立
入
け
れ
ば
、
権
六
法
師
が
潔
よ
き
詞
に
、

つ
〉

44

一

つ

&

り

つ

ふ

れ

で

名
残
の
一
俣
を
袖
に
包
な
が
ら
打
連
往
来
へ
出
て
、
大
坂
さ
し
て
の

ぼ
り
け
り五

人
の
侠
客
相
撲
の
語

あ

か

し

さ

た

の

ら

夫
よ
り
主
人
は
往
来
へ
出
て
、
播
州
明
石
迄
来
り
、
「
船
に
乗
ん
」

と
い
ひ
け
れ
ば
、
里
人
い
ひ
け
る
は
、

と

ん

め

ち

こ

ち

と

の

と

こ

ろ

で

「
今
明
日
は
此
所
の
祭
り
に
て
船
も
出
ず
。

く
さ
す
も

A

け
ん
ふ
つ

草
角
力
を
も
見
物
し
給
へ
」

逗
留
あ
り
て
氏
神
の

と
す
〉
め
け
れ
ば
、
皆
止
好
の
道
な
れ
ば
、
「
逗
留
し
て
田
舎
の
相
撲

を
見
ん
も
又
面
白
か
ら
ん
」
と
、
其
日
は
明
石
に
泊
り
け
り
。
此
辺

せ

き

す

も

ふ

包

め

か

し

が

た

ほ

ん

ぜ

う

な

だ

の
関
角
力
と
て
恐
る
〉
も
の
五
人
あ
り
。
明
石
潟
、
播
磨
灘
、

あ
J
M

ぢ

ぜ

ま

い

い

ち

の

た

よ

た

か

さ

と

せ

あ

く

淡
路
島
、
一
ノ
谷
、
高
砂
と
て
背
六
尺
に
近
く
、
力
飽
ま
で
強
く
、

か

フ

ま

ん

む

ほ

う

わ

る

ば

ん

}

う

高
慢
無
法
の
悪
も
の
に
て
、
播
州
に
も
此
五
人
に
つ
£
く
者
な
け
れ

て

ん

が

で

き

あ

注

ど

り

ば
、
天
下
に
敵
な
き
心
地
に
て
、
人
を
護
、
喧
嘩
を
仕
か
け
、
活

カ

ふ

そ

れ

お

の

な
ど
買
て
夫
を
己
が
商
売
と
し
け
る
故
、
近
国
に
て
是
を
憎
み
そ
し

か
れ
ら

れ
ど
も
、
彼
等
が
剛
力
に
恐
れ
、
物
い
ひ
出
す
人
も
あ
ら
ね
ば
、
諸

す

」

u
!

ふ

せ

き

人
を
小
児
の
如
く
な
し
け
る
。
今
日
も
此
五
人
、
関
な
れ
ば
、
誰
か

是
に
敵
す
る
も
の
あ
ら
ん
。
左
あ
れ
ば
此
も
の
な
く
て
は
相
撲
も
又

繁
昌
せ
ず
。
何
卒
一
番
に
で
も
此
五
人
の
内
を
士
に
付
る
も
の
あ
ら

き

ど

ぐ

ち

い

ち

を

と

-
Lょに

ん
か
、
と
木
戸
口
に
市
を
な
し
け
る
。
五
人
の
侠
客
も
旅
し
ゅ
く

一

り

か

へ

す

ゴ

ん

よ
り
さ
丈
へ
な
ど
携
へ
て
見
物
に
行
け
る
が
、
取
替
/
¥
数
番
見
物

ば
ゃ
な
か
い
り
ま
、

し
け
る
に
、
早
中
入
前
と
て
、
一
ノ
谷
、
次
は
高
砂
と
名
乗
を
上
け

な

み

く

み

あ

い

る
。
此
方
よ
り
磯
の
浪
と
名
の
り
、
一
ノ
谷
と
組
合
け
る
に
、
何
と

か

た

を

v

ゆ

き

け

ん

担

つ

一
ノ
谷
を
か
た
や
の
方
へ
押
行
け
れ
ば
、
見
物

山、-←-， 
~~~ 

~-'-
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か
し
た
り
け
ん
、

か

た

づ

片
唾
を
呑
ん
で
「
そ
こ
よ
/
¥
」
と
言
ふ
う
ち
に
、
ひ
ら
り
と
は
づ

し
、
磯
の
浪
は
土
俵
の
外
へ
こ
ろ
び
い
で
け
る
。
其
時
、
鐘
の
太
兵

衛
、
思
わ
ず
声
を
あ
げ

「
あ
の
は
づ
す
は
見
へ
た
る
事
な
る
に

二

、

ろ

九

ま

け

心
得
な
く
て
負
た
る
残
念



さ
よ
」

と
呼
は
り
け
れ
ば
、
傍
に
あ
り
け
る
明
石
潟
、

に

ら

み

自
限
、

「
毛
二
才
、
だ
ま
り
お
れ
。
汝
等
が
し
り
た
る
事
に
あ
ら
ず
」

と
大
声
に
て
阿
り
け
れ
ば
、
元
来
こ
ら
へ
ぬ
か
ね
の
太
兵
衛
、

っ

と

せ

き

上

、

，

H
ん
hv

つ

一

4

「
此
す
も
ふ
は
見
物
の
ふ
も
の
い
ふ
事
な
ら
ざ
る
か
。
此
方
の
附
し
に

左
い
ふ
汝
ら
が
だ
ま
れ
」

と
い
ひ
け
れ
ば
、
『
事
か
な
ふ
ゑ
』
と
思
ふ
悪
も
の
ど
も
、
一
時
に

ば
ら
ノ
¥
と
立
寄
、

な
に
三
Y

一

「
何
事
ぞ
。
早
く
つ
ま
み
出
せ
」

と
J

骨
り
、
既
に
喧
嘩
に
な
ら
ん
と
し
け
れ
ば
、
船
越
の
十
右
衛
門

お
〉
ゐ
大
に
制
し
、

い
つ
け
う

v
ん

ぜ

す

も

ふ

「
こ
は
一
興
な
り
。
人
々
神
事
の
角
力
に
口
論
あ
ら
ん
は
神
前
へ
の

一

て

ゆ

¥

恐
れ
也
。
此
方
共
も
少
し
相
撲
を
好
み
、
一
手
の
党
へ
も
候
故
、
此

も
の
思
は
ず
申
出
し
事
也
。
曲
て
了
簡
あ
る
べ
し
」

必

い

り

ま

な

疋

こ

ご

ば

と
詫
び
け
れ
ば
、
高
砂
、
播
磨
灘
、
詞
を
揃
へ
、

)

ち

刊

と

て

あ

る

「
其
方
達
角
力
を
好
み
一
手
も
た
し
な
み
有
と
は
面
白
し
。
我
々
五

人
、
例
年
此
神
事
角
力
に
出
れ
ど
も
、
五
人
共
一
年
も
負
し
事
な
く

さ
だ
め

甚
不
興
な
り
。
其
元
方
、
大
坂
人
と
見
受
た
れ
ば
、
定
て
覚
へ

太
兵
衛
を
は
た
と

く
わ

た
ち
あ
い

あ
ら
ん
。
立
会
給
へ
」

ひ

き

た

っ

す

〉

み

で

と
、
手
を
引
立
れ
ば
、
忠
右
衛
門
勧
出
て
、

二

、

ふ

ろ

が

け

せ

き

と

り

た

ち

「
大
坂
者
に
は
侯
へ
ど
も
角
力
は
心
懸
こ
れ
な
く
、
何
と
て
関
取
達

とに
わ片
び腕
けに
れも
ば及
ば

淡吉ん
じ。

島長ゆ
いる
ひし
け給
るは
はれ

「
貴
公
が
た
相
撲
と
り
給
は
ゾ
、
最
前
の
過
言
を
ゆ
る
し
が
た
し
」
す
き

と
六
ケ
敷
い
〉
か
け
け
れ
ば
、
朝
比
奈
、
根
津
は
わ
け
で
角
力
好
な

占、一一一
~~~ 

~_.-

れ
ば

い
ち
ぽ
ん

「
き
や
つ
ら
と
て
何
ほ
ど
の
事
あ
ら
ん
。
壱
番
取
ば
や
」

と
、
中
に
分
入
、

「
成
ほ
ど
御
尤
な
る
一
言
γ

な
れ
ば
、

一
番
仕
り
候
半
」

-109-，ヲ

む

れ

ら

}

ょ

せ

え

な

る

我
等
所
詮
御
相
手
に
は
成
ま

じ
け
れ
ど

忠
右
衛
門
こ
れ
を
留

あ

り

せ

し
づ
ノ
¥
土
俵
へ
い
づ
る
有
さ
ま
、
藤
兵
衛
背
の

高
さ
五
尺
八
寸
、
色
白
く
髪
は
三
寸
計
巻
立
、
緋
嬬
子
に
「
朝
」
と

い
ふ
字
を
金
糸
に
て
縫
ふ
た
る
揮
引
し
め
、
ゆ
る
ぎ
出
る
さ
ま
、

あ
つ
芯
主

天
晴
関
取
と
見
へ
け
る
。
五
人
の
案
に
相
違
し
て
け
れ
ど
、

の
事
あ
ら
ん
と
播
磨
灘
の
五
六
兵
衛
、

ま

な

こ

む

な

ひ

げ

黒
く
根
大
キ
に
胸
髭
左
右
へ
別
れ
、

は
興
に
入
、

と
、
両
人
裸
に
な
り
け
れ
ば

十
右
衛
門

れ
ど
も
間
入
ず

何
ほ
ど

土
俵
へ
ゆ
る
ぎ
出
け
り
。
色

さ
も
恐
し
き
男
な
り

見
物



『
相
時
々
思
ひ
も
寄
ら
ぬ
相
撲
か
な
。
何
卒
あ
の
白
き
男
の
勝
よ
か
し
』

さ

〉

や

き

う

ち

は

と
噴
け
る
。
行
司
団
扇
を
と
り
直
し
、

は
り
ま
な
た

「
か
た
や
播
磨
灘
。
か
た
や
朝
比
奈
」

と
名
乗
を
上
、
団
扇
を
さ
っ
と
引
け
れ
ば
、
播
磨
灘
は
物
の
見
事
に

な

げ

つ

け

白

お

?

と

こ

ろ

た

か

投
付
ん
と
か
さ
に
か
〉
今
て
押
処
を
、
朝
比
奈
高
む
さ
う
を
打
け

土
俵
の
中
へ
ま
っ
さ
か
さ
ま
に
埋
れ
け
る
。
日
比
の
広
言

ほ
め

ど
よ
め
き
て
朝
比
奈
を
誉
け
る
。

れ
ば

を
憎
み
け
れ
ば

四
郎
右
衛
門
も
同
じ
廻
し
に
て
し
と
/
¥
と
士
俵
へ
入
け
れ
ば
、

と

み

は

ぢ

。

み

此
度
は
高
砂
寓
右
衛
門
、
先
の
恥
を
す
〉
が
ん
と
し
こ
踏
な
ら
し
立

向
へ
ば
、
根
津
は
少
し
小
兵
な
れ
ば
、
下
手
に
組
ん
で
働
か
せ
ず
、

す
き
を
見
て
小
腕
を
取
、
引
廻
し
て
土
俵
の
外
へ
突
出
し
け
れ
ば
、

面
白
な
げ
に
逃
入
け
る
。

見
て

J心

十

分
。コ
ーいム
ゴ乞:かノ、

り尺
を言十
発三り
しの

『大2
己i男;
つ両
か人
みが
ひも
しろ
し、き
で負三
呉iを

一
の
谷
岸
右
衛
門

ん
ず
』
と
、
腕
を
さ
っ
す
て
(
さ
す
っ
て
)
立
出
れ
ば
、
里
山
船
の
忠
右

め
ん
て
い

衛
門
、
面
体
花
の
ご
と
く
、
五
尺
八
寸
の
男
、
清
く
す
こ
や
か
な
る

男
、
ぶ
り
に
、
-
見
物
其
男
ぶ
り
を
称
し
け
る
。
「
や
」
と
声
か
〉
れ
ば
、

そ

の

~

ま

〉

く

み

た

い

り

き

其
億
四
ツ
に
組
、
何
れ
劣
ら
ぬ
大
力
な
れ
ば
、
い
つ
勝
負
の
は
つ
べ

あ

)

あ

}

よ

る

と

こ

ろ

き
と
も
見
へ
ざ
れ
ば
、
忠
右
衛
門
二
足
三
足
跡
へ
寄
処
を
、

か

さ

お

す

〆

=

」

ろ

さ
ず
一
ノ
谷
重
に
か
〉
っ
て
押
所
、

首
に
手
を
か
け

そ
Jコ
首るす
落fか

な

げ

つ

け

お

、

き

さ

て

/

¥

か

な

し
と
い
ふ
手
に
て
投
付
け
れ
ば
、
皆
々
大
に
驚
き
、
「
掠
々
名
人
哉

骨と
蹴J 鐘ど

折2のよ
此て太め
者呉i兵き
わん衛て
け』はや

てと拳Tま
カエ立士法:ざ
量i出三のり
叫うけ名け

Tる人奇
心 f
れ淡れ
路ば
ば島

沖
八

巳『

わ
ろ
ーく
ま働
ノヘか
力ば

飽?あ
まば
でら

d 、-←ー
~ ~­

一日

強
く

太
兵
衛
も
覚
束
な
し
と

四
人
の
者
ど
も
あ
や
ぶ
み
け
る
。
さ
れ
ど
太
兵
衛
は
少
し
も
恐
れ
ず
、

な
げ
だ

口
こ
き
う
を
考
へ
、
組
よ
と
見
へ
し
が
腕
を
と
り
て
二
間
計
投
出
し

四け
人最円る
の早半。

者角:其
の力ぶ早
負主はき
を明.，事
一石 v

番潟三日
に浪に
取之見
か介る
へ壱閉
さ人も
ん、あ

と是ら
心はざ
を巧り
静者け
め第り

の
者
に
て

わ
ろ
び
れ
た

110 

る
て
い
な
く
、
お
と
な
し
や
か
に
土
俵
へ
入
け
る
。
船
越
十
右
衛
門
、

男
付
に
て
召
抱
へ
ら
れ
し
程
の
者
な
れ
ば
、
是
ぞ
け
ふ
の
大
関
と

ゑ

〉

い

づ

れ

諸
見
物
酔
る
が
如
く
、
『
何
に
も
負
な
』
と
見
物
す
。
十
右
衛
門

く
み
あ
い

も
心
を
静
め
、
互
に
す
き
を
伺
ひ
、
し
ば
し
ば
ね
合
て
、
組
合
け

た

が

ひ

さ

そ

く

る
が
、
互
に
左
足
の
名
人
な
れ
ば
、
う
か
つ
に
手
を
出
す
事
な
く
、

只
す
き
を
ね
ら
ひ
け
る
が
、
浪
之
助
、
心
に
一
計
を
生
じ
、
片
手
を

の
ベ
て
下
帯
の
三
ツ
結
ひ
を
と
る
ふ
り
を
な
し
、
取
ら
せ
じ
と
す
る

所
を
投
ん
と
さ
し
の
ば
す
を
、
十
右
衛
門
早
く
も
其
意
を
悟
り
、
態

d

m

ア

ト

ふ

め

J

と
結
ひ
目
を
と
ら
せ
ん
と
ず
っ
と
寄
、
両
手
を
明
石
潟
が
わ
き
へ
さ

し
込
、
目
よ
り
高
く
さ
し
上
、
く
る
り
/
¥
と
三
べ
ん
廻
り
、
土
俵



ま

ん

な

か

な

げ

お

し
C

M

の
真
中
へ
投
落
け
れ
ば

品

c
j
u

見
物
肝
を
け
し

「
い
か
さ
ま
此
人
々
は
人
聞
に
て
は
よ
も
あ
ら
じ
。
か
の
者
共
の
高

天
狗
の
仕
業
な
ら
ん
」

と
ど
よ
め
き
て
、
我
家
/
¥
へ
帰
り
け
る
。

五
人
の
相
撲
〔
取
〕
は
只
夢
見
し
如
く
、

そ

め

ま

け

「
我
々
角
力
を
と
り
初
で
す
か
〉
る
見
く
る
し
き
負
は
な
せ
じ
が
、

い
か
さ
ま
侃
苧
は
只
も
か
に
あ
ら
ず
」

す

ぎ

的

よ

J

ゆ
〈

と
、
角
力
過
て
五
人
の
旅
宿
へ
尋
来
り
、

「
我
々
は
昼
〔
の
]
角
力
取
共
に
て
候
が
、
い
か
成
人
に
て
ま
し
ま

D
れ

ら

な

げ

つ

け

か

さ

ね

せ

ば

、

我

等

を

物

の

見

事

に

投

付

給

ふ

。

重

て

の

為

な

れ

ば

、

を

ん

ち

が

つ

き

だ

く

御
近
付
に
な
り
度
、
参
り
た
り
」

さ

什

さ

か

な

き

た

と
、
酒
肴
を
携
へ
来
り
け
れ
ば
、

慢
を
憎
み

五
人
の
者
ど
も

『
も
し
意
趣

を
や
さ
し
は
さ
ま
ん
』
と
思
ひ
し
に

五
人思
のひ

角7寄
力ぶら

取;ず
打
恐揃
入ひ
たて
る来
程ごり

「にし
我て事
々姓を

は名悦
大をび

坂尋ミ

2おけ -
77J::.る一

立三ゆで
け
れ
ば

黒
船
の
忠
右
衛
門

根
津
の
四
郎
右
衛

門
、
朝
比
奈
藤
兵
衛
、
鐘
の
太
兵
衛
、
船
越
十
右
衛
門
と
い
ふ
も
の

也
{
と
」
名
乗
け
れ
ば
、
大
に
驚
き
、

「
さ
れ
ば
こ
そ
凡
人
に
て
は
お
わ
さ
じ
と
存
候
ひ
つ
れ
。

御
名
は

付

う

か

つ

わ

れ

ら

み

す

ぐ

兼
て
聞
及
び
し
人
々
に
て
ま
し
ま
す
ぞ
や
。
向
後
我
等
を
も
見
捨
給

は
ず
、
教
示
し
た
び
給
へ
」

ζ
と
刈
um

と
い
ひ
け
れ
ば
、
五
人
詞
を
揃
へ
、

そ

の

ほ

ご

た

ち

こ

の

へ

ん

わ

が

。

る

ま

い

「
其
方
達
、
此
辺
に
て
我
力
に
慢
じ
、
傍
若
無
人
の
振
廻
あ
る
よ
し
、

け

う

カ

う

つ

h

d

み

お

と

こ

だ

亡

向

後

必

慎

給

ふ

べ

し

。

我

々

か

や

う

に

侠

客

は

な

せ

ど

も

、

常

ふ

か

さ

る

つ

い

ま

け

に
人
を
恐
る
〉
事
深
し
。
去
に
よ
っ
て
終
に
負
た
る
事
な
し
」

お

レ

へ

す

も

ふ

と

り

を

、

ひ

よ

ろ

こ

び

と

教

け

れ

ば

、

五

人

の

相

撲

取

、

大

に

悦

、

お
J

¢
ν

ば

d

吟

「
只
今
の
御
一
不
に
て
初
て
誤
り
を
し
り
候
」

よ

ろ

こ

び

れ

と
、
悦
て
帰
り
け
る
。
此
よ
り
播
州
に
此
者
ど
も
頭
取
し
て
悪
者

お

〉

ひ

お

さ

ま

こ

の

一

国

大

に

治

り

け

れ

ば

、

此

五

人

の

侠7ど
やーも
Zてを
尊ミ制
とし
びけ

ける
り。ゆ

五
人
の五
侠T井人

宇}Et
以 ゴモマ
重主ゆ

羽;来
語主引
り 刀冶
m 発

話2
よ
り
跡
を
隠
す

大
坂
へ
帰
り

、

ぽ

り

た

づ

む

来

山

の

庵

へ

尋

け

れ

ば

山
も
五
人
の
功
を
称
し
、

「
拐
、
比
程
歳
旦
の
発
句
を
し
た
り
。
我
心
に
も
叶
ひ
し
と
思
ふ
」

と
此
発

句
を
見
て
五
人冥め

途と
貌主の
を i董
見?の
よ入ブ了
口ほ

し里り
、塚:

門
松
や

d 、一一一一
~ ~­

←日

-111 -， 

来



也と

目
を
定
て
妙
見
菩
薩
を
拝
み
奉
れ
ば
喧
嘩
尾
の
五
郎
右
衛
門

ふ

ぜ

ぎ

『
は
不
恩
義
』
と
思
ふ
う
ち
此
者
ど
も
光
を
放
っ
て
虚
空

我
弟
子
の
船
越
十
右
衛
門
根
津
四
郎
右
衛
門
、
鐘
の
太
兵
衛

七
ぷ

b

ひ

比
奈
藤
兵
衛
、
黒
船
忠
右
衛
門
な
り
け
れ
ば
、
大
に
驚
き
、

わ

が

き

い

い

づ

ち

ゆ

き

『
か
れ
ら
は
該
歳
旦
の
発
句
を
聞
て
何
地
へ
行
け
ん
所
は
し
ら
ざ

い

ま

な

人

ゆ

へ

き

た

り
し
に
今
此
所
へ
何
が
故
に
来
る
や
ら
ん
』

ぎ

ょ

っ

く

か

な

お

と

こ

さ

て

こ

の

す

か

た

掠
々
面
白
き
玉
句
哉
。
我
々
侠
客
と
な
っ
て
い
つ
ま
で
此
姿
に

つ
ゑ

て
あ
ら
ん
。
我
々
杖
に
す
が
っ
て
寺
参
り
せ
ん
と
き
、
『
あ
れ
見
よ
。

一J
J

ろ

ゆ

び

く

ち

を

ユ

朝
比
奈
、
黒
船
が
な
れ
の
は
で
よ
』
と
後
指
さ
沿
れ
ん
は
口
惜
き

お
ま
か
げ

事
に
あ
ら
ず
や
。
小
町
が
一
『
悌
の
か
は
ら
で
年
の
つ
も
れ
か
し
』

と
が
}
け
ん
も
恩
ひ
山
中
て
間
4

る
。
宗
庄
の
体
肋
に
か
〉
る
も
今
日

を
い
シ
三
一
予

隈
り
也
。
我
々
が
老
さ
ら
ぼ
い
し
姿
は
人
に
見
せ
候
ま
じ
。
御
暇
申
」

い

〉

イ

て

い

て

ゆ

き

と
言
捨
て
、
何
固
と
も
な
く
出
行
け
り
。

夫
よ
り
は
此
人
々
の
行
衛
を
終
に
し
る
も
の
な
か
り
け
る
。
喧
嘩

い

づ

〈

ゆ

ソ

き

そ

の

の

ち

つ

い

や
五
郎
右
衛
門
も
何
国
へ
行
け
ん
、
其
後
終
に
見
へ
ざ
り
け
る
。
『
こ

m

d

ぎ

千

円

ち

あ

る

よ

は
不
思
義
な
り
』
と
恩
ひ
く
ら
さ
れ
け
る
中
、
或
夜
の
夢
に
、
所
は

き

た

さ

き

ぜ

な

く

d

き

久
々
知
の
妙
見
と
思
ひ
し
き
所
へ
来
り
し
に
、
先
に
夢
見
し
赤
色

な

み

ゐ

み

?

と

て

う

ひ

ら

の
官
人
並
居
た
り
。
程
な
く
御
戸
帳
開
き
、
北
辰
あ
ら
は
れ
給
ひ
、

ゆ
る

「

そ

れ

罪

を

免

せ

よ

」

五
ツ
の
星
を
伴
ひ
出
る
を
見
れ
ば
、

朝

と
あ
り
け
れ五
ば星
を

彼か呼
の出
官し
人

浪
花
侠
夫
伝
巻
之
六

ト
ヱ
♂
み
r
z

は
な

を
さ
し
て
上
り
け
れ
ば
、
-
喧
嘩
屋
五
郎
右
衛
門
と
見
し
も
光
明
を
放

い

つ

ふ

}

き

し
て
空
中
に
入
給
ふ
。
来
山
不
思
義
の
思
ひ
を
な
す
と
思
へ
ば
、
是

ゑ
び
す
ま
い

も

又

、

南

下

の

戎

参

か
}
ま

り

姦

し

く

あ
た
り
を
見
れ
ば
、
今
宮

ど
売
声
の
春
め
き
た
る
に

『
採
は
さ
き
に
見
し
五
星
の
罪
も
今
こ
そ
許
た
る
な
ら
ん
』

法
ニ
ホ
ι

さ

わ

う

つ

〉

と

初

て

覚

け

る

も

夢

に

ゃ

あ

り

け

ん

現

に

ゃ

あ

り

け

ん

大
尾

の
f¥ 
丘与 一一

号こ夢
不 2な
袋iり
俵手ワ
fよノ。
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注

巻
一
】
を

ん

ま

か

な

ひ

ぶ

き

ゃ

う

だ

い

ど

こ

ろ

や

く

1
)

「
御
賄
奉
行
」
を
、
後
修
本
で
は
「
お
庖
正
官
」
と
修
訂

(
2
)

「
将
軍
家
へ
」
を
、
後
修
本
で
は
「
鎌
倉
殿
」
と
修
訂

~c 

(
3
)

「
近
年
」
を
、
後
修
本
で
は
「
如
斯
」
と
修
訂
。

は

り

つ

げ

た

い

め

い

(
4
)
「
多
く
上
を
恐
れ
ざ
る
大
罪
な
れ
ば
襟
の
刑
に
行
ふ
べ
き
台
命
」
を
、

お
〉
せ

後
修
本
で
は
「
ゆ
る
し
置
が
た
し
よ
ろ
し
く
罪
に
行
べ
し
と
の
令
命
」
と
修
訂
c

フ
w

ろ

で

い

イ

の

せ

ひ

き

さ

い

ご

ぽ

(
5
)

「
と
も
後
手
に
縛
り
何
れ
も
馬
に
う
ち
乗
城
下
を
引
ま
わ
し
最
期
場

つ

れ

ゆ

き

の

せ

へ
連
行
け
る
に
い
か
〉
し
た
り
け
ん
良
介
を
い
ま
し
め
馬
に
乗
ん
と
し
た
る

」

以

ね

は

ね

む

さ

ん

に
此
馬
い
と
ふ
騨
て
縛
り
な
が
ら
良
介
を
葬
お
と
し
け
る
ゆ
へ
無
意
や
石
に

う

ち

に

ご

ん

て
胸
を
し
た
〉
か
に
打
け
れ
ば
二
言
と
も
な
く
即
死
し
た
り
け
る
」
を
、
後
修

フ

ザ

ろ

で

さ

い

ご

ば

本
で
は
「
と
も
後
手
に
縛
り
最
後
場
迄
は
道
の
ほ
ど
遠
け
れ
ば
皆
々
馬
に
の

お

わ

/

¥

な

に

せ
引
ゆ
く
べ
し
と
各
馬
に
の
せ
け
る
が
何
と
か
し
た
り
け
ん
良
介
を
の
せ

い

む

か

お

ど

り

は

ね

J

ん

ば

だ

い

ち

た

ふ

れ

た
る
馬
俄
に
跳
上
り
提
ま
は
り
け
れ
ば
人
馬
も
ろ
と
も
地
上
に
倒
た
り
む

つ
ノ
ち
と
こ
ろ

ざ
ん
な
る
か
な
良
介
は
罵
に
し
か
れ
て
打
所
あ
し
か
り
し
に
や
其
場
に
て
即
死
し

q
J
 

4Iよ
盲
目
ム

占、-←ー
-一回

干Ij

た
り
け
り
」
と
修
訂
。

か

L
こ

な

み

き

(
6
)
「
様
ば
し
ら
に
」
を
、
後
修
本
で
は
「
彼
所
の
並
木
に
」
と
修
訂
。

8 7 

皮主柱

剥事ご
ロヲ
」を

を
後
格修

吾本

寺ぶ
はぷ
荊 ι
をおと

行主修
」ふ言丁

と
修
訂

(
9
)

「
榛
の
柱
へ
上
り
」
を
、
後
修
本
で
は
「
所
に
い
た
り
て
」
と
修
訂
。



-dか
ぽ
ね

(
附
)
「
襟
を
一
を
、
後
修
本
で
は
「
刑
戸
を
一
左
修
訂

(
日
)
「
標
柱
へ
さ
ら
ノ
¥
と
の
ぼ
り
て
」
を
、
後
修
本
で
は
「
死
骸
の
そ
は

ち
か
く
す
〉
み
よ
り
一
と
修
訂

14 13 12 

皮ゑ様様
剥た
」をを

を
後後
後修修
修本本
本一でで
で 1ま戸 、f土
は

EFfr 
v戸

」とと

と修修

修司司
訂

(
ぉ
)
「
榛
」
を
、
後
修
本
で
は
「
屍
は
」
と
修
訂

(
凶
)
「
柱
」
を
、
後
修
本
で
は
「
あ
と
一
と
修
訂

(
げ
)
「
右
の
」
は
「
有
之
」
の
誤
刻
か

18 巻

は

襟i
の
7f1J 

を

後
修
本
で
は

死
7f1J 

と
修
言T

(
円
)
「
勤
番
の
太
守
」
を
、
後
修
本
で
は
「
の
武
家
か
た
」
と
修
訂
。

【
巻
三
】

iv

か
っ
か
う
そ
ん
き
ゃ
う
ひ

b
/
¥
さ

か

ん

か

つ

が

う

そ

ん

き

ゃ

う

(
X
)
原
本
に
は
「
偶
仰
尊
敬
輩
日
々
栄
な
り
」
と
あ
る
が
、
「
渇
仰
・
尊
敬

ゃ

か

ら

ひ

〉

さ

か

ん

の
輩
、
日
々
栄
な
り
」
と
読
む
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。

た

の

ま

れ

つ

へ

ひ

か

(
幻
)
原
本
に
は
「
頼
ぬ

o
上
引
れ
も
」
と
、
「
ぬ
」
と
「
上
」
の
間
に
は

小
さ
な
丸
が
あ
る
。
名
詞
「
上
」
に
接
続
す
る
た
め
連
体
形
の
「
頼
ぬ
る
」
が

適
切
か
と
考
え
、
「
る
」
が
誤
っ
て
「
つ
」
と
刻
さ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
は
な

い
か
と
判
断
し
た

22 巻
)四

牢号

を

後
修
本
で
は

獄i
と
修
訂

(
鈴
)
「
子
殺
し
の
」
を
、
後
修
本
で
は
「
ぬ
す
び
と
」
と
修
訂
。

一

つ

れ

ゆ

き

も

の

(
凶
)
「
部
屋
へ
連
行
」
を
、
後
修
本
で
は
「
な
ぐ
さ
み
者
と
し
」
と
修
訂
。

つ

れ

ゆ

き

か

た

は

ら

(
お
)
「
よ
り
部
屋
へ
連
行
」
を
、
後
修
本
で
は
「
屋
の
側
に
か
よ
ひ
」

巻
五

む
ろ

(
お
)
「
将
軍
」
を
、
後
修
本
で
は
「
室
町
」
と
修
訂
。

(
幻
)
「
甚
感
」
を
、
後
修
本
で
は
「
云
け
」
と
修
訂
。
次
の
文
字
「
し
」

は
、
「
云
け
し
一
と
清
音
「
し
」
で
読
む
こ
と
と
な
る

(
お
)
「
か
や
」
を
、
後
修
本
で
は
「
や
」
と
修
訂

(
汐
)
「
な
し
権
六
が
義
に
感
し
て
」
を
、
後
修
本
で
は
「
の
悪
事
を
な
す
と
い
拡

今
又
」
と
修
訂
。

く
わ
人
け

(
苅
)
「
将
軍
」
を
、
後
修
本
で
は
「
{
自
家
」
と
修
訂
。

~

い

め

い

お

h

せ

(
引
)
「
怠
命
」
を
、
後
修
本
で
は
「
厳
命
」
と
修
訂
。

の
み

d

す

こ

よ

ひ

(
刊
以
)
「
毒
呑
て
死
ベ
し
し
か
ら
ば
」
を
、
後
修
本
で
は
「
今
宵
に
も
自
死
す

る
な
ら
ば
」
と
修
訂

(
竹
刀
)
「
な
れ
は
」
を
、
後
修
本
で
は
「
を
」
と
修
訂

35 34 

最主せ
早平め
」て
を」

を
後
修後
本修
で本
はで
「は

日た中、
且ん正

と
修
訂 」
と
修
訂
。

(
苅
)
「
心
得
た
る
か
と
」
を
、
後
修
本
で
は
「
と
心
あ
り
げ
に
」
と
修
訂
。

白一、 -ー一一
，，-

一回
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38 37 

粟毒
回」

口を

を後
修
後本
修で
本は

で「
は石

刑tと
塑ヱ E 
と
修
訂

こ

ひ

ゑ

ひ

(
持
)
「
薬
を
た
ま
ふ
ゆ
へ
只
今
最
期
な
り
と
」
を
、
後
修
本
で
は
「
を
乞
、
酔

の
う
ち
心
よ
く
最
期
を
と
げ
ん
と
一
と
修
訂

(
判
)
以
下
空
白
で
あ
っ
た
箇
所
を
、
後
修
本
で
は
「
此
金
助
を
た
す
く
る
は
実

と
ら
ゆ
る
は
か
り
と
と

の
権
六
を
捕
謀
な
る
は
，
後
編
を
み
て
知
ベ
し
」
と
追
加
修
訂
。

(
叫
)
原
文
「
そ
H
H

」o

濁
「
白
川
が
踊
り
字
と
勘
違
い
さ
れ
下
に
来
た
も
の
と
判

白一 、-←  ー
~~­-<-_.-

断
し
た

ざ

い

か

ま

く

ら

り

ゃ

う

ち

そ

な

(
目
的
)
「
両
三
年
も
在
鎌
倉
」
を
、
後
修
本
で
は
「
郡
県
の
備
へ
か
ゃ
う
」

-115 

か
は
さ
ら
へ

(
必
)
「
川
波
御
用
か
〉
り
を
」
を
、
後
修
本
で
は
「
下
賎
の
私
願
な
ど

と
修
訂

と
修
訂

(
判
)
「
そ
ら
ず
」
は
、
「
有
ら
ん
」
か
ら
の
誤
刻
か

46 45 'O 
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